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例 ＝妾
ロ

l .本書は平成7･ 11年度に道道支笏湖公|童|線交通施設工事用地において、千歳市教育委員会・財

団法人北海道埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した千歳市ウサクマイN遺跡の埋蔵文化財発

掘調査報告書である。

2．報告書の編集は、第2調査部第1調査課が行った。

3､遺構の原稿は、調査を担当をした調査員がそれぞれ執筆し、各遺構の文末に文責者名を記してい

る。そのほかの各章・節の原稿についても、文末に文貢者名を記している。

4~道構図は、調査を担当した調査員がそれぞれ整理し、第2原図を作成した。大居ひろ美がトレー

スなどを行い、菊池慈人･ IH中哲郎が遺構図版の取りまとめを行った。

5．遺物等の現場での一次整理およびトータルステーションデータ管理はⅢ中が統括した。

6“現地での写真撮影は調査を担当した調査員が行い、遺物の写真撮影・焼付けなどは菊池が行った。

7．土器の接合、復元、拓本には、主に川村紀子・高橋慶子・大居が従事し、土器の実測・ トレース

は、主に山田真理子が行い、 これらの作業を田中が統括した。

8．石器・金属製品・木製品などの実測・ トレースは| | l 1tl ･岡川千秋・小林|11里子・釜萢みどりが行

い、菊池・田中が統括した。 また、樹種同定は農林水産省森林総合研究所平川泰彦氏の指導の

もと菊池育子が行った。

9” 金属製品の保存処理は平成7年度出土分については財団法人岩手県文化振興事業団が行い、平成

11年度出士分は第1調査部第1調査課の田'二I尚が行った。

10. フローテーション試料の選別作業は塚Ⅲ優子・金子さおり ・佐藤寿子・大和田雅子・高橋由里・

千田未穂が行い、動物遺体の同定作業も早稲田大学金子浩昌氏の指導のもと行った。

11 .Ⅳ章の各種分析･ |司定は、下記の方々と機関に依頼した。

松村博文（国立科学博物館)、金子浩昌 （早稲出大学)、赤沼英男（岩手県立博物館）

（株）地球科学研究所、パリノサーベイ株式会社、 （株）古環境研究所

12.遺跡検出の火ll l灰の同定は第1調査部第1調査課の花岡正光が行った。

13.調査にあたっては、下記の機関および人々の指導ならびに協力を得た（順不|司、敬称略)。

小山川はつみ、渡辺重建工業株式会社、北海道教育委員会文化課、札||滉市埋蔵文化財センター加

藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二・仙波伸久、千歳市教育委員会豊[[|宏良、恵庭｢|丁教育委員会上屋真

一・松谷純一・長町章弘、平取'111教育委員会森岡健治、小樽市教育委員会石川直章、旭川市教育

委員会斎藤傑、苫小牧市教育委員会佐藤一夫、枝幸lll]教育委員会高畠孝宗、浦幌町教育委員会

後藤秀彦、釧路市埋蔵文化財調査センター西幸隆・松田猛・石川朗、青森県埋蔵文化財調査センタ

ー三浦圭介・佐藤智生・水村高、八戸市教育委員会宇部則保、秋IH市教育委員会小松正夫、滝

沢村埋蔵文化財センター井上雅孝、中里町教育委員会齋藤淳、石川県埋蔵文化財センター小lll:

芳孝、山口市教育委員会磯部貴文、下関市立長府博物館古城春樹、国立科学博物館松村博文、

農林水産省森林総合研究所平川泰彦、多賀城市埋蔵文化財調査センター千葉孝弥、北海道開拓記

念館出利葉浩司・平川善祥・右代啓視、道立アイヌ文化研究センター古原敏弘、旭川市立博物館

瀬川拓郎、北海道開拓の村野村崇、岩手県立博物館赤沼英男、ハドソン東洋鋳造貨幣研究所古

田修久、サハlノン博物館OIga A. SHUBINA、北海道大学菊池俊彦・天野哲也・小野裕子、札

I幌大学木村英明、札|幌国|際大学関口明、東京都立大学山|丑|昌久、筑波大学前田潮、束京大学

藤本強・宇H二I川洋、北橘保男、早稲田大学菊池徹夫・金子浩昌、國學院大学鈴木靖民・酒寄雅



志・藤澤敦・蓑島栄紀、立教大学 l l 1浦清、琉球大学石111筆、大阪市立大学栄原永遠男、上野武、

|司志社大学森浩一、 ；III奈川大学網野善彦、札ll晩学院大学中村英重、石附文、福島大学工藤雅

樹、法政大学小口耽史、岡ll l理科大学富岡直人、東北歴史博物館小井川和夫・阿部博志、占川

市教育委員会高橋誠Iﾘ1、秋'1 1県立博物館船木義勝、秋日|県埋蔵文化財センター利部修、横山英介

凡 例

遺構は、以下の記号によって表記し、原則として発掘訓査順に番号を付した。

遺構番号は、原則として平成6年度調査からの継続である。

IH:竪穴住居跡 IP: 上坑 ISP:小土坑 1F:焼土B :骨片集中

HF:住居に伴う焼土および炉跡 HP:住居に伴う小ピヅトおよび柱穴

道構図中の方位は真北を示し、レベルは標高（単位m)である。

掲載した実測図等の縮尺は原則的には以下のとおりであるが、必要に応じてそれぞれにスケー

ル・バーを明示している。

遺描図: 1/40遺構図中の遺物出土状況図: 1/20土器実測IXI : 1/4土器拓影図: 1/3

石器実測図剥片石器・石斧類： 1/2礫ｲLI器: l/3 1= ･石製品: 1/2

遺桷の規模は、以下のように計測値を表示した。

検出|血iでの長*|l1長×検出面での短軸長／床（坑底）面での長'lill1長×床（坑底）面での短軸長／検

出liliからの最大深（単位In)。 また一部壊されているものは現存長および復元推定値を( )で

示し、不明の場合は－の記号で表示した。
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I 調査の概要

調査要項

事業名

事業委託者

事業受諾者

1

道道支笏湖公園線交通施設工事用地内埋蔵文化財発掘調査

北海道札幌土木現業所

平成7年度千歳市教育委員会

平成l 1年度財団法人北海道埋蔵文化財センター

千歳市蘭越10-17ほか

1,150nf

平成7年10月2日～10月31日

平成11年7月1日～lOjl29R

平成11年11月1日～平成12年3月31日

平成12年8月1日～平成13年3月30日

所在地

調査面積

発掘期間

整理期間

2調査体制

平成7年度調査体制

千歳市教育委員会

教 育 長

センター長

埋蔵文化財係長

主 事

平成11 ･ 12年度調査整理体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長大澤満

専務理事宮|l|奇勝

常務理事木村尚俊

業務部長 '+1m仁(平成12年3月まで）

柳瀬茂樹(平成12年4月から）

第2調査部長鬼柳彰

第1調査課長種Tij幸生（発掘担当者）

主 任川巾哲郎（発掘担当者）

主 任菊池慈人

文化財保護主事山巾文雄

佐藤利雄

大谷敏三

|11村俊之

遠藤昭浩（発掘担当者）

高橋理

松出淳子

3調査に至る経緯

ウサクマイN遺跡は、昭和51年に故石附喜三男氏が調査を行い、その名を知られることになった。

当遺跡が発見されることになった経緯は、以下のとおりである。

昭和51年6月支笏湖病院構内から、植木移植の際に須恵器の大型甕破片が出土した。その報告を受

けた千歳市教育委員会の大谷敏三主事（当時）が現地確認を行った。その結果、須恵器出土地点を中

心にした遺構の広がりが、昭和51年8月に札幌土木現業所が支笏湖病院前の道道支笏湖公園線沿いに

施工を予定していたサイクリング道路用地内に及ぶことから、北海道教育委員会文化課と協議した。

道教委は、支笏湖病院前の地域から苗別橋に至る間の用地内を範囲確認調査した。調査の結果、 「十

数片の擦文式及び江別式土器破片、数点の黒曜石剥片の出土をみ、 また土坑．遺構の可能性のあるも

の（後の発掘調査において擦文式文化の士坑墓一第32号擦文式墓と命名一であることが判明した)」

を確認した。これに基づき、道教委が札幌土木現業所と協議したところ、現状保存つまり計画の変更

は不可能と判断し、緊急に発掘調査を千歳' ij教育委員会が実施することとなった。当時札||屍大学教授

の石附喜三男氏が発掘担当者となり、 ll召和51年9)｣ 1日から10月9口にかけて発掘調査が行われた。

－1 －



この調査をきっかけとして、 ウサクマイN遺跡が、擦文文化期の重要な遺跡としてウサクマイA遺跡

と共に世に知られる事となった。

その後、千歳市ガス水道局が、千歳市水道事業第4期拡張事業（主に水道管埋設工事） を行うにあ

たって、その事業の一部がウサクマイN遺跡に及ぶことから、平成4年7月31日所在確認調査、同年

11月2旧から12月1日まで範囲確認調査を実施した。その調査結果に基づき、平成6年6月l l=|か

ら6月30日にかけて発掘調査を行っている。その調査の成果については、千歳市教育委員会発行『ウ

サクマイN･蘭越7遺跡における考古学的調査」を参照していただきたい。

さらに、平成5年、道教委は札幌土木現業所千歳出張所より、道道支笏湖公園線交通施設工事にか

かわる協議を受け、 ｜司年10月41=|から10月8日にかけて、範|蛭|確認調査を実施した。調査の結果、

協議区内に遺物・遺構が検出されたことから、道教委は平成4年の水道埋設工事とは異なり、遺跡に

及ぼす範囲が広いこと、遺跡の重要性などを理由に計画変更をお願いしたが、当該個所が交通事故の

多発地帯のため、計画変更は不可能と判断し、遺跡が損傷を受ける1 ,150㎡について発掘調査を実施

することになった。

平成7年10月2日から10月31日にかけて、千歳市教育委員会が調査面積2451Tfを調査した。そし

て諸般の事情により、残りの905㎡を平成11年7月lF1から10月31Rにかけて （財）北海道埋蔵文

化財センターが調査することになった。本報告書は、千歳市教育委員会が実施した245nfと当センタ

ーが実施した905㎡を合わせて報告したものである。 （種市）

4遺跡の位置と環境

千歳市は石狩低地帯の南部に位置し、現在の千歳市街地が広がる沖積地は、支笏湖から市内を東流、

その後北へ流れを変え石狩川へと注ぐ千歳川によって作り出されたものである。千歳川、あるいは干

拓事業によって既に埋め立てられた長都沼や馬追沼などに流れ込んだ中小河川の河岸段丘上は、遺跡

の密集地である。また、千歳川は今なお、サケが多く遡上する河川の一つである。

ウサクマイN遺跡は千歳川が千歳市街地に入る手前、上流域の左岸にある。市街地からは西方（支

笏湖側） に約5km、千歳川とその支流内別川に挟まれる標高24～26mの谷底平野に立地している。

ちょうど2河川の合流部にあり、その上流域には隣接して、国指定史跡「ウサクマイ遺跡群」など多

くの遺跡が広がりをみせている （図1-2)。この千歳川上流域は、支笏火山噴出物によって形成さ

れた火砕岩台地上を、恵庭岳および樽前山の数次にわたる噴火堆積物が厚く覆う地区である。この台

地は千歳川によって二分され、左岸側(北側）が北信濃台地、右岸側（南側）が千歳台地と呼称され

る。両台地とも川との比高差が約30mの平坦な台地であり、北信濃台地は更に内別川によって南北に

開析されている。ウサクマイN遺跡は千歳川を遡れば、内別川両岸に広がる 「ウサクマイ遺跡群」の

ちょうど入口部分にあたる。遺跡群は表1－1のとおり、縄文ll寺代早期から各時期をわたり、統縄文

時代、擦文時代、アイヌ文化期を通じ連綿と生活が営まれており、多くの竪穴の窪みを今も見せてい

る。その中、ウサクマイA遺跡では昭和38年当時、千歳市指定の有形文化財となっている蕨手刀2振

りや、縄文晩期の土偶がほぼ完形で発見されるなど古くから注目される遺跡群であった。

なお、遺跡の所在する蘭越はアイヌ語地名であり、 「ランコウシ: ranko-u-si｣=カツラの木・の群

生する・所の意味である。 また、 ウサクマイについては、 「尻無しの後ろにある沢」や、 「そこに魚を

~1きす竿のある所」などの諸説がある。

、

－2－
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表1－1 周辺の遺跡一覧（道教委包蔵地カードより）

種別 |早期,前顧 中期隈期
縄 文

遺物包含地｜ ’
集落跡 ’ l l

種別 考続縄文 擦文 備アイヌ番号 遺跡名
晩期
（）４

５

越
越

蘭
蘭

随
一
側 竪穴l

ペサのチャシ跡とその後背地

い
）
’
○
’
○
’
（
Ｕ

遺物包含地

集落跡

165 蘭越6

須恵器片出二｜

竪穴5

r，
ｰノ閲越7

蘭越8

㈱
｜
町 集落跡

チャシ跡

墳墓

丘頂式

墓曠28基調査
l681ペサのチヤシ伽
1691 ウサクマイA

○

7二丁
、ーノ ○

ｱｲﾇ文化期墓擦文期竪穴6，

縄文後期竪穴2

堅穴75 （忠| | I期3，縄文中期) 、

アイヌ文化期墓

rl
~ ~

集落跡ウサクマイB170 し 、ーﾉ

集落跡
ｒ ／筆一、

L_／ウサクマイC

ウサクマイ，

171

172

(_ノl ~、

、ノ

竪六7

竪穴2
榊
榊
榊
窪
鋤
榊

○
○
○
○
○
○

○

○

ウサクマイE

ウサクマイF

隅
一
隅
応
一
応
一
ｍ
｜
応
一
”
｜
剛
一
皿
一
唾
一
畷
一
隅

雁
一
睡
一
吋

腿

腿

即
一
団

竪穴10○

○ ○○

○
7~fハ
、一ノ 、ーノ

○○○

ウサクマイG

竪穴14

竪穴3

ウサクマイH

ウサクマイI

低湿性地区あり

堅穴4

遺物包含地

集落跡

Cウサクマイ､I

ウサクマイK 〕
’
（
Ｕ 縄文前期墓3， 中期竪穴

縄文晩期主体、墓あり

墳墓

遺物包含地

集落跡

集落跡

遺物包含地

道物包含地

道物包含地

集落跡

遺物包含地

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

集落跡

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

○○ ○○ ○

○○○○

○ ○

○○○○

ウサクマイW

ウサクマイM

ウサクマイN

ウサクマイO

ウサクマイP

ウサクマイQ

(~） ／､

、ノ

竪穴6

拙文時代

／参一、

(_ノ

○

○

○ I

ウサクマイR

ウサクマイS ○ 竪穴］r－1
、一／

「 ○○
’
○

○
’
０

/ ､

ウサクマイT

ウサクマイU

○
○
’
一

繩文中期堅穴1

縄文晩期主体ウサクマイV

ウサクマイW

C
〆、

Lノ

〔
）
｜
〔
）

（
〕
｜
〔
）
’
（
〕

f､
ｰノ

↑
ふ化場1

、

１

ノ

、

、

ノ

、

Ｉ

Ｆ
）
戸
」
行

、
）

（
〕

唾

隅

’
ふ化場2 ○

竪穴5ウクルメムl

ウクルメム2

唖

恥

回

却

罰

竪穴3

竪穴3
旦

○ウクルメム3

ウサクマイX

ウクルメム4

（
〕

、○’○ ○

5調査結果の概要

今回の調査範囲は地形的に大きく谷底平野平坦面と内別川河道跡に分けられ、全体に樽前a降下軽

石層(Ta-a層: 1739年降下） に覆われている。遺跡の保存状態はいたって良好であり、アイヌ文化

期・擦文文化期を主体に、続縄文文化期．縄文時代晩期などの遺構・遺物が検出されている。遺構

数・出土遺物点数は表1－2．3のとおりである。

平坦面ではTa-a層下の黒色土層および茶褐色土層に遺跡が形成されている。Ta-a層直下のアイ

ヌ文化期では建物跡2軒、墓、道跡などが検出され、なかでもアイヌ墓は昭和51年度調査分から数え

3基目である。今回の墓は長台形の墓曠に周溝を持つもので、頭位はほぼ束を向いている。副葬品は

曠口部頭側に|ﾉ1耳鉄鍋が伏せて置かれ、遺体腰部西側に刀子、頭部西側に漆膜（椀？）が出土してい

る。 また、黒色土層上面では鉄製,W, (鉄鍋片・自在鉤鈷など）がみられ、建物跡 1周辺からはガラ

ス玉7点が出土している。

－5－
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擦文文化期は、竪穴住居跡11軒のほか、土坑、焼土など多くの遺構が検出され、活発な生活活動が

窺える。住居跡IH-2･4･5･7~9では竪穴堆積土中に白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm: 10

世紀中頃降灰）が確認され、その下限年代が特定される。カマドが確認された竪穴ではIH-2が主

に凝灰岩・流紋岩で、 IH-llが白色粘土で焚き口や煙道が作られるなど、それぞれの竪穴でその

構造や配置に違いがみられる。 また、 IH-7は－3及び－5の掘上げ土に埋められ、今回調査した

竪穴の中では古く位置付けられるほか、暗茶褐色土上面で検出した掘り込みの浅い竪穴IH-12･

l3もある。 また、特徴的遺物として2枚の「富壽神寶」 （皇朝-|-二銭の一つ）があげられる。 IH-

9竪穴掘上げ土との関係は不明瞭ながら、竪穴内に廃棄された擦文土器の分布と重なり合う状況であ

り、後世の混入とは考えられず擦文期にあったものと判断される。銭自体の磨滅もあまりなく、鋳銭

から時間的経過がさほどなく遺跡に搬入されたものとみられる。

河道跡ではTa-a層下の黒色泥炭層中に上下2枚の火山灰層が確認でき、下位の火山灰は黄白色を

呈するもので、検鏡の限りB-Tmにほぼ間違いないとの結果が得られた（上位火山灰の起源は不明)。

主たる遺物包含層はB-Tm層下の暗茶色泥炭層・砂礫層であり、暗茶色泥炭層からは中柄・マキリの

柄・曲げ物の底板などの木製品、加工材が出土したほか、下位砂礫層に打ち込まれた立杭列を検出し

た。 また、暗茶色泥炭層・砂礫層のほぼ境界部からソーメン文を持つオホーツク式土器（一個体）が

出土したほか、須恵器片、サメの歯1点など特徴的遺物も出土している。砂礫層からは縄文時代前期

から擦文期までの土器片・石器類が出土しており、縄文期土器片の磨滅がより顕著に観察される。内

別川上流域の遺跡から流下した遺物も包含することが考えられる。

遺跡lﾉ1では竪穴の炉・カマドに伴う焼土のほか、多くの焼土や骨片の集中が確認された。土壌水洗

選別を行い、獣骨や魚骨が焼けた状態で多量に検出された。その結果、いずれも破損品であるが鈷先

や中柄、針などの製品が確認できた。 また、獣骨・魚骨ではシカ・サケ類がその主体を占めるが、 l

H-10・ l2の炉焼土からイノシシの上腕骨、歯が検出された。擦文時代と特定できるもので、注目

される。 （田中）

表1－2遺構数一覧

雌 (八．
1J凸 ， ｡

{制片跡

'| @l' 片

"|'域
ﾉM2 ｜〃L 建物側洲介年度 t坑 道剛 |'ピッ|、 堂

ｌ

ｉｌ

アイヌ鬼
F1ユ

ら

IWWI I 51

~､ﾄ成6
４
二
１

33

~14
ｑ
Ｊ
－
弓
Ｉ

２ 54

辿椛滑号は平成6年1典からの継続需号。

IH-10はll{{#|151年度の2}｝化II}跡のI II能性強い。

I P-15･ 19は欠砺。 I F-8･ 19･47は欠需。

1z成7･ 1 1 '2 7
、『一
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表1－3遣物点数一覧

遺物科

陶磁器ハ･

弧忠器片

｜:器ハー

求リハーイ,~器群

朧製ｲi器鮮
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金屈製11I I11M
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6調査の方法

（1）調査区の設定

調査区は5×5m方眼で設定した。調査範囲が工事内容の性格上、道道支笏湖公園線に沿ってある

ことから、調査区の一つの基軸線を道路センターに平行するように設けた（北東一南西方向)。 この

基軸線に平行するラインに千歳川側からアルファベットの呼称A･B･C…を、直交するラインに千

歳川下流側から数字の呼称0･ 1 ･2･ ･を与えた。なお、遺跡の広がりを考慮しながら、調査範囲の

ほぼ中央を通るアルファベット呼称の基軸線をKラインとした。各調査区の名称は、方眼南東側交点

の名称(K-5区など） とした。アルファベット呼称軸は、真北から33｡ 54' 10〃東に傾いている。

以下に、調査区交点2点の座標値等を示す。座標系は第刈系である。

調査区杭名 X Y 北緯 東経

K－5 -131610.484 -53292.415

K-12 -131639．534 -53311.938 42-48-46.9007 141-35-528887

また、 レベルの基準は、札|幌上木現業所が設置した仮ベンチマーク (B.M)No.1 (藺越浄水場天

日乾燥ろ床角:H=26.399m) を使用した。

なお、今回の調査区は昭和51年度、平成6年度調査のそれぞれの調査区とは整合しない。 （田中）

（2）調査の方法

発掘調査は人力を基本とするが、表土層及び無遺物層である上層の樽前a降下軽石(Ta-a)層に

ついては5cm程を残し、重機で除去した。その後、残るTa-a層を人力にて除去したところ、擦文

時代と考える竪穴の窪み、アイヌ文化期の墓坑や道跡など各種遺構の痕跡がみられた。このため調査

は当初から遺構調査を主眼とするものとなり、上層の遺構から順次調査を実施した。調査は土居観察

用の土手を残して掘り下げ、随時写真撮影、実測を行った。調査にあたっては平成7年度の一部及び

平成11年度に、 トータルステーションを利用した遺構・遺物データベースシステム（以下、 「データ

ベースシステム」 と略す｡） による遺構輪郭線の概略や遣物取り上げなどを実施し、三次元データを

できる限り残した。なお、データベースシステムのX軸、 Y軸は、調査区の数字呼称のライン、アル

ファベット呼称のラインがそれぞれにあたる。

調査範囲の北東隅に内別川の河道跡である大きな落ち込みが確認された。大量の湧水があったこと

から、電柱を仮設、釜場を設定して排水しながらの調査となった。水中ポンプによる排水は一旦沈殿

槽に貯め置き、土砂を除くことに努めた。毎日調査開始前の排水は、 4インチポンプ2台で通常1時

間、降雨日の翌日には2～3時間を要した。

竪穴住居跡のカマドや炉、遺構外の焼土などの土壌はできるだけ採取し、フローテーション法（浮

遊選別法） による選別作業を実施した。今'百lの調査では獣骨片が多く検出され、その|司定に予想以上

の作業時間が掛かり、炭化種子選別、同定まで行うことはできなかった。 また、アイヌ文化期の墓曠

調査にあたっては微細遺物の出土の可能性から、覆土を土壌ごと取り上げ、齢分けなどを行った。

このほか、現地表面から遺物包含層までの深さが平均1 .5m、最深では2.5mに達したことから、調

査区縁に崩落危険防止のため、木製上留矢板の打ち込みや土襄の積み上げを行った。 また、交通量の

多い道路脇の調査のため、ヘルメット着用や調査区全体を防塵ネットで囲うなどの危険予防措置をと

った。なお、排土置き場が調査範囲近くに求められなかったことから、排土を一旦近隣地に貯め置く

こととし、埋め戻しなど車両運搬で行った。 （菊池･ I｢|中）
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（3）基本土居

調査区の基本層序は、図1－7のとおりである。谷底平野平坦面と内別川河道跡では、当然のこと

ながら堆積状況が異なる。平坦面では上層から以下のとおりである。

表土層：耕作などによる現代の撹乱層。道路側溝及び遺物包含層を壊す、大きな撹乱層について

は図上「撹乱」で表現した。

Ta-a層：樽前a降下軽石層(1739年降下)。調査範囲全面を覆う、層厚は平均1.5mほど。いく

つかの降灰ユニットが観察された。

黒色土層：平成6年度調査の層名「第1黒色土(IB層)」を踏襄した。主たる遺物包含層である。

Ta-a直下は調査範囲全体、厚さ数Cm程度が暗赤褐色の色調を呈し、図上「 IB-1」 と記載

した。 また、竪穴堆積土の上位層（自然堆積層） についてはその色調、軽石粒などの包含状況

から、 IB-2、 IB-3……と分層したが、各竪穴ごとに行い、統一したものではない。

なお、竪穴内などで検出されたB-Tmは一般のIB層中では検出できない。

暗茶褐色土層：遺跡の基盤層となる下位層への漸移的層。縄文時代晩期などの遺物がわずかに出

土する。

黄褐色シルト層：基盤層。最終面の地形はこの上面で測量したもの。 IH-3～5が位置する平

坦面中段ではシルト層が烏状に残る程度、特にIH-3･4の延長線上から河道跡にかけては

ほとんど見られず、レキを多く表出している。自然的要因により、流出したものと考えられる。

砂主体の砂礫層：砂粒を主体とする層で、支笏火山噴出物の水成二次堆積物とみられる。一部平

岨面中段で深掘りを行い、層の確認を行った。砂粒を主体に礫層がレンズ状に所々堆積する状

況で、 0.5mほどで湧水した。 1.5m程の地|<に厚さ5cmほどの黒色腐植土居が検出されたが、

遺物等の人工物の出土はなかった。

一方河道跡は、千歳川の支流内別川の河道移動により、調査範囲北東部に湾入して形成されている。

河道跡の形成は河成堆積物である砂礫(17jg) ･灰色シルト (16層) ･黒色シルトと茶色シルトの

互層(151g) ･褐色砂礫(14jg)が内別川により浸食された後、砂礫層(10Ig)が堆積形成された。

浸食は15層が部分的に残っている様子から、大きな浸食が短期間に数度繰り返されたと思われる。水

流が安定するに従い河道は左岸方向（現内別川流路側）へと移動し、旧河道は草本類が繁茂する湿地

となる。 しばしば流水の影響を受けながら泥炭の堆積が進行する安定した場所となり、暗茶色泥炭層

(9層） を形成した。 白頭lll-苫小牧火'1|灰(B-Tm)降下後、流水等により台地上のIB層の流れ

込みも含め堆積したと判断される。

河道跡では、表土層下Ta-a膳は、上部が12ライン北東側からみられるTa-aの水成再堆積物が

厚くなり、層厚が平均2.5mほどとなる。この下位層は暗褐色シルト、給源不明の火山灰を挟んで、

暗褐色シルト、黒色シルトとなる。これらシルト層が、平坦面のIB-1層及びIB層上位に相当す

る。遺物の出現頻度は低い。 B-Tmはこれの下に、斑状であるが、ある程度平面的に河道跡全体に

確認できた。 B-Tm下の暗茶色泥炭、砂礫層が主たる遺物包含屑で、特に砂礫盾に多くの遺物が包

含されていた。縄文時代前期から各時期の遺物が川kする。縄文時代晩期以前の土器片は磨滅するも

のがほとんどで、 ｜ﾉ1別川上流域の遺跡から流下したものと判断できる。基盤眉である灰色シルト及び

砂礫層のばか、河道跡崖面には薄く堆積する黒色腐柧土が観察される。平坦面深掘りでみられた黒色

腐植土膳に連続するもので、無道物層と判断した。 （菊池・川中）
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（4）火山灰について

本遺跡で確認された火山灰について報告する｡樽前山起源のTa-a、 白頭山起源のB-Tm、給源不

明の火山灰の三種類が認められた。
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l )火山灰の種類

火山灰は三種類が確認された。

a.表土直下に産出し、遺跡全域を覆う

もの。

b.泥炭層やピット内に産出するもの。

c. aの火山灰より明らかに下位に産出

するが、 bの火山灰や遺構･遺物と

の層位関係が未詳のもの。

③

⑧

⑤

十

一

灘

帝

一

一

一
一

Ta-a 降下軽石

赤黒色泥炭
シルト

黒色泥炭

シルト質降下テフラ

黒褐色泥炭

T ‐Y~

′Y，

'YT

T

鋳下
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BJTm dP L 〃 ＄

γ、 γ、 γ、
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亜
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○
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2）火山灰試料と既知の火山灰との対比
泥炭まじり円礫

aは細礫～砂質の軽石を主体とするユニヅト

と長石､輝石を主体とする火山灰のユニットか

ら成り､ユニット数は1Oに及ぶ､このうち7ユニ
0－

ヅトは降下堆積物で分級が良いが､3ユニッ1，

は分級が悪く、火砕流堆積物と推定される｡最上

部と最下部のユニヅトは層厚10cm以上である

が､他のﾕﾆｯﾄは層厚数cmである｡この火山灰器＝
は、その分布から榑前起源のTa-a (AD.

1739)であると考えられる。 図l /dUノ ーCめゐと二言えら才しゐ。 図
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円礫

1－9グリッドL-06の火山灰層序

bは泥炭層中に良く保存されている。グリッド

L－6区での例を図1－9に示す｡この火山灰（河道跡の土層8層） は火山ガラスに富み､少量のア

ルカリ長石を含んでいる （表1-4)。火山ガラスの形態はバブルウォール型(bw)が主体で、繊維

状発砲の軽石型(F)、平板状(P) も多い（表1-4,写真)。このような特徴をもつ火山灰は白頭

山一苫小牧火山灰(B-Tm. lOllt紀)である。ピット IP-24の火山灰も同じ火山灰である(表1-4)。

cは細粒（シルト質）で極めて分級の良い降下火山灰である｡火lllガラスに富む他、斜長石も多

い（表1-4) 、火山ガラスの形態は、泡壁がつくる模様が網目様をなす軽石型(M)が主体である

(表1-4,写真)、層位的には明らかにTa-aより下位であるが、 B-Tmとの関係は不明である｡分

級が極めて良いことと細粒であることから、給源は樽前山ではなく遠方にあると推定される｡火山ガ

ラスの形態は駒ヶ岳の完新世テフラに似るが、対比は今後の課題である。 （花岡正光）

文献

曽屋龍典・佐藤博之(1980) :千歳地域の地質地域地質研究報告(5万分の1図幅)、地質調査所、 92pp

川田洋・新井房夫(1992) : 「火山灰アトラス｣ ．東京大学出版会、 276ppo

表1－4火山灰の鉱物組成（全粒径）

火山ガラスアルカリ長石 斜長石試 料

qD bw>F,P>MグリッドL-06の8層 十

【D bw>F,P>Mピット24の火山灰 十

○ ●M>bw>F,PグリッドK－04の火山灰

●：頗る多い ○：多い ＋：少ない
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7整理の方法

(1)土器

現地では水洗・乾燥後、遺物台帳とカードを作成し、注記作業を行った。注記は、遺跡名のウサ

クマイN遺跡を「UN」 と略記し、遺構・調査区名、出土層位、遺物番号の順で、それぞれ簡略に

記入した。平成11年度調査分については、遺物番号が過年度調査分と重複することから、遺跡名略

記の後に調査年度を示す「99」を加えている。現地での整理を終えた遺物は、遺構毎、発掘区毎に

仮収納し、現場終r後札幌の整理作業所へ搬送して、随時本格的な整理作業を開始した。

接合・復元作業では、道構内、遺構間、遺構と包含層間との接合関係の把握に留意し、接合資料

については、 ｜司一個体の破片（未接合資料も含む）の識別に努めた。実測図の作成に当たっては、

最もt器の特徴を表している部分を実測するために、 90度あるいは180度回転させたものもある。

また、断面と輪郭のみを実測し、文様等は拓影によって表現しているものもある。破片資料は口縁

部の文様、胎土、焼成具合などをもとに個体識別に努め、拓影図と断面図を作成した。

これらの作業と並行して、データベースシステムを利用して、分類の修正、遺物分布lX|の作成、

接合関係図の作成、集計作業を行っている。写真撮影は基本的に掲載遺物全点について行った。

整理作業の終了した資料は報告書掲載資料、遺構、発掘区に収納した。

（2）石器

現地では水洗後分類して、遺物台帳を作成した。注記内容は土器と同じである。現場終了後札|幌

へ搬送し、分類の訂正と細分類を行い、報告書に掲載する石器を選び出して実測作業を行った。遺

構出土の石器を優先して実測し、包含層出土の石器は、全器種を網羅するよう実測している。石質

の同定は田中が行った。

整理作業終了後、報告書掲載資料、遺構、発掘区別に収納した。

（3）金属器・木製,猯

鉄製品は写真撮影の後、錆落しを行い実測した。その後、復元．保存処理を施したが、その過程

で観察された事項などを併せて、再実測を行っている。 また、出土品の一部をサンプリングして、

成分分析を行っている。

木製品等は、現場段階での水付けの状態で写真撮影・実測を行い、今後保存処理を行う予定であ

る。 また、主要な出土品について、樹種同定を行った。

（4）微細遺物の取り扱い

現場で採取した土壌サンプルは、袋ごとに台1帳に登録した。主に竪穴内炉及びカマド内焼土、包

含層検出の焼土、骨片集中域を土壌ごと取り上げたものである。土壌サンプルは、乾燥させて体積

を計測し、フローテーション・マシン（浮遊選別器） を用い、水道水で選別作業を実施した。その

結果、現場段階で観察されたとおり、残津に多くの動物遺体が含まれていることがはっきりした。

このことから、動物遺体の同定に主力を置くこととした。 また、報告する骨製品はすべて、選別作業

中に確認されたものである。

（5）遺物とデータ類の保管

遺物類は、整理作業終了後千歳市教育委員会において保管される。

土器・石器等及び遺構の輪郭と断面についてのデータは、札|幌での整理段階で書き加えと修正を

行い、光磁気デスク (M. 0. ) に読み込んである。 1部はセンターに残し、 もう1部は遺物類と

合わせて、千歳市教育委員会において保管される。
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8遣物の分類

（1）土器

以下の分類基準で行った。実際には磨滅の激しい土器片や小破片もあり、大分類で止めたものも多

い。

I群：縄文時代早期に属するもの。今回の調査では出土していない。

II群：縄文時代前期に属するもの。今回の調査では、縄文尖底土器群が河道跡で、一部出土した

のみである。

Ⅲ群：縄文時代中期に属するもの。河道跡から円筒土器上層b式の磨滅した破片が出土したほか、

胴部破片もみられた。

Ⅳ群：縄文時代後期に属するもの

a類：余市式に相当する土器群

b類：手稲式、ホヅケマ式に相当する土器群

c類：堂林式に相当する土器群

V群：縄文時代晩期に属するもの

a類：大洞B･BC式に相当するものとそれに併行する在地の土器群

b類：大洞C! ・C2式に相当するものとそれに併行する在地の土器群

c類：大洞A･A!式に相当するものとそれに併行する在地の土器群

Ⅵ群：続縄文時代に属するもの

a類：大狩部式、恵山式（アヨロ1～2b類） に相当する土器群

b類：恵山式（アヨロ3a･ b類)、江別太式、後北A、 B、 C,式に相当する土器群

c類：後北C2 ･D式に相当する土器群

d類:OIの突瘤を有する土器を一括した。 これら土器群については種々論考が発表されてい

るが、分類者の不勉強もあり、明確な分類基準を持って線引きすることができなかったため

便宜的に行ったものである。

Ⅶ群：擦文時代に属するもの

以上の他に、須恵器、 ロクロ製坏、オホーツク式土器などの搬入品があるが、 これらについては出

土量も多くなく、細分類の項目立ては行わなかった。

（2）石器 ~

石器の分類は、製作体系の異なる剥片石器群・磨製石器群・礫石器群に大別し、 さらに以下の器種

の分類を行った。細分類については出土量が少ないこともあり、個別記述の中で大まかな項目立てに

より行い、 ここでは細分類の基本的観点のみの記述とした。なお、複数の器種が複合していると考え

られるものは、原則的に下位の器種に含めている。

I 剥片石器群

剥片石器群は黒曜石を主に用い、稀に頁岩がみられる。

石鑛：無茎、有茎で大きく分類した。三角形、及び細身・長身の平面形態のものがほとんどで、そ

れに基部形態（平基、凹基）の別を加味した。

石錐：出土点数は極わずかで、柄と機能部の区別が明瞭なものがほとんどである。
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スクレイバー：素材の長辺に刃部を有するものを一括した。それに刃部の形態を加味している。

掻器：円形掻器を含め、素材の短辺に刃部を有するものを一括した。剥片石器群の中では一番多く

出土している。素材の形態などを加味して分類している。

模形石器：上下両端（もしくは一端）が潰れ、側面に樋状の剥離面を有するもの。ただし、樋状剥

離は使用の結果であり、すべてに有するとは限らない。点数的には少ない。

加工痕又はある使用痕剥片(R･Uフレイク）

石核

剥片

Ⅱ磨製石器群

磨製石器群は磨製石斧、研磨石材、及び素材となるものがわずかに出土している。石材は緑色泥

岩、片岩、砂岩がみられる。

石斧：特に小型のものを「石のみ（形)」 と呼称した。

研磨石材

素材

Ⅲ礫石器群

礫石器群は機能が複合しているものが多く見られる。複合例については、前述のとおり下位の器

種に分類している。例えば、すり面と敲打痕が|司個体にみられる場合はすり石に分類する。

主たる石材は、たたき石・すり石では安山岩・砂岩が、砥石では流紋岩・凝灰岩・珪化木などが

多く用いられている。

たたき石：棒状、円形・楕円形（不整円) 、球状といった素材の形態から細分している。それに加

え使用箇所（礫の縁辺・平坦面など） について加味している。

すり石：上記のとおり、たたき石と基本的に|司様である。たたき石と複合使用されるものが多い。

砥石：平坦～U字状の砥面をもつもの、溝状の砥面をもつものに大きく分類している。中には金属

製品に使用したと考えられる鋭利な使用痕が残るものが観察された。

石皿．台石：概ね直径20cm以上の扁平礫にすり面・たたき痕を有するものとしたが、今回の出土

品は破片で明確に断定できるものは少なかった。

礫・礫片

（3）金属製品・木製品・骨角製品

これからについては出土量が少ないため、分類項'三|は改めて設けなかった。 (田中）
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Ⅱ遺構と出土遺物

1 概要

調査範囲は榑前a降下軽石に厚く覆われ、良い残存状態で多くの遺構が確認された。Ta-a除去

後には擦文文化期の竪穴住居跡と想定される大きな窪みや各種遺構の窪みなどが検出され、その重複

関係把握を中心目的に据え調査にあたった。調査範囲|幅が狭いことや調査が2年次に分かれたことも

あり、その目的を充分に果たせなかった部分がある。

Ta-a直下のIB層上面では、建物跡2、道跡、土坑l、墓1が確認され、アイヌ文化期のものと

判断される。その後調査を進めるごとに、竪穴住居跡( IH) 12、土坑( IP) 15、焼土(IF)

62、骨片集中域(B) 25、数多くの小ピヅト (ISP)などが確認された。この後の記述は層位順

に、 また構築時期を確定できたものを考慮しながら記述する。なお、焼土、骨片集中域

はIB層上面で検出したものもあるが、一括して記述した。

などについて

堆積土中に平坦部の擦文文化期竪穴住居跡にはカマドを持つもの、持たないものの2種類があり、

B-Tm火山灰が検出されたもの(IH－2～5, 7, 9)が多い。 また、大きな窪みとして確認し

た竪穴住居跡のほか、 これら竪穴の構築に関係しない掘上げ土3カ所が検出されている。その規模か

ら竪穴住居跡のものと判断したが、その本体となる遺構が調査範囲外に存在することから、遺構の名

称をIH-Xl 、 －X2， －X3と仮称した。また、河道跡ではB-Tm火山灰層下に、立杭が集中

して出土した箇所があり、 「杭列」 として報告する。 （田中）

2 1B層上面（アイヌ文化期）の遺構

(1)建物跡

建物跡－1 （図II-2,図版6． 118)

位置: J-7～9, K-8･9区

規模：7~40×3.60m 炉長軸方向:N-20o－W

確認・調査: IB層上面を薄く掘り進めたところ、 K－8杭付近で骨片を多量に含む灰の広がりを検

てアイヌ文化期建出した。これまでの千歳周辺地域での調査結果などから、Ta-a直下での遺構とし

物跡の存在が想定され、周辺の精査を行った。その結果、柱穴と思われる小ピットが数多く検出され

たが、逆に建物跡を構成するであろう柱穴の確定を難しくした。小ピヅトの規模は深さ15～20cm内

外のものが主体で、変化に乏しい。図上、線で示した柱穴の配置も確証なく、炉の長軸方向にあわせ

たものであり、十分な検討を加えられなかった状況である。

炉の士層：主体となる灰層（2）やその上層に骨片が多く含まれる。 3．4は被熱による地山層の焼

土で、火床は円形の2個が連結した形をとる （図版6)。断面図でみれば、地表面からかなり窪んで

特に集中域B一おり、灰を掻き出した結果と考えている。周辺に多くみられたIB層上面での骨片、

23～25や河道跡のB 7～12との関係が問題として残る。

かは現段階で’5は焼土除去後に、若干柔らかく掘ることができた部分だが、 この炉に関わるもの 断

定できない。

遣物出土状況：炉跡から鉄製品1点が出土している。 また、想定した建物内とその周辺からガラス玉

(遠藤）7点が出土している。これらについては包含層の遺物とともに、一括して報告する
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建物跡－2 （図Ⅱ－3， 図版5． 117)

位置:K-13, L-12･ 13区

規模：不明 長軸方向:N-12．－W

確認。調査:Ta-aを除去した段階で、ほぼ直角に、 2方向にのびる細長い窪みが検出された。一部

土層堆積状況確認のため試掘溝を設けたが、明確な掘り込みは確認されず、雨だれの痕跡と考え建物

跡を想定した。窪みはちょうどIH-ll掘上げ土などの高まりを取り囲む位置関係にあるが、調査範

囲外に広がるため全体像はわからない。これに伴うと考えられる柱穴は1個で、 IH-ll掘上げ土土

層観察時に確認したもので、深さ60cmを測る （図Ⅱ－55)。しかし、窪み内側には凹凸があり、必

ずしも平坦な状況ではなかった。炉も、柱穴の並びも確認されず建物跡とする要素に乏しいが、その

可能性を考えたい。

遣物出土状況：窪みから磁器片1点が出土した。皿の破片で、焼成は良好。焼成具合、呉須の発色か

らみて伊万里磁器、 181比紀前半期のものとみられる。この遺構に伴うものとの断定は難しいが、 T

a－a降下年代と矛盾無いものと判断される。 （田中）

（2）道跡（図Ⅱ 3，図版5）

Ta aを除去した段階で、 J-14区からL-14区にかけて幅20cmほどの窪みを検出した。窪み

下位には掘り込みはなく、踏み窪んだ道跡と考えられる。標高の高い支笏湖公園線道路側から北西方

向に、ほぼ調査範囲を直交してIH-llの窪み脇をとおり、調査範囲外に続くものとみられる。建物

跡－2との位置関係に注目したい。 (HIri')

（3）土坑

IP-26 (図11-3, |叉|版28)

位置: L-13区 平面形：楕円形？

規模：－×－／－×0.60/0.l4m 長軸方向:N 4o －E

確認・調査：建物跡－2確認からその柱穴の検出に努めながらIB層上面の調査を進めたが、有効な

結果は得られなかった。この部分の高まりがIH-ll掘上げ土との判断から、一端調査を中断し、 I

H l l調査時点で再度行った。ただ、調査後の判|新から、 IP-26の上部に当たる建物跡-2の西

側で、獣骨片の出土があり、後にIP 26の遺物として扱った。

調査再開から、順次掘り下げる段階で、編み物（脆く、取り上げは十分にできなかった）の痕跡や、

残存状態が良好なアシカ上顎犬歯や鹿角などが数多く出土したことから、調査範囲境界にサブトレン

チを設定したところ、土層断面でIB層上位からの掘り込みを確認した。平面的にはやや赤味を帯び

る黒色土の輪郭で捉えられ、 IP-26とした。この土坑の確認はIH-ll調査中で、土坑南側は竪

穴覆土として調査済みで、その輪郭は不明である。

土層：やや赤味のある黒色土の単純層で、 IB層上位から掘り込んでいる。

坑底・壁: IH-l l掘上げ土を掘り込み、 IB層に| 1にほぼ平坦な底をつくっている。壁は緩やかに立

ち上がる。

時期・性格：上坑掘り込み面や獣骨の残存状況から、 IB層上面の遺構、アイヌ文化期のものと判断

している。建物跡－2に付属するものかどうか、 また性格についても不明である。 （川中）
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（4）アイヌ文化期の墓

IP-1A (図Ⅱ－4･5, 図版2～4･ 118)

位置:K-16･ 17区西方向にごく緩く傾斜する標高25m程の平坦地。

規模：墓曠203×0.54～0.98/1 .77×0.68～0.94/0.55m

マウンド 3．20×2.50m (土層3層範囲）

マウンド高さ 0.20m (現存部の土層l+3Ig)

溝状部IIR0.65～1 .02/0.50～0.90m

溝状部深さ 0.08m

蟇曠平面形：長台形 長軸方向（頭位方向) :N-99｡ -E

確認・調査:Ta-a除去後のK-16･ 17区において、ほぼ中央が楕円形に窪む高まりと、それを囲

む西側が開いた馬蹄形の窪みがあることを確認した。中央の窪み内には鉄鍋が出土し、周溝のあるア

イヌ文化期の墓であることを想定して調査を行った。

調査は墓曠の検出から行った。掘り下げは人骨の這存も予想されたので、刀子などの出土によって

曠底近くと判断した深さで一旦やめ、土層観察のため4分割した全ての区画を曠底近くまで掘り下げ

てから改めて墓曠下部の調査を開始した。なお、微小な遺物を回収するため、墓曠の埋土は全て土の

う袋に入れ、後日選別を行ったが、針などの出土はなかった。

蟇曠を完掘した後、周溝の検出にとりかかり、 トレンチを設定し調査した。当初、セクションに溝

が現れることを予想していたが、実際は満というより浅い窪みとして観察された。後日、セクション

図の検討をした結果、溝の外側と思われたものは円形をしたⅢl状の竪穴の立ち上がり、内側と思われ

たものはマウンド状の高まりの肩部であると判断した。その規模は4.01×3.84mである。

土層：最上層(IB-1) は調査区全体を覆うTa-a直下の暗赤褐色土と区別できないものである。

1 ． 3層はマウンド形成層、 2．4～10は埋土である。 l層は墓構築の最後に盛られた黒色土で、崩

れて竪穴の窪みに流入している。竪穴の床・壁であるIB層との判別は困難であったが、墓の南東と

北東に近接する擦文文化期住居跡(IH-9とIH-10)の暗褐色の掘上げ~士によって、何とか判別

できた。3層はマウンドの基となっている明黄褐色上層で、 ドーナツ状に墓曠の周りに広がっている。

平面|Xlの掘上げ土範囲は3層の時点のものである。 2層は本来3層とほぼ同じ高さにあったものが、

遺体の腐朽によって落ち込んだと考えている。埋土の堆積は各種土層の混在が著しい部分があり、 と

くに長軸方向ではごく大まかな堆積しか確認できなかった。それによると、黄色砂は墓曠中心より西

側でみられるが、東側では明|僚に確認できなかった。全体的に墓曠内部は黒色～暗褐色土が主体であ

る。

墓曠：黄褐色の砂層まで掘り込んでいる。平面形は東側（頭側）が幅広な長台形を呈する。曠底は平

坦で、壁は束・西・北側で垂直に近いが、南側は斜めに立ち上がり途巾から垂直に近くなる。

這体：墓曠の東側で左右の側頭骨錘体、歯5点を検出したものの、その他の遣存状態は極めて不良で、

頭蓋骨と腰椎（？）の痕跡をみるにすぎなかった。歯の咬耗度から被葬者の年齢は熟年（40～60歳）

と推定され、性別は副葬品の鉄鋼から女性であろう。頭位は頭蓋骨などの検出位置から東方向である。

埋葬姿勢は側頭骨錘体の位置関係から、顔面を南向きに、ややうつぶせた状態であったと推定された。

遣物出土状況：墓に伴う遺物は鉄鋼、刀子、漆膜である。鉄鍋はTa-a除去後、倒立した状態で底

を半ば地面から現していた。土居|断面の観察から、マウンド形成後、遺体の頭部と重なるような位置

に伏せて置いたものと考えている。脚とみられる部分を1つ確認したが、他の脚は錆瘤や欠損のため

不明である。残存状態は良好で、底部穿孔はみとめられない。刀子は腰椎（？） よりやや南からl l l la

ハハ
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した。鋒は足側を向く。漆膜は墓曠の南東隅（頭部の近く）から出土した。黒地赤彩の漆椀であった

ろうと推定され、鵺丸文がみられる。同じ漆膜は小片の状態で刀子付近、頭蓋骨付近や、墓曠の北東
隅からも散発的に出土している。

マウンド: 1 ･3層によって形成される。 3層でマウンドの基をつくり、 l層で整形したと考えられ

る。高さは20cm程と思われ低い。 さらに竪穴という窪地内に造られるため、マウンドとしてはあまり
目立たなくなっている。

墓標穴：墓曠調査中は検出されなかったが、その後シルト層上面での精査で、長軸方向延長線上東側
に小ピヅトが検出された。深さ20cm程度。 しかし、確実に伴うかははっきりしない。

構築方法：調査の結果、当初周溝と考えていた窪みは、浅い竪穴と掘上げ土のマウンドによるものと
判断した。本遺構は以下の方法によって構築されたと想定している。

l . 4×4m程の浅い皿状の竪穴を掘る （その際の掘上げ土は竪穴の外に置いたと思われる)。

《緩やかな立ち上がりが認められること、立ち上がりの内側が周囲よりも低くなっていることか
ら、竪穴が掘られていると判断した。 》

2．竪穴の中央付近に墓曠を掘る （その際の柵上げ上は土の色によって分けて置いたと思われ、黄

色土は墓曠の周囲に置かれる。黒色・暗褐色土は竪穴の外側に置いたのかもしれない｡）

《黄色土が墓曠周囲にマウンド状に置かれていることから、土色による選別をしていると判断し
た。 》

3．遺体を安置し、副葬品を置く。

4．墓曠を埋める （黒色・暗褐色土で主に埋める。墓曠は埋め戻しのため若干盛り上がっていたと
思われる)。

5．竪穴の外（？） に置いてあった黒色土を、黄色系の士でできたマウンドと墓曠上にかぶせてマ

ウンドを整える。最後に鉄鍋を伏せて置く。

《特に、東側のセクションから1層が掘上げ土と考えられ、マウンド形成の最後の土と判断した。

また、鉄鍋がl層の上に置かれていることからもそう判断した。 》

なお、確認Imで溝状の窪みがI呵側に開いた馬蹄形にみられたのは、墓曠掘上げ-|を竪穴西側ぎりぎ

りまで置いたため、掘上げ士と竪穴掘り込みによる窪みが確認できなかったと考えている。 （山中）

3 1B層の遣構

(1)竪穴住居跡

今回の調査で確認できた竪穴住居跡は、そのほとんどを擦文期に属するものと判断している。Ta-

a除去後大きな窪みとして確認されたもの(IH-2～5･9～11)、他の竪穴掘上げ土などに埋め

られるなどしてIB層上面で顕著な窪みとして検出できなかったもの(IH-6･7･ 12･ 13)が

ある。 また、カマドを持つもの、持たないもの、カマド煙道方向やカマド構築方法などにそれぞれ違

いをみせ、多種多様な竪穴住居跡が検出された。竪穴掘上げ土については、土層|断面でははっきりと

分層できるものの、平面的にはその上層との層界や据部での確認には困難な部分があった。調査が2

年次に分かれたこともあり、掘上げ土出土遺物についての層位的取り扱いに問題があったことは否め

ない状況にある。今回の報告にあたっては、遺物の層位的問題について'一分検討できなかったことも
あり、現場取り上げ時そのままに掲載している。

なお、 IH-2北側、河道跡に近い部分で検出したIH-8はI明確な掘り込みが確認できなかった

ものであるが、竪穴として取り扱った。 （仕I巾）
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図版Ⅱ－8 1H-2のHP

l )擦文期

IH-2 (図II-6～11, 図版8～10･47･62･63･103)

位置: J-3･4, K-3･4区 平面形：隅丸方形

規模:4.12×3.95/3.93×3.90/0.30m 長軸方向:N-27．－E

カマド軸方向:N-72．－W

確認・調査：平成7年度の調査において、 Ta-a除去後に大きな窪みとして確認した。電柱支柱が

竪穴中央部にあったことから竪穴調査を行わず、平成11年度に再度調査を行った。調査は東西と南北

に土層観察のためのベルトを設定した。土層断面で竪穴堆積土中にB-Tmが堆積していることが判

明した。床面の調査では主柱穴・地床炉・骨片集中・灰集中・炭化物集中・土坑2基を検出した。

河道跡東側の平坦面に位置しており、湧水により河道跡の水位が上がるたびに床面は浸水した。ポ

ンプにより河道跡から排水し、水位が下がるまで床面の水は引かなかった。このことから、住居構築

時には、内別川の水位は低かったと考えられる。

覆土: IB-1 ･2･3層、 1層～5層は、流れ込みによる自然堆積である。 2層上面にB-Tmが

堆積する。6層は構築面が踏み歩きによって汚れたものである。 7．8層はカマドの灰をかき出した

際に堆積したと考えられる。

竪穴の構造：床面は地山の砂礫層を浅く掘り込み、ほぼ平坦である。壁は急傾斜で立ち上がり、直立

する部分を多く残す。

付属ビット:HP-3･4は主柱穴で浅く、置き柱と考えられる。壁際にHP-5～9の柱穴を検出

したが、すべて直立し、上屋構造がどのようなものになるかは不明である。HP-3～9の覆土は黒褐

色砂質土である。HP-1の覆土は黒色土、 HP-2は黒褐色砂質土であり、 ともに浅皿状である。

カマド板状の凝灰岩を使用したカマドで、オープン式である。煙道壁の礫は破砕して3層と4層

(貼り天井部と考えられる灰白色粘土） に多量に混じり、天井礫が崩落している。袖の芯は煙道の壁

と同様の礫を使用している。右袖の外側に白色粘土が残っていたが、左袖には残っていなかった。右

袖の白色粘土上面から土器片10が出土している。煙道の底面(5層上面）から同一個体の土器片5 ･

7．8が出土し、 また火床の上面からは土器lが、薄く白色粘土を被って出土した。土器は被熱され

ておらず、煙道や右袖から出土した破片と接合した。

このように、左袖に白色粘土が残っていないこと、火床上面と3層上面に白色粘土（2層）が被っ

ていること、そして土器lの出土状況から、カマド廃棄時に、何らかの意図的行為がなされたと考え
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られる°ユカンボシC15遺跡（道埋文2000)のH-13ではカマドの右袖部を壊し、構築していた

灰白色粘土で排煙口を塞いでおり、 ｜司様の行為が行われている可能性がある。

なお、火床の土壌を採取して水洗選別したところ、多数のサケの骨片が含まれていた。

遺物出土状況と遣物：床面・覆土からは、Ⅶ群土器、スクレイパー、安山岩製のたたき石等が出土し

ている。また、覆土からⅥ群d類の注口土器3．4が出土している。3は器面に刷毛目調整痕が残り、

口縁部に2～3段みられる短刻列も器面調整具で施されている。HP 1からlOcm大の礫とⅦ群土器

底部が出土し、 HP-2からは10～30cm大の礫と安山岩製のたたき石(39)、砥石(40)、Ⅶ群土器

胴部が出土している。 （菊池）

IH-3 (図II-12～19, |叉|版11 ･ 12･48･64～67･l03･104)

位置: J-9, K 9･ 10, L-9区 平面形：隅丸長方形

規模：5.34×5.18/421×398/0.47m 長軸方向:N-85° E

力マド軸方向:N-9o－W

確認・調査:Ta-a除去後のIB層上面で、大きな窪みとして確認した竪穴である。上面には多く

の炭化物が検出され、アイヌ文化期のものと判断した。建物跡 1との関係も考えられるが、今回の

報告では十分な検討はできていない。

掘上げ土の堆積状況から、近接する竪穴の中で一番新しいものであることが確認された。掘上げ士

は周辺に薄く広く分布し、一部はIH 4竪穴に流れ込み、南側ではIH-5掘上げ土上に堆積する。

竪穴内堆積土中、土層図IB-2直下にB-Tmとみられる白色火山灰が、斑状に検出された。

この竪穴住居は北壁にカマドをもち、 4本の主柱穴が確認されている。覆土巾では竪穴北西隅付近

に炭化物小片の集中する範|荘|がみられた。 ｜ﾘl確な材としての固まりはみられなかったが、竪穴住居が

焼失した可能性が考えられる。

土層：覆土はすべて黒色上を主体とし、軽石や小礫を含んでいる。そのうち、 2．3層は士性より屋

根葺き士と判断され、上記の炭化物の集中は3層から床面にかけて検出されている。 5層はしまりが

強く、竪穴掘り方埋土（床構築土） と考えられる。覆土は竪穴自体の規模、深さに起因すると考えら

れるが、他の竪穴に比べ平坦な堆積状況に感じられる。

竪穴の構造：カマドは竪穴北壁の束寄りにつくられる。主柱穴は4個確認でき、それぞれの竪穴壁コ

ーナー寄りに配置されている。柱穴掘り方平面形は長方形を呈するもので、規模（上面／下面／深さ）

はHP-lが36×27/16×17/49cm、 HP-2が36×27/29×24/52cm、 HP-3が36×29/

21×20/54cm、 HP-4が26×29/24×20/54cmを測る。HP-2～4では掘り方の北西部分で

柱痕跡が確認されている (HP-2は径21cm、 HP-3は径13cm･深さ13cm、 HP-4は径13cm･

深さ20cm)。

カマド：両袖の礫が残り、火床の焼土を粘土が覆う状態で検出された。カマドは竪穴壁を掘り広げ、

板状の礫を袖の心材として、粘土で固めつくられている。明確な掘り方は確認できなかったが、袖、

側壁に使用される礫は掘り窪め固定するもので、礫除去後には細長い溝が残る。袖の礫は被熱により

脆く、取り上げ時に細かく砕ける状況であった。

煙道口天井にも扁平な大ﾅfl!礫が使川されるが、 IH-2のように煙道すべてを礫で構築していない。

側壁をつくる礫がとぎれる部分で、煙道の底も一旦狭くなっている。煙道上部には天井石の使用され

たと判断される礫もあり、その他にも表層に礫が集'1'していた。カマド構築時、煙道上部に礫を葺い

ていたと考えられる。 また、排煙口には粘土を主体に炭片や焼11粒を含む、粘性の強い土砂が充填し

ていた。

、弓
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IB-1:暗赤褐色土(炭が多く混じる）
IB-2:黒色土

l黒色土(軽石や多くの礫が混じる）

2暗褐色土(軽石や小礫が多く混じる）
3黒色土(軽石や小礫が混じる｡炭化材小片を含む）
4にぶい榿色粘土(カマド燃焼部材）
5暗褐色土(軽石や小礫が混じる。しまりあり）

3の平面lxl (2)と土牌|xI II 13 1H
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燃焼部には甕底部（73）が焚口焼土面で小礫にかぶせ倒置した状態で出土している。接合した胴部

片は同じ面で30cm程、離れて出土している。

遣物出土状況と遺物：床面での出土状況は巨視的には竪穴北西部（カマド燃焼部左側から北西隅付

近:A)、竪穴中央から東側に寄った部分(HP-4西側からHP-3北東側:B)、竪穴中央部やや

南寄り (C)の3地点にまとまりが認められる。Aには1 ･ 13～17･28･30･32･61 ･67･69･

70．76、 Bには4･8･ 12･ 19～23･29･53･71、 Cには18．39･40･56･63がある。このう

ち4はl層・竪穴外、 13は竪穴内IB層、 17･39･67･69は竪穴外、 76は2層・竪穴外出土の破片

と接合している。 3．26．31 ･34･37･46･49･57は2層2．33･72･80は2層上面から直

上、 10はl層、48･79が竪穴内IB層から出土している。 3の接合破片はカマド煙道部、竪穴外掘

上げ土下の包含層にあり、 2と72の破片は竪穴中央南寄りの地点でlmほどの範囲にみられる。

24･25･41 ･43～45･47･50･52･64～66･68･74～78の出土地点は竪穴外である (24･

50･52･64･77･81はIH-3掘上げ土下の包含層)。カマド煙道部からは51 ･81が出土した。

lの坏は内外面とも丁寧にミガキが施され、器面は平滑である。再度火を受けており細片に破ける

部分もある。 2は鉢で段状沈線、 口唇にキザミがある。 3の甕は口縁から頚部にかけての器面調整が

ヨコナデで、刷毛目調整痕を若干残す。出土状況から竪穴に先行するものと考えられる。4は沈線帯

が複段で、 l1n部の張りがほとんどみられない。破片は2点を除き竪穴外（掘上げ土やその上下の包含

層） 出士のものであり、 この土器もIH-3竪穴構築時の掘り返しによる破片の移動が考えられる。

5～9は覆土出土の須恵器で、 9の甕胴部破片はL－8区掘上げ土下出土の破片と接合している。

10･ l1は内黒、回転糸切りの土師器坏底部破片。

甕12～14， 15～20はそれぞれ同一個体で同様のつくりを示すが、刷毛目調整痕に違いがみられる。

21 ･22はヨコナデ調整主体の小型のもの。口縁部破片では頚部が大きく湾曲するもの(30)や口唇

部にキザミをもつもの（35～41) 、頸部に|隔広の刷毛目調整痕をもつもの(42～45)などがある。

底部にはササの圧痕が残るもの（70．73） もみられる。74～76は同一個体で、小型の甕・61は刷毛

目調整痕を器表面にもつ片口鉢口縁部の可能性が強い。混入と考えているが、 口唇の形態が角形で他

の同器種の破片と違いがある。

石器は77が黒曜石製の掻器。 78がすり石， 80が砥石でともに安山岩製。 79が花崗岩製の砥石。81

は凝灰岩製の砥石、肌理の細かい石質で砥面は平滑である。 （松'11）

41 －
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IH-4 (図Ⅱ-20～24,図版l3． 14･48･67･ 103･ 104)

位置: L-10･ 11区 平面形：隅丸方形

規模：424×388／（400） × (3.58)/0.48m 長軸方向:N-1° 一E

カマド軸方向:N-17o－W ，

確認・調査:Ta-a除去後のIB層上面で、窪みとして確認した竪穴である。窪み上面にはTa-a

をかぶって鉄鋼（図Ⅲ－41の5)が出土したほか、窪み内からも鉄鍋片が出土している。このことに

ついては「金属製品」の項で一括して記述する。

竪穴窪みにはIH-3掘上げ土の流入が認められるなど竪穴外掘上げ土の堆積関係から、 IH－3

～5の3軒中で一番先行する竪穴であることが確認された。 また、土層IB-3下にわずかながら

B-Tm火山灰が観察された。

竪穴は調査範囲外に広がり、 4分の3程度を調査したに止まる。竪穴南壁中央にカマドを持つもの

で、炉および柱穴は検出されていない。覆土を掘り下げる過程で、床面から5～10Cm高い位置に炭

化物の集中する部分があり、図化集成したところわずかの炭化材であるが、竪穴中央から外側へ放射

状に広がる方向性が捉えられた。屋根材と判断され、 この住居は焼失したものと考えられる。この炭

化材の樹種はハンノキ属が多いようで、詳しくはⅣ章－2を参照されたい。 また、竪穴床面の東壁際

には、カマド構築材に使用される粘土の固まりが出土している。

土層：覆土はすべて黒色土を主体に、砂礫・軽石が混じる混合土である。上述の炭化材は竪穴全体を

覆う1層のほぼ中間部から検出している。 また、 6層は床構築土（竪穴掘り方埋め土）の可能性があ

る。

竪穴の構造：床面は砂礫層中に平坦につくられ、壁は緩やかに立ち上がる。平面形は方形に近いが、

カマドがつくられる南壁が狭く、北側に広がる台形状となる。このことから竪穴長軸方向を上記とし

たが、あまりこだわる必要はないように思われる。

炉、柱穴は検出されていない。ただ、柱穴に関しては床面が礫の表出の多い砂礫層ということもあ

り、浅皿状のものについて検出できなかった可能性はある。

カマド：袖粘土が崩れた状況で検出された。カマド西側には粘土に固められ直立した状態で礫が残り、

東側では礫を抜き取った痕跡が確認できた。ほかに大きな礫は検出時にはなく、カマドは両側に扁平

礫を埋め込み袖心材とし、粘土でつくられたものと判断できる。礫が抜き取られていることを考えれ

ば、意図的に壊していることも想像される。 また、排煙口から煙道にかけて粘土が充填していた。

遣物出土状況と遺物：竪穴に伴うと判断される土器は2の甕で、カマドおよびカマド周辺の床面から

出こしたものである。段状沈線をもつもので、器表内外面とも刷毛目調整痕を残し、ヘラミガキが部

分的に施される。あまり平滑さはない。

lはロクロ成形の坏で内黒。掘上げ土からも出土しているが、全体的傾向として上部包含層からが

多く、 「包含層」の項で扱うべきものかもしれない。 3～5は須恵器、坏や甕の破片。 ともに覆土か

らの出土である。甕破片5は包含層掲載の10 (図Ⅲ－1) と|司一個体である。

その他、 10が床面出土である以外、覆土出土(6～9, 11 ･ 12)、掘上げ土出土(13～19)のも

のである。 13には頸部境界に器面調整具による刺突が巡らされる。

石器はすべて覆土からの出土で、黒曜石製のスクレイパー（20） と掻器(21)のほか、たたき石

(22．23)、すり石（24．25)、砥石（26～28）がある。たたき石、すり石はともに安山岩製。砥石

26は砂岩製で、割れ面を使用しているもの。27．28は凝灰岩製である。 （遠藤）
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IH-4の土層

IB－1:黒褐色土(軽石､礫が少量混じる）

IB－2:黒色土(軽石､小礫が多く混じる）

IB－3:黒色土(軽石､小礫が混じる）

l黒褐色土(軽石､礫が混じる）

2黒色土(軽石､大小様々な河原石が主体）

3黒褐色土(2層と近似､色調がやや明るい）

4黒色土(軽石が混じる）

5黒褐色土(軽石､小礫が多く混じる）

6黒褐色土(軽石､礫が多量に混じる）
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IH－4カマドの土層

I黒褐色土(軽石､礫が混じる）

l黒色土(軽石､礫が混じる）

2黒褐色土(軽石、白色粘土小ブロックが多く混じる）
3暗黄褐色粘土

4黒褐色土(非常にもろい｡木の根撹乱）

5暗黄榿色粘土(非常に粘性が強い）
6暗褐色土(炭が混じる）

7黒色土(軽石が混じり､粘土粒も若干みられる）

8黒褐色土(軽石･白色粘土ブロック･焼土粒が多く混じり
炭･骨片が多くみられる）

9黒褐色土(炭･骨片少量混じる）

10暗赤褐色焼土(炭･骨片が多量に混じる）

11暗褐色土(柔らかい粘土ブロック､軽石が混じる）
12明赤褐色焼土

13黒色士(軽石多く､粘土粒少量混じる）

14暗黄褐色粘土(黒色土が混じる）

15黒褐色土(黒色土と粘土の混合土､軽石が多く混じる）
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IH-5 (図11-25～35、 図版15～17･49～51 ･68～70･ 105･ 117)

位置: J-11 ･ 12, K-1 1 ･ 12区 平面形：隅丸長方形

規模：496×451/4.30×3.84/066m 長軸方向:N-87o －E

カマド軸方向:A/N-7． －W B/N-5． －W

確認・調査:Ta-a除去後のIB層上面で、大きな窪みとして確認した竪穴である。竪穴はちょう

ど河道跡側に傾斜する地形転換点に立地し、降りきった斜面際につくられている。このため他の竪穴

に比べ、その窪みも大きく感じられた。実際調査が床面に達した時点では、南Pti側の壁高は1mを

超える状況であった。

この竪穴式住居は北壁に新旧2つのカマドがあり、中央に炉がつくられ、壁際を巡る柱穴が検出さ

れている。作り替えによる新旧のカマドは、新しい方を「A｣、古い方を「B」 と呼称し区別した。

この竪穴にも、堆積土中IB-4下部にB Tm火山灰が検出されている。 この火山灰は竪穴窪み

中央平坦部で斑状にみられた。この火山灰下、竪穴中央覆土層中に刻文土器(11 ･ 12)が集巾して

lll土した。この部分での覆士の厚さは10cm程度、土器片と床面との高低差は5cmほどであった。覆

土の厚さにも関係するが、土器1 1 ･ 12には明確な高低差は確認できていない。 また、覆土LﾄIには1

カ所焼土がみられ、その脇に坏（1）がつぶれて出土（図版16) したり、重さ12.4kgの流紋岩の巨

礫がみられるなど、窪みへの廃棄行為がR立つ。

なお、床面精査段階で、カマドから炉にかけて床曲砂層が若T赤く、火を受けた状況であった。

土層：覆上は基本的に地山層を構成するシルト、砂、礫と黒色土の混合上である。竪穴壁際は砂を主

体とするものが堆積する。上述のとおり、竪穴中央の覆土は10cm程度と浅い。

また、 ちょうど土層観察用ベルト (aライン） にかかって、竪穴巾央に若干傾き、底部の欠損する

甕（6）が倒立した状態で出土している。周辺を含め、際だった覆土の変化はみられなかった。なお、

bラインで|叉|示する土器(P)は、廃棄された刻文土器(11)の破片である。

竪穴の構造：床面は砂屑1 1 1につくられ、平坦である。壁は緩やかに立ち上がり、直立する部分が多い。

壁面の地l l l層には礫層がレンズ状に堆積する部分が観察される。

炉は竪穴ほぼ中央にあり、その長軸線上の両側に深さ6cm程度の浅いllll状ピヅト (HP-ll･ 12)

がある。他の壁際を巡るピット (HP-1～9) は、 HP 1を除き25～30cmの深さがあり、 どの

ピヅトも直立して竪穴中央側に傾くものはない。

HP-10は深さ10cm程度で、竪穴内に入り込みカマドA袖石脇に位置する。甕(7)の破片が突

き刺さった状態で検出された。 また、竪穴外カマド (A･B)煙道両脇にもHP-13･ 14が検出さ

れている。覆土は非常に軟らかい。カマドに関連するものか定かではない。

カマド:Aの西側袖石が残存し、骨片混じりの暗茶褐色上(7E)が大きく広がる状況で検出された。

残存するAの袖石は2個の柱状礫（流紋岩）で構成され、火床焼土から離れた、カマドBの火床を完

全に覆う位置に置かれている。礫は被熱により、非常に脆い状態であった。礫周りには粘性の強い土

壌は若1認められたが、 ｜ﾘ1瞭な粘土は見あたらなかった。Aの東側は灰層を掻き出した状態であり、

小礫が壁|際にみられる程度で、 これら礫もカマド構造に関わるかはわからない。

Bとも煙道底面0 )側古いカマドBは完全に壊され、構造はわからない。煙道はAに比べ短い。A

斜はほとんどなく、他の竪穴に比べ極端に平畑である。

遺物出土状況と遺物：この竪穴内にも少しの須恵器片、 ロクロ製坏破片が出上して､

奴忠器甕の破片。覆tおよびカマド煙道部出土。坏5は| ' ' l転糸切り、底径7.0cm｡ lﾉ1

､る･ 16･ 17は

面に|を|線が兄ら

19はロクロ成形のれ、 ミガキ、内黒の痕跡はない。竪穴外北側の棚上げ上から''1上している。 18

_只型JJ
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IH-5
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膠ラヲ床の焼けた範囲

a a’
24．80 ~

IH-5掘上げ士 宴I

1 1 1
■ q

8明茶色土(砂質）

9明茶色土

10明茶色土(砂質）

11茶褐色土(砂質）

12褐色土(砂質）

13褐色土(砂質）

14暗茶褐色士

l暗赤褐色土(砂質）

2暗茶褐色土(砂が混じる）

3茶色土(砂礫が多く混じる）

4褐色土(砂の混じりが少ない）

5暗茶褐色士(砂質）

6茶色土(砂が主体）

7暗茶褐色土(砂礫が多く混じる）

IH-5の土層

IB-1:暗赤褐色土

IB 2:褐色土(シルトがわずかに混じる）

IB-3:黒色土(粘性ある）

IB－4;褐色土(下部にB Tm火山灰がわずかにみられる）

図II-26 1H-5の平面図(2)と上層
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IH-5カマドBの土層

l褐色土(砂が混じり、かたくしまる）

2暗茶褐色土(砂が混じる）

3茶色土(シルトー砂質）

4黒色士( IB相当？）

5黒色土(崩壊時のIBの流れ込み？）

6暗茶褐色土

7茶色土(シルト質）

8灰色シルト

9暗茶褐色土

10灰色シルト(砂が混じる）

黒色土

茶色士(砂が主体）

褐色士(粘性強い）

灰および黒色土の混合土(獣骨片が混じる）
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図Ⅱ－28 1H 5のカマド
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坏口縁部。 ともに、内黒、覆土出土のものである。

上記の覆土焼土近くで出土した坏lは、丸底、坏部底部境界に沈線があり、段差は感じられない。

底部の調整で、沈線がとぎれる部分もみられる。器表外面は底部のケズリからナデ調整主体で、一部
ミガキがみられる。内面はヘラミガキ、火を受け口縁部近辺にのみ内黒の痕跡を残している。坏2は

竪穴南西隅の覆土中に流れ込む状況で出土している。坏3は竪穴北側の掘上げ土中から主に出土した

もので、一部はIH-4堆積土中からも出土している。 ともに、内黒で、内面は丁寧なヘラミガキが

施される。4の坏は竪穴北側掘上げ土にややまとまりをもってH|土し、一部破片はIH-7覆土には

いる。坏部に段を持ち、若干あげ底となる底面に線刻がある。線刻は細く浅いもので、四角形に縦横

の沈線を充填している。

竪穴南壁際に倒立状態で出土した甕6は、複段の横走する沈線を持つ土器で、下段の頸部・胴部境

界の沈線は一本の螺旋でひかれている。内外面との明瞭な刷毛目調整痕を残し、内面と外面の胴部上

半部までススが付着する。胴部下半の外面は淡紅白色の色調を呈している。上記HP-10から出土し

た甕7は、覆土中に流れ込む状態で出土した破片と接合している。頸部文様は図上段状沈線にみえる

が沈線間は丸みを帯び、若干の凹凸が感じられる程度である。内外面とも明瞭な刷毛目調整痕を残し、

器面全体ススの付着が顕著である。土器片の一部には破砕後に火を受け、隣り合う破片で明瞭な色調

差を見せるものがある。甕8は北側掘上げ土出土の破片が主体で、 ｜隔広の断面丸い横走沈線が密に巡

らされる。胴部外面は丁寧なヘラミガキ、沈線下位にわずかに刷毛目調整痕が残る。内面はミガキ主

体で、頸部に刷毛目調整痕が残る。甕9は竪穴南西外側の掘上げ土下のIB層で多くの破片が出土し、

一部がIH-5覆土中に流れ込む状況である。口縁部から頚部外面はナデ主体の器面調整で、 口唇部

は薄いつくりで、 口縁部および胴部境界に段を持つ。頚部には刷毛目調整痕風の擦痕がみられる。胴

部外面及び、内面はミガキ調整が主体である。甕10は竪穴西側の掘上げ土下のIB層および竪穴掘上

げ土の2カ所の出土集中地域がある。最大胴径部から口縁部が直線的に外反する。頚部には幅広の沈

線が間隔を持ってひかれる。内外面の調整はミガキ主体である。

甕11 ･ 12はいわゆる刻文土器。 llは最大径に対し、器高のある細身の土器。やや立ち上がる口唇

直下に、上下2段の器面調整具による短刻が連続する。上段は右下がり、下段は左下がり◎頸部文様

帯はやや斜めの横走沈線を地文に、基本的に2本単位の沈線で文様がつくられる。左下がりのものが

先行して巡り、その後右下がりの沈線が描かれ、 X字状に表現される。所々では4本の沈線や、縦位

に描かれる部分がある。地文の沈線間には刷毛目調整痕が残る。器面調整は丁寧なヘラミガキで、わ

5cmほど

り短刻が

ぼまる器

ずかに刷毛目調整痕が残る。 また、胴部外面には粘土輪積みの凹凸が観察され、その'|届は1 .

である。甕12は胴部最大径が頚部境界にあり、ふた山の貼付帯が巡らされ、器面調整具によ

横ハの字状にそれぞれ施される。頸部はやや内傾し、胴部は直線的に底部へと続き急激につ

形である。文様は斜めの横走沈線を地文に、 2本単位の沈線を基本に文様が構成される。縦位の沈線

間にジグザグを入れる文様構成と、上下左右に山形を連結させた文様構成が繰り返される。沈線は器

面調整具で描かれているようで、沈線終結部分で短刻に見られる痕跡の残っている部分がわずかなが

ら観察された。地文の沈線間には刷毛目調整痕が残る。器面調整は丁寧なヘラミガキで、胴部外面に

はミガキ後に荒い刷毛目が部分的に施される。口縁部は頚部がいったん外反し、直立する形態。三シ

山に成形され、それぞれに器面調整具による短刻が横ハの字状に施される。口唇形態は角形。

底部ではカマド礫をはずした後に出土した14や覆土出土の15に木葉痕がみられる。

その他の甕破片では、 20～26が床面出土およびその同一個体。 20～24は同一個体。無文で、頸

部・胴部境界に1本の沈線が巡らされるのみである。器面調整は内外面ともミガキ調整。25は刷毛目

－59－
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風の擦痕を持つ頸部破片。26は基本的に無文で、口縁部に細く浅い沈線が3本巡らされる。器面調整
は外面ナデ、内面は刷毛目調整である。27～32はカマド出土およびその同一個体。27～31は|司一個
体と判断され、カマド煙道部および掘上げ土、掘上げ土下のIB層出土のもの。竪穴に先行する土器
とみられる。このためIH-3出上の破片も器面調整や口唇部のつくりなどから同一個体と判|断して
ここで一括掲載したが、 28には沈線が施されており、別個体の可能性が残る。口唇部のつくりは丸み
を帯び、無文で、器面調整は内外面とも刷毛目調整。32は断面丸い沈線が密に施されるもの。 33～

54までは覆土出土、 55以降が掘上げ土出土のもの。口唇部形態が角形、頸部文様帯に断面丸い沈線

を密に施されるものが多く、 口唇部端にキザミをいれるもの（40～42, 65～67）や頚部文様帯中央
にキザミをいれるもの（43．44） もみられる。 51 ･52は11 ･ 12とは別個体の刻文土器。 また、 50

は器面調整や胎土、焼成具合からIP-16出土の土器と同一個体の可能性がある。 74～76は同一個

体で、横走する沈線下に円形刺突が巡る。刺突内と器面には段差が生じていず、材質はわからないが、
肉薄の円形中空の刺突具によると考えられる。

石器では安山岩製のたたき石（78～80)、凝灰岩製のすり石(81) 、砂岩製(82)、安山岩製(83)

の砥石が出土している。81 ･82がカマド煙道部の出土である。 また、覆|二巾から有孔石製品(84)

が出lzしている。砂岩製で、孔の内面は良く研磨され、平滑である。外周は波状となり、凹部は研磨

によって作出され、人工的に成形されたものである。重量感がある。 （|到中）

IH-6 (図Ⅱ－36,図版71･l03)

位置: J-8区 平面形：長円形？

規模：－×－／（2.28） × (2.00)/030m 長軸方向:E-W

確認・調査:Ta-a除去後のIB層上面で、調査範囲境界にかかる深みが捉えられた。ばかの典1ﾘ』

的な竪穴に比べその窪みはわずかで、掘上げ土の高まりも顕著に把握されなかった。建物跡-l調査

と重複する部分でもあり、土層観察川のベルト (aライン） を設定し、 まずベルト沿いのトレンチ調

査を行った。その結果、床面と考えられる砂礫屑上に骨片を多く含む焼土が調査範囲境界際に検出さ

れ、竪穴巾央部分が調査範囲lﾉ1にある'｣J能性が強いことが判断された。

土層：覆土はすべて黒色tを主体とし、地山を構成する砂礫、軽石などが混合する。

竪穴の構造：全体の形状は定かではない。炉を｢''心とした竪穴が想定され、床面は浅皿状を呈する。

炉から確側に向かって高くなり、壁は緩やかに立ち上がる。確高は15～20cmほどと高くない。北側

礦につては掘りすぎの可能性があり、 IJglXlの4層と5眉との境界が本来の壁、 IH-7の平面形状

に近いかもしれない。 IH-7との相違点として、堅ｼ,(長軸方|fijと炉長1ilil方|向lが平行することがあげ

られる。柱穴状の小ピヅトは堅穴内になく、竪穴外周辺部でも明確に伴うと考えられるものは検出さ

れなかった。

遺物出土状態と遣物：覆土LI｣に散在する出土状況で、 まとまって出土した遺物、接合復元できたもの

はない。 また、覆|および床面出土の土器片は、Ⅶ群土器甕胴部破片が多い。掲載の土器片のほとん

どは棚上げ土出土である。段状沈線のもの（2．3．6．7．9）や広く頚部にl,lll毛目調整痕をもつ

もの(5･ 10)、 I 1唇形態が薄く丸みをもつもの( 1 ･8)等がある。ほかに覆土'1｣から、黒曜石製

の掻器(12)が出土している。 （遠藤）
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IH-7 (図Ⅱ－37･38, 図版18･51 ･71)

位置: J-10' 11, K-10． 11区 平面形：隅丸長方形

規模：428×370／282×2.52/0.43m 長軸方向:N-59．－E

確認・調査：この竪穴はIH-3調査中、南西壁の一部に地山層とは違う土層が観察され、 IH-3

に先行する遺構の存在が予想されたものである。Ta-a除去後のIB層上面での状況は、近接する
竪穴の掘上げ土で高く盛り上がり、遺構の存在は全く捉えられなかった。

IH-3掘上げ土を掘り下げる段階で、土層観察用のベルトを設定しトレンチ調査を実施した。床

面となる砂礫層上面で、 IH-6と同様炉と考えられる焼土が検出され、その規模から竪穴住居跡と

判断した。この時点で平成7年度の調査終了期日が迫り、調査終了は困難と判断して次同の調査に持

ち越した。調査再開後は当初設定したベルトの崩落もあり、再設定して調査に当たった。

この竪穴調査で特徴的な点は北東側の壁面にへばりつくような状態で、焼士粒を含む暗茶褐色土が

検出されたことである。他の部分ではみられず、覆土中にも家屋の焼失を連想させるような炭化物の

集中もないことから、何らかの付属施設と考えた。適当な用語も見当が付かず「カマド」 という名称
で報告するが、用語自体には問題があろうかと思う。

土層：覆土は細かく分層でき、黒色土を主体とするもの（5 ．8)、砂礫を主体とするもの（2． 7)、

その中間的なものがある。それらは上下層で、混在する状況にある。近接する堅穴掘上げ土に関係す

るものと､ﾄll断されるが、その関係を現場段階で十分捉えられなかった。

また、竪穴がほぼ埋まりきる状態の高さで、 B-Tmとみられる白色火山灰が部分的に観察された。

その上位層については近接する竪穴内堆積土にも同様の火|｣|灰が確認されることから、現段階では自

然営力による均平化の堆積土と考えている。

竪穴の構造：砂礫層に平坦な床面をつくり、壁は緩やかに立ち上がる。竪穴中央に炉があり、炉長軸

方向は竪穴のそれにほぼ直交している。深い柱穴状の小ピットは竪穴内には確認されず、炉南側脇に

深さ3cmほどの方形の窪み(HP-1)がみられたのみである。その他、竪穴周辺に6個の小ピッ

トが確認された。確認面が砂礫層上面ということもあり痕跡程度の確認となったものもあるが、竪穴

南東側のA･Bは竪穴側に傾く小ピットであり、 HP-1と組合わさって屋根材を支えた柱材のもの

と考えられる。

｢カマド」 ：上述のとおり、名称それ自体で機能を表現しているものではない。焼土粒を含む土砂を

取り除いたところ、床面から壁にかけて不定形の溝の連続として捉えられ、竪穴外では二股に分かれ

て終結した。溝底部分には被熱による赤色化した痕跡も認められず、機能を確定しがたい。

遺物出土状況と遣物：遺物は覆土巾に散在していた。 Iの有段で内黒の坏は覆土中に多く出土し、竪

穴中央に流れ込む状況であった。 IH-3側にも破片の広がりがあり、 IH-3竪穴掘開時に移動し

たものと判断される。包含層で扱った有段内黒の坏22 （'叉|Ⅲ－4） もIH-7覆土内に破片がl11土し

ており、同様の移動があったと考えられる。その他、 2は上記の「カマド」部分から、 7が炉出土で、

ほかはすべて覆土出土のものである。これらのうち9は胎土、器面調整からみて、 IH-5煙道部か

ら多く出土した27 (IXI II-32) と同一個体の可能性が強い。 （田中）
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IH-9 (図11-39～47, 図版19･20･51～53･72～74･ 106･ 117)

位置: J-15･ 16, K-15． 16区 平面形：隅丸長方形？

規模：6~38×601/－×－/0.64m 長軸方向:N-65°－E

確認・調査:Ta-a除去後、 IB層上面の窪みとして確認した竪穴である。 IH-10と北東一南西

方向に並んで確認された。竪穴全体の8割方が今回の調査範囲に含まれるが、昭和51年調査範囲側に

広がっている。調査範囲に間隙があると思われるが、 この竪穴に付随するようなカマドは検出されて

おらず、 IH-10同様カマドを持たないものと判断している。この竪穴にも堆積土中にB-Tm火山

灰がIB-3下にわずかながら検出された。 また、掘上げ土堆積状況でのIH 10との新旧関係は、

IP-1Aが中間に位置することもあり、捉えきることはできなかった。その他遺構との前後関係は、

次のとおりである。竪穴南隅の床面で検出したIP-29は竪穴覆土を掘り込んだ形跡がなく、先行す

る士坑であることが確認されたほか、竪穴掘上げ土を取り除いた段階で、竪穴北側にIP-28を検出

している。

竪穴調査を進めるに従い、竪穴中央部ではその窪みにIH-5でみられるような二'二器(8)の廃棄

状況が捉えられた。この土器分布は竪穴外に広がり、集中域から北東方向にlOmを超え離れた地点

(J-13区）でも出土している。竪穴外で出土した「冨壽神寶」 との関係が問題となる。 また、掘上

げ土出土の須恵器坏破片とIH-5覆土出土破片が接合復元された(1)。広範な出土分布が捉えら

れたものが多い。

土層：床面近くに黒色土が主体に堆積し、その他は砂質の明度で区分される茶褐色土が主体である。

2の明茶褐色土は掘上げ土の再流入と考えられる。

竪穴の構造：床面は砂層につくられ、竪穴中央部が深く、壁側が一段高い所謂ベンチ構造のような形

態である。中央部床面も若干皿状を呈している。竪穴平面形状では東西壁が直線的であり、南北壁は

その中央が張り出す形状のようで、つぶれた六角形を呈するかもしれない。

竪穴中央に炉が配置され、平面形は楕円状。その長軸方|hlは東西壁の方向に平行する。床面、壁際

には数多くの小ピヅトが検出された。図面は壁際のもの、床面検出で深さ20cm以上のもの、それ以

外の浅いもの、断面が皿状を呈するものに区別して掲載した。

壁際の小ピットでは深さ20cmを超える深いものが、東壁に2個(HP-1 ･3)、西壁に2個(H

P 17･20)があり、東壁のものは竪穴中央に傾いている。床面検出で深さ20cm以上のものでは炉

の南側、炉長軸線を挟んで東西両側に2個ずつ（南西側:HP-13･ 14,南東側:HP-8･33)

ある。炉北側の対応する位置関係にある小ピヅト （北西側:HP-21･22,南東側:HP-2 ･

31 ･32)は、 ともの1lⅡ状か浅いもので、他の小ピットも含めて、住居構造を考えなければならない。

遺物出士状況と置物: 1は上述のとおり、東側掘上げ上出土の底部破片とIH-5出土の口縁部破片
6分の1から5分の1程度が残付けたもので、が接合した高台付きの坏・回転糸切り底に高台を取り

る。 9世紀後半に比定されるもので、出羽存する。色調は黄白色に近く、胎土には砂粒が多く含まれ

4は坏部と底部3の坏部には輪積み痕が残る産のものではないとのこと。 2．3．5は有段の坏

Fする。 5の底部はや3分の1から2分の1が残イが強く脇曲し、 ｜］縁部は外反する。すべて内黒で

'二の破片が主体となるもので、やあげ底で、 111凸を残し、水葉痕がみられる。2．3 ． 5は掘上げ土出

2はK－17杭近くで、 5は竪穴北側にまとまって出土している。 3は竪穴北側に散在し、覆土のもの

とも接合する。 ｜司一個体とみられる破片がIP-32覆土、 L－13区包含層にある。4は覆土出土が

主体となるもので、一部掘上げ土のものと接合するが、竪穴' l'央部までは達しないが上述の甕8と同

様に竪穴北側から流れ込んだ| | |土状態を示している。
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[IH-9HPの土層］
HP－l

l黒色土(砂質）

2暗黒褐色士(砂質）

HP－9

1黒色土(砂質）

HP 20

1暗黒褐色土(砂質）

HP－32

1黒色土(砂質）

2黒褐色土(砂質）
HP－lO

1黒色土(砂質）

HP－21

1黄褐色土(細砂質）HP－2

1黒色土(砂質）

2暗黄褐色士(砂質）

3暗黒褐色土(砂質）

HP－33

1黒褐色土(砂質）
HP－ll

l黒色土(砂質）

2暗黒褐色土(砂質）

HP－22

1黒色士(砂質） HP－34

1黒色士(砂質）

2暗黄褐色土(砂質）

3暗黒褐色土(砂質）

HP－3

1黒色土(砂質）

2暗黒褐色士(砂質）

HP－23

1暗黒褐色士(砂質）HP－l2

1黒色土(砂質）

2暗黄褐色士(砂質） HP 24

1黒色土(砂質）

2黒褐色土(砂質）

HP－35

1黒色土(砂質）

2黒褐色土(砂質）

HP－4

1黒色士(砂質）

2暗黒褐色土(砂質）

3暗黄褐色土(砂質）

4黒褐色土(砂質）

5暗黒褐色土(砂質）

6暗黄褐色土(砂質）

HP－l3

1黒色土(砂質）

2黄褐色士(砂質）

3暗黒褐色土(砂質）

HP－25

1暗黄褐色土(砂質､礫が混じる）

2暗黄褐色土(砂質）

HP－36

1黒色土(砂質）

2黒褐色土(砂質）
HP－l4

1黒色土(砂質）

2暗黒褐色土(砂質）

3黒褐色土(砂質）

HP－26

1黒色土(砂質）

2暗黒褐色土(砂質､礫が混じる）

HP－37

1黒色土(砂質）

2黒褐色土(砂質）

3暗黒褐色土(砂質）

HP 5

1黒色土(砂質）

2黒褐色土(砂質）

3暗黒褐色土(砂質） HP－15

1黒色土(砂質）

HP－27

1黒褐色土(砂質）
HP－6

1黒色士(砂質）

2黒褐色土(砂質）

3黒色土(砂質）

4暗黒褐色土(砂質）

HP－l7

1暗黒褐色土(砂質）

2黒褐色土(砂質）

HP－29

1暗黒褐色土(砂質）

2黒色土(砂質）

3黒褐色土(砂質）
HP－l8

1暗赤褐色土(細砂質）HP－8

1黒色土(砂質）

2暗黒褐色土(砂質）

3黒色土(砂質､礫はいる）

HP 31

1黒色土(砂質）

2黒褐色土(砂質）

3暗黒褐色土(砂質）

HP－l9

1黒色土(砂質）

甕6は竪穴北東側の掘上げ土出土破片が主体で、 部覆土のものと接合する。 口唇部が丸く、頸部

はナデ調整胴部は細かい刷毛目調整。つくりは丁寧である。ほぼ完形に近い。 7は復元高の3分の

1程度が残存。覆土と北側掘上げ土に広く分布するものが接合している。 ｜|偏広の段状沈線のもので、

つくりは粗雑である。上述甕8は復元部分がほぼ全周し、 口縁部が欠損している。頸部には幅広の断
面丸い沈線が巡り、器面内面は全面刷毛目調整である。

9は覆土出土の須恵器甕の破片。 10･l1は覆土出土の坏破片、小型土器の底部破片で、 10の底面
には小範囲ではっきりしないが数条のキザミが入る。

甕破片では12～15が床面、 16～28が覆土、 29～32が竪穴内IB層、 33～43が掘上げ土出土のも

のである。 12･ 14は断面丸みある沈線を持つもので、 12の口唇は薄く調整され、やや丸みを持つ。

14は器表に煤が付着し、裏面は剥落している。 8と同一個体の可能性がある。 13は段状沈線の頸部

破片、覆土のものと接合している。 15の胴部破片も覆土と接合している。その他覆土から掘上げ土の

破片は口唇形態が角形のものが大半で、頸部に||嘱広の刷毛目調整痕を持つもの(19～21 ･29･31)、

頸部の段状沈線が密集するもの（22．25)、はっきりと沈線となるもの（23．32．36～40）がある。
また、覆土では口唇部端に器面調整具でキザミを入れるもの（24）がみられる。底部（43） には木
葉の圧痕が残っている。

石器では安' | |岩製のたたき石（44．45） と、砥石には凝灰岩製（46．47．49)、砂岩製（48)、流
紋岩製（5()）がある。

覆土からの出土である

が破断面である。把手

50は4点の破片が接合したもの。出土層位は44．46が床面から、他はすべて

｡51は覆土出土で、土製品としたもの。手提ねで、中央がやや細く、 ｜叉|面上方

かもしれない。 （田中）
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IH-10 (図Ⅱ-48～53, 図版19～21 ･53･74～76･ 103･ 106)
位置: J-17． 18, K-17･ 18区 平面形：隅丸長方形？

規模：－×一／500×4.48/0.58m 長軸方向:N-9．－W

調査・確認:Ta-a除去後、 IB層上面の窪みとして確認した竪穴である。位置関係から昭和51年
調査第2号住居跡の未調査部分にあたる。平面形状は昭和51年調査平面図と合わせると多少のいびつ
感はあるが、土層図を比較すると違和感なく連続する。したがって、 この竪穴は一連のものでカマド
を持たないと判断される。

調査結果では、竪穴中央からやや北寄りに炉が位置する。炉の土壌の水洗選別を行った結果、多く
の骨片が検出され、その中にはイノシシ上腕骨が含まれており、特筆される。詳しくはⅣ章－6を参
照されたい。なお、骨片集中IH-10･B-1は覆土中のもの、 B－2は炉に伴うものである。
掘上げ土の関係では、 IH-9との前後関係は捉えきれなかったが、竪穴西側の調査範囲外に広が
る掘上げ士(IH-X2)がIH-10の掘上げ土をわずかに覆う状況が捉えられ、近接して新しい遺
構の存在が確認された。 また、両者の掘上げ土下にIP-32が検出されている。

なお、 この竪穴に伴わない遺物であるが、堆積土上部のIB層から軽石製の砥石(48～52)が目
立って出土しており、敢えてこの項で掲載した。浅い断面が丸い砥面をもつもので、金属の鋭利な刃
物で切り込んだような平坦となる部分もある。 また、鉄製品の竪穴内の出土が多く注意される。

土層：全体的に黒色土とシルト、砂との混合土で、壁崩落のため壁際にはシルト、砂の含有が多い。

竪穴の構造：床面は砂層につくられ、竪穴南側が高く、北側に傾斜している。傾斜方向に直交するラ

イン(d)では水平である。上述の炉があり、多くの小ピットが検出された。小ピットは昭和51年調

査分も含め壁際に多いが、束壁に見あたらない。 25cmを超える深めのピットは北壁に2個(HP-

1 ･4)、 ｜ﾉ[i壁に2個(HP-6･8)、中央寄りに1個(HP-12)がある。 また、炉の東西IIj側に

径10cmあまりの各3個の小ピットが並ぶ(HP-13～15とHP-16～18)。並ぶ方向は竪穴長軸と

も炉の長軸方Iflにもあわないもので、 どのような上屋構造となるのか推定がむずかい。

遺物出土状況と遣物: 1は小型の甕で、竪穴北側、骨片集中(B-2) と重なるlm四方に分布して

出土したもの。大方を床面出土と捉えたが、覆土のものとも接合し、最高10cm程度の高低差を持っ

て出土している。 LI縁部は立ち気味であまり開かず、 ll府広の断面丸い沈線が横位に密にひかれる。器

体は3分の1程度残存、底部は全周するが、中央部が丸く欠損する。器面調整は内外面とも丁寧なヘ

ラミガキである。2は大型の底部部分で、底面に交差するササの圧痕がある。掘上げ土出土であるが、

破片の大部分はIP-1Aによって移動されたものである。 3はIP-32脇の掘上げ上lll土で、須恵
器、甕の肩部分の破片。

甕破片では4～7が床面、 7～17．41が覆土、 18～21 ･42が竪穴内IB層、 24～40･43･44が

掘上げ土出土である。4は頸部からの脇Ⅱ'1が大きい破片で、器表面はヨコナデ、内面はヨコ方向のヘ

ラミガキ調整である。他の口縁部破片は［|唇部が角形のものが多く、 口唇部形態丸いものには掘上げ

土出土で複段沈線の24～26がある。 IB層出土19の口唇端には部分的にキザミが施されている。底

面にはササの圧痕(10･43)や木の葉痕(42) を持つものがみられる。

石器では上述の砥石を掲載したばか、黒曜石製の快りを持つスクレイパー（45）が床面から、原石

面を大きく残す掻器（46）が覆土から出土している。 また、砥石と同じく IB層出上、緑色泥岩製の

たたき石（47）がある。 ( IH｢II)
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HP－13

IH－10の土層

IB-1:暗赤～茶褐色土

IB－2:黒褐色土(シルト質）
1暗茶色士

2褐色土(シルト質）
3茶褐色士

4暗茶色土(砂混じり）

5暗茶褐色士(シルト質）

6茶色士

7暗黄褐色士(砂質）

8黒褐色土(シルト質）

9明茶色士(砂質）

10茶色土(砂質）

l1黄褐色土(砂質）

ｂ
’

254｡L_

IB）

漸移層）
一

HP－13

O

l , , , , |
｝m

l

８
－ e

24．40一

IH-10炉の土層

l暗赤褐色焼士

2赤褐色焼土

3黒色土(骨片が多量に混じる: IH-10･B-2)

1

O 50cm

LI

１ＰＨ
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HP－2

▼

HP－3

▼

HP－4

▼

HP＝5

▼24． 60 ~~

~
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／

－℃〆
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l黒色土

2暗茶褐色土

l黒色十 l黒色-卜 1黒色土
l暗茶色土(砂まじり）

2明茶色土

HP－6

▼

HP－12

▼
HP－8

▼

HP－10

▼24．60 24． 60 24． 80 ~

~

~~

暗茶褐色土(砂質）1

2暗茶色土(砂質）

3明茶色土(砂質）

4暗茶色土(砂質）

l褐色土(しまりあり) 1黒色士
l暗茶褐色土

2茶褐色土(黒色土が多く混じる）

HP－13

▼

HP－15

▼
HP－16
▼

HP－17

▼

HP－19HP－18
▼

50－

cm

~
24．60 玉~

｡］l黒色土 l黒色土 l黒色士 l黒色士 1黒色士 l黒色土(骨片若干混じる）

図Ⅱ－50 1H-10の土居とHP
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IH-11 (図Ⅱ-54～58, 図版22･76･77･ 106)

位置:K-14, L-13． 14区 平面形：隅丸長方形

規模： （3~38） × （2~93）／（2~83） × (2.40)/0.52m 長軸方向:N-63°－E
カマド軸方向:N-20o －W

確認・調査:Ta-a除去後、 IB層上面の窪みとして確認した竪穴である。調査範囲を横断する現
代の撹乱溝がちょうど窪み中央部を通っていたことから、撹乱層を一旦掘り返し竪穴の残存程度の確
認を行った。撹乱溝は竪穴床面を深く掘り込み、 IIR1mを超える範囲で竪穴を壊していることが確認
された。また、南側断面には床面直上で白色粘土がみられ、竪穴南側にカマドの存在が予想された。
この竪穴は一部調査範囲外に広がるものの、対向する竪穴コーナーが確認できたことから、おおよ

その規模、形状が推測できる。長軸長が床面で3mほどの極めて小型の竪穴である。

竪穴掘上げ土は竪穴北側、傾斜方向に顕著な高まりとして確認できた（建物跡－2が位置する部分)。
その範囲は広く、当初この竪穴だけのものとの判断で調査を行ったが、竪穴規模が明らかになるにつ

れ疑問となった。最終的には調査境界の士層確認で、 IH-llに先行する掘上げ土(IH-X3)の
存在が確認された。 また、 この竪穴覆土および関係する掘上げ上土層中には、 B-Tm火山灰は確認
されていない。

土層：覆土は壁崩落土と考えられる3の暗黄色シルト以外、黒色上が主体である。 1 ･ 1' について
は掘上げ士の再流人層とみられる。

竪穴の構造：規模が小さい以外、一般的な竪穴とその構造に大きな違いはみられず、深さにしても平

面規模に応じて浅くなるわけでもない。主柱穴は残存する竪穴コーナー部に各1個確認された。深さ

20cm前後、先尖りのものである。各コーナー|1LI隅に主柱穴を持つことが推定される。炉の有無は撹
乱のため不明である。

カマド：袖部の粘土が崩れ火床に被さる状態で検lllされたが、他の竪穴に比べ残存状態は良好である。

カマド構築材は粘土を主体としており、煙道壁側まで張り付けている。 また、排煙口にも粘土が使用

されている。一部袖心材やカマドに使用される礫は丸みを帯びる河原石で、火熱による焼けや炭化物

の付着などはさほどみられず、使用期間は短いのかもしれない。

遣物出土状況と遺物：この竪穴に確実に伴う遺物はない。 I～3は同一個体で、カマド煙道部、覆土

や掘上げ土から出土したもの。被熱のためか、口縁部器表面の剥落が激しい。胴部は荒いヘラミガキ

が施される。 4～9は覆土、 lO～18は掘上げ士出土のもの。口唇部形態が角形のものが多く、頚部

沈線の段が明瞭なもの（5）、完全に沈線が横走するもの(12)などがみられる。頚部に|幅ノムの刷毛

'三|調整痕をもつものには口唇部形態が丸くなるもの(14) もみられる。 15の沈線間はタテ方向にナ
デられている。

石器では安山岩製のたたき石(11)、凝灰岩製の砥石(12)が、覆土から出土している。 （田｢|1)
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IH-11 空一一一一一一一一一一一一一(調査範顕外）
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図Ⅱ 55 1H 11の平面図と土層(2)
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IH-12 (図Ⅱ－59,図版23･24･53･ 106)

位置: J-12区 長軸方向：隅丸長方形？

規模：－×－／－×－/0.14m 長軸方向;N-79°－E

確認・調査: IH-5掘上げ土、およびIB層の調査を進めたところ、ほぼシルト層上面で褐色土混じ
りの混合土の広がりが確認された。その規模から竪穴と考え掘り進めたところ、 10cm程度で基盤であ
る砂層が現れた。ほぼ中央に焼土粒混じりの骨片の広がりや柱穴と考えられる小ピットの輪郭が捉えら
れたことから、竪穴と判断した。炉として図示した範囲は広く骨片散布の範囲を捉えたもので、火床と
なる焼土範囲はやや小さくなる。そして、 この炉について土壌水洗選別を行った結果、イノシシの歯が
検出された。 IH-10の炉でも確認されており、特筆される。

竪穴は調査範囲外に広がるため全貌はわからないが、掘り込みが浅い隅丸長方形の竪穴、その中央に
長軸方向が直交する幅広の炉を持つ住居が想定される。

また、確認時には調査範囲境界付近で竪穴輪郭から北側に張り出す、半円形の黒色土の輪郭が捉えら
れた。境界肇面での土層観察からこの竪穴よりも古い土坑(IP-23)の存在が確認された。

土層：全体的に黒色土の混じりが少ない上質である。 IH-5掘上げ士との関連も考えなければならな
いと思われるが、現段階ではわからない。

小ビット：床面および壁際から合計12個の小ピットが検出された。 しかし、すべてがこの竪穴に伴う
ものとは考えられないが、竪穴の全体像がわからない段階での主柱穴の断定も難しい。ここでは特徴的

な2個の小ピヅトのみの記述に止めたい。 HP-1は深さが60cmあり、ほかの竪穴ではこれほど深い

ものはなく、平坦部で検出される小ピットに比較しても最大の部類に入る。 またHP-6はその構造が

特徴的で、明瞭な掘り込みはなく、柱根の周りにカマド袖などに利用される粘土が外側に張り出す状況

が捉えられた。一旦掘った穴に粘上を埋め込み、その上で柱材を打ち込み（？）据えたと判断される。
炉に近い位置関係からの工夫かとも考えられる。

遺物出土状況と遺物：明確に床面出土の遺物はない。 lは小型の甕で、覆土中から5点の破片がまとま

って出土したもの。全体の3分の1程度が残存する。頚部には段状沈線が施され、器表内外面とも刷毛

'二|調整痕を持つ。ただ、内面胴部下半部は器面調整が行われず、凹凸が残る。ほかに安山岩製のたたき

石（2）が出土している。 （田中）

」
’

~

IH-13 (IXIⅡ－60, |xl版24･77)

位置: J-14区 平面形：隅丸方形？

規模：－×－／－×－/0.20m 長軸方向：不明

確認・調査: IB層を掘り下げた漸移層上面で、黒色土の落ち込みを確認した。規模からみて、竪穴の

存在を想定して調査に当たった。掘り進めるに従い、遺物が包含される黒色土混じり土が砂層まで達し

ていた。砂層はほぼ水平に広がり、壁の立ち上がりが確認されたことから、竪穴と判断した。調査範囲

外に広がるためその全貌はつかめないが、 IH-12同様掘り込みの浅い竪穴と考えられる。竪穴内に

は直立する深さ30cm前後の小ピットが2個検出され、柱穴と判断している。炉は検出していない。

竪穴外側にも3個の小ピヅトが検出されているが、図中Bは竪穴反対側に傾くものでこの竪穴に関係

するとは考えられない。A･Cについても全体像がわからない現状では、竪穴に伴うものか'断定できな
い。

土層：当初の黒色上は窪みに形成されたIB層と判断した。覆土は上部が竪穴中央部に厚く堆積する砂

質の暗茶色土( 1層）で、その下部に広く褐色士(2層）が堆積していた。 2層中床面ほど近い部分に

－96－
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HP-1を覆う状態で、骨片の広がりが観察された。土居断面でも骨片が捉えられるだけで、明確な焼
土などの痕跡はなく、竪穴廃絶後さほどの時間的経過がない段階で投げ込まれたものと判断される。
遺物出土状況と遺物：遺物はすべて覆土中からの出土で、明確な床面出土のものはない。掲載の土器は
すべて甕の破片で、 1 ･2は内外面ともミガキが丁寧な頚部、 3は小型甕の頸部破片。ほかに刷毛目調
整痕を持つ胴部破片（4～6)、 ミガキ調整の胴部破片（7～lO)がある。 旧1中） ~
IH-X1 ･X2･X3 (図I1-48･54･61 ･65,図版78)

今回の調査で確認できた竪穴構築には関係しない掘上げ土3カ所が検出されている。その規模から竪

穴住居跡のものと判断したが、その本体となる遺構が調査範囲外に存在することから、遺構の名称をI

H-XI、 －X2， X3と仮称したことは前にも述べた。これらと他の竪穴との関係は、X2がIH-10

掘上げ上を覆い（図Ⅱ-48)、X3は逆にIH-ll掘上げ土に覆われている （図Ⅱ-54) ことが確認さ
れた。

Xlについては直接的に他の竪穴掘上げ土との関係はつかめなかったが、 IP-24を覆い、 B-Tm上位

にある （図11-65) ことから、近隣の竪穴より後続することが判|断される。

図Ⅱ－61では主な遺物を掲載した。 1 ･2はXl出土。同一個体で、 口唇は先細りの片口土器とみら

れる。口唇直下に粘土輪積みの痕跡が残り、胴部には刷毛目調整痕があり、内面は良く膳かれ平滑であ

る。 3以降はX2出土のもの。 3は口唇部形態が丸い口縁部破片。沈線が一部みられる。4～6は頚部

のl隔広無文帯に刷毛目調整痕を持つ口縁部破片。 7は頚部に間隔広く断面丸い沈線が横走するもの。 8

~12は|司一個体で、頸部と胴部境界の段があまりはっきりしないもの。内面に刷毛目調整。 13も同一

個体の可能性がある。 14は密に沈線が施されるもの。 （田中）

~
2）縄文期

IH-8 (図Ⅱ－62･63,図版72)

位置:K-3区

規模：不明

確認・調査: IH-2北側の包含層調査を順次進めたところ、周辺地域がシルト層上面まで達した段階

で、黒色土が楕円形状に残る部分があった。遺構の存在を予想せずなお掘り下げたところ、骨片が多く

みられる焼土（当初IF-19とした） とIP-20の輪郭が捉えられた。この部分を中心に浅皿状の地

形となり、掲載した土器片の出土もあった。

調査手順の不備があり、明確な掘り込み、壁の立ち上がりなども確認できなかったが、焼土を中心と

した範囲で柱穴状の小ピットが確認された。その配列にも確証はない。焼士を中心とした何らかの人為

的施設の可能性を考え、あえて住居跡として扱った。

遣物：同一個体と判断した周辺出土の土器片もともに掲載した。 1～12は同一個体と判断したもの。

口唇部にキザミを有する土器で、 口唇部直下に無文帯を持つ。胴部には横走気味の縄文が施される。底
部近

ザミ

胴部

467

くでは器面がなでられ、縄文がはっきりしない部分もある。ただし、 2は口唇部の欠落があってキ

がはっきりと確認できず、別個体の可能性が残る。 13～18は現場段階で、遺構に伴うと判断した

破片である。周辺出土の土器の状況から縄文晩期のものと判断したが、包含層出土土器466．

･469 (IX|Ⅲ-23)の口唇部形態に似ることから、続縄文期にドる可能性がある。 （遠藤）
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（2）土坑

今回の調査で、 IB層の土坑として16基が確認された。その出土遺物などから、Ⅶ群土器が伴うもの

と判断できたものが6基(IP 16･24･27～29･32)、Ⅵ群d類土器が伴うもの4基( IP-17･

22･30･31)、Ⅵ群c類土器が伴うもの2基(IP-21･25)、V群c類土器が伴うものl基(IP-

33）がある。これらを順に、擦文期、統縄文（Ⅵ群d類）期、続縄文（Ⅵ群c類）期、縄文晩期と項目

立てし記述する。他に、時期が特定できなかった土坑が4基あり、最後に置いた。

擦文期の土坑は平坦面中段から上段にかけて散在する傾向にあり、多くの土坑が検出された昭和51年

度調査区にその傾向はつながるようである。竪穴住居跡と新旧関係を持つ土坑もある。続縄文（Ⅵ群d類）

期の土坑は中段の河道跡南東側にまとまっている。続縄文（Ⅵ群c類）期の2基は河道跡南側にlOm距離

を置いている。そのうちIP-21は小型で浅い土坑であることから、擦文期竪穴に壊された|司等規模の

士坑があった可能性が残る。縄文晩期のものは続縄文（Ⅵ群d類）期の分布域に重なっている。 （田中）

1）擦文期

IP-16 (図Ⅱ－64,図版25･54･78･ 107)

位置: J-10･ ll区 平面形：楕円形

規模: l .55×1.38/0.83×0.71/0.90m 長軸方向:N-87．－E

確認。調査: IB層上面を除去したところ、竪穴掘上げ士(IH-5)広がりの中に黒色土の楕円形の

輪郭が検出された。規模から土坑と判断し調査を進めたところ、土坑中央の覆土中位で灰色火山灰が窪

地にたまる状況で検出された。近接するIP-24でも同様の堆積状態で火山灰が検出されており、分

析の結果B-Tm火山灰と確認されている。この火山灰についてもB-Tmである可能性が強い。その

後、深さ90cmほどで砂層の坑底面となり、ほぼ中央に土器片と礫が出土した。

また、土坑周辺で多くの小ピヅトが検出された。小ピヅトは深さ20cIn内外で、図上線で結ぶ小ピッ

ト以外のものも同程度の規模で、 この士坑に付随する確たる証拠はないがその可能性を残したい。

土層：火山灰層上位は黒色上を主体とするもので、 ’二I然堆積層と判断される。そのド位層は地山の暗吉

灰色砂や黄褐色シルトと黒色土が混在する層(13～16) を挟んで、上下が黒色土を主体としている。

特にサンドイヅチ状の12層以下の堆積状態は自然堆積とは考えられず、人為的埋め戻しと判断される。

坑底・壁：底は水平につくられ、壁は急激に立ち上がる。壁巾程からは坑口に向かってラッパ状に開き、

開口度を増している。

遣物出土状況と遣物: lは坑底｢|'央出土の破片に士坑内覆土のものが接合した。その他、 ｜司一個体と判

断した破片を含めれば広範な分布を示す。その出土層位はIB層上面や掘上げ上上のIB層、竪穴掘上

不明であり、全体的な傾向げ土などである。掘上げ士出土の破片は完全な層なかばからの出土かどうか

としては上位層からの出土が多い。頚部から胴部にかけての横走する沈線と口唇部に器面調整具による

キザミを持つ。器面は内外ともミガキ調整で平滑、刷毛目調整痕がわずかに残る。2は段状沈線気味の

土坑に伴うものと断定でき頚部破片。土坑外、竪穴掘上げ土FIB層からの破片と接合しており、 この

り石（4）が出土しているない。ほかに混入と判|断される3のVI群土器がある。石器では安l l1岩製のす

能性が高い。性格は埋め戻時期．性格：出土遺物から擦文期と考えられ、 B-Tm火山灰降下以前の可
〃､ ｡ $寺司十一、

(速滕）し土や坑底での土器出上状況から墓と考えられる。
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IP－24 (図11-65,図版28･79)

位置: J-ll区 平面形：不明

規模: 1 .06×－/0.65×－/072m 長軸方向：不明

確認・調査: IB層上面から順次掘り下げたところ、 IB層中に茶色土や黒褐色土のほぼ円形の輪郭を

検出した。調査を進めたところ、確認面から40cmほどの深さで灰色の火山灰(7層）が出土し、検鏡

の結果B-Tm火山灰であることが確認された( I章6 (4)参照)。調査の結果からB-Tmは土坑中

程の深さに堆積し、窪みに集まる状況である。B-Tm上位にある4層の茶褐色土は竪穴掘上げ土と考

えられる土層( IH-Xl)で北東側に連続し、調査区境界の断面ではIP-19を覆って広く堆積して

いる。出土遺物は覆土中から土器1点と少ない。

±層：人為的掘上げ土4層上位のl～3層は自然堆積層と考えられる。 5 ．6層はIH-Xlに関わる可

能性が残る。 B-Tmの7層下位では壁際の9･ 11 ･ 13･ 15層がすべてシルト質で、砂粒が混じり、

壁崩落による堆積土と考えられる。

坑底・壁：坑底は西側に向かい緩い傾斜で上がっている。北東側の壁は急傾斜で立ち上がり、南西側は

北東側よりやや緩く立ち上がる。

遣物出土状況：覆土よりⅦ群土器が1点出土(1)、内外面ともミガキ調整のもの。

時期・性格: IP-16と同様のB－Tm堆積状況であり、 出土遺物がⅦ群土器に限られることから、

擦文期と考えられる。性格について断定できる材料は少ない。 （菊池）
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IP-27 (図Ⅱ－66･67,図版30･79･ 103･ 108)

位置:K-13･ 14区 平面形：不整楕円形

規模:2.31×l .91/163×131/047m 長軸方向:N-50°－E

確認・調査: IB層を徐々に掘り下げたところ、その下部から漸移層上面で、小礫を多く含む褐色土の

輪郭がとらえられた。土坑確認面の北西部には大きな礫が集中してみられ、主要なものについて実測を
行った。このほかにも覆土中には図版30にみられるように多くの礫を含まれるが、礫は地山層に包含

されるものであり、人為的な配置はみとめられないと現場段階で判断した。土坑北東側は大きな撹乱層
で、一部壊されている。

土層：多くの礫を含む褐色系の土（1 ．2．5）が主体で、 3．4の黄色シルトおよび砂は壁の崩落に

よると考えられる。覆土上部に大きな礫がまとまってみられることから、 自然堆積と考えられず、人為
的埋め戻しが行われたものと考えられる。

形状：坑底は平坦で、東側に若干傾斜する。壁は坑底から緩やかに立ち上がり、開口する。壁の崩落に
よりその度合いを強めていると考えられる。

遺物出土状況と遺物：礫を除く遺物は覆土中に散在して出土し、 まとまった出土状況はない。6． 7の

Ⅵ群（後北D式）土器以外すべてⅦ群土器片であり、混入したものと考えられる。 lは段状沈線。 2は

やや深めの沈線が複段に巡らされる頚部破片で、ほかには刷毛目調整痕を持つ胴部破片が大半である。

石器では掻器（8）が1点出土しているほか、土坑上部の礫の中に、安山岩製のたたき石（9）、砥石

(10･ 11)が出土している。

また、包含層の遺物として掲載した坏23 （図Ⅲ－4）の破片（位置は■）が出土している。土坑か

ら東側に3mほど離れたK-13区でややまとまって出土したもの。 IB層上面で取り上げた破片が大

半で、時期的に新しいものかとも考えられる。

時期．性格：以上の遺物出土状況などから、擦文期の土坑と考えられ、掘り込み面はIB盾中と考えら

れるが、土層断面では確認できなかった。性格としては墓の可能性を想定している。

’

IP-28 (IXIⅡ－68･69,図版31 ･79･ 103･ 109･ 1 17)

位置:K-15･ 16区 平面形：ほぼ円形

規模: l . 16×1.07/089×0.82/0.57m 長軸方向:N-83．－W

確認。調査: IH-9の掘上げ士を掘り下げたところ、下位のIB層に達した時点で径1mほどの茶褐

色土(IH-9掘上げ上）の輪郭が捉えられた。 IH-9掘上げ土下にくぼみが確認され、規模から土

坑の存在が想定された。調査を進めたところ、確認面から30cm下に扁平な河原石が水平に並んで出土

したほかは、覆土中には礫や遺物の出土頻度は少なく、坑底面まで無理なく掘り進められた。

土層：黒色土から暗茶褐色土の上下3層に分かれる。黒色土の最上層が一番厚く、その中程に上記の河

原石が出土している。分層される可能性はあるが、肉眼では困難であった。

偶発的に河原石が集まることは考えられず、人為的礫の配置、一連の埋め戻しが想定される。

坑底・壁：坑底は砂層に水平につくられ、壁は急激に立ち上がる。開口度は小さい。

這物出土状況と遺物：礫以外の出土遺物は少なく、掲載のものすべてである。Ⅶ群土器としたlの1111部

破片が河原石と同レベルで出土しており、士坑から2mほどの北西側L-15区でまとまって出土した

破片と接合している。この土坑の時期を決定する遺物と考えられる。器表面は若干刷毛FI調整が残るが

入念に磨かれている。 3．4は後北C2 ･D式の破片で、混入したものと判断した。ほかに乳鉢状の小
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型土器底部2がある。注意されるのは8の石製品である。腕輪と考えている。西側壁際から3点、北東

側礫下から1点が出土した4個の破片が接合したもので、一部欠損する。2つの破片には若干被熱して
いるようで煤の付着が破断面にまで認められる。

行器には黒曜石製の石錐（5）や掻器（6． 7）があり、 7には原石面が残る。ほかに、同一個体と

判断したすり石片（9） と並べられた河原石の中に凝灰岩製の砥石(10) も含まれている。

時期・性格：出土遺物は少ないながら、時期は擦文期と判断され、性格についても腕輪の存在や礫の出

土状況から墓の可能性が強いと考えられる。

IP-29 (図Ⅱ－70, 図版31 ･79･ 103)

位置: J-16区 平面形：ほぼ円形？

規模：0.95×－／0~67×/0.19m 長軸方向：－

確認。調査: IH-9の床面まで掘り下げた段階で、竪穴南隅調査範囲外にかかる状況で黒色土が半

円形の輪郭で確認された。調査範囲境界の壁面にIH-9覆土が残っている状況であったことから、 I

H－9の覆土を掘り込んでつくられた土坑ではないことが確認できた。完掘の結果、深さ19cmほどの

士坑であり、 IH-9覆土の流入もないことから竪穴以前の土坑と判断される。

土層：2層に分けられる。土層観察面では坑底から磯り上がる状態で暗茶褐色土が若干堆積するほか、

ほとんどが黒色土でしめられる。

坑底。壁：坑底は砂層に平坦につくられ、標高は23.35mほどで、先のIP-28坑底面標高とさほどの

差はない。同程度の深さを持っていたことが想定される。礦は底から緩やかに立ち上がるが、全体形状

は不明。

遺物出土状況と遣物：土器片等の遺物は覆土中に散在して出土している。Ⅶ群土器では1の甕口緑部破

片、土坑内で接合した甕胴部破片（器表面は縦のミガキ調整、裏1mヨコナデ調整) 2がある。 3の底部

近くの破片は胎土、焼成具合から突瘤文を有する土器の可能性がある。4．5はⅥ群c類のt器片で混

入と考えられる。ほかに安山岩製のたたき石片（6）が出土している。

時期・性格：出土土器片から擦文期と判断されるが、性格については不明である。

IP-32 (図Ⅱ－71 、図版34･80)

位置:K-18･ 19区 平面形：隅丸長方形

規模:2.51×1.93/1.56×1 .01/0.48m 長軸方向:N 57．－E

確認・調査: IH-lOおよびIH-X2の掘上げ士除去後の包含層調査中に、黒色土の楕円形の輪郭と

して確認した。覆土中には小礫が多く含まれていたが、現場段階で人為的な配置はないものと判断した。

地l l l礫の再流入と:考えたが、覆土上部には礫の包含が多い。調査の結果、 」蝪長軸長が2mを超える大

型の上坑となった．

土層：覆土は大きく2眉に分けられる。坑底部にある黒色土をほとんど含まない黄褐色|士、その上部

の黒色上を主体とするものである。上記のとおり覆上上部には礫の含有が多く、下部層の状況とも考え

合わせれば、土砂を選択した埋め戻しの可能性が高い。

遺物出十状況と遺物：遺物はすべて覆士中からの|{ |土である。 lは須恵器甕の破片で、確認面で''1土し

ている。 2～5は甕の破片で、内外1面に1il111毛月調整痕を残すものが多い。 5には口唇部の一部に縦に押

ザミがある。2．3は|｢j一個体で、 2は坑外出土の破片との接合関係を持つ。6はⅥ群l器、し込んだキ

1 1 1
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焼成の具合から後北C2 ･D式と判断され、混入と考えられる。

時期。性格：出土遺物からみて、擦文期の土坑と判|断される。性格についてははっきりと断定できる要
素に乏しいが、土坑の規模、霞上の状況、須恵器の出土などを考慮すれば、墓を想定できないだろうか。

（田中）

2）続縄文(VI群d類土器）期

IP-17 (図Ⅱ－72．73, 図版26･78･ 107)

位置: J-5区 平面形：ほぼ円形

規模: l. 17×l.14/l.02×0,97/0.44m 長軸方向:N-50°－W

確認・調査: IB層下位で黒褐色|この落ち込みを確認した。坑底付近では粘性の強い黒色土を検出され、
遺体層と思われる。また土坑周辺のIB層調査後には多くの小ピットが検出され、確実性には乏しいが、
南東側の小ピットについては墓標穴の可能性も考えたい。

土層: 1 ･2層は窪みに流れ込んだIB層相当の黒褐色土。その下位層は全体にシルト質の茶色土から褐
色土で構成され、 5．6層に多数の礫が含まれる。覆土全体には一様に礫はなく、集中する礫は意識的
に入れた可能性が高く、 この土坑は埋め戻されたものと判断される。

坑底・壁：底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは急傾斜である。

遣物出土状況と遺物：覆土にV群、Ⅵ群d類土器が混在している。V群土器（3～8）は包含層のもの
と接合しており、埋め戻し時に混入したと考えられる。坑底からは刺突・沈線文小型土器破片が1点
(図Ⅲ－21に掲載の376)が出土しており、土坑周辺に広く分布することが注意される。ばかに1はⅥ
群d類土器の胴部破片。内外面ともナデ調整。2は注口部破片。9は安'｣|岩製のたたき石などがl11土し
ている。

時期。性格：坑底出土の土器から続縄文（Ⅵ群d類）期と判断され、蟇の可能性が高い。 （菊池）

IP-22 (IXIⅡ－74, 図版28･79)

位置: J-3区 平面形：円形

規模：080×0.76／065×0.62/0.35m 長軸方向:N-33°－E

確認・調査：平成7年度調査において、 IB層下位で黒褐色土の落ち込みを確認した土坑である。
土層: l層の黒褐色士は、 IB層相当の堆積土である。 2層のシルト質茶褐色土、 3層のシルト質黒褐色
土は、堆積状況から埋め戻し土と考えられる。

坑底・壁：底面はほぼ平坦で、壁は急傾斜で立ち上がり、北東側で緩く外反する。

遺物出土状況と遣物：覆土からⅥ群d類土器2点が出土している。 lは底部近くの胴部破片。内外面と
もナデ調整。2は微隆起線と櫛歯による沈線がみられる。ほかに坑底から礫1点が出土している。
時期・性格：覆土の遺物から続縄文（Ⅵ群d類）期と考えられる。性格については不Iﾘ1． （菊池）

IP-30 (図II-75,図版32･79･ 103)

位置：

規模：

確認・

土層：

可能M

J－6区 平面形：ほぼ円形

1.11×1 .08/081×0.82/0.58 長軸方向:N-78o－E

調査: IB層下位で黒褐色土の落ち込みを確認した。

l暦は窪みにたまるIB隅相当と判断される。2･4層は埋め戻しt、 3屑は埋め戻し時の崩藩土の
三がある。
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坑底・壁：底面はほぼ平坦であり、壁は急傾斜で立ち上がる。

遺物出土状況と遣物：Ⅶ群土器は胴部破片が2点l層から出土している。この土坑に伴うとは判断でき
ない。覆土中にはⅥ群d類土器（1～3)、V群土器（4． 5）が混在して出土しており、黒曜石製ス
クレイパー（6） も出土している。坑底から安山岩製のたたき石（7）、すり石（8）が出土したほか、
大型の礫1点、 lOcm大の礫数点が出土している。出土遺物は少ない。

時期・性格：覆土の遺物から続縄文（Ⅵ群d類）期と考えられる。性格については不明。 （菊池）

IP-31 (図Ⅱ－76･77, 図版33･54･80･ 109)

位置: J-6区 平面形：卵形

規模：0.63×0.54／0.43×0.39/0.24m 長軸方向:N-9°－W

確認・調査: IB層下位で黒褐色土の落ち込みを確認した。他の土坑に比べ小型で、深さも24cmと浅
いものであるが、確認面付近から坑底にかけて、土器や礫石器礫などが集中的に出土した。土器はⅥ

群d類土器の突瘤文や沈線を持つ甕や無文の片口が複数個体あり、土坑周辺出土の破片と接合している。
その分布は広く、 IP-17の刺突・沈線文土器の分布に似かよるものである。

土層：覆土は一様に黒褐色土で、埋め戻し土と考えられる。

坑底・壁：底面はほぼ平坦であり、壁は急傾斜で立ち上がる。

遣物出土状況と遺物: 1は2段の突瘤文に、断面丸い沈線が加えられた甕・内外面ともナデ調整で、突

瘤はナデ調整後行われている。 2～4は同一個体の甕破片。 5～10は片口土器。口唇部形態や器面調

整具合から少なくとも3個体は数えられる。 11はⅥ群b類土器とみられる胴部破片。石器には安山岩

製のすり石(12)のばか、凝灰岩製、安山岩製の砥石(13～18)が多く出土している。

時期．性格：出土遺物から続縄文（Ⅵ群d類）期と考えられる。性格は埋め戻しや遺物の出土状況から、

墓が想定される。 （菊池）

3）続縄文(V|群c類土器）期

IP-21 (図11-78,図版54･79)

位置: L-8区 平面形：ぱぼ円形

規模：0.62×0.41/0.57×0.44/0.22m 長軸方向:N-7o－W

確認・調査: IB層を掘り下げた段階で､漸移層からシルト層上面で黒色土の円形の輪郭が検出された。

土坑と判断し調査を進めたところ、砂礫層を坑底にして、土器片が坑底中央や壁際に出土した。

土層：覆土は黒色土を主体とし、粘性が強い。地山層の影響から礫の包含が多く、特に上層には大型の

礫が多く認められたが、人為的な配置は観察されなかった。

坑底・壁：底は砂礫層中にほぼ水平につくられ、壁は急角度に立ち上がる。開口度は低い。掘り込み面

は確認面よりやや上位と考えられるが、後のIP-25の確認状況からみても、あまり深い土坑とは考
えられない。

遺物出土状況と遺物：遺物は後北C2 ･D式土器を主体としている。上記のとおり、坑底中央に1 ･3

が出土し、壁際から2が出土している。 lは土坑外の西側包含層出土の土器片と、 2はIH-3覆土出

土の土器片との接合関係がある。4は縄文晩期のもので混入したもの、 または位置的に土坑外遺物の可
能性が残る。

時期・性格：出土遺物から続縄文（Ⅵ群c類）期の土坑と判断される。性格を断定する決定的要素はな
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が高い。墓の可能性を考え

（遠藤）

いが、覆土上位からの遺物の出土はなく、土器が人為的に埋納された可能性

たぃ。

IP-25 (図Ⅱ-79～81,図版29･54･79･ 107)

位置:K ll区 平面形：ほぼ円形

規模: 1.08×lOO/0.66×0.66/0.55m 長軸方向:N 12・－W

確認・調査: IH-5カマド煙道延長線上に焼土IF-45が検出され、焼

下げたところ、焼土下に黒色から暗茶褐色土の半円形の輪郭が捉えられた。

をみたが、土坑は焼土との関連はなく焼土下のIB層中から掘り込まれたも

焼 ら周辺を掘り土を残しなが

焼土を半裁、土坑との関係

のと判断した。
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土坑調査では覆土中位から礫が集中して出土し、土坑中央に落ち込む状況で坑底近くまで入り込んで

いた。

土層: 1の褐色土は土坑のへこみに流れ込んだIB層相当と考えられるが、若干色調が明るい。土居は

全体として、大きく2層に分けられ､坑底付近から壁に堆積する地山とほとんど変わらない黄褐色砂と、

礫とともにみられる黒色系の土である。集中する礫を含めて、土砂を選択して埋め戻したと考えられる。

坑底・壁：坑底は砂礫層中に平坦につくられ、一部地山に含まれる礫が表出している。壁は底から急激

に立ち上がるが、坑口に向かって広がり、開口度はやや高い。

遺物出土状況と遺物： 1は後北D式の鉢。口唇直下の貼付帯の一部は剥落している。坑底付近出土の破

片と覆土中位の礫とともに出土した破片が接合復元された。2の底部片とともに土坑外との接合関係は

確認されなかった。ほかに、集中して出土した礫の中には、安山岩製のすり石（3～5） と砥石（7．

9)、凝灰岩製の砥石（6．8）が含まれていた。

時期・性格：出土遺物や土坑掘り込み面から続縄文（Ⅵ群c類）期の土坑と判断される。性格について

は、人骨検出の直接的な証拠はないが、遺物のあり方からみて墓が考えられる。 （田中）

4）縄文晩期

IP－33 (図II-82,図版34)

位置: J 5, K-5区標高23.9m程の平坦面 平面形：楕円形

規模:0.41×0.34/0.24×0.22/0.31m 長軸方向:N-26°－W

確認・調査：調査区北側の小ピヅト群調査中、暗褐色シルトの面で黒色土の落ち込みを確認した。半分

IP-33
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IP-33の平面図・土層と遺物
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掘ったところ、覆土と自然層である暗褐色シルトの層界が明瞭であること、出土状況から意図的に置い
たとみられる扁平な大型の礫が出土したことから、土坑と判断した。当初、礫の置かれた面を底面と思
ったが、礫取上げ後にみられた土に炭化物が少量まじるなど、周囲の自然層とやや異なっていたためな
お掘り下げた。その結果、確認面から30cm程で底面を検出した。

土層：覆土は4つに分けられた。 1層は黒色土でIB層が落ち込んだものであろう。 2層は暗褐色土で
しまりがやや弱い。 3層は褐色、 4層は茶褐色のシノレトで、 どちらもしまりは中程度である。 2～4層
にはlcm以下の炭化物が少量まじっている。覆土中に置いたとみられる礫が3層上面にあることから、
2～4層は埋め戻し土と考えている。

坑底・壁：底面は概ね平坦で、壁は長軸南側のほかは急傾斜である。

置物出土状況と遺物：覆土3層上面から、扁平な大型の礫が出土した。礫の大きさは下場の広さとほぼ

同じく、土坑に蓋をするような出土状況であった。なお、礫の端はグリッド杭の打設によって割れてい

た。他に、覆土巾から土器片3点、フレイク1点が出土した。土器片はすべて縄文時代晩期に属するも

ので、土居観察図面記載の1点はIP-30覆土出土の土器片と接合関係を持つ（図Ⅱ-75の4)。掲載

した土器lは皿形土器の口縁部破片で、 IP-17南西脇の包含層出土破片と接合している。 また、接

合した破片3点のうち1点（土坑出土）が再度の被熱のため、色調に赤味を帯びている。

時期。性格：時期は周辺士坑の遺物状況からみて、出土土器が縄文時代晩期土器片に限られることから、

この時期と判断して良いものと考えている。性格については判断つきかねるが、大型礫のあり方が問題

になると考えられる。 （| |｣中）

5）時期不明

IP-19 (図Ⅱ－83, 図版54･79･ 107)

位置: J-9区 平面形：楕円形？

規模: 1 .59×l .35/－×0.49/0.30m 長軸方向:N-82｡-E

確認・調査: J-9区調査範囲境界部分で、漸移層上面に黒色土の楕|｣1状の輪郭を検出した。確認面で

土器lの出土があり、土坑との判断で調査を実施した。土坑は調査範囲外に広がり、全体像は、はっき

りとしない。調査の結果、坑底で焼土とみられる暗赤褐色土が検出された。だが、坑底は皿状で明瞭な

平坦面を持たず、壁の立ち上がりも明確さに欠け、他の士坑と比較して形状に差違が大きい。このため

調査区域境界にトレンチを設定し、土坑下の堆積状況を確かめた。その結果、坑底・壁となるシルト層

は同程度の厚さを持って基盤の砂層に落ち込んでおり、 自然の窪地である可能性が強まった。ただ、坑

底とした黒色k下のシルト面で焼|皇 （？）の検出があり、人的使用の可能性をすべて否定できず、土坑

として扱うこととした。

±層：全体的に軽石が混じる黒色土を主体としている。土坑上位のIB層中にはIP-241司様、その

規模から堅穴掘上げ土とみられる茶褐色土の堆積( IH-Xl)が認められた。

遣物出土状況と遺物: lは2分の1程度が残存する甕。口唇部はやや立ち上がり気味で、頚部の段状沈

線は密に施され、連続する凹凸が感じられる程度である。器面調整は内外面とも刷毛目調整痕が明瞭で

あるが、内面lll1部下半はわずかである。底面にはササの圧痕が残る。2はVI群土器の胴部破片。 lは雁
認1面での出土であり、 2とともに道構の時期を決定できる出土状態ではない。ばかに、 3の黒曜石製、

刃部が欠損した掻器と、 4の安' ||岩製たたき石が出土している

時期・性格：ともに不|ﾘ1．
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IP-20 (図Ⅱ-84)

位置:K-3区 平面形：ほぼ円形

規模:0.71×0.68/060×0.55/039m 長軸方向:N-41°一E

確認・調査: IH-2周辺のIB層を掘り下げ、シルト層に達した段階で、 IH-8炉の東脇に茶褐色

から黄褐色土の円形の輪郭が検出された。土坑と判断し掘り進めたところ、深さ39cm、円形の土坑と

なった。 IH 8との新旧関係ははっきりせず、礫以外の遺物も出土していない。

土層：覆土は基本的にシルト質の暗茶褐色土と黄褐色土で、地山層のシルト ・砂が主体で黒色土の含有

はあまりみられない。 1 ･2層の混在の状況から埋め戻しの可能性が強い。

時期・性格：時期を決定できる遺物出土がなく不明であるが、覆土に黒色土の含有が少ないことから、

腐植土の形成があまりみられない時期、 またはIH-8に付随し、床面から掘り込まれ黒色土の混入が

あまりない状態で埋め戻された可能性が考えられる。いずれにしろ、突瘤文期には下らないものと考え

られる。性格については不|明である。

IP-23 (図Ⅱ－84, 図版27)

位置: J-12区 平面形：ほぼ円形

規模:0.71×068/0.52×0.47/0.31m 長軸方向:N-2°－E

確認。調査: IH-12検出時に、 IH-12の輪郭から北側に張り出す黒色から茶褐色の半円状のシミ

が確認された。 IH-12の項でも触れたように調査範囲境界部分は、道路側溝の掘り返しにより撹乱

が激しく、確認面での新旧関係の把握はできなかった。若干調査境界壁を削り込んだところ、 IH-

12の覆土がこの土坑を覆う状態が検出でき、土坑が古いものであることが確認された。覆土上部に大

きな礫2点が重なって出土した以外、遺物は出土してない。

土層：覆土は大きく、黒色土と暗茶褐色土で構成される。埋め戻し上か、 自然堆積かを判断できる要素

は少ないが、礫の出土状況からみれば埋め戻しの可能性が強い。

時期・性格：時期については不明であるが、上記IP-20と比較して覆土に黒色土の含有が多く、縄

文期にまでさかのぼらない可能性が強い。性格についても不明である。 （田L!I)

（3）杭列

杭列は調査範囲北東部にある内別川河道跡に検出された。立杭11本で構成される。

河道跡は氾濫増水による砂礫層(10層）堆積により、流路が徐々に左岸方向（現内別川）へと移動

した結果、旧河道は草本類が育成する湿地となり、暗茶色泥炭層（9層）が形成されることになる。

さて、杭列の杭上部は腐食しているものの、杭の頭は砂礫層中から検出されており、 9層が形成される

以前に打ち込まれたと判断される。これらはすべてB-Tm下であり、河道跡の主たる包含層10層中に

は縄文時代前期から擦文期まで土器片が混在する状況であることから、杭列の時期は擦文期に求める。

また、杭列のほかに9･ 10層中から木鍼・矢中柄・小刀の柄･容器の底板・掛矢・割材・杭などの木

製品が65点出土し、 L－4区から多く出土している。樹種はハンノキ属・コナラ属・ヤナギ属と遺跡周

辺に同生している樹木が多いが、現在遺跡近辺には自生しないスギ・アスナロの製品が1点ずつみられ

る。遺物は取り上げ後、水浸けで保管しているが、内別川の水質が良いためか沈着物が少なく、状態は

良好である。木製品についても、杭列の杭の特徴とともにここで一括記述する。
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’

1）杭列の杭(1～11)

1 ･2の杭先は2面削りである。 ともにコナラ属で1/8割の割材である。 3の杭先は主2面、補助

1面削り。4は主2面、補助2面肖l1りである。 ともにヤナギ属でl/8割の割材である。 5は杭先の先

端部が破損しているため削りが1面しか確認できない。 6は主1面、補助2面削り。 ともにヤナギ属で
細枝の丸木材である。 7．8の杭先は1面削りである。刃の入れ方が同じであり、同じ手によるものと

思われる。 ともにヤナギ属の丸木材である。9の杭先は1面削りである。ハンノキ属の丸木材である。

10の杭先は主2面、補助1面削りである。ハンノキ属で丸木材である。 11の杭先は主1面、補助2面
削りである。ヤナギ属である。

1 ･2は札幌市サクシユコトニ川遺跡のテシの割杭と形状・大きさは類似しており、 9． 10･l1の

丸杭も同様である。検出時は漁労のための施設、 もしくは作業場等の基礎杭と思われた。しかしながら
杭の構成が不統一である。

11本の内、素材の形状・表面の状態・杭先の加工・樹橦などを検討すると、 1 ･2， 3．4， 5 ･

6， 7．8の4illが対になっていると考えられる。杭の間隔も1 ･2は14cm、 3~4は18cm、 5･6

はlOcm、 7･8は17cmのほぼ同間隔である。 9･ 10･ 11は形状・大きさなどは類似するが、差異もあ
り対となるかは判別できなかった。

杭列の用途は特定できないが、大規模で恒常的に使用された施設ではなく、 2本一組の杭を基本とし

た施設が、簡易で一時的な作業をｲjうために繰り返し設営されたと考えられる。 5･7･8･ 1 1は最

外年輪の木部形成状態から夏から初秋に伐採されており （詳細は「3)木製品の樹種同定c)材の伐採

時期」で記されている｡)、木の実を|Iｿ叩す施設などの可能性がある。

2）木製品

挾り入り丸棒(12) :丸木材に5cm1幅の挟りが3箇所入っている。杭列の近くで出土しており、横木

の可能性もある。ヤナギ属である。

矢(13･ 14) :ノリウツギの枝を1/4に割って削りだした水嫉である。 13は先端を尖らせ、末端に向

かい徐々に細くなり、基部を作り出している。上部の片側縁に刻みがある。 14の整形は粗く、基部も

不|ﾘ]隙である。未製品の可能性もある。

矢中柄(15) :ノリウツギの枝をl/4に割って削りだした矢の中衲である。先端の鍼装着部は扁平に

削っている。

小刀の柄(16) :スギ材の柾目板を削り出している。断面は楕円形で柄頭を斜めに削っている。2枚

合わせであり、樹皮等で結束した跡が見られる~形状III<1には柄下あ馬が菫の悪割くが厚すぎス｣-J3r投、

小刀の柄(16) :スギ材の柾目板を削り出している。断面は楕円形で柄頭を斜めに削っている。2枚

合わせであり、樹皮等で結束した跡が見られる。形状的には柄であるが、茎の受部が長すぎるようにも

思えるため、鞘の可能性もある。

串状製品(17) :ノリウツギの枝を半割した串状の切|断品である。

容器の底板(18) :アスナロの柾目板を加工した、容器の底板である。厚さは最大7mmである。

掛矢(19) :コナラ属の大型の股木部分を利川している。股木部の頭部は%Ⅱ<準形しているが柄に旧) ：コナフ属の大型の股木部分を利川している。股木部の頭部は粗く整形しているが、柄に

が残っており整形されていない。打面は偏平に加工されている頭部ではなく、片側の横面を使用

り、 Ⅱ|jきつぶれた痕がある。この打痕は大型割杭(20･21)の杭頭の大きさとほぼ一致する。

整形が粗いため、常時使川されたものではなく、一時的に使川するために作られたと思われる。

は樹皮

してお

形状．

大型割杭（20．21） ：2()はコナラ属の材を1/4制し、材の'|1央付近から杭先まで徐々に細く4面加工
している。21はヤナギ属の材をl/4割し、柾I]で材を取った残りを杭にしている。樹皮を残したまま

－ 132－
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材の中央付近から1面加工し、杭先で3面加工している。

割杭（22．23） ：22はニレ属の材を1/4割りし、先端1cm程度を加工している。立杭であるが砂礫層

上面で止まっており、先端の加工と共に他の杭とは異なっている。23はコナラ属の大型の材を1/16割

した後、板目の材を作り4面加工している。

丸杭（24～31) :24はハンノキ属で、先端は対面する2面加工である。25はハンノキ属で先端は直交

する2面加工である。26はコナラ属で先端は主1面、補助2面加工である。27はヤナギ属で、先端は1面

加工である。28はカバノキ属で樹皮が残っている。先端は対面する2面加工である。29は立杭である。

ヤナギ属で、先端は1面加工である。30はハンノキ属で、先端は1面加工である。31はハンノキ属で、

先端は主1面補助2面加工である。

大型割材（32） ：コナラ属の材を1/16割した後、 l/4程度に1面加工し、 さらに先端に1面加工を加

えている。全体に整形が粗く、腐食も激しい。

割材（33．34） ：33はコナラ属の材を1/4割した後、 1面加工して角材にしている。34はコナラ属

のl/8割材を偏割している。

丸木材（35．36） ：35はトネリコ属の枝を払っている材である。両端は欠損しており加工は判らない。

36はハンノキ属で一部樹皮が残っている。枝を払い先端を一面加工している。

二股材（37．38） ：股木端部は一面加工、元側端部には多数の削り加工がある。共にニレ属である。

細板材（39） ：コナラ属の柾目板片で先端が焼けている。

櫻形製品（40） ：断面がカマボコ形で、櫻形に細かく削り、頭部に切断痕がある。ヤナギ属である。

割杭（図未掲載） ：ニレ属の1/4割で、杭先は直交する2面加工である。

薄板材（図未掲載） ：コナラ属の薄い柾目板の破片である。

角材（図未掲載） ：細角棒の小片が1点、片端が焼けている中型の材が1点、角材の切断片が2点であ

る。4点共にコナラ属である。

割材（図未掲載) : 1/4割の大型材は片端が焼け、樹皮が残っているが腐食が激しく、加工等は不明

である。 l/2割の材は片端が粗い1面加工である。 l/8割の材は両端が欠損している。 3点共にハン

ノキ属である。

丸木材（図未掲載） ：先端が焼けていて加工が不明のもの1点、先端が粗い1面加工であるものが3点

である。ハンノキ属が2点、 トネリコ属・ニシキギ属が各1点である。

枝切痕（図未掲載） ：切り払われた枝が6点。ハンノキ属3点、 コナラ属3点である。

木端（図未掲載） ：加工途中の切り落し片である。 13点中11点がハンノキ属である。

樹皮（図未掲載） ：広葉樹の細片1点。

(菊池）炭化材（図未掲載） ：加工その他不明のコナラ属の小片3点出土した。
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’
3）木製品の樹種|司定

a)試料及び識別方法

河道跡の暗茶色泥炭層および砂礫層より出土した木製遺物のうち、木質部の残っている75点につい

て、木材の利用や当時の遺跡周辺のおおよその植生を知るために、樹種の識別を行なった。

試料は、加工された部分は避け、接合面等のあまり目立たない部分を選ぶこと、 また、正常な組織構

造の観察ができるように、腐れ等による劣化の進んだ部分、節など組織の乱れのある部分、髄に近い部
分は極力避けることに留意し、木口面、板目面及び柾目面から採取した。

水漬にされたものについては､両刃カミソリを用いて各断面の一年輪以上が含まれる切片を採取した。

その後、 3断面を1セットとしてプレパラートを作製し、生物顕微鏡で観察を行なった。

既に乾燥された炭化材については、片刃カミソリで小片を採取し、ルーペ及び実体顕微鏡で確認しな

がら、両刃カミソリで切り込みを入れて割裂し、各断面を露出させた。次に、それらを一年輪以上が含

まれるブロックになるように整形し、ひとつの試料台にl断面ずつを導電性接着剤(ドータイト)で固定

した。その後イオンスパッタリング装置(JEOL-JFC-l300)で白金(Pt)のコーティング(40mA, 60秒)を
施し、走査電子顕微鏡で観察を行なった。

b)識別結果

識別の結果として9科10属を同定した。樹種構成は針葉樹2科2属広葉樹7科8属であり、その

うち3属については種までの同定を行った（表Ⅱ－1 ）。それらの同定の根拠となった組織構造的な特

徴を、針葉樹、広葉樹の順で以下に記載する。

スギC"pro"12"αノa/Jo"jc"DDoll

（スギ属cﾉﾂﾉ加加e"α） （すぎ科TAXODIACEAE) 顕微鏡写真No.1

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなり、樹脂道放射仮道管は存在しない。仮道管にらせん肥厚は

存在しない。樹脂細胞は早・晩材部の移行部から晩材部にかけて散在する。年輪界は明瞭で、早材部か

ら晩材部への移行は急又はやや急である。晩材部の1幅は比較的広い。放射組織は単列のみで一般に10

細胞高以下である。分野壁孔はスギ型である。仮道管の内壁の表面にはイボ状層の存在が走査電子顕微

鏡により確認できる。ネズコの可能性もあるが、分野壁孔の壁孔壁（膜）の部分の径が6βm以上と大

きいことから、スギと同定した。

アスナロ肋〃ops/s"0/α〃α"Sieb. etZucc. (ヒノキアスナロ）

（アスナロ属剛〃｡"s) (ひのき科CUPRESSACEAE) 顕微鏡写真No.2

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなり、樹脂道、放射仮道管は存在しない。仮道管にらせん肥厚は

存在しない。樹脂細胞は晩材部の接線状に散在する。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部のl隔が

狭い。分野壁孔はヒノキ型が殆どであるが、スギ型とトウヒ型も認められ、 l分野に2～5個存在する。

ヒノキの可能性もあるが、分野壁孔にスギ型が多いことから、アスナロと同定した。

ヤナギ属sα"x (やなぎ科SALICACEAE) 顕微鏡写真No.3･4

木口面：散孔材である。道管は時折2～3個の複合管孔を形成する。

’

板目・柾目面：放

また、道管相互壁孔

射組織は単列で異性である。道管要素は単せん孔をもつ。らせん肥厚は存在しない

は交互壁孔である。

エゾノカワヤナギ、オノエヤナギ、エゾノバッコヤナギなどが推定される。

カバノキ属BEm/α （かばのき科BETULACEAE) 顕微鏡写真No.5

木口面：散孔材であり、一般に道管は2～4個が放射方向に複合する。
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板目・柾目面：放射組織は1～4細胞幅で40細胞高以上にもなり、同性である。道管要素は階段せん

孔をもつ。らせん肥厚は存在しない。

シラカンバやウダイカンバ等が推定される。

ハンノキ属A/""s (かばのき科BETULACEAE) 顕微鏡写真No.6

木口面：散孔材である。多くの道管は2～4個が放射方向に複合する。

板目・柾目面：放射組織は単列で同性である。集合放射組織を形成する。道管要素は階段せん孔をも
つ。らせん肥厚は存在しない。

ハンノキ、ケヤマハンノキ等が推定される。

コナラ属Q"erc"s (ぶな科FAGACEAE) 顕微鏡写真No.7･8
木口面：環孔材である。孔圏部の大道管にはチロースが認められ道管の周りには周囲仮道管が存在

する。孔圏外の道管は、やや放射状に配列することがある。

板目・柾目面：放射組織は単列と広放射組織からなり、 ｜司性である。道管要素は単せん孔をもつ。

ミズナラ、カシワ、 コナラ等が推定される。

ニレ属[//"z"s (にれ科ULMACEAE) 顕微鏡写真No.9

木口面：環孔材である。孔圏部の道管は2～3列になり、孔匿|外では多数の小道管が接合して集団管

孔を形成し、接線方|句にかなり規則的に配列する。

板目・柾目面：放射組織は1～6細胞|隔、3～70細胞高で、同性である。道管要素は単せん孔をもち、

内壁にはらせん肥厚が存在する。道管状仮道管が存在し、時にらせん肥厚が認められる。

ハルニレまたはオヒョウが推定される。

ノリウツギH)'dm"ge"pα"ic"I""Sieb.etZucc.

（アジサイ属鋤〃α"g") (ゆきのした科SAXIFRAGACEAE) 顕微鏡写真No.10

木口面：散孔材である。道管は単独または2～3個複合して年輪内に均等に分布する。軸方向柔細胞

が放射方向へ連続して認められるのが特徴である。

板目。柾目面：放射組織はl～2細胞|幅、3～5細胞高で、板目面では上下方向で軸方向柔細胞と接

している。異性である。道管要素は階段せん孔をもつ。らせん肥厚は認められない。

ニシキギ属E"o"w""F (にしきぎ科CELASTRACEAE) 顕微鏡写真No.11

木口面：散孔材である。道管の径はきわめて小さく、年輪内に均等に分布する。

板目・柾目面：放射組織は単列のみで同性である。道管要素は単せん孔をもつ。道管と木繊維にらせ

ん肥厚が存在する。

ニシキギ、マユミ、ヅリバナ等が推定される。

トネリコ属Fmx加"s (もくせい科OLEACEAE) 顕微鏡写真No｡12

木口面：環孔材である。道管は孔圏部で大きく、孔圏外では急激に小さくなり、単独のものと2～3

個が放射方|句に複合するものがある。道管の周りには周囲柔組織が存在する。

板目・柾目面：放射組織は1～4細胞幅10細胞高ほどで比較的均一であり、同性である。道管要素

は単せん孔をもち、 らせん肥厚は存在しない。

ヤチダモ、アオダモ等が推定される。

c)材の伐採時期

くの伐採された季節を推定するために、樹皮の残っている12点の遺物を対象材として利用された樹オ

状態について検討を行なったに、最外年輪の木部形成の
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樹種は、ヤナギ属とハンノキ属の散孔材とコナラ属の環孔材である。散孔材の樹種は、針葉樹や環孔

材の樹種に比べて、早・晩材の境界が不明瞭なため、木部形成の終了時期（伐採の時期）の判断がしに

くかったが、最外年輪の形成がどの季節で終了しているのかを、前年の年輪形成の状態と比較して判断

した。樹種の違いや生育環境の条件等の影響で、成長には多少の個体差が生じると考えられるが、ある
程度の推測をすることは可能であろう。

その結果、晩材に相当する木部の形成が終りに近いと考えられ、おおよそ夏の終り頃から秋口と推定

されるものが6点と、その年の木部の形成が終っていると考えられ、成長の停止する秋から冬と推定さ

れるものが5点であった。また、環孔材ではあるが、ぬか目材（被圧木や老齢過熱木にみられる極めて

年輪I幅の狭い材で、極端な場合には殆ど孔圏の部分だけの年輪となる）のため、晩材に相当する木部の

形成の状態は確認できないが、すでに孔|壱|がl～2列形成されていることから、夏から冬の間に伐採さ
れたと推定されるものが1点であった（表Ⅱ－2)。

今回は、最外年輪の観察を行なった例が少なく、それぞれの製品の用材の樹種と、それら樹種の伐採

時期との関係を見つけ出すことはできなかった。しかし、今後、樹皮の残っている出土材について同様

に観察を行い、データを蓄積していくことと、樹木の季節成長を調べていくことで、木材利用活動の季
節性などを明らかにできる可能性が考えられる。

本道跡の出土木製品から得られる数少ない資料から、当'1寺の生活と樹種との関係を明らかにすること

は難しいが、木製品の材料となった樹種のうち、スギ、アスナロの針葉樹については、当時の遺跡周辺

での自生は考えにくく、交易等によって持ちこまれたものである可能性が考えられる。また、コナラ属

ハンノキ属ヤナギ属ニレ属、 ノリウヅギ、 トネリコ属、ニシキギ属、カバノキ属の落葉広葉樹は、

現在の樹木分布から考えても、当時の遺跡周辺に数多く生育しており、容易に伐採し、各種の用材とし

て利用することが可能であったものと考えられる (菊池育子）
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表Ⅱ－1 層位Bllの樹種同定結果

針葉樹
●
＋
’

二

一

口

一

口位層

砂礫層

名種
Ｔ
ｌ

名

恒

科

う

属

ギ

ス

樹

ス

ァ

暗茶色泥炭層

l

l

l

名種

ロナ

２

ギ

ス

ス

ア

科 名

すぎ

ひのき

2

1

1

2

’
(ヒノキアスナロ）

属

広葉樹
‐
＋
’

一
三
口

一

口位

ll肯茶色泥炭層
層

層

礫

哩

１

５

７

２

１

砂

樹 種 名

属 名 種

ヤナギ

カバノキ

ハンノキ

コナラ

ニニレ

アジサイ ノリウツギ

ニシキギ

トネリコ科 8

名

き

ぎ

の

科
鐘
姫

名

２

１

沁

翠

５

４

１

２

泊

１

訓
一
旧
－
３
’
３
’
’
’
２
｜
妬

ぶな

にれ

ゆきのした

にしきぎ

もくせい

7 28属

針葉樹と広葉樹の合計

｜
弓「ー

／○’ 28 1 47’ 届科 109

表Ⅱ－2材の伐採時期の推定

樹種 推定伐採時期製品名層位掲載番号 製品番号

ヤナギ属 夏から初秋丸杭砂礫層5 6

ヤナギ属 夏から初秋丸杭砂礫層
弓

／
弓

／

夏から初秋ヤナギ届丸杭砂礫層Q
J6

ヤナギノ萬 夏から初秋丸杭砂礫層1 l1 1

夏から初秋ヤナギ属丸杭砂礫層168

夏から初秋ヤナギ届大型割杭砂礫層l82］

ハンノキ届 秋から冬枝切痕暗茶色泥炭層30

ハンノキ届 秋から冬暗茶色泥炭層 丸木材48
~

ハンノキ属 秋から冬丸木材暗茶色泥炭層
ーF＝

bb36

秋から冬丸杭 ヤナギ届砂礫層
｢ー弓

O／29

夏から冬
~、一T＝オ

コ了ナフノ函掛矢砂礫層5819

ハンノキ属 秋から冬丸杭砂礫層5930
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（4）焼土・骨片集中・小土坑（図11-93～96)

今回の調査で、 62カ所の焼土(IF)、 25カ所の骨片集中(B)、数多くの小土坑(ISP・柱穴状ピ
ット）が検出された。これらについては十分な吟味を出来ないでいるのが現状である。

焼土、骨片集中については、次の表Ⅱ－3．4にまとめた。その検出層位は現場段階で、 IB層上面、
IB層中、 IB層下位と大まかに捉えられたに過ぎない。確実に共伴する遺物も少なく、周辺に多くの
遺物が混在する状況であり、時期を特定するまでには至っていない。 IF-16 ( IB下） 出土の土器
(図1196-1～6)をみても、Ⅵ群c類土器(2～6)にⅦ群土器(1)が混在する状況であった。現
段階ではTa-a層直下のIB層上面の焼土等はアイヌ文化期と判断されるが、 IB層検出のものにつ
いては続縄文後半期から擦文期に、 IB層下位については縄文晩期から続縄文期前半期として大まかに
考えている。

焼土、骨片集中の分布は、河道跡周辺の平坦面に集中している。その中IP-17･30･31周辺にも
IB層･ IB層下位の焼土がみられ、Ⅵ群d類土器の復元個体もこの周辺から多く出土していることが

注意される。なお、 IF-29からは石製品（図Ⅱ96-9)が出土している。

河道跡の骨片集中(B-6～12) については投げ込まれた状況での検出である。 また、骨片の分布
('叉|Ⅱ-94下段）では図上8～1 1ラインに空白部があるが、グリヅド揚げしたことによるものである。

また、小土坑についても河道跡周辺の平坦面に分布しており、殊にIH-3との間に集中している。ど

のような構成で構造物を作るのか、どのような用途であるのか現在のところ不明である。 (m中）

表Ⅱ－3焼土一覧

規模(cm)

星軸長」短魎頁
4783 1 282．8

確認標高
(m)

債構番号 層位 調査区 備 考
崖
一
坐
恥
、
仰
即
印

９

０

０

１
~

Ｆ

Ｆ

ｌ

ｌ

旧
一
旧
一
昭

肥

障
一
跨
一
儲
吟

６

１

２

０

０

１

４

４

４

２

２

２

０

０

０

２

２

６

０

２

４

１

１

54．2

~100．0１

２

３

１

１

１
~~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

２

０

９

２

６

１

４

３

７

２

６

１

１

０

０

０
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Ⅲ包含層の遺物

1 概要

遺物包含層は平坦面では樽前a降下軽石層(Ta-aE: 1739年降下）下の黒色土層および茶褐色

土居であり、アイヌ文化期・擦文文化期を主体に続縄文文化期．縄文時代晩期の遺物が出土している。

遺物は土器、須恵器石器土製!'f,、石製品、金属製品、獣骨片等の動物遺体が出土しており、 また

アイヌ文化期の遺構である建物跡-1周辺からはガラス玉7点が出土している。擦文土器では横走す

る沈線を巡らす土器が主体であり、OIの突瘤文を持ついわゆる北大式土器の中には口緑部内面およ

び口縁部から頚部にかけて赤彩の文様を構成するものが出土している。金属製品は主に鉄鋼片である

が、刀子・子札・自在鉤銘・釘・鉄斧・鉄索材などもみられる。鉄鋼片は調査区の12ラインより東側

に集中してl ll上しており、子札や刀子などはIH-lOのIB層から集中して出土している。なお、金

属製品については遺構出土(IP-1A、建物跡-1)の遺物も合わせて本章で報告する。

また、皇朝十二銭の一つである 「冨壽神寶」 (818年初鋳）が2枚出土している。 IH－9の竪穴

内外に廃棄された擦文土器の分布と重なるため後世の混入とは考えられず、擦文期のものと判断され

る。銭自体の磨滅もあまりないため、鋳銭から時間的経過がさほどなく遺跡に搬入されたと考えられ

る。

動物遺体はニシン・ウグイ類・サケ類・カジキ類の魚類、カモ類他の烏類、ヤチネズミ ・イヌ・ク

ジラ類。アシカ類・イノシシ・ニホンジカのほ乳類が出上している。シカの遺骸の出土が最も多い。

また、骨製鈷先などの骨角製品も数点出土している。すべて、フローテーション作業をとおした選別

により発見したものである。

河道跡ではTa-a層下の黒色泥炭層中に上下2枚の火山灰層が検出され、上位の火l 1 1灰は不明であ

るが、下位の火山灰は分析の結果、 n頭|｣|－苫小牧火山灰(B-Tm) と確認された。主たる遺物包

含層はB-Tm層下の暗茶色泥炭層・砂礫層である。暗茶色泥炭層からは杭・ヤス・矢中柄・串・容

器の底板・小刀の柄・掛矢・割材等の水製品（木製11㎡,については、 Ⅱ章において杭列と合わせて報告

した｡）が出土したほか、暗茶色泥炭層と砂礫層のほぼ境界部からソーメン文の施されたオホーツク

式土器（1個体）が出土している。 また、須恵器片やホオジロザメの歯1点も出土している。砂礫層

からは縄文ll寺代前期から擦文期までの土器片・石器片が川土し、縄文時代晩期から擦文期の土器片の

中には平坦部出土のものと接合関係を持つものも多い。なお、縄文土器の磨滅がより顕著に観察され

るため、内別川上流域の遺跡から流入した遺物が包含していると考えられる。

遺物の実測|列、拓影図のばか須恵器、甕類土器、金属製品の出上分布図をそれぞれ掲載した。
（菊池、田巾）

2土器等

(1)須恵器( 1～20)

l～3は3分の1程度残存の坏・ 1は底部へラ切り、 ミガキが施される。8世紀末頃に比定された。

2 ． 3はともにⅢ転糸切り底で、 9世紀前半に比定される。4～6は坏破片。これら坏はともに、灰

色から灰白色を呈し、焼成はあまり良くない。 1 ･2の胎土には海綿骨針がみられるばか、 3･5に

は砂粒が多く認められる。

7は長頸瓶の胴部破片。器表面は暗灰色に発色し、胎土には砂粒を含み、亦みのある灰色である。
代と比定され、秋|Ⅱ県内での出土例はないようであ

のと比定され、器面は暗灰色、胎土は茶褐色を呈す

8．9は長頸瓶の底部で、高台を持つ8は81Ⅱ紀

)ものと比定され、る。 9はﾉ[所川原産の9IH:紀末以降l0世紀代0
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[須恵器の出土分布］
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る。 lO以降は甕の胴部破片で、 10は小型のもの。 1 1はIH-4出土のもの（図Ⅱ-23の5) と同一
個体と判断される。 10･ 11ともロクロ成形である。 12以降は中型甕の胴部破片。甕破片は遺構出土
のものを含め、 7 ．8個体ほどあるとみられ、叩き具やあて具痕に際だった特徴がないため、産地、
時期を特定するまでには至っていない。

（2）オホーツク式土器(21)

河道跡で出土した土器で、今回の調査では唯一のオホーツク式土器である。口縁部の一部が欠損す
るが、ほぼ完形。口径10.lcm、最大胴径1l.5cm、底径6.lcm、器高12.7cmで、器厚は0.8cmほど
である。砂粒を含む胎土で、色調は暗茶褐色から褐色を呈する。

器高のほぼ中間部が最大径を計り、その上半部にチューブデコレーションによる文様帯を持つ。横
環する直線状、波状の粘土紐の組合せで3段に文様が構成される。器表面にはススの付着が認められ
る。

（3）Ⅶ群土器（22～153)

坏（22~32, 143~145)

22は有段のもので、若干平坦さが感じられる丸底。内面は丁寧なヘラミガキで、内黒。 IH-7の

項で記述したとおり、広い分布範囲を持ち、 IH-7覆土中に流れ込む出土状況であった。23は直線

的な坏部から口縁部が直立する外形のもので、内外面とも丁寧に磨かれ、内黒処理が施される。外面
にはI愉積み痕跡のlul凸がみとめられる。24～32はロクロ成形の坏・ 24は4分の1程度が残り、復元

実測したもの。外面の凹凸は顕著で、底部付近にはヘラケズリ痕を残している。底面はわずかである

が回砿糸切り痕がみえる。 25～27の口縁部破片には内黒処理の痕跡は見られないが、 25．26の内面

に丁寧なミガキが施され平滑で内黒とみなされるものと、 27の内面にも圏線が残るものとがある。

28～32は回転糸切り痕が残る底部破片で、すべて内面はミガキが施され、内黒のものである。

ほかに高坏底部(143･ 145)、高台を持つ底部片(144)がある。 145は甕43とともに出土したも

の。高坏については復元できたものはない。 143は底部に笹の圧痕が残る。

小型甕（33～36, 146～153)

33は3分l程度残存する。口唇形態は丸く、 口縁部および頸部と胴部との境界に段を持つ。器間調

整は口緑部がヨコナデ。外面は刷毛目調整が基本で、胴部内面にも刷毛FI調整痕が残る。34はほぼ完

存のもの。 「 |唇部は角形で、やや立ち上がる。頚部文様帯は断面丸い沈線を密に施文し、胴部との境

界に明瞭な段を持つ。器面調整は胴部外面および頚部内面はナデで、擦痕が残る。胴部内面は刷毛目

調整である。35は4分の1程度が残存。口唇部は若干丸みを持つ角形であるが、一部しか残らずはっ

きりしない。口縁部破損のものを磨いた可能性もある。頸部文様帯は、断面角形の沈線を密に施し、

胴部との境界に明瞭な段を持つ。胴部外面には格子状に刷毛目調整痕を施している。輪済みの痕跡を

残し、つくりは粗雑である。内面の調整はナデで、刷毛目調整痕を部分的に残している。36は3分の

1程度残存のもの。一端頸部から外反し、 口縁部がほぼ直立して立ち上がる。口唇形態は角形で、 口

唇端にキザミを持つ。頚部文様帯は断面丸い沈線が巡らされ、胴部との境界の段差はあまり感じられ

ない。内外面とも刷毛'二|調整が基本である。ほかに、 146～153の小型甕の破片がる。 150～152は
同一個体で、頸部上下に短刻線が施されている『

甕（37～142)

37は3分のl程度残存の無文のもの 口縁の外反は強く、口唇形態は丸い。頚部境界の位置がI笥く、

本の|隔広で断面丸い沈線が巡らされる。内外面とも、器面調整は頚部から口縁部にかけてはヨコ1

ナデ、胴部は刷毛目調整である。38～40は口縁部、頚部と胴部境界に段状沈線(381=I縁部）や数条

巡らた沈線が集約され、複段となるもの。無文帯はナデ調整（38．39)、刷毛目調整（40）がみられ、
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胴部外面および頸部内面はミガキ、口縁部内面ヨコナデで、胴部内面は刷毛目調整である。口唇部形

態をみると、 38は角形で、わずかに立ち上がる。39．40は丸型である。43も同種の甕とみられる。

胴部外面は荒いナデ調整。 IH－ll脇の掘上げ土下のIB層出土で、高坏脚部(145) とともに出土

している。胴部境界との段差が明瞭なものは40くらいで、ばかはあまり目立たない。

41 ．42は沈線文様帯が口縁部と頸部・胴部境界の複段となるが、無文帯が狭いもの。施される沈

線はともに断面丸いものである。口唇形態は角形、胴部境界の段差はほとんど感じられない。41は口

縁部内面がヨコナデで、胴部内外面は荒い刷毛目調整。42は内外面ともミガキ調整である。 ともにl
P-1Aの掘り返しにより、移動しているがほぼその地点に集中して出土している。

44．45は頚部文様帯に横走沈線が密に施されるもので、胴部境界の段差は全く見られない。44で

は口唇端部に、 45では胴部境界部にキザミが入る。器面調整は内外面とも丁寧なミガキ調整である。

45には横走沈線にX字の沈線が加わっている。 ともにIP-16出土の甕に似る。特に45は出土分布

状況も似通って出土している。

掲載の破片では復元できた上下二段に沈線文様が集約される甕とみられるもの（52～91)のほか、

それとはっきりしない無文の口縁部破片（47～49）がある。口唇部形態は丸型、角型、内側に張り

出すものなどがみられる。胎土や焼成具合、器面調整から次のⅥ群d類t器に含まれるものもあるか

もしれない。 l15～124は口唇端にキザミがみられるもの。全周するもの、一部にキザミを入れるも

のがみられ、そのほとんどが器面調整具を使用してキザミをいれている。 125は頸部、胴部境界にキ

ザミが入るものである。 126はいわゆる刻文土器。内面はきれいに磨かれ、平滑である。 127～132

は貼付帯を持つもの。 127～129は器壁が非常に薄く、焼成具合も堅地である。 130～132は共に

J－7区から出土しており、胎土、焼成具合が次のⅥ群d類土器に似ている。ほかに、底面に笹の葉

の圧痕(135･ 139･ 140)や木の葉の圧痕(141 ･ 142)がみられる底部片が出土している。

（4）Ⅵ群d類土器

甕型土器で、 口縁部に1列から複数列の土器外面から施文される突瘤文を有する土器を一括した。

また、 これに伴うと判断された片口土器や、胎土、焼成、器面調整など同様の作りのものもこの類に

含めた。甕の器形は口縁部から一端すぼまり、胴部最大径が器高の2分の1から3分の2程度の部位

にあり、 口唇部形態が角形、器面全体をナデ調整されているものが多い。

162は片口土器。上面観が四角形で、その一つが片口部となる。内外面ともナデで調整されるが、

外面は荒い調整である。胎上には多くの砂粒が入る。 163は小型の鉢。器表面はナデられるが、 l'i l｢｢'1

が激しい。微隆起線は張り付けのではない。波状口縁で、片口の可能性もあるがはっきりしない。

161は小型の深鉢。緩やかな波状口縁の土器で、 口縁部に浅い擦痕程度の沈線で、鋸歯形を基本とす

る文様が描かれている。器面調整は内外面ともミガキ調整が主体であるが、外面には輪積み痕の凹凸

を残している。

甕型土器では、 154･ 155が上下2段の横走する沈線間に鋸歯状の文様を持つもの。 154は上段の

突瘤列と共に配される沈線は断面丸く浅い沈線であるのに対し、鋸歯状や下段の横走沈線は細く深い

沈線で、施文具に違いがある。 155は沈線の施文具が同一で、上段の沈線と突瘤列は分離されている。

口唇部のつくりは154が丸く、緩やかな波状l了1縁を呈している。 156～158は突瘤ﾀl1以外の文様を持

たないもの。口唇形態はすべて角形である。 164はこれらと|,1様のつくりではあるが、亦彩が施され

ている。口縁部からIIHl.5cmの赤彩が間隔の幅を違えて複数条垂下している。これを幅2.5～2.0cm

の横環する赤彩が受け止める形を取る。赤彩は口唇部および、 ｜ﾉ､1面上ドの突瘤間にも施されている。

平坦部出土の破片が多く、それに河道跡出土のものが接合している。 159･ 160は無文のもの。 160
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のつくりは前出の甕型土器と一緒である。 159は頚部が長くスリムな器形のもの。外面および、頚部
|ﾉ1面にはヘラミガキが施される。

甕型上器の破片では、微隆起線が幅広の沈線を密に、等間隔に引くことによって作出されるものが

ある。口縁部破片では165～170が微隆起線縦位もの、 171 ･ 172が斜位、 173～184が横位のもので

ある。 184には突瘤がない。 180は波状口縁で、 [I唇にキザミが入る。 165･ 183には帯縄文が伴い、

これらに類する胴部破片も含め掲載している。 195･207の器形は片'－1または鉢になるものであるが、

ここで掲載した。 また、 196･ 197は器面調整によって微隆起を作出し、縄文を区画するもの。 198

～207は帯縄文をﾀll点文で区mlし、 208～214は帯縄文が櫛歯沈線に置き換わると判断したものであ

る。これらは胎|:にほとんど違いは見られず、逆に櫛歯のものは総じて、焼成が良く堅地なものが多

い。 215～223は帯縄文のみがみられるII縁部破片から底部破片のもの。 215の口唇部は丸く、 217
には突癖は見られない。

224～262は縄文と沈線で、文様が構成されるもの。224～233の沈線は断面丸いもの。肉厚で、焼

成具合は微隆起線を持つ土器に近いのに対し、 234以降の土器は若干器壁が薄くなり、焼成具合が良

く堅地となるものが多い。263～270は縄文のみのものであるが、焼成具合が後者に近くここに含め
た。

271～308は沈線で文様を構成するもの。沈線には深浅、 ｜隔の大小、様々なものがある。271~

277はlllni広の浅い沈線で文様が描かれるもので、窪みが小さい半裁竹管状のl'[|面を使用しているとみ

られ、沈線両端が深く、あたかも2本単位の沈線に見えるものもある。これら沈線文様を主体とする

｣器は全体として、胎土、焼成具合などは縄文と沈線で文様を構成する上器のうち、前者に似る。 ま

た、ばかに沈線に短刻線が加わるもの（309～311)や、 ダl1点文のみが観察されるもの(312･313)

がわずかにみられた。282．283の口唇上にはごく浅い切り込みを入れるものや、 289や314は突瘤

yllを持たないものであるがここに加えた。314は器間を削り取り、 くの字状に段差を作るt器で、 こ

の破片以外ない。

315～348は突瘤ﾀl1だけのもの。 ’二I唇形態は角形に成形されるものが多い。326は｢I縁の上面観か

ら片口の可能性がある。349～362は突瘤ﾀl1を持たない無文のものであるが、胎'二、焼成具合が同様

で、 ここに含めた。349はロノ再|および' 1縁内面に縄文が施される。 361 ･362は内外面ともにミガ

キ調幣で、復元11i1体の159に類する土器である。

363～368は外面に刷毛| |洲幣を行うものである。突瘤は全体に浅く、器内面の瘤はみられない。

特に、 365は器内面が]~寧に磨かれ、瘤の痕跡はなく平滑となっている。

373～416は小型二|器。373～399は突痛と沈線で文様構成されるもので、前出のIP-17との関

連で考えたい|器である。ほかには沈線を持つもの、無文のものがある。胎土、焼成具合でここに一

柵した。

(5) VI群c類土器(417～451)

後北C2～D式l器に類する土器を一括した。主に貼付による微隆起、三角形の刺突列、帯縄文で文
様が構成されるもの『 141～445は口唇形態が角形で、前のVI群d類|器の胎l:、焼成具合に似通っ

たものもあり、付 置付けに迷った|器である。また、 447の内側からの刺突を持つ土器は細くとがる
口唇」 に鋭利な刃物で大きめのキザミを入れるもので、焼成具合も曜地。特徴的な破片である。器形

は片nになりそうである。
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(6) VI群a ． b類土器(452～476)

出土数はごく僅かである。恵山系の土器（452～460）がみられるほか、 466～473の口唇形態が

角形で、口唇上に棒状工具で深く密にキザミを入れるもの(466･467･469･471)や、縄文の押

捺があるもの（468．472．473）が特徴的である。

(7) V群土器(477～553)

縄文晩期の土器は河道跡およびその周辺、 IH-9周辺で多く出土している。

477は唯一復元できた壺形土器。河道跡砂礫層および河道跡周辺の包含層から出土している。焼成

は良好で、色調が黄白色を呈する精製土器で、肩部から胴部上半に入組文が施される。

478．479は深鉢口縁で、 479には口唇直下に爪形文がみられる。V群a類土器に相当するものとみ

られる。480･481は大洞系の小型壺形土器の口縁部小破片。その他はc類土器で、今回の調査での

晩期土器の主体である。483．484は口縁部に縄線文が施される深鉢土器で、千歳市周辺でTa-cjg

が狭在するⅡB層に多く出土する。485～492はⅢ形または浅鉢形土器の口縁部破片で、内面に縄線、

撚糸圧痕、刺突などの文様が施される。493～495は壺型土器の同一個体。焼成はやや軟調で、色調

は黒褐色を呈する。肩部に4重の刺突ﾀllが施され、その下部に文様帯が構成される。510は沈線と刺

突がある小型壺形の破片。ほかは鉢形、深鉢形のもので、沈線刺突、擦消帯または無文帯で文様帯

を構成するものが多い。469の沈線部には若干赤色塗彩の痕跡が残る。504～509, 529～542は同

一個体で、 IH-9周辺で出土している。543～546は無文のもの。547～553は底部破片で、 549

~551には縄圧痕が底部端に施されている。

（8）その他（554～578）

これらは河道跡出土のものがほとんどで、磨滅度の高いものである。

554～556は余市系のⅣ群a類。557．558はⅣ群b類。559～570はⅣ群c類の後期後半の土器。

571～574は円筒上層系のⅢ群土器。574はIP-lAの掘上げ土出土のもので、 しっかりしている。

575～578は綱文系のll群土器。579･580は円糯形土製品とみられる破片である。

3石器

(1)剥片石器群（図Ⅲ－28～32)

剥片石器群は黒曜石を主に用い、稀に頁岩がみられる。剥片には他にめのう、チャートがわずかに

みられた。

石鑛( 1～25)

石嫉は大きく無茎のもの( 1～16) と有茎のもの(17～25) に分かれる。前者では形状が三角形

で平基のもの(1)や、細身・長身で平基のもの(2～10)、同じく凹基のもの(11～16)がある。

1は尖端部が磨滅しており、石錐にも使用されたものとみられる。細身・長身で平基のものでは長さ

が1 .5cmに満たない小型のもの(2～7)があり、別に原寸で図示した。後者では嫉身と茎の長さが

1 : 1に近いもの(17～19) と嫉身が長いもの(20～25)がある。

図示した他に、小型のもの4点、細身・長身で平基のもの3点、 ｜且'基のもの3点、有茎のもの1点、

未製III111 1点が出土している。他は破片で、形状が判断できないものである。

石錐（26～28）

柄と機能部の区別が|ﾘ1瞭なもの（26）のばか、柄が肉厚で機能部の磨滅があまり明瞭でないもの

(27) 、機能部が欠損したのもの（28）などがl11土している。
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スクレイバー（29～38）

出土点数が少なく、これといった定型的なものは出土していない。29はナイフの柄部とみられるが、

1点のみの出土であり、破損品でもあることからここに含めた。

他には、素材の長辺に刃部を有するものがほとんどで、刃部が直線的なもの（30～32)、刃部が外

湾するもの（33～35)、側縁の一部に挾り状の刃部をもつもの（36～38）がある。なお、 34は剥片

石器中唯一の頁岩製である。

掻器（39～93）

剥片石器群中、最多出土の石器である。

平面形状が円形に近く、全周の2分の1以上に調整が加えられるもの（39～59)。その内、 39～

46は調整が全周近く及ぶものである。42は器厚が厚く、円錐状を呈する。47～53は周縁の3分の1

程度に原石面や打撃面を残すもので、縦断面線から右寄りに主要作業部位を持つもの。54～59は同

じく原石面などを残し、縦断面線から左寄りに主要作業部位を持つものである。

縦長剥片を素材とするもの（60～90)。 うち、 60～62は両端部に作業部位を持つものである。63

～84は一端部に作業部位を持つもので、器厚が厚いもの（63～69)、薄いもの（70～84）がある。

80．83．84はスクレイパーと複合するものと考えられる。85～90は縦長剥片側縁に作業部位を持つ

もので、 85～88は一側縁に、 89．90は両側縁に作業部位がある。

その他、調整剥離を施さず、主剥離面と原石面がつくる有効な角度を作業部位として利用したもの

(91)や、錯交する作業部位を持つもの(92)、ほぼ平坦な原石面を利用するもの(93)がある。

櫻形石器（94～100)

上下両端もしくは一端が潰れ、側面に樋状の剥離面を有するもの。図示したものが出土したすべて

である。

加工痕・使用痕ある剥片(R･Uフレイク) (101～107)

図示したものを含め23点が出土している。剥片の周縁部の一部に加工痕もしくは使用痕を有するも

の。 103･ 104のように形状的には掻器に利用可能なものもみられる。

石核(109～113)

黒曜石の円礫を素材として剥片剥離を行ったものが多い。図示したものの他に棒状原石が1点出土

している。集計上石核に含めた。
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（2）磨製石器群（図Ⅱ 33）

磨製石器群は今回の調査での出土は極めて少なく、図示したものがそのほとんどである。緑色泥岩

製が多く、特に記載無いものの石材はそれである。

石のみ（1～3）のうち、 2は部分的研磨で刃部を作出したもので、片岩製。石斧（4～6）はす

べて欠損品。 6は砂岩製で、両側縁を敲打により成形している。その断面形状より石斧と判断した。

他に、剥離成形後、部分的に研磨された研磨石材（7）や3点の破片が接合した扁平礫の素材（8）

がある。

（3）礫石器群(I又'Ⅲ-34～39)

たたき石(1～14)

素材となる礫の縁辺及び端部のみに敲打痕を有するもの(1～7) と平坦面にも敲打痕を有するも

の（8～14）に大きく分かれる。安山岩製がほとんどで、他に砂岩製( 1 ･2･ 11) 、めのう製(6)

がある。

すり石(15～30)

素

る。

(21

砥石

砥

砥面

があ

るも

を素

材となる礫の周縁の一部にすり面を持つもの(15～21)｡ 17は扁平礫割れ面の一部を使用してい

平坦面に広くすり面を持つもの（25．26．28～30） に大きく分けられ、敲打痕を伴うもの

・24．27．30） も多い。

(31～52)

石には断面が四角形を呈するもの（38．39）がまずみられる。39は砥面の一部が薄く剥離され、

の再生が行われている。次に敲打痕が伴うもの（40～42)、溝状の砥面を持つもの（43～50）

る。43．47～50はlll圖広の溝状を持つ。44～46は鋭利な刃物によるとみられる細かい溝がみられ

のである。 ｜隔広の中にも鋭利な刃物によるとみられる鋭角な段差を示すもの（49）があり、軽石

材とするものに多くみられた。 ( l 1 |中）
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4金属製品

平成7年度調査では55点、平成11年度調査では37点の計92点の金属製品が出土した。そのうち51点

が鉄鋼片である。他の製品としては刀子・小札・針･釘・鉄斧・自在鉤銘・素材などの鉄製品と他に銅

銭2点である。遺物の分布傾向として、鉄鋼片は調査区の12ラインより東側でほぼ出土しており、特に

IH-3、 IH-4、 IH-5との間に集中している。 またIH-10のIB層から小札や刀子などが集中し

てHI土している。

遺構の遺物はアイヌ文化期である。包含層出土の遺物は、 IB層上面はアイヌ文化期、 IB層下は擦

文期、他は擦文期～アイヌ文化期である。金属製品一覧の層位には、調査時の認識をそのまま記した。

しかし擦文期の竪穴の掘上げ土の遺物で、鉄鋼などは形態や出土例、 また赤沼氏による化学成分分析に

おいて、アイヌ文化期の遺物との差異が見られなかったことから判断して、層位の誤認、 もしくは自然

条件による元位置からの移動があったと思われる。しかしながら、擦文期の遺物である可能性も、全否

定はできないことを記しておく。

(1)遺構の金属製品

IP-1A(l～3) : lは口径32cmの丸湯口の内耳鉄鍋である。耳は3つで肩が張り、断面はほぼ丸

く、二等辺三角形状に付いている。脚は3つであると思われるが、 2つが欠損している。口縁部は張り

出し、 口唇部は若干内傾する。2は平棟平造りの刀子である。柄部には木質が残っており、区は棟・刃

とも不明瞭である。3は断面が丸い針である。

建物跡1 （4） ：刀子の茎の破片と思われる。

(2)包含層の金属製品

鉄鍋（5～35） ：5は推定口径40.2cmで内耳である。口縁部は張り出し、耳は肩が張らずに丸く、断

面は楕|]1である。全周の2/3を欠いているため、湯口は不明である。6は推定口径35.6cmで内耳である。

口縁部は張り出し、 口唇部は内傾している。耳は肩が張り出し、断面は丸である。全周の3/4を欠いて

いるため、湯口は不明である。7～20は口縁部である。7の口唇は内傾しており、内耳が欠損した痕が

ある。8～10の口縁部は張り出している。9は口縁部の両端を折りllllげている。 l 1は口縁部が大きく外

反し、 12～14は緩く外反する。 16は河道跡からH|土したため、鉄分が溶脱しており、非常に脆弱な状

態で出土した。破片多数で接合不能のため、 口縁部だけを|X|示した。口唇は内傾している。 21～23は

胴部である。24～29は胴部から底部にかけての部分である。30～35は底部である。30は一文字の湯口

部である。

刀子（36～45） ：36～38は平棟平造りの切先である。 39は刃部が平棟平造りである。茎は欠損して

いるが、柄部の木質が一部残り、鞘の木質も部分的に残っている。40･41は刃部から茎にかけての部

分である。棟区は明瞭であるが、刃区はみられない。42～45は茎である。42は目釘孔がl孔あり、 44

は目釘孔の部分で折損している。

小札（46～50） ：46は漆が塗られている。裏面の鉄部分は求l1がれており、漆膜だけが残っている部

分が多い。47．48は2列の孔が穿たれている。49．50は小札を折り曲げた再利用,7!である。同様のも

のが二風谷遺跡（北埋調報第26集）で、鉄鋼口縁部の損傷部分の両端に付いて出土している。

針(51 ･52) :51は断面が四角、 52は断面が丸である。

釘（53．54） ：53は平釘である。断面がほぼ長方形で、頭部は破損している。54は両端が欠損して

いる。角釘の再利用と思われるが、魚とり鉤（アブ）の破片の可能性もある。

鉄斧（55．56） ：55は小型の鉄斧である。柄装着部は破損しているが、形態から柄孔式と推定され

る。刃先端部は丸みをもち、表面には4本、裏面には3本の樋がみられる。56は袋状鉄斧の袋部である。

自在鉤銘（57） ：やや大型のマレクである。断面は円形で、先端部は平らで鋭くなる。かえしは付

いていない。

鉄素材（58～62） ： 58～61は棒状である。58は断面が四角で、 |く部が曲がっている。59の断曲は

長方形で頭部から下部にむけて除々に細くなり、下端は曲がっている。60･61は断面が長方形である。
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図Ⅲ－45ガラス玉と土．石製品

62は錐の転用とも考らえる。

銅銭（63．64） ：富壽神寶である。鋳造期間は弘仁9年から承和元年(818年～834年）であり、皇

朝十二銭の5番目の銅銭である。63は外径2.34cm、内径1 .83cIn、厚さ0.16cm、重量2.359である。64

は外径2.35cm、内径1.96cm、厚さ0.19cm、重量2.07gであり、共に小様である。64は出土状態が悪

く腐蝕が進んでいる。

未掲載遺物：銑鉄片が2点、掲載している鉄鋼片と同一固体と思われるが接合しない破片が20点、小

片のため名称不明遺物が6点出土している。 ′ （菊池）

5ガラス玉

平成7年度の調査では2点、平成11年度の調査では6点の計8点が出土した。いずれもIB層上面から

出土しており、アイヌ文化期である。建物跡-1から1点出土しており、他は包含層である。包含層出

土の7点中6点は建物跡lの束Ⅲl1， J－7区から出土している。

ガラス玉(1～8) : 1は緑色の小玉である。表面が風化している。2は光沢の無い緑色の丸玉である。

表面が風化しており、 白濁している。気泡が多い。 3はやや光沢のある緑色の丸玉である。4はやや光

沢のある青紫色の平丸玉である。建物跡-1から出土している。5は光沢のある透明な青色の丸玉であ

る。気泡がみられる。6は光沢のある青紫色の丸玉である。7は7房、 8は6房の蜜柑玉である。無色透明

で丸玉に筋入れをして加工したものである。気泡があり、黒色の不純物が若干みられる。

材質は、第1調査部第1調査課花岡正光の蛍光X線分析の結果、 1 ･4･6･7･8は主原料Si、融剤に

相当量のPbと少量のK、Caを含む鉛ガラスであり、 2･3,5は主原料Si、融剤に多量のK､Caが使用さ

れているアルカリ石灰ガラスである。 （菊池）

6包含層の±製品・石製品

平成7年度調査では土製品2点、平成11年度調査では土製品5点、琉珀玉1点が出土した。

琉珀玉（9） ：暁珀の平玉である。孔の部分で破損している。整形途中の未製品と思われる。

±製品(10～14･579･580) : 10は上部が平らに潰れている。土器の把手の一部か。 11は環状土

製品の一部である。腕輪もしくは垂飾と思われる。 12は円盤状土製品の一部か。 13は釣針状の土製品

である。模造品と思われる。 14は板状の土製品である。表面、胎土から土器の破片を加工したように

思われる。579．580は土器の破片を加工した円盤状土製品である。579は孔の部分で約l/2が破損して

おり、 580は約2/3が破損している。共に磨耗しているが片面に薄く縄文が見られる。 （菊池）
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Ⅳ自然科学的手法による分析結果

1 ウサクマイN這跡放射性炭素年代測定

株式会社地球科学研究所

報告内容の説明

74CageO/BP) 14C年代測定値

試料の14C/12C比から、単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。
半減期として5568年を用いた。

補正74Cage
(j/BP)

補正14C年代値

試料の炭素安定同位体比(13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り

14C/12Cの測定値補正値を加えた上で、算出した年代。

573C"eﾉ、〃 試料の測定14C/12C比を比較するための13C/12C比。

この安定同位体比は、下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%｡)

で表現する。

(13C/12C) [試料]-(13C/12C) [標準］ ×1000613C(%｡)=
(13C/12C) [標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

暦年代 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を算出

する｡具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定、サンゴのU-Th年代と14C年代の比

較により、補正曲線を作成し、暦年代を算出する。最新のデータベース(!' |NTCAL98

RadiocarbonAgeCalibration"Stuiver etal,1998,Radiocarbon40(3))により約

19000年までの換算が可能となった。 ＊

＊ｲ日し、 lOOOOyBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性は高いので、補正前のデータの保管を推奨します

測宕方法などに閏するデータ

測定方法AMS :加速器質呈分析

Radiometric :体液シンチレーシヨンカウンタによるβ一線計数法

処理・調整・その他 ： 試料の前処理、調整などの情報

acid-alkali-acid :酸一アルカリー酸洗浄

addwashes :酸洗浄

acidetch :酸によるエッチング

none :未処理

前処理

調整・その他

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraction :骨、歯などのコラーゲン抽出

CelluloseExIraction :木材のセルロース抽出

ExttendedCounting : Radiometricによる測定の際測定時間を延長する

BETAANAYTIC INC.

4985SW74Court,Miami,Fl.33155,U.S.A

分析期間

表1 放射性炭素年代測定(AMS法）試料一覧

試料名

UN99-l

採取地点

IH-4

層位 峰
袖
恥
岬
恥
恥
岬
糾

重量(9)
3．4

1 ．9

0．2

0．2

2．4

3．3

102,2

採取年月日

99/07/26

99/08/24

99/09/03

99/09/10

99/10/07

99/lO/13

99/08/03

考腿
刊
咄

１
１

１

覆土

カマド２

３

４

５

６

７

~
~
~
~
~

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

５

９

Ｈ

Ｈ

ｌ

ｌ 床面

床面

カマド

砂礫層

黒色シルト層

叩
皿
区
区

一
叱
妬

Ｈ

Ｈ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｋ

Ｌ

植物根の混入が多い
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放射性炭素年代測定結果

試料データ C14年代(yBP) 613C(permil) 補正C14年代(yBP)

(MeasuredC14age) (ConventionalC14age)

Beta-139795 lllO=t601110士60 －25．0

試料名( 14159) UN99-l

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcahrredmaterial acid/alkali/acid

Beta－ l39796 1260±501270±50 －25．8

試料名( 14160) UN99-2

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcahrredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 139797 1340=t501360=t50 －262

試料名( 14161) UN99-3

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcahrredmaterial acid/alkali/acid

1330士50Beta-l39798 1330±50 254

試料名( 14162) UN99-4

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcahrredmaterial acid/alkali/acid

Beta－ l39799 '250士60 1230=t60－26．0

試料名( 14163) UN99-5

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcahrredmaterial acid/alkali/acid

Beta-139800 '340士50 －25．4 1330士50

試料名( 14164) UN99-6

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcahrredmaterial acid/alkali/acid

Beta-139801 2680±60 －26．8 2650士60

試料名( 14165) UN99-7

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcahrredmaterial acld/alkali/acid

－202－



CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

（Variables:C13/C12=-25.8:labmuIL＝1）

LaboratorVNumber: Beta-139796

ConventionRlmdio“rbonage： 1260士SOBP

Calibratedr“皿11s： mlAD665tO885ｲC副lBP1285tO1晦引

（zgigma,95％pn.obability）

（Variables:C13/C12＝2S: Iabmult.=l）

LabomtorvNumber: Beta-I39795

COnventiOnalradiocarbOmRge; 1110士60BP

CalibratedresuIts： c測lAD780t01025(CalBP1170to9Z5）
（z8igma,95％probabiI町）
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CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

（VariBbles:Cl3/C12=-25.“abmult＝1）

LaboratorvNumber: Beta-l39800

COnventionalradiOcarbOn昭e: 1330士g0BP

Calibrntedresul妬： “lAD“5t0780(C田lBP1315to1170）
（z9igma,95％probability）

(Variables:C13/C12=-26:labmult=1)

LaboratorVNumber: Beta-l39799

ConventionaIrmdio“rbo皿age: 1230士60BP

Calibmtedregul的： CaIAD670to9“(CalBP1Z80to985）

（Zgigma,95％probability）
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2ウサクマイN遣跡の自然科学分析

株式会社古環境研究所

I ウサクマイN遺跡出土炭化材の放射性炭素年代測定

L試料と方法

測定法試料名 地点・層準 種類 前処理・調整

酸-アルカリー酸洗浄

長時間測定

ベンゼン合成

β法炭化材IH-4カマド

（2層）

No.1

2測定結果

補正'4C年代

（年BP)

測定No

(Beta-)

暦年代

交点(Io)

叫C年代

(年BP)

試料名 613C

(%0）

No. 1 1 ,310±130 -25．9 1,290=tl30 AD610 88896

(AD480～720)

l) 14C年代測定値

試料の14C/!2C比から、単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した値。 !4Cの半

減期は5,568年を用いた。

2) 6'3C測定値

試料の測定!4C/12C比を補正するための炭素安定同位体比('3C/'2C)。この値は標準物質(PDB)

の同位体比からの千分偏差（%0）で表す。

3）補正14C年代値

613C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、 14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出

した年代。

4）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を補正することにより、暦年代（西暦）

を算出した。補正には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値を使用した。 この補正は10,000

年BPより古い試料には通用できない。暦年代の交点とは、補正'4C年代値と暦年代補正曲線との

交点の暦年代値を意味する。 lOは補正14C年代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅

を示す。 したがって、複数の交点が表記される場合や、複数のlO値が表記される場合もある。
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Ⅱ ウサクマイN遣跡出土炭化材の樹種同定

1 .試料

試料は、 ウサクマイN遺跡の擦文住居跡(IH-4)床面直上出土炭化材8点、擦文住居跡( I

H-4)カマド内(2層)出土炭化材1点の計9点の炭化材である。試料は表lに結果とともに一覧する。

2方法

試料を割折して新鮮な基本三断面(木材の横|断面・放射断面・接線断面)を作製し、落射顕微鏡

によって75～750倍で観察した。樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によってお

こなった。

3．結果

9点の炭化材より以下に記す3の樹種が同定された。結果は、 それぞれの試料について|司定さ

れた樹種の和名と学名を表lに示した。章末に各断面の顕微鏡写真を示す

表1 ウサクマイN遣跡出土炭化材の樹種同定結果

試 料 樹種 （ 和名／ ﾉ竺妾
･ J一一 名 ）

擦文居住跡(IH-4)床面直上

炭化材① トネリコ属

炭化材② ニレ属

炭化材③ ハンノキ属ハンノキ節

炭化材④ ハンノキ属ハンノキ節

炭化材⑤ ハンノキ属ハンノキ節

炭化材⑥ ハンノキ属ハンノキ節

炭化材⑦ ハンノキ属ハンノキ節

炭化材⑧ ハンノキ属ハンノキ節

FγαX"z"s

U/m"

A/""~rsect

A/""sect

A伽"ssect

A/""' sect

A〃Z"SSeCt

A/""SSeCt

G)'"班or/zWsM9

Gv"1"or/IwwMs
．′ ら／

Gy"mor/zy""、
ア

G)'"”o"zyパ"．T

Gv加"("hv（‘“~Gw7mo/hwwIs
擦文住居跡(IH-4)カマド内(2層）

炭化材 ハンノキ属ハンノキ節A/""ssect.Gw71"Qr/zw"s'"s

以下に同定の根拠となった分類群の特徴を記す。

ハンノキ属ハンノキ節A/""ysect.GV"~"zor/zw･j'"

横断面：小型で丸い道管が、放射方向に連なる傾横断面：小型で丸い道管が、放射方向に連なる傾

カバノキ科 写真1a

向をみせて散在する散孔材である。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は20～30本ぐら

放射組織は同性で、すべて平伏ﾙ'1胞からなる。

接線断面：放射ﾎⅡ織は、同性放射組織型で単ﾀllのものと大剛の集合体の#)のからな’

ら

接線断面：放射ﾎⅡ織は、同性放射組織型で単ﾀllのものと大型の集合体のものからなる

いである。

。

以上の形質よりハンノキ属ハンノキ節に同定される。ハンノキ属ハンノキ節は落葉の低木から

高木である。材は器具や薪炭などに用いられる。
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bニレ属 ［""1Ms ニレ科 写真2

横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管がl～3列配列する環孔材である。孔圏部外の小

道管は多数複合して花束状、接線状、斜線状に比較的規則的に配列する。早材から晩材にかけて

道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は同性

で、すべて平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、 l～5細胞I隅ぐらいである。

以上の形質よりニレ属に|司定される。ニレ属にはハルニレ、オヒョウなどがあり、北海道、本

州、四国、九州、沖縄に分布する落葉の高木である。材は建築材、器具類、薪炭などに用いられ

る。

C. トネリコ属Fmx加恥‘ モクセイ科 写真3

横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管がl～3列配列する環孔材である。孔圏部外では

小型で丸い道管が、単独あるいは放射方|flに2～3個複合して散在する。道管の径は早材から晩

材にかけて急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は同性で、すべて平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、 l～3細胞幅である。

以上の形質よりトネリコ属に同定される。 トネリコ属にはヤチダモ、 トネリコ、アオダモなど

があり、北海道、本州、 II1国、九州に分布する落葉または常緑の高木である。材は建築材など広

く用いられる。

4所見

擦文住居跡(IH 4)出土炭化材はハンノキ属ハンノキ節、ニレ属、 トネリコ属の3分類群が

|司定され、そのほとんどはハンノキ属ハンノキ節であった。いずれの樹種も建築材および燃料と

して使用が可能である。ハンノキ属ハンノキ節とトネリコ属は湿地林を形成する樹種があり、本

遺跡の近隣に湿地林が分布し水湿地が分布していたことを示|唆する。

参考文献

佐伯浩・原l ll浩(1985)針葉樹材のilll肥、 木材の椛造． 文永堂||1版. P,2048.

佐伯浩・原Ⅱ1浩(1985)広葉樹材の；lll胞木材の柵遺文永常|| |版. P.49-100
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ウサクマイN遺跡出土炭化材の顕微鏡写真

蕊
蝋

篝 心 』~

篝
縄
一
篝

横断面一：0．2” 放射断面一：0.1” 接線断面一：0.2”

1． 擦文{喪居跡(IH-4)床間直上炭化材④ハンノキ属ハンノキ節

放射断面一：0．4m 放射断面一：0.2” 接線断面一：0．2m
2． 擦文住居跡(IH-4)床面直_~上炭化材②ニレ属

蕊蕊
横断面一：0．4” 放射断面一：0．2” 接線断面一嘗0．2”

3． 擦文住届跡(IH-4)床面直上炭化材① トネリコ属
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3ウサクマイN遺跡出土鉄器の組成と製法

岩手県立博物館赤沼英男

(1)はじめに

北海道千歳市ウサクマイN遺跡は、道道支笏湖公園線改良工事に伴い、 1995年には千歳市教

育委員会によって、 1999年には財団法人北海道埋蔵文化財センターにより緊急発掘調査された

遺跡である。調査の結果、擦文時代の居住跡とアイヌ文化期の遺構が確認され、前者からは武具、

工具、鉄器を製作する際の素材が、後者からはそれらに農具漁労具、および煮炊具を加えた鉄

器が検出された! '･

北海道では擦文時代にいたり農工具の鉄器化が急速に進むこと、 12～13世紀以降、北海道で

は煮炊具である鉄鋼の普及が顕著となることが知られている2) 31．ウサクマイN遺跡の出土鉄器

も上述の鉄器の普及状況をよく示している' )。

出土した鉄器を金属考古学的に調査した結果、鋼製鉄器は3つのグループに、鋳造鉄器は2つ

のグループに分類され、鋳造鉄器の約半数はほぼ同じ組成の銑鉄を素材として製作されたものと

推定された。鋼製鉄器については製品、 もしくは製品を製作するための素材として使用された原

料鉄(鋼または銑鉄)の供給地域が変化した可能性を、鋳造鉄器については主たる供給地域が確保

されていたことを示唆する結果である。以下では金属考古学的調査によって得られた知見につい

て述べる。

(2)分析資料

分析資料はウサクマイN遺跡から出土した武具、工具、農具、漁労具、および煮炊具に分類さ

れる製品鉄器38点、鉄素材と推定される鉄器4点の合計42点である。財団法人北海道埋蔵文化

財センター菊池慈人氏によって決定された調査資料番号、資料名、検出遺構、検出層位を表lに、

調査資料の実測図と分析用試料片の摘出位置を図l～図5に示す。なお、表lの中でNo.45~

No.97点の14点については1995年に千歳市教育委員会の発掘によって検出された資料である。

（3）分析試料の摘出

分析用試料は肉眼観察によって資料の残存状況が良好と判断された部分から、ダイヤモンドカ

ッターを使って摘出した。摘出した資料をさらに2分し、大きい方を組織観察に、小さい方を化

学成分分析に供した。なお、No.3斧、No.72鉄鋼については同一の資料の2つの箇所から試料

を摘出した。

（4）金属考古学的調査方法

組織観察用試料をエポキシ樹脂で固定し、エメリー紙、ダイヤモンドペーストを用いて研磨し

た。No.3斧のSa,･Sa2部(図l) 、No.7･No.17鉄素材(図2)から摘出した試料片はその大部分

がメタルによって構成されていたので、ナイタール(硝酸2.5ml とエチルアルコール97.5ml

の溶液)により腐食した。顕鏡面を金属顕微鏡で観察し、 さらに、地金の製造方法を推定するう

えで重要と判|断された非金属介在物(鋼を製造する過程で分離・除去することができずに残った

異物)については、エレクトロン・プローブ・マイクロアナライザー(EPMA)によりその組成を

調べた。
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化学成分分析用試料については表面に付着する土砂を除去した後、エチルアルコールならびに

アセトンで洗浄し十分に乾かした。 このようにして準備した試料を直接テフロン分解容器に秤量

し、酸を使って溶解し、全鉄(TFe)、銅(Cu) 、マンガン(Mn)、 りん(P) 、ニッケル(Ni) 、 コバ

ルト(Co) 、チタン(TI) 、けい素(Si) 、カルシウム(Ca) 、アルミニウム(AI) 、マグネシウム(Mg)、

バナジウム(V)の12成分を誘導結合プラズマ発光分光分析法(ICP-AES法)で分析した。 0.059

以上のメタル試料が得られたNo.7棒状素材、 No.22素材、 No.25自在鉤鈷、 No.l3鍋、

No.27･No.43鍋片については、燃焼一赤外線吸収法により、炭素(C)、 イオウ(S)も定量した。

(5)分析結果

5－1 摘出した試料片のマクロ及びミクロ組成

No.3斧のSa, ．Sa2部(図la)から摘出した試料片のマクロエッチング組織はわずかに腐食され

るにすぎない。図lb! ･c!の枠で囲んだ内部のミクロエヅチング組織(図lb2･c2)はそのほとんど

がフェライト(cYFe)からなる。 Sa部、 Sa璽部から摘出した試料片はいずれも炭素量0.1%未満の

鋼によって構成されていることが確実である4'o

Sa!部にはそれぞれ灰色粒状化合物Wと微；lllな化合物を内包するマトリックス(M)によって、

Sa2部には黒色領域(S)によって構成される非金属介在物が見いだされ、 EPMAによる分析によ

って化合物Wはウスタイト（化学理論ﾎll成FeO) 、黒色領域(S)はCaO-AL203-K20-MgO-SiO2系

のガラス質けい酸塩で、微量の酸化鉄、酸化チタンも含有される( lXl lb3 ・ C3)｡

No.7鉄素材の腐食組織は全域がフェライトからなる領域(Rl)と、パーライト〔フェライトと

セメンタイト(Fe3C)の共析糺l徹、 ミクロボⅡ織の黒く腐食された部分に対応〕とフェライトが混在

する領域(R2)によって構成される。領域Rlは炭素量0.1%程度の綱、領域R2は炭素量0.2~

0.3％の鋼と推測される4~IoNo.17鉄素材にもNo.7鉄素材領域R2にみられる組織とほぼ同様の淵ll

織が観察された。No.7鉄索材の非金属介在物はウスタイト(W) 、 FeO-MgO-SiO2系化合物[F:

マグネシウムを|宣|溶した鉄かんらん石と推測される化合物〕 、およびマトリックス(M)から、

No.17鉄素材の非金属介在物はFeO-MgO-SiO2系化合物(F)とマトリックス(M)、およびウスタ

イトおよびマトリヅクスによって構成される非金属介在物も観察された(表3，図2)。

No.8小札から摘出した試料片には、 白色を呈する微細な化合物Cm、およびその欠落孔と推定

されるﾎll織が層状に並んだ烏状領域がみられ、 ところどころにFeO-MgO-SiO2系のガラス質け

い酸塩(S)からなる非金属介在物が残存する（図2)。 これまでに行われた錆試料の組織解析結果

をふまえると5' 6}、化合物Cmはもとの健全な鋼のパーライト中のセメンタイトと推測される。錆

化による結晶の膨張を無視すると、島状組織の分布状況から、錆化前の地金の炭素量は0．2‐

0.3％と推定される。 ｜司様の組織はNo.9･No.35．No.46･No.97刀子、No.22･No.49鉄素

材、No.23小札、 No.96鉄斧にも見いだされ、No.22鉄素材、No.25自在鉤鈷については炭素

量0．5％を上回る鋼、No.25自在鉤錆、No.35刀子、 No.49鉄素材、No.96鋏斧は炭素量0.1~

0.4％のflilとみることができた。No.9･No.46･No.97刀子、No.23小札については残存する

ﾎⅡ織がわずかであったため、炭素量の推定は困難であった(図2．3)。

No.ll刀子、No.28不明鉄器、No29小札、No.92鉄素材にはウスタイトとガラス質けい酸

塩、 またはウスタイト、 FeO-MgO-SiO2系化合物、およびマトリックスからなる非金属介在物

が、No.49鉄素材にはFeO-CaO-Al203-SiO2-K20系のガラス質けい酸塩からなる非金属介在物が

観察された(表3、図3)。一方、No.22鉄素材にはやや暗灰色の角状を呈したTi-Al-Mg-O系化合
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物(XT) と黒色のCaO-Al203-FeO-MgO-Ti2系のガラス質けい酸塩(S)からなる非金属介在物が

見いだされた(図2)｡No.5刀子にはやや灰色をしたFe-Ti-AI-Mg-O系の領域、No.25自在鉤鈷

には酸化チタンを含有する微細化合物、 No.35･No.95･No.97刀子、No.33釘には灰色の角

状をしたFe-Ti-AI-Mg-O系化合物が観察された。No.35の化合物はTi、Alを|司溶する磁鉄鉱、

No.90･No.97刀子のチタン酸化物はTi203の可能性がある(表3、図3、写真l )。

なお、No.12･No.24刀子、No.26小札から摘出した試料片には製作時に使用された地金の

炭素量を推定できる組織、および非金属介在物のいずれも見いだすことができなかった。上述の

組織観察結果は表2の右欄にまとめられる。

No.l鉄鍋から摘出した試料片はその全域がレーデブライト組織(L)からなる4)｡No.4･

No.21･No.34鉄鍋から摘出した試料片はレーデブライト組織のなかに片状黒鉛(G)が点在して

おり4'、No.39銑鉄片7' ･No.43鉄鋼はその全域が片状黒鉛によって構成されていた。No.39銑

鉄片、No.43鉄鍋は他に比べゆっくり冷却されたものと推定される。No.13をはじめとする他

の13点の鉄鋼片もその全域にレーデブライト組織が観察された。

5－2摘出した試料片の化学組成

表2に鉄鍋、銑鉄片を除く鉄器の化学成分分析結果を示した。No.3斧Sa,･Sa2部、No.7･

No.17･No.22鉄素材、No.25自在鉤鈷、No.96鉄斧のTFe(全鉄)は96%以上である。他の17

点のT.Feは66%未満で、錆化が進んだ試料が分析されている。

No.7鉄素材には0.065%、No.22鉄素材には0.84%のCが、No.25自在鉤鈷には0.60%のC

が含有される。 これらの分析結果は5－1で述べた組織観察結果とよく整合する。

No.90刀子からは0.040%のNiが、No.92鉄索材、 No.96鉄斧からはそれぞれ0.042%、

0．056％のCoが検出された。No.5･No.9･No.ll･No.24･No.35･No.46･No.97刀子、

No.8･No.23･No.26･No.29小札、 No.33釘、No.92鉄素材からは0.1%を上回るPが分析さ

れている。

錆化が進んだ試料片の場合、土砂をはじめとする埋蔵環境からの富化について留意する必要が

ある5'･ウサクマイN遺跡では鉄器と銅製品との共存はなく、鉄器に銅をはじめとする非鉄金属

を素材とする試料の付着は確認されていない! '･遺跡の土壌に0.01%(100ppm)を上回るNi、

Co、 Cuが含有されることはまずないことを考慮すると、No.90刀子、No.92鉄素材、および

No.96鉄斧から検出されたNi、Coのほとんどは、製作時に使用された地金に含まれていたとみ

ることができる。

Pについては埋蔵環境から富化されることが報告されているs'。 このような場合、同一遺構か

ら検出され、錆化も|司程度にある鉄器の組成と対比して、富化の影響を評価する必要がある。表

1 ･2から明らかなように、 0.1%を上|且'るPが含有された鉄器については上述を満たす比較資料

がない。 ここでは、No.5刀子をはじめとする13点の製作に使用された地金に0.1%以上ものPが

含まれていた可能性があることを述べるにとどめておく。

表4は鉄鍋の化学成分分析結果である。No.27、No.45鉄鍋を除く18試料からは、 0.1%を上

回るPが検出されている。No.13･No.32･No.72Sa2鉄鍋はメタルと錆が混在した試料であり、

埋蔵環境から化学成分が富化される可能性は乏しい。検出されたPの大部分は製作時の地金に含

有されていたものと推定される。No.82･No.83･No.89他についてはほぼ同じ埋蔵環境下に

あったと判断可能な比較試料がない。 ここでは鋳造に使用された銑鉄に相当量のPが含有されて
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いた可能性を述べるにとどめておく。

（6）考察

6－1 推定される古代の鋼製造法

古代および中世の鋼製造法は未だに不明な部分が多く、幾つかの方法が提示されている。原料

鉱石(砂鉄または鉄鉱石)を製錬して得られる鉄の組成についての見解の相違が、その主因と考え

られる。製錬によって生産された鉄は、鋼を主成分とし銑鉄も混在した炭素量が不均一な鉄で、

相当な不純物(鉄津)を含む。そのような組成が不均一な鉄から極力鋼部分を選別し、それを加

熱・殿打して含有される不純物を取り除き、炭素量の調節を行って目的とする鋼を製造するとい

う鋼製造法(精錬鍛冶法)が提案されている9'･古代において鋼を溶融できるまでに炉内温度を維

持することは困難であったと考えられるので、主として鋼から成る鉄から鉄津を分離・除去する

|祭の基本操作は加熱・鍛打によったとみなければならない。銑鉄が混在し組成が不均一な鉄から

純化された鋼を得る操作に精錬鍛冶という用語が用いられたのは、上述の事情によるものと推察

される。

一方、おびただしい数の鉄仏や鉄鍋、鉄釜などの鋳造鉄器の普及が示すように'41 、遅くとも9

世紀には安定的に銑鉄を生産する技術、すなわち銑鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていた

可能性がある。得られた銑鉄を溶解し鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作されるわけで

あるが、生産された銑鉄を脱炭することにより鋼の製造も可能となる。 この方法は銑鉄を経由し

て鋼が製造されるという意味で、間接製鋼(鉄)法'2'に位置づけられる。

銑鉄を脱炭する方法の一つとして、近世たたら吹製鉄における大鍛冶がよく知られている。た

たら吹製鉄には銑}''1し法と 押し法の2つの操作形態があり101、生産の主目的物は前者が銑鉄、

後者が鉄(主として鋼からなる鉄塊)であるが、前者では副生成物として炉内に鉄もできる。生成

した鉄は操業の妨げになるので、鉄棒をたえず炉内に入れ炉外に取り出すようつとめたという。

このようにして生産された銑鉄は鍛冶場に運ばれる。そこではまず火床炉の炉底に木炭を積み、

銑鉄を羽口前にアーチ形に積み重ね、その上を小炭で覆い、底部に点火する。積み重ねられた銑

鉄は内部にあるものから溶融し、滴下する。 この時、羽口付近の酸性化火焔にふれ、酸化され、

鋼(左下鉄)となる。 ここまでの操作は「左下」 と呼ばれる。左下鉄は製錬時の副生成物であると

ともに再度Mじ火床炉にアーチ状に積まれ、上述と同様にしてさらに脱炭がIXIられる。脱炭が十

分に進んだところで金敷の上にのせ、加熱・鍛打によって鉄津の除去と整形がなされる。後者は

｢本場」 とよばれる。 このように 「左下」 と 「本場｣、 2つの操作を経て包丁鉄を造る方法が大鍛

冶と呼ばれている131．上述から明らかなように大鍛冶における 「本場」は、先に述べた精錬鍛冶

と出発物質こそ異なるものの、操作内容は基本的にほぼ|司じとみることができる。

大鍛冶では空気酸化により局所的に銑鉄の脱炭が図られるが、 これとは別に溶銑(溶融状態に

した銑鉄)を造り、造津剤を用いながら脱炭する方法があったとする見方も提案されている14' '51．

製錬炉で生産された鉄は、主として鋼からなるものの、銑鉄も混在した組成が不均一な鉄であ

る。それを加熱・殿打して純化し目的とする鋼を造るという方法が占代における唯一の鋼製造法

であったとする見方に立てば､気密性を有する炉と炉から排出された流状津の検出を根拠として、

発見された炉跡を製錬炉と判定することができる。 しかし、気密性を有する炉としては他に、銑

鉄の生産を目的とする製銑炉、鋳物を製作するための溶解炉があり、生産設備の詳細は不明では

あるが、溶銑を脱炭し鋼を製造するという精錬炉が存在していた可能性のあることも指摘されて

いる'6' 17'。従って、炉跡の検出と|+|土鉄津の形状だけでただちにその機能を特定することは、古
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代の鉄・鉄器生産を解明する上での重要な情報を見落とす心配がある。以下では、鋼の生成経路

が複数あることを考慮に入れて、 ウサクマイN遺跡出土鉄器の組成について検討し、その分類を

試みることとする。

6－2製品鉄器の獲得方法

6－1に基づけば、遺跡内で検出された鉄器の獲得方法としては、①～⑨が考えられる。

①原料鉱石→主として鋼からなるが組成が不均一な鉄→鋼→鋼製鉄器

②原料鉱石→銑鉄→鋼→鋼製鉄器

③原料鉱石→銑鉄→鋳造鉄器

④主として鋼からなるが組成不均一な鉄(外部から供給）→目的とする鋼→鋼製鉄器

⑤鋼(または利用不能となった鋼製鉄器）→鋼製鉄器

⑥銑鉄(または利用不能となった鋳造鉄器）→鋼→鋼製鉄器

⑦銑鉄(または利用不能となった鋳造鉄器）→鋳造鉄器

⑧製品として鋼製鉄器の入手

⑨鋳造鉄器の入手

①～③は原料から製品にいたるまでの一貫生産、④～⑦は原料鉄の入手または利用不能となっ

た製品鉄器再利用を前提とする鉄器製作、⑧・⑨は製品鉄器そのものの入手である。北海道にお

いて製錬が実施されていたことを示す鉄関連遺構、鋳造鉄器製作に必要な鋳型や溶解炉は未検出

であり、原料からの一貫生産(①～③)、および鋳造鉄器の製作(⑦)を主張することは難しい。遺

跡内で検出された鉄器のうち、鋳造鉄器(鉄鍋)は他地域から供給されたものとみなければならな

い。ウサクマイN遺跡の場合には、鉄生産関連遺構も未確認である。従って、鋼製鉄器が遺跡内

で製作されていたことを断定することはできない。ただし、鋼製鉄器の中に鋼素材と推定される

鉄器が認められること、銑鉄片が見いだされていることを考慮すると、鋼製造、鋼製鉄器の製作

が行われていた可能性がある。鋼製鉄器の獲得については、⑧に⑤、⑥をも加え検討することと

する。

6 3組織観察結果に基づく鋼製鉄器の分類

鉄を生産するための原料鉱石として、塊鉱である鉄鉱石と粉鉱である砂鉄の2つが挙げられる

'6'。特に後者の砂鉄が始発原料として用いられ、前述する直接製鋼法によって鋼が製造された場

合、砂鉄中に含有される鉄チタン酸化物は還元され、その一部が鋼中に取り込まれる。そこで、

鋼中の非金属介在物に鉄チタン酸化物が見いだされた場合には、 まず第一に砂鉄の使用が想定さ

れる。 しかし、 6－1で述べたとおり、古代および中世における鋼の製造法については様々な見

方が提示されている。

始発原料にチタン鉱物を随伴する鉄鉱石が用いられ、直接製鋼法によって鋼が製造される場合

の他、銑鉄の脱炭操作時に鉄チタン酸化物を含む物質を起源とするスラグが偶発的に生成、ある

いは人為的に造られ、それが鉄に取り込まれた場合には非金属介在物に鉄チタン酸化物が残存す

ることになる。一方、チタン鉱物を随伴する鉄鉱石や砂鉄を始発原料としてまず銑鉄が生産され、

それを空気酸化により脱炭し鋼にする鋼製造法が実施された場合、製造された鋼の非金属介在物

の中に鉄チタン酸化物が残る確立は乏しい。非金属介在物組成だけで、製鉄原料を特定すること

は困難であり、化学成分分析結果も考慮に入れ、慎重に判定しなければならないことが容易に理
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解される。

金属考古学的調査を行った38点の鉄器、 4点の鉄索材の中で、組織観察結果に基づき鋼組織が

確認できた、あるいは非金属介在物が見いだされたNo.3･No.96鉄斧、 No.7 ･No. 17 ･

No.22･No.49･No.92鉄素材、No,8･No.23小札、No.5･No.9･No.ll･No.29 ･

No.35･No.46･No.90･No､97刀子、No.25自在鉤銘、No.28不明鉄器、No.33釘の20点は

鋼製鉄器である。一方、No.12･No.24刀子、No.26小札の3点については、器種の上から鋼製

鉄器と考えられるものの、それを断定するための金属考古学的根拠を得ることはできなかった。

鋼製鉄器に判定された20点のうち、No.l斧、No.7･No.17･No.49鉄素材、No.8小札、

No.35刀子、No.25自在鉤鈷、No.96鉄斧には炭素量0.5%未満の亜共析鋼(炭素量0.8%未満の

鋼)の使用が、No.22鉄素材には炭素量0.84%の共析鋼(炭素量0'8%の鋼)に近い組成の鋼の使

用が認められた。アイヌ文化期には既に炭素量の異なる鋼の造り分けがなされていた可能性があ

ることも考慮にいれて、鉄器の製作活動を考えなければならない。

No.5刀子、No.22鉄索材、No.251LI在鉤鈷、 No.33釘、No.35･No.90･No.97刀子には酸

化チタンを含む化合物、あるいは灰色領域が残存する非金属介在物がみられ、No.90．No.97

刀子はTi203に近いﾎ1l成のチタン酸化物が残存していた。鋼の製造過程で酸化チタンを含む溶融

または部分溶融状態にあるスラグが生成したことは確実である。 6-1 ･2で述べた鋼の生成経路

を考え合わせると、 （イ）始発原料にチタン鉱物を随伴する鉄鉱石または砂鉄が使用された、 （ロ）

銑鉄を脱炭する際に酸化チタンを含む物質を使用して人為的に鉄津が製造された、 (ハ)製錬ある

いは精錬時に使用された設備材料に酸化チタンを含む物質が用いられ、操作時にその一部が溶融

しスラグに混在した、の3つが考えられる。Ti203と推測されるチタン酸化物は、鋼製造時に局

所的に高還元状態が形成された可能性が高いことを示しており、成因の一つとして、溶解銑鉄と

鉄チタン酸化物を含むスラグの接触を考えることができる。

No.3斧、No.7･No.17･No.49･No.92鉄素材、No.8･No29小札、No.l1刀子、No.28

不明鉄器に残存する非金属介在物にはチタン酸化物は見いだされなかった。 この理由としては、

(イ）直接製鋼法(6－2の①)において用いられた始発原料にチタン鉱物が含まれていなかった、

(ロ)間接製(鉄)鋼法(6－2の②．⑥)における銑鉄の脱炭素操作時にチタン鉱物を随伴する物質

が使用されなかった､ (ハ)6－2の①．②．⑥の生産設備材料にチタン酸化物が含有されていなか

った、の3つが考えられる。

No. 1 ･No. 13 ．No.15･No.20･No．27･No.32･No.45･No．50･No.57･No.72 ･

No.82･No.83･No.87･No.89鉄鋼片はレーデブライト組織、No.4･No.21･No.34鉄鍋は

レーデブライト組織の中に片状黒鉛(G)が点在した組織、No.39銑鉄片･No.43鉄鋼はその全域

が片状黒鉛からなる組織によって構成される。No.4･No.21･No.34鉄鋼、No.39銑鉄片、

No.43鉄鍋は鋳造時、No.lをはじめとする14点の鉄鋼片に比べゆっくり冷却された資料であり、

別固体の可能性が高い。

’

6－4微量元素組成比に基づく鉄器の分類

既述のとおり、古代・中世の鋼製造法には複数の方法があったと推定される。加えて、本稿が

対象とする擦文・アイヌ両文化期には炭素量の異なる鋼が造り分けられていた可能性がある。従

って、化学成分分析値、 または組織観察結果だけで鉄器地金を分類することは危険であり、地金

の成因をも考慮に入れて慎重に検討する必要がある。
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表2に示す化学成分の中で、Ni、 Co、 Cuの3成分はFeよりも錆びにくい金属なので、一度鉄

中に取り込まれた後は製錬、精錬、鍛冶操作を通じメタルにとどまる。従って、操作の過程で合

金の添加処理が行われなかったとすれば、三成分の組成比は製鉄原料の組成比に近似すると推定

される。表2、表3の中で、NiまたはCoが0.01%(固体中に100ppm)以上含有されている、

No．3、No.5、No.7、No.12、No.17、No.25、No.26、No.28、No．29、No.33、No.35、

No.46、No.49、No.90、No.92、No.96，No.97の鋼製鉄器、No.l、No.13、No.15、

No.20､ No.21､No.32､No.34､No.43､No.45、No.50、No.57､No.72､No.83､

No.87、No.89の鋳造鉄器について、それらのCu/Ni値、およびCu/Co、Ni/Co値を求めプロッ

トしたものが図6a～dである。図6a～dには分母の元素が0.01%以上含有されているもののみを

プロットしてある。 また、図6a･bでは、非金属介在物中に酸化チタンを含有する化合物が残存

するものについては黒丸(●)、酸化チタンを含有する鉱物が見いだされなかったものについては

白丸(○)、非金属介在物が見いだされなかったものについては白四角(□)で示した。

図6aにはNiが0.01%以上含有される10点の鋼製鉄器、図6bにはCoが0.01%以上含有される

16点の鋼製鉄器(17試料)の三成分比が示してある。 2つの図では非金属介在物組成と組成比と

の間に明瞭な顕著な相関はみられない。ウサクマイN遺跡にみられる非金属介在物組成の差異は、

鋼製造時における炉内反応が不均一に進んだことに起因すると思われる。

図6a･bではNo.90刀子、No.97刀子がそれぞれ左方、右方に、図6aではNo.7鉄素材が右方

下にプロットされる。No.90･97刀子、No.7鉄素材の鋼製造に用いられた製鉄原料は、No.5

をはじめとする他の13点の鋼製鉄器とは異なっていた可能性が高い。図6aではNo.28、No.29

の2点とNo.17、No.33、No.92、No.96の4点がそれぞれ近接した位置にプロットされる。以

下では前者をI 、後者をⅡグループと呼ぶ。図6bでは図6aのⅡグループにNo.12、No.46の2

点を加えた6点が、図6aのIグループに帰属される鉄器よりもやや上方に、No.3、No.26、

No.35の3点(以下ではⅢグループと呼ぶ)がI ･ Ⅱグループの下方に分布する。 I ･ IIおよびⅢ

グループに分類された鋼製鉄器はそれぞれ異なった製鉄原料を用いて製作された鋼を素材として

製作された可能性がある。

図6c･dには鋳造鉄器である鉄鍋片および銑鉄片20点の三成分組成比を示した。図6c･dとも

にNo.13、No.32、No.39、No.43、No.57、No.72、No.83、No.87、No.89の9点はほぼ同

じ位置にある。以下ではこの9点をⅣグループと呼ぶ。No.34、 No.50は図6c･dの上方に、

No.15、No.20は図6cでは右方、図6dでは左方に、No.27、No.45は図6c･dの下方に位置し

ている。Ⅳグループに帰属する9点は同じ製鉄原料を用いて生産された銑鉄を使って、Nol5、

No.20、No.27、No.34、No.45、No.50の6点はⅣグループに帰属される9点とは異なった組

成の製鉄原料を用いて生産された銑鉄を使って鋳造されたものと推定される。Ⅳグループに近接

するNo.l、No.4、No.82の3点についても、上述と同様の可能性がある。なお、図6c･dにお

いて近接して分布するNo.lとNo.82をVグループ、Nol5とNo.20をⅥグループとする。

上述に基づき、鋼製鉄器、鋳造鉄器(含む銑鉄片)のNi、Co、 Cu三成分比に基づく分類結果は

以下のとおりとなる。

鋼製鉄器

Iグループ(No.28、No.29)

Ⅱグループ(No.12、No.17、No.33、No.46、No.92、No.96)

(1)

①

②
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③Ⅲグループ

③その他

(2) 鋳造鉄器

④Ⅳグループ

⑤Vグループ

⑥Ⅵグループ

⑥その他

(No.3、No25、No.26、No.35)

(No.5) (No.7) (No.90刀子) (No.97刀子）

(No.13、No.32、No.39、No.43、No.57、No.72、No.83、No.87、No89)

(No.1、No.82)

(No.15、No.20)

(No.4) (No.27) (No.34) (No.45) (No.50)

鋼製鉄器のほとんどはI～Ⅲグループのいずれかに、鋳造鉄器の約半数はⅣグループに帰属さ

れる。鋼製鉄器、鋼製鉄器製作の素材として使用された原料鉄(銑鉄または鋼) 、 または原料鉄に

関する供給地域が複数あったこと、鋳造鉄器については主たる供給依存地域が確保されていた可

能性がある。

擦文時代に比定されるIH-3･4． 5の掘り上げ土から出土したNo.57、No.72、No.83、

No.87鉄鍋片のNi、 Co、 Cu三成分比は、アイヌ文化期の遺構(IB層)から出土した鉄鋼片とほ

ぼ合致する。同様にIH 3の掘り上げ土から出土したNo.l、 IH-5の掘り上げ土から出土し

たNo.82鉄鍋片(Vグループ)の組成比はⅡグループ、No.4鉄鍋片の組成比はIグループとほぼ

同じである。 このことから、 （イ）擦文文化期に使用された鉄鍋がアイヌ文化期においても使用さ

れた、 （ロ)擦文・アイヌ両文化期における鉄鍋の供給地域が|司じであった、 (ハ)住居跡から出土し

た鉄鍋片はアイヌ文化期のものである、 という3つが想定される。 l2～13世紀にいたり北海道

において鉄鍋の普及が顕著になるというこれまでの発掘調査状況3'を考え合わせると、 (ハ)が有

力と思われるが、 この点についてはそれぞれの資料の出土層位を吟1床の上、慎重に判|断する必要

がある。なお、 IH-3から出土したNo.50鉄鍋片については比較検討資料がないため、時代比

定の議論から除外した。

図6では、鋼製鉄器であるNo.5とⅣグループ、 ⅡグループとVグループの三成分の組成比も

ほぼ合致する。鋼製鉄器と銑鉄片を含む鋳造鉄器が同じ製鉄原料を用いて製作された、すなわち、

鋼製鉄器製作の素材である鋼の生成経路として、 6の⑥を考えることができる。 この場合、銑鉄

に含まれるPの脱りんが行われていたとみなければならないが、 この点については鉄関連遺構か

ら検出される鉄津、鉄塊の組成を基に慎重に検討することとしたい。

最後に問題となるのがウサクマイN遺跡に鋼製鉄器、鋳造鉄器、あるいはそれらの素材となっ

た原料鉄の供給地域である。 この問題を議論するための基礎資料は乏しい。 11世紀後半以降全

国的に製錬炉跡とされる遺構数は前代に比べ激減する、すなわち製鉄列島内における鉄造りの様

相がみえにくくなる'8'のがその主因である。最近の調査において、奥羽藤原氏に関係した遺構

から出土する金属器の中に、列島外から供給されたと考えられる鋼製鉄器鋳造鉄器が検出され

ていること'91、同様の状況が中世城館跡出土鉄器にもみられること!s'をふまえると、 ウサクマ

イN遺跡における鉄器の供給についても、列島内に加え、東北アジアの中で検討を進めた時に、

その実態がみえてくるものと筆者は考える。

(7)まとめ

ウサクマイN遺跡出土鉄器42点の金属考古学的調査をとおして、 ウサクマイN遺跡の煮炊きに

使用された鋳造鉄器については、製品の主たる供給地域が確保されていた可能性が高いことが判
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明した。一方、鋼製鉄器または鋼製鉄器を製作するための原料鉄(銑鉄か鋼)については、鋳造鉄

器とは別の供給地域が確保されており、時代経過とともに変化した、あるいは同時代に複数の供

給地域が準備されていた、のいずれかが考えられる。列島内のみならず東北アジアの範囲の中で、

製品鉄器あるいは原料鉄の流通を考えた時に、北海道における鉄器の普及と使用の実態、および

供給地域の変遷がみえてくるにちがいない。今後の研究の進展に期待したい。

言

一

、

－

ノ

、

１

ノ

恥
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Ｊ

罰

、

１

２

３

財団法人北海道埋蔵文化財センター菊池慈人氏からのご教授による。

『遺跡が語る北海道の歴史」財団法人北海道埋蔵文化財センター、 1994年、 pp.152｡

越田賢一郎「北日本における鉄蝸－煮沸具の変化からみた鉄鍋の出現と定着一」季刊考古学、 57， 1996

年、 pp61-65。

『鉄鋼の顕微鏡写真と解説」丸善株式会社、 1968年。

佐々木稔、村田朋美「古墳出土鉄器の材質と地金の製法」季刊考古学、 8， 1984年、 pp.27-33．

Knox.R. "Detection of carbide structure in the Oxide l､emains of ancient steel" ,

ArchaeometryVol.6.,1963,pp.43-45.

組織観察により銑鉄組織が確認されたが、資料が鍋に比べ肉厚だったため、銑鉄片に分類されたl)｡

佐々木稔、伊藤薫「川合遺跡出土の鉄斧、鉄鎌ならびに鋤先の金属学的調査」 『静岡県埋蔵文化財調査研究

所研究紀要Ⅱ』 1987年、 pp.63-73｡
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五十川伸矢「古代から中世前半における鋳鉄鋳物生産」季刊考古学、 57， 1996年、 pp.57-60．

空気酸化により銑鉄中の炭素を脱炭した場合、操作方法によってはただちにαFeに近い組成の鉄が得られ

た可能性もある。古代の鋼製鉄器によく使用される唖共析鋼が銑鉄を精錬しただちに得られたかどうか不

明なため、本諭では間接製鋼(鉄)法という表現をとった。

村上英之助「村上・中澤の往復書簡」たたら研究、 36． 37， 1996年、 p.78-88｡

赤沼英男「みちのくの地から[| '11j2の鉄をみる」ふえらむ、Vol .2No. l、社団法人日本鉄鋼協会、 1997年、

pp.44-51｡

赤沼英男・福田豊彦「鉄の生産と流通からみた北方世界」国立歴史民俗博物館研究報告、 72， 1997年、

pp.140．

各種の岩石、 とりわけ火成岩中の主として磁鉄鉱と含チタン磁鉄鉱を構成鉱物とする粒子が、岩石の風化

に伴って分離し、現地残留や風および水などの淘汰集積作用などで濃縮したものを砂鉄鉱床という7)。従

って砂鉄を構成する主要鉱物は磁鉄鉱であり、鉄鉱石と区別して使用することには岩有鉱物学上誤解を招

く恐れがあるが、 ここでは上述によって生成した鉄鉱床から採取された、磁鉄鉱および含チタン磁鉄鉱を

主成分とする粒子を砂鉄、他の成因によって生成した鉄鉱床から採掘されたものを鉄鉱石と呼ぶことにす

る。

『鉄鋼便覧」 l 1本鉄鋼協会編、丸善、 1981年。

亦沼英男「出t遺物からみた中世の原料鉄とその流通」 「製鉄史論文集たたら研究会創立四十周年記念」

たたら研究会、 2000年、 pp.553-576･
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表1 分析資料

No資料名 調査区 遺構名 層位 No.資料名 調査区 遺構名 層位

l 鉄鍋 K-ll

3鉄斧 K 12

4鉄蝸 K-12

5刀子 K-ll

7鉄索材 J-l6

8小札 K-18

9刀子 K-18

1 1刀子 K-18

12刀子 K 17

13鉄鋼 ､I-05

15鉄鍋 J 06

17鉄索材 J 18

20鉄鍋 K-06

21鉄柵 K 07

22鉄索材 K 17

23小札 K 18

24刀子 K-18

25 1÷|在鉤鈷K-18

26小札 K-l9

27鉄鍋 K-19

28不IU1 K 19

29小札 K-19

32鉄鍋 K-20

33釘 K-20

34鉄鍋 L 07

35刀子 L 17

39銑鉄片 K-17

掘り上げ土

掘り上げ土

掘り上げ士

覆上l

IBE

IB層

IBE

IB層

坑底部

IBjg

IB層

IB層上面

lB層

IBjg

IB層上面

IB層上面

IB層上面

IB層上面

IB層上面

IB層上面

IB13Lm

IB層上面

IBjg

IBjg

IBjg

IBIW

掘り上げ土

Ⅱ層

坑口部

覆上

役士

掘り上げ土」

l l-I 03

IH-05

I I I-05

IH-05

IH-09

IH-10

IH 10

IH-10

IP-IA

50鉄鍋 K-08 IH-03 掘り上げ土上

57鉄鍋 K-10 1H-03 掘り上げ土巾

72鉄鍋 L-10 IH 04 覆土

82鉄蝸 K-ll lH-05 掘り上げ土'|{

83鉄柵 K-l l lH-05 掘り上げ土'1'

87鉄蝸 K-10 IH-05 掘り上げ土中

89鉄鋼 K-05 - IB層上面

90刀子 K-05 - 1B層上面

92鉄索材 L-09 - IB層中

96鉄斧 L-09 - 1B層上面

97刀子 J-10 - IB層上面

資料番号、資料名、調査区、遺構名、層位は

財団法人北海道埋蔵文化財センター菊池慈人

WTh

1にノ

nE､l－I－→
ルーY－<ｺ、わ

IP-1A

43鉄鋼 K 17

45鉄鋼 K-09

46刀子 K-09

49鉄索材 K 08

IP 1A

IH 03

IH-03

IH-03
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実測図の矢印は試料片揃出位置。 ミクロ組織観察位置はマクロ組織の枠で囲んだ内部。Cmはセ

メンタイトまたはその欠落孔。Wはウスタイト、 FはFeO-MgO-SiO2系化合物、XTはTi-AI-Mg-O

系領域、 またはFe-Ti-AI-Mg-V-O系化合物、 Sはガラス質けい酸塩、Mはマトリックス。

－225－

蕊を』灘ｿ

綴

f-X.塁.』上''零錘
企fE-ﾆｰﾆL,'#ｴﾆｰｰﾆｰｰ｡~-｡

V
一躍、

0 2cm
一



外観 マクロ組織 ミクロ組織

汁

Ｒ

呂

呈

~

~
~
~
~
~

Ｊ
ｈ
Ⅲ

・
呼
眠
口
。
５
、
Ｕ
』

１

ロ

ー

■

屋

『

0 5m

紙

箱

呂

呈
｡縄

二:

、６

－

句
４

－－

０

」

?“窓麓:息『善一ざ噂::: ,¥: 轍 :;
､『. L蔓::. ￥: 霊 , ; : : 1 : Ⅷ L: 諺､"『 二毛" 二 ,上

''', F

砧』』-.-.-.-■.．-

叶

Ｒ

届

●

呈 Aｍ
な

一一一一一

〈
、
〕
」

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

、Ｔ
Ｉ
■

○
一

図3鉄器の実測IXIと摘出した試料片の組織観察結果(その3)
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4ウサクマイN遺跡出土ガラス玉・古代銭貨の蛍光X線分析による分析

道立北海道埋蔵文化財センターに蛍光X線分析装置が設置されたことから、 ウサクマイN遺跡

出土のガラス玉および「富壽神寶」の成分分析を行った。データの蓄積を主眼目としており、 こ

こrでは分析データのみを報告する。

測定手順は以下の通り

l 測定前処理：水洗後の試料をエチルアルコールで超音波洗浄し、十分乾燥。

2試料同定:XRFSAMPLECUP(OHEMPLEXINDUSTURY社製)にカーボン両面テー

プ等で試料を固定。

3測 定：使用機器は日本電子(株)製のエネルギー分散型蛍光X線装置(JOERJSX-3220)

4定量分析：使用機器付属のコンピュータ定量分析プログラムによる。
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図-1 分析結果(1)
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5ウサクマイN遺跡出土の動物遺体

早稲Ⅲ大学金子浩昌

はじめに

今回検出された動物遺体は、 ウサクマイN遺跡の続縄文期末から擦文期に属する層から検出さ

れているが、アイヌ文化期に属する骨類も少量みることができた。動物遺体は、 IB層上面のア

イヌ文化期の遺物を除いてすべて焼骨で、細かい小片が多かった。 しかし、標本中には魚骨、獣

骨などの特徴を示す部分骨も含まれ、出来る限りそれらの分類、整理に当たった。 このために新

たな骨格部位の分類の方法も考えて作業に当たった。面倒な仕事を進められた整理担当の皆様に

感謝の意を表したい。なお、報告書を寄稿するに当たって、調査責任者であった第2調査部第1

調査課長種市幸生氏、同課の出中哲郎氏、菊池慈人氏の皆様には種々ご教示いただいた。厚く

御礼を申し上げたい。

検出された動物遺体の種名表

脊椎動物門PhvlumVERTEBRAIA

I

軟骨魚綱ClasSChOndrichthyes

サメ目 OrderLamnifbrmes

ネズミザメ科FamilvLamnidae

ホホジロザメ Caﾉ℃hα、"o〃cαﾉ℃ﾉzα"L『

硬骨魚綱ClassChondrichthves
シ

ニシン'三I Order Clupeifbrmes

ニシン科Family Clupeidae

ニシンα"pe" "α"“〃

コイ目 Ordel･Cypriniformes

コイ科FamilyCyprinidae

ウグイ亜科 Leuciscinae Sp.

ウグイ属の一種乃肋o/ofﾉo"sp.

サケ目 OrderSalmoniformes

キュウリウオ科FamilVOsmeridae

属種不明Gen. et sp. indet.

サケ科 Familv Salmonidae

サケ属の一種O"coMzy"c/z"ssp.

スズキ目 OrderPercifbrmes

メカジキ科Family Xipihidae

属種不明Gen. et sp. indet.

烏綱ClassAves

ガンカモ科Family Anatidae

カモ類Anatidae gen. et sp. indet.

哺乳綱ClasSMammalia

ウサギ|=I OrderLagomorpha

ウサギ科 Family Leporidae
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ユキウサギL""s〃ﾉ御耐"s

謡歯|=I Ordel･Rodentia

ネズミ科FamilvMuride

ヤチネズミ Eo//ie"omysα"火rso"【

クジラ目 OrderCetacea

科、属不明Fam. etgen. indet.

食肉FI OrderCarnivora

イヌ科FamilyCanidae

イヌ cα"/s"""jα"s

属種不明Genet sp. indet.

アシカ科Family Otariidae

シカZ"/o/)/l"s cα"/b""""ｨsノqp()"I(ws

屈種不|ﾘj Gen. et sp. indet

偶蹄目 Ordel･Artiodactyla

イノシシ科FamilvSuidae
‐

イノシシS"&F sc樋加
~ハ

シカ科FamilvCervidae

ニホンジカcどﾊw‘『畑"po"

Ⅱ動物遣体についての概要

魚類

ホホジロザメ

上顎歯1点が河道跡の砂礫層から出土している。基底|隅29上顎歯1点が河道跡の砂礫層から出土している。基底|隅29.0mm、高さ25.0mm･墓に副葬さ

れたものではないかと考えられる。

ニシン

椎骨を検出しているが多くない。椎体長25～3.5mm･かなり精査したが鼓室部は検出できな

かった。このことから頭部は別にされたと考えられる。

ウグイ類

椎骨と11111頭骨が検出されている。 IIIA|頭骨から遊離した歯が、不完全な標本であるが確認されて

いる。少なくともニシンより個体数は多かったのではないかと思われる。

サケ類

椎体長1 .5mm前後の小形の椎骨があり、 シシャモ、チカと思われる。大形の歯、椎骨はサケ

類である。歯は焼けていても基部の径5.0mmに達するものがあり、体長は50～60cmになった

であろう。 また歯が顎骨に付いた状態で出土している標本もあり、焼けた後、あまり動かされな

かったことが推定される。

カジキ類

カジキ類は特有の長く延びた「くちばし」前上顎をもつ。この部分の骨一前上顎骨一は硬質で、

よく保存される。 しかし本道跡の標本は焼けて脆くなり、細片となっていた。 この部分は表面を

研磨して剣型の骨器をつくる。その破片も出tしていた。太平洋沿岸域の続縄文期の遺跡ではメ

カジキの前上顎骨が集められたような状態で''1土することがある。筆者はこの時期の著名な遺跡

の一つである釧路市三津浦遺跡におけるメカジキの骨格の出土状況を報告したことがある。遺跡
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は浸食された海崖の真上にあって、如何にもカジキ漁を目指す人々が居を構えるような場所であ

った。そうした遺跡の一画にメカジキの前上顎骨やニシン、アイナメなどの魚骨が集積していた

のである。

続縄文期は漁労の技術、文化のもっとも発達した時期であることは、多彩な漁具関係の遺物に

もみることができる。本遺跡は擦文期に移行する時点であり、漁具にも変化のみられる時期であ

る。多くの骨角製品が出土しているものの、焼けているために原形を窺えないのが残念である。

鳥類

カモ類

骨片集中B-21で検出された上腕骨遠位骨端である。外側頬の近域を残す小片である。問題が

残るがカモ類としておく。

烏骨は他に断片となった骨が出土している。カモ類よりもやや大きい種類もいた可能性がある。

哺乳類

ヤチネズミ

焼けた状態の臼歯と踵骨、中手もしくは中足骨片が別々に|H土しているが、 とりあえずいっし

ょに扱っておく。小樽市忍路土場遺跡でも焼けた遺骸を検出している （縄文後期)。

イヌ

IB層で僥骨片1点が検出されている。焼けているため収縮率を考えてイヌと想定された。 I

B層上面のアイヌ期の上腕骨遠位骨端は破片であるが、骨端幅30.0mmあり、中型犬のサイズに

なる。北海道で石器時代から伝統的に飼育されてきたイヌであれば、中型犬が普通にみるタイプ

であろう。 この骨格が焼けていることは上記の続縄文期の例と共に何か儀礼的な行為に供せられ

たことも推定される。

鯨類、アシカ類

アシカはIBj"t面のアイヌ期の遺物中に上顎犬歯1点があった。雄獣の犬歯である。特別に

力Ⅱ工された痕はないが、何か意図があって持ち込まれていると思われる。これは焼けることなく、

生の状態である。

その他オットセイなどの鰭脚類、鯨類、 イルカ類などの遺骸がどの程度含まれるかは、骨片の

出土が少ないために明らかでない。

イノシシ

IB層でイノシシの臼歯片、四肢骨片、種子骨、指趾骨片を検出している。臼歯は小断片であ

るために歯の種類は不明であるが、後臼歯の未萌出歯である。上腕骨は成獣もしくはそれに近い

サイズになる個体である。以上のことから生後1年程度の個体と、 さらに2～3年を経た個体が

あったのではないかと思われる。 これまでの北海道でのイノシシの遺骸の出土例もこのような年

齢個体が多い。

ニホンジカ

包含層、焼土層、土坑中に埋存した骨は細片化していたが、 もっとも多くの骨を残していた。

標本は椎骨をはじめとして各部位を認めたが、完存するのは第2， 5指趾骨、種子骨であって、

稀に果骨があった。第3， 4指趾骨の近遠位骨端も多くみることができた。 これらの骨格が被熱

する以前多くあったことが推測される。他の主要四肢骨片で部分を確認できる小骨片を認めるこ

とはできたが、それらは多いものではなかった。

包含層、焼土層、土坑内での焼骨の出土は、集中する骨層で当然多かったが、その他の部分で
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の出土量には目立つ程の差異はなかったと思われる。それらを総計したIB層全体での総計での

最小の個体数は果骨にみる完存左2，右4と不完全標本左4、右7を加えたときの最大数1 1以

内という数が推定される。手根骨でも第2． 3手根骨、第4手根骨の左右が完存、破損を含めて

それぞれ2点で計8点、僥側、中間、尺側、副の手根骨の合計が6点で、総計14点。足根骨も

第1 、 2， 3、中心・4のそれぞれの左右の総計が11点。

多数骨片の出土している指趾骨片でもほぼ同じ程度であった。 こうしたことからシカの総個体

数は4～5個体以上、 lO佃体前後までというのが推定されるが、 これは焼骨という特別な扱い

をされた遺体からの推定である。

鹿角片は断片的な標本も少なかった。歯片は認められているので顎骨はあったのであろうが、

多くはなかったと思う。年齢、性差などについての情報はないが、上記した|JL|肢骨に骨端末骨化

と思われる標本も少数みられた。

要約

魚骨：大型のホホジロザメの歯は1点が出土したのみであった。埋葬|I寺の副葬品かと思われる

が、通常は何点かがまとまって副葬されるので、副葬のために集められたものであったかも知れ

ない。サメ類は他に椎骨なども出土していない。食用に当てることはなかったようである。標本

も多く、おそらく個体数も多かったのはウグイ類ではないかと思われる。 この遺跡でウグイ類の

漁獲の多かったことは、当時の遺跡付近の環境を考えさせる資料ともなろう。

海棲の魚として上記のサメ類の他にカジキ類があった。続縄文期のカジキ漁はよく知られてい

て、 この時期の遺跡で海岸近くに立地している例では、カジキ類一メカジキであることが多い。

烏骨：骨のすべてが焼骨であったのでゞ烏骨を多く得ることは期待されない条件であったが、

破片としてはある程度含まれていたのであって、烏猟も行われていたことが推定される。

獣骨：シカの遺骸の出土がもっとも多く、狩猟活動の中心であったことが推定される。当時北

海道に多数棲息したシカのことを考えれば当然と思われる。 これと共にイノシシの遺骸の出土し

たことは注目される。イノシシが縄文後．晩期を中心に、道南地域に遺骸を残していることは知

られてきたが、それ以後、続縄文～擦文期の遺跡ではほとんどみられなくなる。ただこれと平行

する時期と考えられる道北のオホーツク文化には北方系のブタ飼育のあったことは知られてい

る。その文化との接触が本遺跡では推測されているので、本遺跡から知られたイノシシが北方系

のブタ飼育の導入を示すものか、あるいは縄文晩期まで残るイノシシが引き継がれてきたのか、

興味ある問題となろう。ただ今回は遺骸のH|土が余りに少なく、 さらに言及することは難しい。

また上述した魚、烏類骨も含め、 これらの骨格が焼けていることについて問題が提起される。

シカの遺骸では、前後の四肢骨の中手もしくは中足骨とその指趾部分が多く残されていた。 この

部分は肉質の部分が少なく、解体時に早く切り離されていたのではなかろうか。それらが集めら

れ、焼かれたということになる。ただ焼かれている骨は、 シカに限らず、ネズミ類、キツネ、 イ

ヌに及び、身近な動物を含む。 こうした焼骨の出土例をかつて苫小牧市柏原5遺跡（縄文後期中

葉) 、千歳市ママチ遺跡（縄文晩期） においてもみたが、動物遺体の在り方には共通する点があ

る。 こうした獣、魚骨の焼骨について、それがかなりの量になるにも関わらず、焼骨と関連があ

ると考えられる事項一骨の焼かれた遺構、その方法など－を知る機会は少ない。つまり骨は焼か

れた元の位置から移動していることが多い。このことが焼骨を巡る解釈を難しくしている。火を

使う食べ物の加工時に骨も一緒に焼かれたとする考え （ママチ遺跡) 、一方また獣、魚骨が常に

焼かれるわけではなく、金生、 円光房遺跡の"llもあるので、祭祀的な意味合いのつよいことも否
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定し難いことをのべたこともある （柏原5遺跡)。本遺跡でも焼骨層などが検出され、骨を意図

的に扱う状況の窺えたことを注目したい。
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露

露

産

産

症

壺

今

巨

合

口

合

口

谷

口

》

ン

》

ン

〕

ン

》

ン

－

ノ

ｉ

Ｉ

ｒ

ｌ

ｒ

ｌ

ｒ

ｌ

ｄ

師

町

帥

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ホ

ホ

ホ

ホ

Ｂ

文

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

獣

獣

獣

獣

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ホ

ホ

ホ

ホ

－

擦

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

毎

毎

毎

毎

句

、

〃

Ｊ

も

、

○

Ｊ

も

、

‐

〃

、

、

。

』

L－O4砂礫層IB

IB
B-03IB層

ユ
ー「

灘 ~

蕊議； 1

ザ

苓

串

丹

口

計

秒

岡

Ⅱ

￥
Ⅱ

尚

Ⅱ

凸

1

1

(擦文）

灘識
蕊驚驚驚蕊蕊

２

形

／

｛
元
奇
ｌ

斗
司
ユ
副

合
口
今
回

面

手

IF－10
合計： 1／4

合計：破片
~

合計：完形

合計： 1／2
I F－21

謂
一
謁
一
調

惚
一
蹄
一
読

1

２

４

／
／

１

１

斗
剛
斗
司

△
口
谷
口

I F-26

J l鐸q 函 1

室
壷
調
謂
謂

鮎
一
読
一
腔

四
一
鮎

IF－29

粥F~~

０
丁
Ｉ
‐
＋
ｌ
‐
十
’

二
一
一
口
一
三
口
一
二
一
口

合
口
《
口
谷
口

誹
一
腔
一
凶

孝

溌

幸

輔

蝿

理

准

霧

輔

罫

￥

IB

(擦文）
IB層IF-35

合計：破片

２

形

／

｛
｜
元
イ
ー

ュ
副
ユ
副

合
口
合
口鶴懲襲

IF－41
合計： 1／4

合計：破片

合計：完形
：

２

４

／
／

１

１

計
計

今
巨
合
口

IF－42
鷺
ｂ
… 合計：破片

２

形

／

｛
一
元
イ
ー

計

計

合

画

谷

口

IF－60
合計： 1／4

合計：破片

合計：完形

合計： 1／2

ど 』

紀

IH-03
合計； 1／4

合計：破片 1

２

形
／

｛
一
元
イ
ー

ユ
司
斗
司

今
自
今
ロ

卜
カマドA蕊蕊驚

重
重
重
謂
謂

脚

蹄
一
読

雁

脚

::茅 盤
ﾆ 鐸 IH－05

掘上げ土

’

’
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’
譲雛蕊麹蝿輕函

種子骨'四膿骨|患|獣骨

手渭
中足~

獣骨四肢骨種子骨
総計

鳥骨扁骨陸|中足骨|塁節骨|中節骨基節骨 中節骨中足骨踵骨 末節骨 指骨脛骨 ｜膝蓋骨大腿骨

ト－ト １

’司

．
計

~’

亨
口

~ ~’
l

E
｜

’

’
’
１1

＝
■
■
■
■
■
■

１
１
コ ’

■
■

宮
口

1

I

l

２１

~ ~

10

1

１

’
1

－－T 丁一一

一
一

１ ｜ 1

~

’
１｜I

19

’

~

子
l

~~~
十
千 5

~
~
~

~
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~ 撫謬鳶職撚鍵灘驚隙篭灘躍麟…鴬

譜寛骨

前臓鴬

動物名 層伽I剛 調査区名称 層位 データ 椎骨 肋骨 歯 ｜岩骨 上顎骨 肩甲骨 上腕骨 僥骨 尺骨 手根骨 中手骨

合計：破片

合計：完形
~

二
~

~

合計： 1／2

二ﾄー
IH－07 ~

今言＋
ロロI

今二斗
ロ画I

惚
一
鮎

~

炉
合計：完形

+－－'一二計
計
計

合
口
谷
口
合
口

２

４

／
／
片

１

１
破

IH-12
~ F「

口
２

４

形
／
／
片

完

１

１

破

計
計
計
計

合
口
今
自
今
ロ
今
巨

－

B-03 ~

合計！完形

~「 ’ ’室
謂
詞

哩
一
惚
砺

B－15

~ ~
~

合計：完形
~

合計： 1／2
B－21 IB層

二合計： 1／4

合計：破片 1 1

合計：完形

-F合計： 1／2
L-09

４

２

４

／
片
形
／
／

１

破

完

１

１

‐
＋
’
’
十
’
’
十
Ｉ
Ｏ
Ｔ
ｌ
‐
＋
’

三

一

口

二

』

ロ

一

三

口

一

言

ロ

二

一

一

口

《
ロ
《
ロ

谷
口
《
目
今
ロ 二

鍵鍵
L－13

↓

片

形

破

｛

｜

元

計
形
ね
舛
片
計

陰
完
１
１
破
恰

IB (擦文）

IB (擦文）

IB (擦文）

IB (擦文）

謂
謂
謂
需

~

錨鑑
に 二韓

冒洋騨

1 1 1 1 1

合計： 1／2
I F-16~ ~

合計： 1／4
~

合計：破片
‘
＋
ｌ
‐
＋
’

二

一

口

一

三

口

《

口

合

口

完形
司~ノハ

l／色
IB層下部IF－32¥

合計： 1／4
IB下

(縄文・

続縄文）
'零
蹄
一
評

二２

４

／
／

１

１

計
計

合
口
合
口

IF－39

合計：破片

合計：完形 1~

合計： 1／2
IH－08 炉~

合計； 1／4
~ ~

片

２

４

破
形
／
／
片

十
完
１
１
破

一
言
口合

十
十
十
十

’
一
三
口
三
一
口
一
三
口
一
三
口

合

口

谷

口

今

目

今

ロ

13

(縄文．

・

IB下 文
文
文
文

縄

縄

縄

縄

２

４

続
続
続
続
形
／
／
片

。

・

Ｄ

｛
｜
元
剖
１
０
．
１
日
耐
眼

1~

IB下（縄文

IB下（縄文

IB下（縄文
自今ニキ ，
扁口同｜ 、

烏合計：
Fョ今壽＋ ,
扁目同｜ ，

Eョ今呈＋ ， i
売口己｜ 、

1 13

I

1 1 1 1 2 1q
’ぜ

合計：完形
謁
一
詞
一
雷

1／2
IF－54 IB層

些
舳》

計

許

合計；完形

IB

(擦文）

合計： 1／2
IH－07

４／
片

１
破

計
計

合
口
今
回

炉
合計
今言＋
ロロI

合計
今壹＋
ppI

誹

権
一
惚
一
鮎

Ｌ
押
洋

郡

蠅

鼬

騨

紗

浄

蝉

露

唖

将

篭灘譲忽 IH－12
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~蕊箇鐵籠掻 …誉…耀鐵切蕊誕篭蕊謹漉
~ ~

蕊議凱繕瀧覺蕊篭溌第
蕊簿

~~~~~ ~~~~~~~~ ~~~~~~~~~~~

総計

朧
中手

(足)骨
大腿骨 脛骨 |瞳脅|中足骨|臺節骨|中節骨皇節骨 中節骨中足骨踵骨 製品獣骨 胸骨 鰭足 不明四肢骨 烏骨 烏口骨末節骨 指骨 種子骨膝蓋骨

３
’

１
’I

’

~

1１

’

11

~
~

1 I

J
qQ
当当36 1

J

II

’

I 1

’

64 21 1 1 91

10 I
4句

｜こ

｜ ’ ｜ ’

２2

§
1 １

－
１

~

’
1 1 I 16

１
｜
｜
｜
訓
一
１
｜
｜
｜
陸

131 I II

F「

1 画■ 22 1 11 ’

’

＝
２ ２

3 3

升
5 5
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灘謬鳶職撚鰯灘驚隙篭離職灘…鬘
蝉
寛骨

嬢葺謝譲鴬割驚蕊蕊灘議鶏蕊蕊熱 爵臓漂

動物名 ":IEB 調査区名称 層位 データ 椎骨 肋骨
上
幽 岩骨 上顎骨 上腕骨 僥骨肩甲骨 尺骨 手根骨中手骨

~

椴
転
蝿
絹
滞

重
重
室
謂

誹

潅

些

蹄

~~~ ~~~~~~~~~~~~~

B－17

IB層
謂
請
壷
謂

鄙
一
腔
一
潤
一
蹄

~
~~~

B－22

二
二二

二二

＝
二二

＝

三

蕊
鶴
鍵
蕊

(擦文）

(擦文）

(擦文）

(擦文）

昭
一
肥
一
肥
一
肥

室
謂
謂
請

託
一
煙
一
隅
一
鮎

j
l
I

蕪駕篭鳶
｜

’
’

今言＋ ，＝
ロロ1 ．元

建物↑ IB層上圃雲! 1
合計：破

建物1 IB層上面

形

坐

型

片

IB上
イアイ
、〆~』

ヌ期）

帥
別
刷
即

日
恥
目
搾
且
且
ハ
２
４

ヌ
ヌ
ヌ
ヌ
形
／
／
片

河
戸
所
汽
完
１
１
破

Ｉ
~
く
ｉ

十

十

十

↑

吐
吐
吐
吐
霊
霊
壼
霊

Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
＆
Ｔ
ｌ
上
Ｔ
Ｉ
４
（
〆
’
■
（
●
〆
．
□
（
〃
．
□
（
〆
●
９

烏

烏

烏

鳥

重
重
謂
謂

舜
一
惚
一
惚
一
蹄

ﾘ議織総;鶴:『

重
重
詞
雪
２
４

形

／

／

片

当

罰

完

１

１

破

塞
些
些
砺

IB

(擦文）
B－01 IB層

1

懲識蕊‘ ＝書"…蕊 文
文
文
文
十
十
十

十

幅
幅
腱
嶋
壼
霊
霊
霊

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
ギ
ギ
ギ

ギ

ー

Ｉ

Ｉ

Ｉ

サ

サ

サ

サ

ウ

ウ

ウ

ウ

謂
一
謂
一
謁
一
謂
一
誹
一
睦
一
惚
一
鮎

非

1~

1
ヰハ 謡詫d J

雪
謁
萄
謂

２
４

形

／

／

片

層

完

１

１

破

．

．

‐

‐

‐

・

・

．

ク

』

４

Ｂ

計

計

計

計

形

／

／

片

Ｉ

合

合

合

合

完

１

１

破

IB層

誹

権

脚
一
端

~

IB

(擦文）
I F－42

1
織溌灘蕊§

IB (擦文）

IB (擦文）

IB (撰文）

IB (擦文）

ハタネズミ合計

ハタネス､ミ合計

ハタネス、ミ合計

ハタネズミ合計

》
蕊
燕
燕
》
蕊

1

I

雪
雪
謂
需
２
４

形

／

／

完

１

１

誹

嘩

惚
一
蹄

IB

(擦文）
炉IH－07

’
掴
一
榊
一
癖
一
函

壷
壷
壼
需

肥
一
昭
一
肥
一
肥

２

４

形

／

／

片

｛
一
死
訓
刈
職
形
ね
舛
片

計

計

計

計

完

１

１

破

合

合

合

合

拙

祢

拙

拙

片

ニ

ニ

ロ

ニ

ニ

ロ

ニ

ニ

ロ

ニ

ニ

ロ

叶

販

合

口

合

口

合

口

今

画

壷
謂
謂

２

４

／
／
片

１

１

破

:鶴
識蕊蕊
弾 ‘ ず ．蜜槌鐵蕊瀧

IB下

(縄文・

続縄文）

炉IH－08
■I'>

''

''

零
』I'

詔I

堺

■I'>
:l’

塞
溌
癖
蕊

IB下（縄文

IB下（縄文

IB下（縄文

IB下（縄文

ネズミ合計

ネズミ合計

ネズミ合計

ネズミ合計

１

１

１

１

文
文
文
文
形
２
４

縄

／

／

片

擁
擁
織
完
１
１
破

続匂
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》

楯

「

蕊

議

寂

ェ

｜

~

翻

識

口

Ⅱ

｜

~

織
一
制
画
ｌ
訂

一

蕊

大

一

騰蓋骨|
脛骨大腿骨

一蕊認臓霧識鬮……躍溌蕊§畷蕊蕊磯灘“

胸骨F節骨1末節骨|指骨 |種子骨'四艫| (藻中節骨|末節骨|繼骨
中手

(足)骨
四肢骨種子骨瞳骨|中足骨 鰭足烏口骨 不明獣骨 烏骨墓節骨

卜
~

庁－ﾄｰﾄ ２

工
坐
’
す

二~ ’

１
｜
｜
｜
｜
旧

’
］

~

二
１

４ ’

’
’

二に
219 ２

四
・

｜
’ ： 11

’
’
２=R－ﾖー 3

’
’
１

~

’

’
ｌ
§

１｜

’
１
’

１

1

1

－J’

’
１
’1

－トト
’

１
－
１

1

1

~
~

１
画
１

１
－
１

’

１
二
１

１
二
１

’
2’1
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灘シ漁駿雛職離鴬隙謬灘髄驚…鴬 函醗慨識…霧蕊
櫓骨|肋骨 | 歯 |岩骨椎骨 肋骨

』匡

幽 岩骨

蕊 驚鴛識嬢溌藤篭

動物名 層醐l1区分 調査区名称 層位 データ 上顎骨 肩甲骨 上腕骨 曉骨｜尺骨 手根骨中手骨 寛骨
’

十

’

’

十

ｌ

畠

一

口

二

一

一

ロ

合

口

《

ロ

完形
~

1／ク
I／~＝

ｊ
１
ｌ
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
１

」－08
重
電
雪
謂

旭
一
端
一
評

IB

(擦文）
IB層

／
／

２

４

１

１

討

討
議溌議類 K－03

~

片破十三
回

〔

こ

ん

斗

恰
形
／
／
片

完

１

１

破

1

(擦文） 十
十
十
十

言
ロ
ー
ー
ニ
ロ
言
ロ
一
一
一
一
口
つ
」
ん
寺

合
合
合
合
形
／
／
片

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
完
１
１
破

文
文
文
文
・
・
・
・
：
・
・

擦
擦
擦
擦
計
計
計
計

１
１
~
Ｉ
合
合
合
合

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

目

月

月

目

米

大

米

大

米

大

米

大

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ラ

ラ

ラ

｜

フ

一

ン

》

ン

芋

ン

》

ン

々

〆

勾

ダ

々

／

々

〆

一
蕊
鍾

畢
蕊
毒

躁
蕊
溌

蕊

蕊

蕊

謹

口

闘

争

主

~

~

~

~

~

~

~

~

群

蕪

繧 ’

’

I

!(") 1F-2'
1
1

IB

(擦文）
IF－29

今や言＋
ppI

今言＋
ロロI

今二＋
ロ同I

識
一
睦
一
惚

IB層

片破十三
口

（

ご

刎

守

恰
形
／
／
片

完

１

１

破

1
灘蕊議罵

十

十

十

十

『
’
一
一
口
一
一
一
一
口
’
’
二
回
’
’
一
一
口

つ

」

刻

斗

合

合

合

合

形

／

／

片

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

完

１

１

破

文

文

文

文

：

：

：

：

擦

擦

擦

擦

計

計

計

計

~

く

~

く

合

合

合

合

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

？

？

？

？

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

フ

ラ

ラ

ラ

一

ン

》

ン

》

ン

》

ン

々

〆

々

〆

々

〆

々

／

： §
PI3

~~~
~~~

’

’

’

1
~~ ~~~~~~ ~~~~~~ ~ ~ ~

合計：完形

合計： 1／2
IF－57~~~ ~

合計： 1／4
~

~
｜ ’ ’合計：破片

合計：完形

IB

(擦文）

合計

合計
今言＋
ロロI

腔

樒

蹄

B－01 IB層

;溌獣
合計：完形

合計： 1／2
3－17

合計： 1／4
片破十一

一

二

Ｐ

〔

／

』

刎

叶

眉

形

／

／

片

完

１

１

破

計
計
計
計

合

合

合

合

２

４

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
形
／
／
片

文
文
文
文
完
１
１
破

擦

標

擦

擦

：

：

：

．

‐

〃
Ｉ
、
ノ
ー
Ｉ
Ｊ
Ｉ
～
ノ
ー
～
‐
＋
１
０
十
’
’
十
ｌ
‐
十
ｌ

一

言

口

昏

一

口

一

三

口

三

一

口

、
、
口
〕
口
〕
口
〕
今
目
今
ロ
今
自
今
ｐ

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

獣

獣

獣

獣

毎

毎

毎

毎

、
、
‐
〃

、

弓

・

〃

、

、

ｂ

Ｊ

、

も

ら

〃

－

４

Ｊ

ノ

ノ

Ⅱ

１

Ｊ

亮

１

１

破

層

化

舶

化

小

土

ｎ

房

〕

言

一

口

一

三

口

三

一

口

一

三

口

－

合

合

合

合

形

但

舛

片

覆

刻

刻

刻

刻

完

刈

利

職

９

例

擦

嶋

鴨

縢

計

計

計

計

２

ｎ

Ｄ

ｎ

Ｄ

ｐ

〕

ｎ

Ｄ

今

回

今

自

今

ロ

合

口

｜

Ｐ

Ｂ

マ

ｉ

ｌ

マ

ー

守

上

？

．

？

．

？

．

？

，

獣

獣

獣

獣

１

１

海

海

海

海

上

‐

り

B－01IB層

課
一
権
一
惚
一
蹄

|
|
覆土T、一つQLK陰曹

合計：完形

合計： 1／2

｜－
蕊
識
鍵
蕊

~

~

か

ロ

リ

IB

(擦文） 合計： 1／4

T合計：破片
海獣勢

１
１
１

－

’
’

§
I合計：完形

合計： 1／
IB上

(アイ

ヌ期）

~2.群 4 ‘ﾆﾆﾆ零 騒二空 L壁 : 蕊 垂。

蕊蕊蕊蕊
… 譲

聾

§
字；

鷺
瀦

４／
片

１

破

‐

．

：

２

４

十
十
形
／
／
片

籠
壼
完
１
１
破

1

１

１

１

１

２

期
期
期
期
形
／

ヌ

ヌ

ヌ

ヌ

完

１

イ
イ
イ
イ
・
・
・
・

７

７

７

フ

十

ｌ

Ｌ

ｌ

－

０

ノ

ラ

ノ

帝

ノ

〒

ノ

一

三

口

一

三

ｐ

ｒ
ｌ
ｒ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｒ
Ｉ
合
口
今
目

上
上
上
上
力
力

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

シ

シ

－

１

１

１

ア

ア

今言＋
ppI

合冒＋
ロロI

合計

合計

’

1

250



鐙謹識耀…理……塞璽豊韮癖鱈爵雛擢灘穂
総計中手

(足)骨膝蓋骨膝蓋骨 製品烏骨 ｜烏口骨｜胸骨 鰭足 不明四肢骨指骨 種子骨 獣骨末節骨中足骨 星節骨 中節骨踵骨大腿骨｜脛骨
~~

~

５ 8

-＋－
画

。

Ⅱ

Ⅱ 1

ﾛ■

3

９31 5

1

1

l

E
１
｜
’

~

■■■
二 ’

２
｜２

一＝ ’
ニコニニ

~

卦

21 2

1 1

２

－

1 5Z

1 1 52 ２

７ ７

７ 7

７ ７

1

１
’

-251 -



灘謬慮駿撚鯵欝驚騰篭離隙購…實 癖灘爾蕊驚駕鎮譲譲
蕊
肩

篭溌帯節砿帯

|"畷|調寶区名称| 層位T層伽旧ガ 調査区名称 層位
’

動物名 データ 椎骨 肋骨
垂
幽 岩骨 上顎骨 甲骨 上腕骨 僥骨 ｜尺骨 ｜手根骨中手骨 寛骨

アシカ合計： 1／4

アシカ合計：破片 1

合計：完形

合計： 1／2~

IF-13
合計： 1／4

IB

(擦文）

'今言＋
［コロI

今三斗
目旨I

鮎
一
課

IB層
I

二合計Y 1/2
」－07

騨

謹

獺

認

臘
合計： 1／4

~~~~

片

形

／

／

片

破

完

１

１

破

り

‐

‐

‐

‐

８

．

０

〔

〆

』

“

刎

一

’

十

↑

十

十

十

形

／

／

片

崖
形
狸
舛
片
》
一
軍
重
一
塞
酉
元

１

１

破

完

１

１

破

面

計

計

計

計

や

巾

拙

粘

上

合

合

合

合

二

一

一

口

一

軍

一

一

口

一

一

一

一

口

二

三

回

二

厚

眉

合

口

合

口

合

口

合

口

ｎ

Ｄ

ｍ

ｍ

ｍ

Ｗ

ｍ

Ｗ

ｍ

Ⅳ

〔

こ

ん

今

Ｉ

律

律

律

律

誹

〃

し

鮎

１

１

１

１

１
文
文
文
文

嶋

嶋

幅

嶋

鮨

ワ

ヮ

ケ

ヮ

北

卜

舶

化

三

一

口

一

三

口

一

三

口

一

三

ｐ

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｋ

上

上

上

上

合

合

合

合

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ヌ

ヌ

ヌ

ヌ

吐

所

鋤

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

イ

ィ

ィ

ィ

ー

く

IB上

(アイ
、'~I

ヌ期）

K－05IB層卜面

1

’
羅録

’
２

４

／
／
／
／

イ

ー

イ

ー

ュ
可
斗
引

合
目
今
口

1
~~~~

：

誤

筑

1
： 罰

~
~
~
~

｜ ’ ’

1

I

藍

合計：完形 １

－

IB

(擦文）

合計： 1／2
I F－67 IB層

合計； 1／4

合計：破片

蕊
蕊
騨
職
騨
溌

蕊

蕊

議

総

一

蕊

蕊

溌

一

I

計
計
計
計

合
合
合
合
形
狸
御
片

刻
刻
刻
刻
屍
利
利
職

擦
擦
擦
擦
十
十
十
十

〃
Ｉ
、
〃
ｆ
１
ノ
ー
、
〃
ｆ
、
三
口
三
三
口
三
口
三
一
ｐ

ｎ
Ｄ
ｎ
Ｄ
ｎ
Ｄ
口
〕
今
ロ

今
自
今
目
今
口

斗

斗

斗

斗

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｆ

卵

ｆ

ｆ

ヌ

ヌ

ヌ

ヌ

イ

イ

イ

イ

誹
一
権
一
惚
一
蹄

I

’

1

1

１

２

形

／

｛
元
剤
１

斗
司
斗
副

合
口
今
目

IF－13

~
合計： 1／4

合計：破片

~

1

ヒ
ト

合計
今言＋
エコロl

今三斗
[．同1

合計

評
一
権

惚
一
鮎

IF－42 IB層 ~

1

合計；完形

合計： 1／ ２

４
IF-60

今姜+ ，
口冒1 ．

合二4 ，
白面I ，

〃
砺IB

(擦文） 合計：完形
＋ 一

今二斗
目面l

合計

合計

吃
一
脚
一
蹄

IH－10
議認

蕊
騨
跡

癖
蟻
遜
懇 1

炉
合計：完形

合計： 1／2
IH－12

合計： 1／4

合計：破片
ど 2
胸 群4

２

謂

謂
一
謁
一
謂
一
形
一
ね
｜
御
一
片
雷
居
厘
閏

託
一
睦

潤

鮎 口
IB層L－08

＝
~

IB (擦文） 合計：完

IB (擦文） 合計： 1

1B (擦文） 合計： 1

1B (擦文） 合計：破

IF-32 1B層下部IF－32 IB層下部

~ ~

口
4 1~

誹
一
灌

胸

IB下

、『一$､

一色O乙



’
寵扉詞寵爾霧蕊譲癖調…爵

~ 獣骨 |鳥骨烏口骨胸骨大臘骨耀骨膝蓋骨 '重骨中足骨臺簾骨中節骨末節骨 #謂種子骨四膿胃四臘骨爆 烏骨烏口骨胸骨獣骨種子骨基節骨中節骨|末節骨｜指骨膝蓋骨｜踵骨｜中足骨大腿骨 脛骨

■■雷■雷■呂酉呂酉昌■■昌■雷

塁
亘
呂
昌
男
ロ

~

１

了
E’

1

’
１

~

ロ
ロ

■
■｜ ’

1

２
’
１
’

1

~
I■囮’

71 1 41 1２

8 旧
一
垢

２
’
２

11 1 1
1 1 1 4 1 ７

３

６

１

１

８２
２
日

７

81 13２ 1 1 1

’１

’ ｜ ’
１

１

I

1

２

I1

１
1

６
’
４

I

4

－253



灘驚蝿駿撚鯵獣儲朧篭灘憾麟…鴬 ~溌職篭繍藤露駕蕊鶏需議蕊 薊鱗講

尺骨|手嶋骨動物名 層伽|酌 調査区名称 層位 データ 椎骨 肋骨
』こ

幽 岩骨 上顎骨 肩甲骨 上腕骨 僥骨 中手骨

合計：破片 L
今二＋ ･
ロロ｜ ，

今曼＋ ,
自固1 ，

合計：
今言＋ ・
ロロI ロ

誹
一
嘩
一
惚
一
蹄

~

~

~

~

~

~
~

IH－08 炉

’蕊溌蕊譲

IB下（縄文

IB下（縄文

IB下（縄文

IB下（縄文

イノシシ合計

イノシシ合計

イノシシ合計

イノシシ合計

櫓
一
緬
一
緬
一
》
｜
託
一
些
惚
一
蹄

合計
令旨＋
ロロ』

合計
'今量＋
ロロI

誹
一
惚
一
樒
一
蹄

財､

蕊鍵蕊騨撰蕊溌議

4 I

雷
謂
謂

２

４

形
／
／

完

１

１
IF－13

~

合計：破片

合計：完形

二合計』 1／2
I F－60

合計； 1／4

室
詞
畦
鄙

~

重
謂
需

睦
一
惚
一
鮎

B－21

I

合計：完形

IB

(擦文）

重
謂
謂

唾
一
脚
一
蹄

」－05 IB層
~

~

1

２

４

形

／

／

片

｛
元
奇
ｌ
イ
ー
諦
賑

斗
副
鄙
司
郡
司
ユ
可

合
口
今
目
今
口
合
口

K－05

合計：完形
△､言＋
ppI

今三＋
ロロI

２

４

／
／

１

１
灘礁驚驚溌 K－13

合計：破片

室
雪
謂
謂

評
一
狸
些
職

l ln

L一l色

二
榊
一
掴
一
癖
一
掴

昭
一
肥
一
昭
一
肥

謂
謂
謂
謂

形古

元

十

２

４

籠

形
／
／
片
ｌ

亮

１

１

破

~
1 １

２

４

／
／
／
／

イ

ー

イ

ー

ユ
副
斗
司

合
口
谷
口

IF－32 IB層下部

IB下

(縄文・

続縄文） ２

片
形
／

破
完
１

計
計
計

合
口
今
回
合
口

》
藍

~
~

IH-08 炉
合計： 1／4

合計：破片

１

１

１

１

２

４

文
文
文
文
形
／
／
片

縄
縄
縄
縄
完
１
１
破

続

続

続

続

・
・
：
：
・
・

■

凸

。

■

‐

＋

Ｉ

’

‐

坐

Ｉ

’

‐

＋

１

１

‐

や

‐

‐

二

一

一

口

一

三

口

一

三

口

二

一

一

口

文
文
文
文
合
合
合
合

蝿
鴨
蝿
鱸
？
？
？
？

『

ン

、

ン

、

ン

、

ン

下
下
下
下
シ
シ
シ
シ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ノ

ノ

ノ

ノ

ー

Ｉ

Ｉ

Ｉ

イ

イ

イ

イ

２

４

形

／

／

片

［
元
イ
ー
イ
ー
坤
眼

計

計

計

計

合
口
合
口
《
ロ
合
口

１

’

’

’

’

１

一

一

一

一

１

1

IH-10IH-10

形

／

／

片

完

１

１

破

↑
↑
↑
↑

『
’
一
一
口
’
’
二
口
三
口
三
口
〔
竺
刈
守

合

合

合

合

形

／

／

片

~

~

IB

(擦文）

ク
」

４
，

覆土2

灘溌溌蕊識蕊撒
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

(擦文）

(擦文）

(擦文）

(擦文）

重
重
謂
請

完
一
１
’
１
｜
破

－254



…蒸篭灘藤驚蕊驚蕊熱鍾蒸爵1蕊灘藤§鱗蕊驚曾職鴬M 』溺駕驚驚溌溌鴬
中手

(足)骨
大腿骨脛骨膝蓋骨踵骨中足骨中足骨膝蓋骨 踵骨大腿骨 脛骨

~

烏口骨胸骨四肢骨 獣骨 烏骨指骨 種子骨中節骨 末節骨星節骨

_I

二 二コ
１

1

ヨ
三 ４

ｌ
１

ｌ
ｌ
４

２

６

酉

画

１

Ｆ
１
－
１
１

画

一一

一

一

－－トー
’
’ 4

’
11

■
■

’ １

１ 1

1

１
’
１

1

1

２2

二コ
~

’1

１
ｌ
４
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
１

1

4

１
－
１ ~

1

1

1 I

~

22

6

ロ
ロH

’

’
可

1

二二

1

255－



鯉謬鳶職隣鞠灘欝隙響鰯憾驚…鶯 一

塗
｜ ’

中手骨 寛骨

§繊帯

動物名 層醐1区分 調査区名称 層位 データ 椎骨 肋骨 歯 岩骨 上顎骨 肩甲骨 上腕骨 僥骨 手根骨尺骨

合計：完形
雁

一

凶

へ二上
口固｜

合計 l

l
l

IF-58 IB層下部

IB

(縄文，

続縄文）

合計：破片

合計；完形

合計； 1／2
IH－08 炉溌蕊蕊豊謬驚鳶

合計： 1／4
~

２

４

片

形

／

／

片

破

２

４

完

１

１

破

：
形
／
／
片

計

完

１

１

破

計

計

計

計

今

巨

。

０

０

０

０

０

０

０

一

口

合

口

合

口

谷

口

ｌ
十
十
十
十

三
一
口
｜
言
ロ
一
三
口
一
三
口

合

口

《

目

今

目

谷

口

ｎ

こ

ん

今

１

１

１

１

形

／

／

片

礪

維

輝

織

鐘

｛

一

配

刈

利

噸

Ｉ

続

続

続

続

計

計

計

計

．

．

。

．

《

ロ

合

口

今

目

今

目

ｎ

Ｕ

維

織

織

鐸

力

力

力

力

１

く

~

く

Ｉ

レ

ウ

ウ

ゥ

Ｈ

下

下

下

下

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｉ

ｌ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
シ
シ
シ
シ

ー
１
１
１
〃
わ
〃
心
肝
幻

イ

イ

イ

イ

－

鰹

蒋
継
艤
撫

蝋
燕
却
欝
蹴
篭
覺

辨
癖
識
雛
撫
蝉
舜
蝿
鐵
職

議

簿

薪

鰯
辮
聯
”
暇

鑑
岬

關

撚

撫

洋

勵

紳

瀞

IB下

(擦文）
IH-10IB層

望

漁

狂

氏

梯

溌

２
~~~~

’
’

灘鍵 3 ２

－
31 1 1 2

９
職灘類

IB (擦文）合計

IB (擦文）合計

IB (擦文）合計

IB (擦文） 合計

ほ乳類合計：完形

ほ乳類合計： 1／2

ほ乳類合計： 1／4

ほ乳類合計：破片

鄙
一
惚
一
桝
一
鮎

’
排

琳

既

騒

蝉
妙
踊
坪
鮭
踊
弱

妊

騨

弱

黒 9

’

9
壁 『歩識 “ …1 ,識 『癖1

２

４

形
／
／
片

｛
元
イ
ー
イ
ー
稀
販

卦
引
斗
司
ユ
司
斗
司

令
自
今
ロ
今
回
《
ロ

屋

唱

ＢＩ７６ＦＩ

IB層IF－67
IB

(擦文）

Ｉ
Ｊ
Ｉ
弓

印

＞

ﾖ

恩溌溌
十

↑

↑

十

一
’
二
口
二
一
一
口
一
三
口
一
一
』
一
口
（
〆
』
雪
（
守

合

合

合

合

形

／

／

片

刻

刻

刻

刻

完

１

１

破

幅

鰐

擦

嶋

計

計

計

計

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

合

合

合

合

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

物

物

物

物

動

動

動

動

小

小

小

小

誹
一
腔
一
惚
一
蹄

三

＝

合計：完形
２

４

／
／

１

１

ユ
司
ユ
副

合
口
今
回

詔

■
例

IF－10 IB層

合計：破片

合計：完形
２

４

／
／

１

１

計
計

合
口
《
口

IF－33 IB層

合計：破片

合計
今=＋
ppI

合計
今=＋
ロロI

郡

惚
一
惚
一
鵬

IH-05 カマドA

２

４

形
／
／
片

壱
元
甜
１
１
１
融
叫

計
計
計
計

合
口
今
回
谷
口
今
巨

IB

(擦文）
IH-10 IBE

聴蕊難蕊

訊

樺

些
蹄
一
識
一
睦

惚
一
蹄

今二斗
口固l

合計

合計
今言＋
ロロI

合言＋
ロロI

合計
今三＋
ZコロI

今二＋
匡I固’

覆土

IH－12

炉

詞
一
討
一
景

２

４

形
／
／

完

１

１
K－11 IB層

｜ ｜合計：破片

IB (擦文）合計；完形
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灘驚灘駿撚鯵識驚農簿灘臘驚…鷺 議驚調灘離蕊

遮

甲甜副

拙苫

一

一

一

牌
Ｆ

Ｈ

一

躍
認蕊》

歯

窪

驚

際

艫

一

一

肋骨
竺

幽岩骨上顎骨

鍵溌翌
動物名 |調寳区名赫｜ 層位 ’調査区名称 層位 ｜尺骨篠骨層鯏酌 データ 椎骨 肩甲骨 上腕骨 手根骨|中手骨 寛骨

IB (擦文）合計 腔
一
惚
一
鵬

~

IB (撰文）合計

IB (擦文） 合計

合計
今三＋
ロロI

合計

２

形

／

｛
｜
元
イ
ー

’

二
三斤 ’IF－32 IB層下部

1／4
IB下

(縄文・

続縄文）

合計：破片
~

~

~

~

~

~

~~~
~
~
~
~

三
鍔 合計：完形

~合計： 1／2今=＋
ロロI

２

－トト三
~

合計
今三＋
巨固’

４

／
／
片

１

１

破

IH－08 炉
｜

~
~~

IB下（縄文 緬
一
緬
一
榊
一
禰
一
託
一
潅
惚
一
蹄

合計

合計

合計
･今三-↓
口固I

課
一
惚
一
惚
一
鵬

－IB下

~IB下
(縄文

~(縄文
~~

騨迩騨申墓孝.無蕊副
L目 配幹弘 P町埋F 群用日

文
計
計
計
計

佃
縄
《
目
今
ロ
今
回
今
ロ

ー

下

雪

雪

響

雪

Ｂ

中

中

中

中

IB下 ’

計一一
･今言＋
ロロI

合計

評
一
唖

’
蕊蕊
蕊擢
識蕊

蕊篭

蕊
,i篭 織

甜蕊撰

＃蕊＃
$'蕊＃
溺蕊』

脅鍵
霧謹』~~~~~~~

I F－44 IB層
合計： 1／4

合計：破片 1
蔦

合計：完形

合計： 1／2 ’二IB

(擦文）
IH－12 炉

~
~
~
~
~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~
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孫
對
‐
粥
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叫
軸
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鯉
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片

１
破
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’
十
Ｉ
‐
＋
ｌ

一

言

ｐ

一
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ロ

合

口

《

画
~
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片破計恰
形
狸
忽
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完

１

１

破 ｉ
口
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肥 ｜

｜
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ニ
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１
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２

４

形

／
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函
．
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斗
司
斗
司

コ
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斗
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今
目
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ロ
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禽
・
等
祀
‐
‐
‐
判
‐
町
‐
．
‐
‐
騨
制

熟

計

●

許

‐

肘

‐

Ｍ

寺

計

壷

・

騒

嘩

望

罫

亜

手

~~~~

IH－08 炉

IB下（縄文

IB下（縄文

IB下（縄文

榊
一
》
》
｜
縄
一
読
権
一
惚
一
蹄
一
読
一
腔
一
惚
蹄

合計
今=＋
ppI

今冒＋
ロロI

合計

誹
一
程
一
脚
一
鮎鶯蕊鰯辮藍I IB下（縄文

中小獣合計

中小獣合計

中小獣合計
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全体の合計

全体の合計
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’

l
l l 1
1l l
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| | |
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1 1 2 2 21 1

1

｜ ’ ｜ ’
1 1 51 101 11

－258－



艤識関
脂

堵'もI

~~~~~

不明
*公言＋
Ilq心ロI

職薑骨|蔭骨 中足骨’中足骨膝蓋骨 踵骨
諾リロ
垂ロロ大腿骨脛骨

筐

Ⅲ
｜
屍

床’ ＝
_L

101 2

’ 1

「
卜

1
~~

-H
~｜ ’

11 1 －－、－ 1
’
１

~

~－－

1

｜
’

’
_IH

二三号売弓’
’
’
１

’
１ 281

２’

~
~

11

－戸一卜
’

I■■■ I

1T ４
’
１

1

I

~

=F
’

■
・

ロ
ロ

１
二
１

１
■
１

一

｜
’

Ⅱ
Ⅱ

１
－
１

’

三三
二二二

96 3

1T ５
｜
犯
－
４
’
１
｜
郵
一

１

２

’

１
一

一

一

１

174 １
’
２
’
１

ｌ
「
祠 1 1 21 31６’25

Ｐ
垂
Ⅱ
■3 II

259



肋骨椎骨 ’積 前肢帯 農股帯

譲澗鯏墳
位近

立

Ｌ

鐡

嬬

大

腿

骨

？

恥

部

腸

骨

Ｒ

妬

大
腿
骨

腸
骨

■

Ⅸ

骨体

部

通位

暁
近位(霊白

頭
蓋
骨
片

下
顎
骨

眼
縁
骨

肩
甲
骨

上
腕
骨

手
根
骨

中
手
骨

椎
骨

肋
骨

慢
骨

寛
骨

石
昌
向

角 歯
骨

？ ワ R ？ ？ Ｒ L H ﾉ L 団 L R L R ？ RＬ ７ ロ

近位骨体

端 部
自唖

体骨

部

位近

端

位道

端

位近

蟷

遍位近位

賭端

近位

蟻

骨体

部
臣白｣

ざさ

' ‘珂

個用

闇位＃

区分
猛遺偶B 調査区名称 層位

畠位|蔦位
データ ｢宰角 控E 疫白 生日 臣白 雷角~~~ 壺白 王 唖国 堂白 亜己 亜白

端 端 端 端 端

蹄| (鯛|僅副
IH－02 IB層 訊

一
雁

一言ふ

口局｜

‐言＋
宮口I

合計： 1／4

合計；破片

IH－03 IB層 合計：完形

H－合計： 1／2

1
~

合計： 1／4

合計：破片

‐
■
■1 1 1

カマドA

煙道部

合計：完形

合計： 1／2

合計: 1／4

合計：破片
~

床面-1 合計：完形

合計: 1／2
ｌ
ｒ
ｒ

+

合計： 1／4

鵬
訊
屹
ｗ
蹄

合
口
合
口
谷
口
合
口
合
口

。

＋

Ｉ

４

１

４

１

４

１

‐

＋

’

一三回

吾
屋

三
口
二
二
ロ
ー

ロ

合計；破片

合計：完形

合計：1／2

合計：1／4

合計：破片

覆土

虹 1’

不明 合計：完形
~

２

４

／

／

１

１

計

計

合
口
《
ロ

１
コ
４
１

~
~

~

合計：破片 1 1

掘上げ土 合計；完形合計；完形
~

－

合計： 1／2

合計： 1／4

合計：破片

｜
Ⅱ

F

1

］H－04 18層 合計：完形

２

４

片

〃
〃
破

計

計

計

合
口
合
口
合
口

~

士■■
■■

掘上げ土 合計：完形

２／１ユ
副

合
口

合計： 1／4
~

合計：破片

IB層IH－05 合計：完形

合計： 1／2
~~

’
一1

合計： 1／4

■■■

呂目ロ
合計：破片 1

覆土1 合計：完形

今曼＋ ・ 1／ク
ロロI p j′ｰ

I

~
合計： 1／4

合計：破片

掘上げ土 合計：完形
~~

２／１斗
可

谷
口

ゴー合計： 1／4 I

合計：破片

IH－06 IB層 合計：完形
~

二２

４

／

／

１

１

計

計

合
口
合
口

『計：破片~合計：破片
~

I

炉 合計：完形IH－07
~~

権
一
脚

1詞

調

~~

1

合計：破片 ’ 1堅

溜土 合計：完形
~

合計： 1／2

合計： 1／4

合計；破片

~

覆土1 合計1完形

今言＋ ・ 1ノヮ
ロ且I p lノー

~

1
~

合計: 1／4

合計：破片

合計：完形IH－09 I B層 I
I
l

合二4. 1 ~／句
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合計：破片

２

４
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／

｛
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１

１

１
十
１
．
＋
１
．
＋
’

二
回
一
三
口
一
言
ｐ

合
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谷
口
合
口

床面

~~

合計：破片

覆土1 合計：完形
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椎骨 肋骨

|後肢帯 ’
月壺丹 前肢帯

前肢帯

穀測睡ﾘ攪
平

買

骨

買
骨

ロ

頭
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骨
片

下
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眼
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肩
甲
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上
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骨

手
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中
手
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肋
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椎
骨
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角 歯

？ ？ ？ R ？ ？ ？ ？ ？ ？ R ？ L
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一一
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一
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？

近位骨体

端部

Ｒ ？ Rﾛ ロ R ？ノ L R L R

副孟
端 I端

近位

端 :仲”
今｜~

二~
銅

屑位: l

区分

判･沮
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遍位

賭

遠位

鎧？

通位造慨リ 週位

端

骨体

部

謁實区名称 層位 造位

猯

週位

崖 鳥位 曝倣｜翼。
道位

喘

遍位

催

テータ 哩哩

端
骨体

部
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Ｔ
丁
干

~
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’
今呈上 ﾛ ｲ~/句
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~
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＋
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司
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／
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／
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付篇1 ：ウサクマイN遣跡の獣骨整理方法について

ウサクマイN遺跡出士の獣骨片にはシカが多くみられ、その整理に当たっては部位・残存率について

記入方法を統一した。その内容は以下のとおりである。なお、シカ以外の獣骨片についても、 これを援
用した。

I .四肢骨各部の名称（図1－①）

1 .骨本体の名称

骨端……関節面

骨端部…･ ･骨端（関節面） と、その周辺の凹1I 11した部分

骨体部……骨端部以外の骨の中間部分

2骨格の位置関係での名称

a.常態の位置・方向からみた名称

前面･…･頭側を向くIm

後面~…･尾側を向く岨i
ない そく

内側…･ ･ll1体の内側を向く面
かい そく

外側･…･ l111体の外側を向く面

b.体の胴幹からの遠近でみた名称

近位……体の胴幹に近いほうの骨端部

遠位……体の胴幹から速いほうの骨端部

近位端(p)……近位の骨端（関節面）

遠位端(d)……遠位の骨端（関節面)。ただし、末端骨の遠位は関節面を有しないことから、

体の胴幹から一番遠い端部を意味する。 ’
なお、幼齢の1IIil体は中手・足骨等の骨端部が固着していないため、骨休部・骨端部がはずれて

しまう。このため、はずれた骨休部・骨端部について、次の名称とした。この場合「若い個体」

と併記した（|劃1－②)。

骨体部近位端~近位がはずれた骨休部の面

骨体部遠位端…遠位がはずれた骨休部の面

近位関節骨端…はずれた近位骨端部

遠位関節骨端…はずれた遠位骨端部

Ⅱ、残存率

残存した獣骨について個体数の算出を目的に、 骨端を主対象として 遠位端・近位端（関節面）の面

積の残存率を、だいたいの|ｺ分量で次の四段階に分類した。

完存（ほほ完存を含む） → 1/2→ 1/4→破片

Ⅲ、シカの各部位名称と残存率の実際

実際の分類整理に当たって、脛骨、距骨、踵骨、手・足根骨、中手・中足骨、種子骨について部位名

称の淵lll分、残存率を以lくの内容で行った。なお、一覧表作成では個々の資料データを網羅しきれなかつ

たものがある《
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1 ．脛骨

脛骨の中で特徴的な部位2カ所について、以下のように呼称した。

脛骨突起･…脛骨前面の近位骨端よりの隆起した部分のことをあらわした。

中央果…….脛骨遠位端の前面側巾央の突起部分をあらわした。これは内側にある「lﾉ1果｣、

外側にある 「外果」に対する言葉として設定した。

2．距骨

図1－⑤のとおり、近位（脛骨との関節間） ・踵骨との関節面（踵骨との関節面） ・遠位（中心第

4足根骨との関節面） に細分呼称し、それぞれに内側、外側を記入した。

残存率は、細分関節面それぞれの内側・外側の稜線についての残存程度をあらわすものとなった。

また、残存率の記入に当たって、関節面それぞれが接するため、 2面以上が含まれた骨片の場合に

は、 （＋）を使ってあらわした。

例） 距骨R (r)、内側、近位l/2+遠位l/4

3．踵骨

図’一⑥のように踵骨の関節面は果骨との関節面距骨との関節面、中心第4足根骨との関節面と

細分呼称した。

踵骨の関節面では距骨との関節面の面積が大きいので、個体数算出の有効性を考え、果骨および

巾心第4足根骨との関節面の残存程度を優先し、それぞれの面積を基準に残存率をあらわした。し

たがって、上記2カ所の優先する関節面が少しでも残っていた場合、距骨との関節|釘が大きく残っ

ていても表記せず、果骨または中心第4足根骨との関節面のみの残存部位・率とした。

4．手・足根骨

中心第4足根骨は真ん中の溝で中心足根骨と第4足根骨とに細分した。

副手根骨、第2 ．3手根骨、第4手根骨、僥側手根骨、巾間手根骨、尺側手根骨、第1足根骨、

第2．3足根骨については、 どの部分も骨端部（関節面） となるので、 1個分を基準にして残存率を

求めた。

5．中手。足骨近位端

中手骨近位端を図1－③のようにA面（内側) ･B面（外側)、中足骨近位端を図1－④のように

A面（内側） ．B面（外側) ･C面（後lﾉ1側) ･D面（後外側） と細分、呼称した。

この場合の残存率基準の実際は面積というよりは、各面の外周稜線がどれぐらい残っているかが問

題となった。また、残存率は、中手骨近位端のA･B面、中足骨近位端のA～D面がそれぞれ接して

いるので、 2面以上が含まれた骨片の場合には、距骨同様（＋）を使ってあらわした。

例） 中足骨L (左)、近位端、Al/2+C破片など

6．中手。足骨、遠位端

中手・足骨の遠位端は、第3or4指の遠位端である滑車部分1個をさす。

残存率は完存以外のもので、遠位端収束部分が残っているものについては、前面・後面も記入し

た(IXI 1-⑦)。

7．種子骨

外側（大きめで厚みの薄いもの)、内側（縦長で丸みのあるもの） に分類し、それぞれについて

残存率を求めた。実際分類できた種子骨は残存率良好で、完存のものが多い。

（獣骨片整理班）
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一頭側
尾側→

③ ④
シカ中手骨(R) P. シカ中足骨(R) P

鼬
頭側
f
l

[上面図］

①
シカ中足骨(R)

骨端 蕊翻近位端 ニホンジカの主要骨格名称
(金子浩昌 1984『貝塚の獣骨の知職』東京寄籍より加筆藍載）

②
近位

車■■■■■

骨端部 シカ中足骨(R)若い個体
⑤
シカ距骨(R)

骨

匿恩近位 ．

"〃踵骨との関節面

厘劉遠位

体

部

⑥
シカ踵骨(R)

B■■■■■■

遠位骨端部

瞳劉若い個体の
骨体の遠位端

後面骨端
厩罰遠位端

前面

⑦

シカ中足骨(R)若い個体の関節骨

聯
隠調果骨との関節面

匿圏中心第4足根骨
との関節面

”距骨との関節面鞭 聯
前面

麗認若い個体の
遠位関節骨端

後面
一収束部分

図］ ニホンジカ部位名称
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付篇2：ウサクマイN這跡の動物遺体整理状況と遣物

1 現場状況

今回の調査では、擦文文化期の竪穴住居跡1l軒の他、 62カ所の焼土、 25カ所の骨片集中域など多く

の遺構が確認された。 また、樽前a降下軽石層(Ta-a層） を除去した段階で、アイヌ文化期に属す

る鹿角や獣骨片などが散布する状況が捉えられた。 IB層上面にあるこれらの鹿角や獣骨片は生の状態

で検出され、一部薬品で固化して取り上げたものも多い。これらのほか、包含層中からは焼土や骨片集

中域にまとまるものとは別に､濃淡はあるものの調査区全体に満遍なく焼骨片が散布する状態であった。

焼土や骨片集中域竪穴内の炉及びカマド内焼土については土壌ごと取り上げ、フローテーション・マ

シン（浮遊選別器） を用い、選別作業を行った。その大まかな内容は表2のとおりである。なお、整理

時間の制約からIH-3床面や一部の骨片集中(B-23～25) は選別が手つかずの状態で、 また、骨

片重量では一部計量漏れなどがあり、不整合の部分がある。お詫びしたい。

焼土や骨片集中域については報告で述べたとおり、その検出層位はIB層上面、 IB層中、 IB層下

位と大まかに捉えられたに過ぎない。確実に共伴する遺物も少なく、時期を特定するまでには至ってい

ない。現段階ではTa-a層直下のIB層上面の焼土等はアイヌ文化期と判断されるが、 IB層検出の

ものについては続縄文後半期から擦文期に、 IB層下位については縄文晩期から続縄文期前半期として

大まかに考えている。

多くの焼骨は細片で特定し難いものが多かったが、 ｜司定の結果、動物遺体にはニシン・ウグイ類・サ

ケ類・カジキ類の魚類、カモ類他の烏類、ヤチネズミ ・イヌ・クジラ類・アシカ類・イノシシ・ニホン

ジカのほ乳類が確認された。シカ・サケ類がその主体を占めるが、イノシシの確認が特筆される。 I

H-10･ 12の炉の焼土から出土であり、擦文文化期と特定できるものである。

2骨角製品等

骨角製品はすべて、選別作業中に確認されたものである。焼けており、細かく割れ、小片のものがほ

とんどである。 1 ･2は鹿角製の鈷先片。ともに茎溝式のものとみられる。 lには細い2本のキザミが

残る。 3は彫刻ある加工品で、小片で全体像はわからない。 IH 10の炉からの出土で、イノシシと

の関係もおもしろい。4は中柄片、 5．6は針である。 7は鹿角の加工品で、弓筈の可能性がある。8

は海獣骨の加工品。 9はホオジロサメの歯で、河道跡砂礫層出土もの。流下してきた可能性がある。

10はアシカ上顎犬歯で、 IP-26 (アイヌ文化期）出土のもの。他に、鹿角も出土しており、繊維質

の編み物に入れられていた可能性があるものである。 11 ･ 12は切断痕のあるシカの腰骨、大腿骨であ

る。ともに生の状態で出土したもの。 （田中）

表1 掲載骨角製品等一覧

査
腱

洲
年

調査区

辿構

遺物

番号

|旧
/

（cmノ

亜盆

(9)

褐戦

需 号

I早さ

（c、）

jF才壱・
二F△」~L
マダ、

需号

長さ

(cm)
層|ウ遺物名

"jIL

鈷先

彫典|｣のある加工17,

巾杣

骨針

骨針

鹿角の加工,l,11

ｶｼｷ？の加工,i,',

ホオジロザメの歯

アシカの上顎犬歯

シカの朏骨

シカの大腿骨

IB

I B上面

炉

(骨片集! '' ）

(fi'片集中）

岬
一
脈
一
睡
一
吋

0．30

0．39

0．23

0．30

７

９

３

０

７

８

７

７

０

０

１

４

０

５

２

２

２

２

６

５

０

０

０

０

０

０

－

０

０

５

Ⅲ

７

Ⅱ

川

K－5

J－7

1 1 1‐ l0

B 3

B－l

２

５
~~
４
－
１

３

３

１

２

７

０
１

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５

６

1 14－6

1 14－7

1 14－1 1

1 14－13

1 14－21

1 14－34

嘘

町

睡
一
認

3． 15 畷
一
吋
一
噸

唖

吋

1 1

lF－35

lH－2

雁

罪

川

Ⅲ IB上面 孵
一
州
一
回

岬
一
誠
一
和

７

８

1 14 48 6246

(骨片集中）

砂礫層

B‐l7

L－4

lP 26

1 1 1－1〔）

L－l3

唾
一
鉦

0．731 11 14－54

1 ．919 1 113-l
0 1 1 13 48

、

６

６

７

７

７

７

６

３

１

０

４

５

５

６

１Ⅱ

Ⅲ 覆 上

棚上げ」

IB上面

6．43

6． 16

9．28

空

邪

癖

｜Ⅲ

吃

19．40

13．30

Ⅲ
｜
Ⅱ

1 12－5

1 12－6
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6ウサクマイN遣跡より出土した人骨

国立科学博物館松村博文

千歳市蘭越に所在するウサクマイN遺跡にてアイヌ文化期の墓曠(IP-1A)が検出され、墓曠

内より人骨が出土したので、その保存状態ならびに人類学的所見を報告する。

保存状態と所見

保存状態は極めて不良である。出土した部位は頭部のみであり、四肢骨と体幹骨は全く残存し

ない。 また頭蓋のほとんどは骨粉状に痕跡をみるにすぎない。かろうじて原形をを保っていたの

は、歯が3点と側頭骨の破片のみである。取り上げ番号ごとの部位の|司定結果は末尾に一覧を示

す。 これらの頭部の破片は墓曠の東より、内耳鉄鋼をともなった状態で、 まとまって検出されて

おり、側頭骨の破片と歯の解剖学的位置関係からも、頚位は東であったことが確認された。左右

の側頭骨錘体(耳のあたり）の位置関係から頭部は顔面を南向きにややうつぶせ状態で埋葬されて

いたものと推定される。

歯は歯冠のみ残存し、咬耗は2度強に達することから、被葬者は熟年(40－60歳)と推定され

る。エナメル質減形成やカリエス、歯石などは認められない。歯の計測が可能であったのは2点

のみである。上顎左側切歯と犬歯は歯冠の一部しか残存しないので計測は不可能であった。上顎

左第2小臼歯の歯冠近遠心径は6.2mm、歯冠頬舌径は9.0mmである。アイヌの同歯種の男性の平均

は(Matsumura、 1995) 、近遠心径が6.45mm、頬舌径が8.76mm、女性の近遠心径は6.51mm、頬

舌径は8.71mmであり、男女とも平均にさほどの差がないため、 この歯の大きさから性別判定を

おこなうことは|亜|難である。一方、上顎左第1大臼歯の近遠心径は10.8mm、頬舌径は11.9mmで

あり、アイヌ男性の平均が近遠心径10.26mm、頬舌径が11 .26mm、 また女性の近遠心径が9.96

mm、頬舌径が11.26mmであることから、 この被葬者は比較的大きな上顎第1大臼歯を持つと言え

る。 しかし歯一本のみの大きさから性別を判定することは事実上不可能であるため、残念ながら

歯の大きさから被葬者の性別を推定するは困難である。副葬品から女性の可能性が指摘されてい

るが、側頭骨の錘体部は小さく華晉な傾向を示すことから、女性であることに矛盾はない。

同定された部位（取り上げ番号）

l 上顎左第2小臼歯(1828)

2歯種不明エナメル破片（2258）

3上顎左犬歯（2259）

4上顎左第1大円歯（2260）

5側頭骨右錐体部(2261)

6側頭'月'左錐体部（2262）

7 1三顎左側切歯(2268)

写真：上段左より4， 7， 3， 1， ‐ﾄ段左より5， 6 (S=1/l)

文献

MatsLImura,H(1995)Amlcroevolutional histor》

morphology. National ScienceMuseumMonographs
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V成果と問題点

1 調査結果の概要

今回の調査範囲は地形的に大きく谷底平野平坦面と内別川河道跡に分けられる。全体に樽前a降下軽

石層(Ta aig: 1739年降下） に覆われ、遺跡の保存状態はいたって良好であった。アイヌ文化期。

擦文文化期を主体に、続縄文文化期．縄文時代晩期などの遺構・遺物が検出された。ここでは遺構・遺

物について、いくつかの成果や問題点をあげ、 まとめとしたい。

(1)アイヌ文化期の蟇について

今回、 1基の墓が検出された。 IH-9･ 10の間、ちょうど狭長な調査区に収まる形で全体が調査で

きた。昭和51年度調査分を含め、 3基目である。昭和51年調査の第2号近世アイヌ墓(AG-2)同様マ

ウンド状封土の中央部が陥没する状況で確認され､それを巡る溝により楕円形にその範囲を捉えられた。

頭位は前と同様、南東から束方向を向き、墓曠は長台形を呈する。副葬品は曠口部頭側に内耳鉄鋼が伏

せて置かれ、遺体腰部西側に刀子、頭部西側に漆膜（椀？ ・朱書きの鵺丸文）が出土している。これま

での千歳市周辺の調査例からみて、副葬品から被葬者は女性と考えられる。遺体の残存状況は悪く、数

本の歯と側頭骨錘体が残るのみであったため、松村氏の鑑定結果では性別判|断は困難であったが、側頭

骨錘体の華著さからみて矛盾はないとの判|断を頂いた。

現場調査の結果では、墓曠構築に当たり浅い竪穴を掘り、墓域をあらかじめ設定するのではないかと

の知見が得られたほか、埋め戻し途中で鉄鍋を伏せて副葬している状況が捉えられた。

(2)擦文文化期の竪穴住居跡について

今にl、竪穴住居跡11軒が確認できた。調査範囲が狭長なため完掘できたものは少ないが、昭和51 ･

平成6年度調査部分を含め、いくつかの点についてまとめてみたい。 まず、 IH-2･4．5･7･9では

竪穴堆積土中に白頭山一苫小牧火| | |灰(BTm: 10世紀中頃降灰）が確認され、その下限年代が特定

されることが上げらる。 また、竪穴の切り合い関係や掘上げ上の関係から、 IH-7→4→5→3、 IH-

6→3、 IH-12→5との新旧関係が考えられる。

竪穴構造をみると、今同の調査では、擦文時代の竪穴住居跡に通常みられるカマドを有するものと無

いものに大きく分けられる。

a:カマドを有する竪穴･…･･IH-2～5． 1l

これら竪穴は一辺4～5mほどの隅丸方形、隅丸長方形のもので、中央に炉を確認できたものが多い。

竪穴の長軸方向を南北や東西に置くものがほとんどで、長辺の壁にカマドを据え付ける。

カマドの煙道方向は（ア）北に向くもの(IH-3･5)、 （イ）南に向くもの( IH-4･ ll)、 （ウ）

東南(IH-2) に向くものがある。

カマドのつくりでは板状の凝灰岩・流紋岩を袖石や天井石に使用し、 白色粘土で補強するものがある。

IH-2は顕著で煙道部にまで板状礫で壁、天井を構築している。平成6年度調査のIH-l (カマド部

分のみ確認）はカマド煙道方向も同じで、構築状況は似るが、撹乱がひどく煙道まで礫で構築されてい

るかは不明である。 また、 IH3もカマド本体は同様のつくりをするが、煙道部までは大きな板状礫

を使用しない。調査段階で煙道上面および上部層で数多くの礫があり、拭き石があったようだ。 IH-

5でもカマドA(新）の左袖には板状礫が残り、 ｜司様のつくりをしたものと考えられる。しかし、右袖

が壊されているため定かではなく、 白色粘土もあまり観察されなかった。また、 IH4も板状礫が出

まつきりしたことは不明である。

こ－部使われるものがある。 IH-

'二しており、 IH3に近い形態のものとみられるが、崩れが大きくI

一方、 白色粘土が主体的に用いられ、大きめの河原石が袖や天井I
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11がそれであり、竪穴規模に比べてカマドの大きさに差がない。昭和51年度の4号住居跡(P.D.4) は

この類であろうか。煙道方向も同じく南に向いている。

柱穴の配置でも規格性ははっきりとしない。基盤層（竪穴の床面となる層）が礫混じりの軽石再堆積

層であることから充分に検出できなかった面もあるが、明確に竪穴中央を中心とした4本柱配置を確認

できたものはIH-3のみである。ほかに柱穴の配置がはっきりしたものはIH-5で、炉を挟んで竪穴

長軸方向に2本の窪み（置き柱とみられる）があり、壁際に柱穴が巡っていた。 IH-llにも竪穴四隅

に柱穴がありそうであるが、一辺3mほどの小型竪穴であるため比較はできない。昭和51年調査の4号
住居跡(PD4)はIH-5に近似している。

今の段階ではカマドの構造、煙道の方向や柱穴の配置がすべて揃った規格性が認められ、グルーピン

グすることはできない。掘上げ土のみの確認もあることから、周辺には広く集落が広がることが予想さ

れ、 より広い範|州での調査結果を待たなければならない。 また、鈴木信氏（2000）が指摘するように、

煙道排煙口に粘土がある状況( IH-4｡ ll)やカマド袖が壊される状況(IH-5)が観察され、興味
深い。

b:カマドが無い竪穴……IH-6･7･9･ 10･ 12･ 13

（ア）通常の竪穴規模を持つもの( IH-9･ 10)、 （イ）やや小振りの隅丸長方形状で、充分な竪穴の

深さを有するもの(IH-6･7)、 （ウ）竪穴の部分的な調査のため全体像はわからないが掘り込みの浅

いもの( IH-12･ 13) に分けられる。今回の調査地区では（イ)、 （ウ）はカマドを有する竪穴より古

く位置付けられる。竪穴中央部に炉を持つものが多く、動物遺体を多量に含有することも観察された。

ただし、柱穴の配置や竪穴構造にはそれぞれ細部に違いがみられ、バラエテイーに富んでいるように感

じられる。

(3)土坑について

平成6年度調査で、遠藤(1995)が次のようにまとめている。 l) 円形もしくは楕円形プランのもの、

2） 円形プランで「ろうと」状の断面形態のもの、 3） 円形プランで被熱礫を伴うもの、4）小型で円形

プランのもの、 5）長方形プランのものに分けている。

今|且|の調査ではl)にIP-16･17･24･25･28,30が、 4) にIP-20～23･29･31 ･33 (楕円

形プラン)、 5） にはIP-27 (壁の崩落などを考え、土坑の長軸長や深さからみてこの類に含めて良い

ものと考えられる） ・32がある。2)、 3） といった土坑は今'且|確認されていない。

このうち、 IP-16 (土坑中央底部に置かれた土器片と接合状況) ･28 (拭き石と石製腕輪のll l土状

況)、 32 （埋め土状況） ・27 （坑口にある中型～人頭大の礫と礫石器の出土状況） は、Ⅶ群土器期（擦

文期）の墓の可能性が高い。 また、 IP-17 (遺体層の確認) ･31 (個体土器の111土）はⅥ群d類土器

期の墓、 IP-25･21 (礫石器、礫、土器片などの出土状況）はⅥ群c類土器期（後北C2～D式期）の

墓、 IP-33はV群土器期（縄文|晩期）の墓と考えられる。その他の土坑については時期はある程度特

定できるものはあるが、性格について判断できない。

その中にあって、Ⅵ群d類土器期の土坑は墓以外の土坑も加え、河道跡周辺の平坦部に位置している。

土坑周辺には焼土も多く検出されており、 IP-31出土のOI突瘤文と横還する数状の沈線が描かれる土

器に類するものやOI突瘤文のみの土器も含め復元実測できた土器が多く出土している。焼土以外の遺構

を伴わないものの、恵庭市ユカンボシE9遺跡でも焼土（擦文時代初期いわゆる北大Ⅲ式土器伴うもの）

を中心とした直径5～8mほどの遺物集中域が捉えられており、当期の段丘縁辺部での「特色ある遺構」

として捉えている。ウサクマイN遺跡の場合、大まかな捉え方ではあるがその傾向は伺われ、 これに墓

と判断される遺構が加わることになる。
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(4)杭列について

杭列は立杭11本で構成され、内別川河道跡で検出された。杭頭はB-Tm下、砂礫層中上部での検出

されており、時期は擦文期と考えられる。

杭11本の内、素材の形状・表面の状態・杭先の加工・樹種などから、 1 ．2 (コナラ属)、 3･4， 5･

6， 7．8 （ヤナギ属）の4組が対になっているとみられる。杭の間隔も1 ･2は14cm、 3･4は18cm、

5．6は10Cm、 7･8は17cmのほぼ同間隔である。検出当初は漁労のための施設、 もしくは作業場等の基

礎杭とも考えられたが、同じ手による2本一組のセットをみると、杭列としての一つの構造物とは考え

られず、用途は特定できない。 2本一組を基本とした簡易の施設で、何らかの一時的な作業を行うため

に繰り返し設営されたと現状では考えている。類例を待ちたい。

(5)出土這物とその出土状況

1）土器類について

今回出土のⅦ群土器は千歳市美々8遺跡の分類（佐藤1990 「美沢川流域の遺跡群XⅢ｣） によればⅢ～

Ⅳが主体的で、甕口唇部にキザミがはいるようになるVがみられる。 IH-5の掘上げ土を切って作ら

れたIP-16出土の甕はⅥに、 IH-5廃棄後の竪穴中央部から出土した甕(IXI II-31のl1)はⅦに相

当しようか。

出土状況では竪穴|ﾉ1への廃棄がIH-5･9で顕著にみられ、 とりわけ図11-31の11はB-Tm下から

出土したことが確認された。竪穴中央部に廃棄され復元できた土器は竪穴周辺にも分布が認めら、接合

する。竪穴掘上げ土から出土したものとして取り上げた破片も多く、現場段階での層認識に問題は残る。

一方、須恵器についてみれば、遺跡に搬入される絶対量は少ないと常識的に考えられるが、接合復元で

きる個体は少ない。竪穴内から出土する破片について意識的に廃棄されたものであるかは判断しかねる

部分があるが、ただ、河道跡も含め調査区全体に散在する傾向にある。河道跡と平坦部出土の破片が接

合する状況は、何らかの廃棄形態を考えさせられる。時期的には先行する赤色塗彩のⅥ群d類土器（図

Ⅲ 13の164)の分布状況にも、その状況は窺える。

ソーメン文を持つオホーツク式土器は河道跡の砂礫層上部（上面と言って良いかもしれない）から出

土している。その下位から出土するⅦ群土器は全体的傾向と同様、先の分類のⅢ～ⅣないしVに相当す

る。B-Tmからの出土は確実である。河道が北側（現在の流路側） に移動して湿地もしくは淀みとな

った状況下で廃棄され、その後に泥炭層が形成されたと考えられる。土器内部の充填物も植物質繊維が

ほとんどであった。杭列についてもちょうどその頃に、杭の打設が行われたとみられる。

2）石器について

平坦部の生活領域としての活用が縄文時代晩期後半から開始されたことから、石器類の出土量は少な

く、特に磨製石器群は極めて少ない。剥片石器群では長さ1cm前後の超小型の石嫉が特徴的であり、数

量的には掻器が主要な位置を占める。掻器は昭和51年度調査区でも多く出土しており、全体的傾向を

示すものとみられる。断続的に継起するⅥ～Ⅶ群土器に対応する長期の生業活動による結果と考えられ

る。特に「栂指状」 といわれるものが特徴的である。その中には原石面や打点面を残し、一部平坦とな

るものがみられる。その平坦面を水平に置けば、主要作業部位が左右に偏る傾向にある。左右の比率は

ほぼ半々であるが、作業者の利き手に関係するかとも考えられる。

礫石器群は、たたき石・すり石・砥石がみられ、砥石が数量的に多い。大小様々な形態があり、中で

も軽石製の砥石が目立つ。金属製とみられる鋭利な刃でキザミや削り取った後のような痕跡（研ぎ跡と

判断している）がみられるものがある。近隣では恵庭市の中島松7遺跡C地点での出k例（刻みのある

含め、ややまとまって出土

出土位置にはややレベル差

軽石） もある。軽石製の砥石はIH 10竪穴内のIB層で素材となる軽石を

している。後で記述するIH-10出土金属製品との関係も考えたいが、その
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があり、下位から出|こしている。

3）金属製品について

銅銭「冨壽神寳」が2枚出土した。 IH-9竪穴掘上げ|二との関係は不明瞭ながら、竪穴内に廃棄され

た擦文土器との分布と重なり合う状況にあり、後世の混入とは考えられず擦文期にあったものと判断さ

れる。銭自体の磨滅もあまりなく、鋳銭から時間的経過がさほどなく遺跡に搬入されたものであろう。

皇朝十二銭が確実に擦文期に伴うものとしては、道内では稀な調査例である。

冨壽神寶も大きくは｢職」 (大ぶり)、 ｢職」 （小ぶり）の2種に分かれる （｢新定昭和泉譜」 （昭和6
年刊)。 また、泉譜の中では「たから」の字が、前者では「寳｣、後者では「寶」の違いが見られる。ウ

サクマイN遺跡出土の2枚はともに「小様」である。周防鋳銭司は長門の鋳銭司から天長2 （825）年に

移され、 これ以後国内唯一の鋳銭所として栄えたといわれる。このI1寺期はちょうど、當壽神寶(818~

834年）の鋳造期間中に当たる。 また、皇朝十二銭のうち「隆平永寶」 （｢冨壽神寳」の一つ前）から、

原料銅の産出不足により量目、含有銅の比率が減少しだし、 「冨壽神寶」にいたっては粗悪化も朝廷自

ら認めるようになるll寺期でもある。この大小2種の違いは鋳造所の移動に|對わるものか、興|味深い。 し

かしながら、鋳銭所関連遺跡の調査はなされておらず、不明の点も多い現状にある。道内はもとより、

畿内を中心とした皇朝トー銭の流通圏を越えて出土する銭貨の性格を考えなければならないだろう。

ほかには鉄鋼片が大多数を占める。 IP-lAの副葬品を除けば、 IH-4竪穴内（窪地） ~上面及びその

周辺に多く出土している。事実記載でも記したとおり、竪穴洲上げ土からの出土との現場段階での認識

があったが､金属製,1iTI,に限らず掘上げ上上部1冑及び上|hiの遺物についての判断には難しい面が多々あり、

擦文期に遡る可能性すべてを否定はできないが、低いものと判断される。アイヌ文化期の遺物と現段階

では判断している。

その他、刀子・小札・釘・鉄斧などがある。鉄鍋片以外にも、 IH-10竪穴|ﾉ1のIB層上面およびI

BE(B-Tm上位）で集中して出土している。窪地への意識的廃棄が考えられる。

4）骨角製品と動物遣体

今|両|の調査では竪穴内の炉及びカマド内焼土、包含層中の焼土や骨片集中域について土壌ごと取り上

げうローテーション・マシン（浮遊選別器）を用い、獣骨片等の選別． |司定作業を行った。なお、植物

道存体の同定についてはⅡ寺間的制約から実施できなかった。雑穀等の栽培植物の検出が今大きな問題と

なっており、生活状況を考える上でもその必要性は認識される。今後の課題である。

包含層中の焼土や骨片集中域については報告で述べたとおり、 IB層上Imの焼土等はアイヌ文化期と

判断されるが、 IB層検出のものについては続縄文後半期から擦文期に、 IB層下位については縄文晩

期から続縄文期前半期として大まかに考えている。出土した焼骨は細片で特定し難いものが多かったが、

同定の結果、シカ・サケ類が主体の動物遺体が同定された。特にその中にはイノシシが確認され、注目

される。 IH-lO･ 12の炉出土であり、擦文文化期と特定できるものである。

骨角製品は鈷先片、中柄片、針などがみられた。すべて焼けており、 ボIIIかく割れ、小片のものがほと

んどである。製品が焼かれる状況は何を意味するのか、今後考えなければならない問題である。 （田中）

－290



2．ウサクマイN遺跡の性格について－律令国家と擦文文化･オホーツク文化一

1 . ウサクマイN遣跡出土の擦文式土器、冨壽神寶･須恵器、オホーツク式土器について

搬入品としての冨壽神寶・須恵器。オホーツク式土器

冨壽神寶は2枚とも当地で鋳造されたものではない。当時の鋳銭司は長門(l11口県下関市長府町覚宛寺付

近)、田原(大阪府llll条畷市と奈良県生駒市に接する付近)、岡IH(京都府相楽郡加茂ll11銭司)などに置かれて

いた。その地方で鋳造されたものが、めぐりめぐって当地に搬入されたものと思われる。冨壽神寶の内側

の縁は磨耗していないので、鋳造されてから時間の経たないうちにウサクマイに持ち込まれた可能性が高

い。

須恵器についても、当地、そして北海道を見渡してもその窯跡は発見されていないことから、 これも搬

入品である。小松正夫氏の肉眼観察によると秋田城跡周辺の窯跡のものと推論されている。職!’

オホーツク式土器は、胎土･製作技法などから、在地の集団が製作したものではない。ソーメン状の文

様は「チューブデコレーション技法」 註2)によってつくられたものと思われへ道束の中期オホーツク文化証3’

のオホーツク式土器にその類例が求められる。

搬入品の年代

冨壽神寶の年代は、それの初鋳年代が弘仁9年(818年）である。前に述べたように縁辺部がすりへっ

ていないことなどから、鋳造された後にそれほど時間が経たないうちに持ち運ばれたもの、すなわち9世

紀前半と推定しうる。オホーツク式土器は、B-Tmの下から出土していること、そして、それがチュー

ブデコレーション技法を用いながらも、 ソーメン文様の頂部を指で押圧していることなどから 「藤本e群」

,"' と 「トビニタイII式土器」 註51の間に位置づけられる。8世紀後半から9世紀前半と位置づけられる。須

恵器については、 9世紀前半と推定されている。註61

以上のように搬入品は、ほぼ8世紀後半から9世紀前半に集中していることがうかがえる。そして、ウ

サクマイN遺跡の主体をなす擦文式土器は、擦文文化前期証7'の所産で､その年代は8世紀後半から9世紀前

半にかけてのものである。

搬入品の原産地

須恵器は、秋田城周辺の窯跡で生産されたものが持ち運ばれた可能性力塙い。では、冨壽神寶はどうか。

これも須恵器とともに当地に運ばれたものと思われる。東北地方で、冨壽神寶が出土している遺跡は秋田

城･多賀城･多賀城周辺である。これらは：律令国家の出先機関としての機能を持っているところである。

したがって、 ウサクマイN遺跡の人々が、主要には秋田城まで出向き、朝貢の見返り品として冨壽神寶を

授かったものと考えたい。他方、オホーツク式土器は、先に道東の中期オホーツク文化の所産であると述

べたが、モヨロ貝塚･目梨泊遺跡を残した人々との接触によってもたらされたものと思われる。

このように、ウサクマイN遺跡は、東北地方から持ちこまれた文物と道東地方から持ちこまれた文物が

クロスする“地政的な位置， (図V－l参照）においても重要な場所であったことがうかがえるのである。

以下においては、ウサクマイN遺跡出土の鈷頭と動物遺体を切り口として、擦文文化における初期･前

期における毛皮交易、ひいてはオホーツク文化の毛皮交易についてふれる。そして、その問題を考えるう

えで前提として擦文･オホーツク文化の生業について簡単に言及する。
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Ⅱ。ウサクマイN遺跡(内陸部)で発見された話頭と海獣骨

高橋理氏は、千歳市教育委員会で平成6年6月に調査したウサクマイN遺跡の報告書証s'で、内陸部で発

見された鈷頭が必ずしも海獣狩猟用の狩猟具ではなく、 「サケ科魚類を捕獲の対象とする河川との強い関

連性がうかがわれる」 ；'ﾐ9'と考えた。だが、当センターが、今日調査した擦文文化期の動物遺体には海獣

骨が少量ではあるが検川されている。千歳地方においては美々4遺跡(縄文後期中葉) ﾎ剛0'、ウサクマイN遺

跡(擦文文化期)、美々8遺跡(アイヌ文化期)縦' 1'において、いずれも茎溝式鈷頭と呼ばれる鈷頭が内陸部で

出土している。美々4遺跡では動物遺体としてアシカが検lllされることから推察すると茎溝式鈷頭はアシ

カ猟の狩猟具の先端部と考えられる。そして、ウサクマイN遺跡においても|可様に、その海獣骨はアシカ

と推測される。 もちろん、内陸部の海獣狩猟が海岸部の集団が行っていた海獣狩猟と|司じ性質のものでは

ないであろう。また、擦文文化期のメカジキの遺体も出土している。 ｜ﾉﾘ陸部における海獣狩猟、メカジキ

漁は、威信行為としてアイヌ文化にまで受け継がれていったものと思われる証'2'。

ところで、 メカジキ遺体は、当遺跡の人々が太平洋沿岸にまで出向いて捕獲したものと思われる。そし

て、 このメカジキ漁にも茎溝式鈷頭が使用された可能性が高い。今のところ、当遺跡の茎溝式鈷頭には、

2つのタイプに分類しうる特徴的な要素は見当たらない。近世になると|ﾉ1陸部の美々8遺跡でメカジキの

絵が刻まれた早權が出土している藤'31．釿頭は出上

しないがメカジキ漁を行っていた間接的な証拠と

なる。その他に板綴船の舷側板、車權、タカマジ

などが出土していることなどから推し測るならば、

美々8遺跡は内陸部の船着場跡と考えられる。ウサ

クマイN遺跡の人々は、 ウサクマイから丸木船に

乗って美々まで行き、美々から舷側板を組み立て

板綴船を造り、太平洋沿岸に乗り出し、他方、千

歳川から日本海沿岸に出向き、海獣狩猟、メカジ

キ漁、そして毛皮交易を行っていた可能性が高い

と思われる。

実大ウサクマイN世跡

ウサクマイN追跡

庭々4進跡（呑|~I)

(道Ⅲ'1文センター訓汽）

(千歳IIj教育委員会洲査）
(北海迫戦育委員会洲査）
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Ⅲ、擦文文化における生業

若干の研究史

1972年に、吉崎昌一氏は「擦文文化は農耕文化である。ただし米と金属器の自家生産がない点で士|1ili

(占墳文化)と区別されるというわけです」 ‘薇M}という考えを提示した。その後、吉崎氏はこの考えにもと

づき擦文農耕論を積極的に展開してきている。これに対して、藤本強氏は、擦文サケ・マス論を主張して

いる。すなわち、 「副次的には原初的農耕、堅果・根菜類の採集、陸獣の狩猟なども行われていたであろ

う。また、全道的にまったく同一形態で生業が行われていたとも思われない。それぞれの地域や集落の環

境条件によって、比重にかかる生業はある程度異なっていたものと考えられる。だが、その中心はサケ・

マスの漁携にあったことは疑いえない。 」縦'5'と主張した。

このような擦文農耕論と擦文サケ・マス論の対立が続くなかで、斎藤傑氏が1987年に擦文文化におい

て鉄製品を受け入れることの意義についてふれた。 「自分たちが造った道具で|今|分たちが必要なだけの獲

物があれば生活が成り立っていた社会が、鉄を受け入れるために、 より以'三の獲物が必要

縦'6}と述べた。つまり、そこでは農耕よりも鉄製品のほうが重要であると主張していた。

になってくる」

しかし問題は、
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吉|崎氏が指摘した「米と金属器の自家生産がない点」が土師器文化とどこがどう異なるのかということに

鍵が隠されているようと思われる。例えば、元慶二年（878年）の‘元慶の乱”前後の出羽岡と渡島蝦夷

の関係は7世紀から9世紀にかけての擦文文化と律令|韮|家の関係を反映している可能性が考えられる。

’二|｣村英重氏の見解によるならば、 「津軽・渡島蝦夷は出羽国司による圧政・収奪からは比較的自由な立

場にあり､この叛乱に加勢する事はしなかった。むしろ逆に出羽阿側に加担し、同じ蝦夷l'1志でありなが

ら、叛乱蝦夷の討伐を申請している。…これを考えた場合､やはり交易の問題を想起せざるを得ない｡」 ；卿7’

ととらえ、そして「このような事は､渡島および津軽蝦夷にとり､出羽|玉|や『王臣諸家」 との交易が両者の

存立基盤になっているだけに､交易の延引は深刻な問題となっていたであろう｡」 ：剛8'という考えを示して

いる。実際、延暦二十一ｲ|莫 （802年）六月二十匹IR官符によるならば、渡島lll易夷の朝貢物は雑皮（クマ

皮．アシカ皮・オヅトセイ皮など）が主で来日の日には「王臣諸家」競って好皮を求めていた。このよう

な関係を通じて、川羽|上lは、渡島蝦夷に食料などを饗給していた。このようなことから中村氏は「渡島蝦

夷の社会（擦文社会･ ･筆者）が交易などを通じて出羽国を'11心とした本州のほうに､食糧の供給をあおくﾞ

社会橘造に変質しており、 自立的な生産基盤を失っている事がよくわかる」 ’”'と結論づけている。では、

考古学的な見地から､はたしてそのようにいえるのかどうか。毛皮に着目しつつ､上記の問題を考えるきっ

かけを考えていきたい。

内陸部と海岸部の生業について

これまで、擦文文化は海岸部の生業と統一されたかたちで論じられることはなかった。したがって、 こ

こでは初期擦文文化の生業のプロトタイプが形成されたと考えられる続縄文時代後半（後北C2式期）の札

幌市K-135遺跡; '20' (内陸部)と余市町フゴツペ洞窟遺跡l2' ' (海岸部)を取り上げ、そのl'hi者の関係について

ふれておくことにする。K-135道跡の第一文化層のⅦc届から 「古い後北C2式土器」 とともに、東北地方

の弥生文化の文物が大量に、 しかもセヅトで発見された。この事実から上野秀一氏は「これらの文物とと

もに農耕技術､そしてイネ科を中心とした栽培種の種子とそれらに関係した雑草の種子も運ばれてきた」 ；階21

と椎諭している。動物遺体は、焚火跡(焼土)から、動物骨全休の約80％を占めるサケ属が出土、その他は、

シカ科を巾心に、烏綱、ネズミ科､イタチ科､クマ科の獣類である。石器の組み合せは、石搬・石錐・ナイ

フ状石器． |｣1形掻器使川痕のある剥片などｲT器群全体のバランスは比較的安定しており､そのなかで円形

掻器は全体の約14%である。だが、第Ⅱ文化層(Ⅲa､Ⅲb層)段階になると動物遺体と石器に次のような変

化が見られてくる。

まず、サケ属が極端に減少し､逆に獣類の比率が多くなる｡次に､石器群の細み合せは、偏りが認められ

小型のl '1形掻器が石器群全体の約43%を占めるようになる。

上野氏は、以上の結果から｢第1文化層段階では、専業的なサケ漁が認められ、その立地がサケ類が遡

上する洲川沿いに移るという事実は、 この段階から擦文文化ないしアイヌ文化に近い生活と立地が始まっ

たということができる。 ・ ・また、後述するように擦文文化では農耕がかなり一般化していたと考えられる

が､K-135遺跡4｣~H地点で兄られるようにその前段階のll孑期にすでにその萌芽があったといえる。 」刷週3’

ととらえた。他方､第1I文化増については、 「サケ類の検|+|量が減り､獣類が増力| |する事実は、 この時期に

おいてサケ漁にあまり依存しない生活パターンがあったことを示すもので、 しかも本遺跡のように河川周

辺の微,司地に立地している理由としては､この段階では､陸獣猟と同時に農耕のウエイトが増してきたこと

も考えられる。 」”!'とした。上野氏の主張は農耕にウエイトがおかね鉄製品の流入との関係において陸

獣猟そして海獣猟を表立って問題にしているわけではないが重要な提起を行ったといえる。

他方､フッゴペ洞窟遺跡においては､後北C2 ･D式土器とともに多量の骨角器一特に鈷頭一が発見されて

いる。この遺跡の特徴は、銘頭の糺|み合せが統縄文文化前半の鈷頭のあり方と大きく異なることである。
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後者においては東北地方の燕形鈷頭、そして「恵山型離頭釿頭」 ；曙5}などの茎櫓式鈷頭が圧倒的に多く、

茎溝式鈷頭は少ない。これに対して、前者においては茎槽式鈷頭が1点のみで、残りは茎溝式鈷頭である。

茎溝式鈷頭は、大塚がいう｢挟入雛頭鈷｣識26'頭で､海獣（トド・オヅトセイ．アシカアザラシ） を捕獲する

道具といわれている。他方、 ここでいう茎槽式鈷頭は、東北地方の燕形鈷頭に相当するもので、マグロ漁

用維27'の道具と推定される｡このことから類推するならば、続縄文文化前半において道南太平洋沿岸から積

丹半島のは日本海沿岸にかけて、隆盛していたマグロ漁が後北C2 ・D式期になると衰退し､海獣狩猟が活

性化した可能性が考えられる。実際に後北C2 ･D式期以降､擦文文化にかけての鈷頭は茎溝式鈷頭一色に

なるのはその事実を反|映している可能性が大きい。

以上のように内陸部と海岸部の遺跡を統一的にとらえてみるならば、内陸部では、農耕．陸獣狩猟（ク

マ・シカなど）そして河川漁労（サケ・マスなど)、海岸部では、沿岸漁労．海獣狩猟（アシカ．オット

セイ）などの生業が行われていたと思われる。農耕とサケ・マス漁が第一次生業とするならば、毛皮を生

産することは第二次生業ということができる。この第二次生業が隆盛する背景には第一次生業が一定程度

安定していくことと無関係ではないと思われる。文献に依拠する研究者は、毛皮の流通過程を主要に取り

上げ､それを毛皮の牛産澗程と統一してとらえることをなおざりにしているといって過言ではない。 もち

ろん、考古学を研究するものも土器に偏りすぎて毛皮のように遺物として残りにくいものにはしりごみを

するのが一般的であるが…。その意味でも動物遺体と漁．狩猟具との関係を考えていくことが大切である。

鉄製品。米と交換される生産物は何か

瀬川拓郎氏は、鉄製品との交換しうる品物を-ﾄ鮭と考えているようである｡誠28'しかし、初期・中期の擦

文文化においては､はたしてそのように言えるのであろうか。

まず大切なことは､鉄製品と交換する生産物がいかなるものなのかということである。その場合に､鉄製

品所有者と鉄製品を欲する側との関係をおくことから考えなければならない。つまり、鉄製品所有者にと

って有用性をもっている生産物が交換性をもつということである｡能動的な役割を果たすのが鉄製IInil所有

者である。鉄製品所有者が、律令匡|家の成員であるとするならば､彼らにとって何がもっとも有用性のあ

る生産物となるのであろうか｡それは律令国家において身分標識となっていた毛皮の可能性が大きく浮か

び上がってくるのである｡もちろん、鉄製品と毛皮の交換は､朝貢という形式をとりながら行われていたの

である。つまり、当初は素性のしらぬものがいっても交換が可能というわけではなく、擦文社会における

"一定の層，が交換の主要な担い手となることを意味する。次に大切なことは、鉄製品の受容は、擦文社

会のなかに、鉄製品を早仁|に取り入れた地域＝先進地域と遅れて取り入れた地域＝後発地域、そして巾間

地帯というように擦文社会の中に‘格差”が生み出されたことが考えられる｡特に､道東地域の初期段階に

おける鉄製品の受容は遅れていたこととも関係して統縄文的な生業形態を色濃く残していたと思われる。

他方、石狩低地帯の初期擦文文化においては鉄製品の受容と農耕を発達させ、 「北海道式古墳｣、を生みだ

すまでに力を蓄えていったものと推測される。

いずれにしても､北海道においては､鉄製I1TT11の自家生産そして稲をつくりえなかったこと、 この鉄製品

と稲の交換のために､毛皮主に海獣の毛皮一を生産しえたことが逆に北海道の歴史に|I音い影を落とし始

めたと筆者は考えるのである。北海道の歴史を語る場合､ある意味で､土器とともに海獣狩猟用の道具（鈷

頭） を問題にしないと始まらない理由はそこにあると思われる。 ボ“’
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Ⅳ、オホーツク文化における生業

オホーツク文化におけるクジラ漁

ところで、サハリンから道北・道東・南千島のオホーツク海沿岸に分布するオホーツク文化は、当初海

獣狩猟文化と言われていたが、礼文町香深井A遺跡の発掘調査以降闇01、大井晴男氏、西本豊弘氏によって、

オホーツク文化は、カロリー計算にもとづいて主要な生業は漁携であると強調されてきたのであった｡し

かし、大井・西本説においては、統縄文文化（＝ススヤ文化） 証3' 'においても漁携は発達していたことか

ら考えると何を持ってススヤ文化とオホーツク文化を区別するのかということが疑問として残る。

筆者は、 この問題にふれたことがある。註32'海の“大型魚"、クジラを捕獲することによって初めて、マ

リタイムアダプテーションを完成させたのがオホーツク文化であると提起した｡続縄文段階では沿岸漁携、

海・陸獣狩猟、植物採集という生業の組み合わせであったのが、オホーツク文化の初期（十和|Il式期）に

なると海獣狩猟からクジラ漁が分化し、沿岸補鯨、沿岸漁携海・陸獣狩猟そして植物採集という組み合

わせをとるようになると考えた｡そのように考える根拠となったのは､香深井A遺跡出土の動物遺体である。

その鯨類遺物を担当した粕谷俊雄氏は、 「本遺跡より出土した鯨骨片はきわめて多数にのぼるが､大部分は

細かく割られており､極の査定にたえるものは少ない｡細割の程度は特に大型鯨にいちじるしい。これは、

下顎骨･顎間骨･上顎骨の一部等の綴密な部分は骨器材料（鋪頭と骨鍬…筆者） に供し、その他の海綿状の

骨格からは脂肪を抽出したことを示すものと思われる｡」 ボ燭3}と述べ、 「香深井A遺跡では､ゴンドウクジラ

属とオキゴンドウの骨は多数の層から出土しているので､積極的に捕獲がおこなわれたと推進できる｡また

本遺跡出土の烏骨製の針入に描かれたゴンドウクジラの図は､種の特徴をきわめて巧みに表現している｡こ

のことは当時の住民が本種をよく知っていた｡すなわち| |常漁獲していたことを示す｡」 ；“)として礼文烏

におけるクジラ漁が積極的に行われていたことを強調した。 もちろん、 ここでは体長5m前後のゴンドウ

についてふれ、体長15m前後のセミクジラ・ザトウクジラ・イワシクジラ・マッコウクジラなどの大型ク

ジラについてふれていないが、それをも想定していることは間違いない。なぜならば、鈴谷貝塚、モヨロ

貝塚、弁天貝塚出土の針入れに捕かれた捕鯨図のクジラ識35'は、大型鯨であるのは確かである。また、初

期オホーツク文化において典型的な鈷頭＝茎槽式鈷頭（前田のいうオホーツクD群）が出現する。この鈷

頭は、擦文文化の鈷頭にはないものでオホーツク文化に固有の鈷頭である。筆者はこれを捕鯨用の鈷頭と

推定している。さらにまた香深井A遺跡魚骨層Ⅱの下底近くに発見された大規模な石積み遺構の性格につ

いてである。それは、円形に配列された8頭分のゴンドウクジラおよびイルカの頭骨を中核にして形成さ

れたもので、 “クジラ祭り”が行われた祭祀跡と考えるべき性格の遺構である。このクジラ祭りは、大井

'1肯男氏のいうように「当||寺の香深井集落をあげての共同労働の結果であり」 誌36'かつ、 「香深井集落の構成

員の、あるいは礼文烏における地域集団の、連帯を確認する共同の祭祀としての意義をになっていた可能

性がある」 縦371といえる。このオホーツク文化におけるクジラ祭りを大井氏は、 「彼等において、経済的な

意味においてではなく、むしろ信仰的・社会的に重要な意味をもっていたのではないかj |; ':38)ととらえた

が、筆者は、 この“クジラ祭り”は、テトラポッチ（＝富の再配分） としての意義をもっていたものと椎

諭している。

オホーツク文化は環H本海沿岸に発達したクジラ漁の“洗礼”を受け、ススヤ文化の段階で培われてい

た海獣・陸獣狩猟、沿岸漁携の技術をベースにクジラ漁を積極的に取り入れることに よって海のあらゆる

獲物を捕獲すること （＝マリタイムアダプテーションの完成形態） 力呵能になったと思われる（

7世紀から9世紀にかけて環'二1本海的に展開された捕鯨についてふれるならば次のようなことがいえる。

第一に「日本晉紀」 （巻第二十）敏達天皇二年（573年）に「八月甲午の朔丁末に、送使難破、還り来

て復命して日さく 『海の裏に鯨魚大きなる有りて、船と幟と擢と遮へ謡ふ。難破等､魚の船呑まむことを
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恐りて、入海ること得ず」 とまうす｡」 ；'翻9' という挿話がある。 「石川・福井県あたりの海岸」に当時、鯨

が回遊していたことを示すものと思われる。そして､鯨は鯨魚（くぢら)、魚（いを） と呼称されていた。

第二に『日本書紀1 (巻第十九）欽明天皇五年(551年）十二月「'一二がつに越国言さく、 「佐渡|鴫の北

の御名部の碕岸に粛慎人有りて、一船船に乗りて沌留る。春夏捕漁して食に充つ｡」 証40'という条がある。

敏達期の挿話から推論するとこの「春夏捕漁して」の捕魚（すなどり） というのは捕鯨のことを指してい

るように思われる。つまり、粛慎（＝払浬聯賜を指している？）が捕鯨を行うために季節的に佐渡に停留

していたと考えられるわけである。

第三に、長崎県壱||皮郡郷ノ浦町の鬼屋窪古墳の壁に揃かれていた捕鯨図である。この古墳からは71H紀

後半の須恵器が出土している。この壁画には鯨に鈷が打ち込まれ､鈷頭につなげられた綱が表現されてい

る。船は帆船で、オホーツク文化の船とは異なることに留意する必要がある。鈷頭は貝島古墳群出土の鉄

製鈷頭に類似したものと思われる。

第PEIに『新唐耆」黒水耽溺伝によると 「払浬はまた大払浬とも称し、開元(713～741) ･天宝(742

～756）年間に八回来て、鯨晴（鯨の眼球の水晶体)、紹鼠皮や白兎の皮を献じた｡」 ；"' 'とある。払浬耽

輻の居住地は明確ではないが、唐に鯨晴を献上していることからするならば、沿海州沿岸地方で鯨漁を生

業としていたことがうかがえる。このことからすると、欽明期の粛慎を払浬昧鞠と結びつけることが必ず

しも荒唐無稽とはいえないであろう。

このように7世紀、 8世紀に越前、西九州、沿海州の日本海沿岸において、クジラ漁が行われたことを

推論してきた。実際秋出城、ウサクマイN遺跡でクジラの骨が出土している。クジラの骨は肋骨が多い

ことから、骨角器の厚材の可能性が高い。しかし、クジラの肉が当時一定の階層の人々の食卓にのぼって

いた可能性も否定できない。例えば、 「古事記」に鴫をとる罠に海の大物クジラがかかったという久米歌

の箇所"2'がある。そして、 「古妻がお薬を欲しかったら、肉の少ないところをへぎ取ってやるがよい。後

で要った妻がお薬を欲しかったら、肉の多いところをへぎとってやるがよい｡」 識43'と歌われている。久米

氏はもともと西南地方の隼人系の出身といわれ彼らは「海人系の海の民」 誰"'といわれている。

毎獣狩猟オホーツク文化における〉

オホーツク文化における海獣狩猟、陸獣狩猟を軽視してはならない。海獣狩猟については、 トド・アシ

オヅトセイ・アザラシの捕獲が重要になる。この捕獲の道具は、北海道の縄文文化伝来の茎溝式鈷頭力

｜た可能性が高い。そして陸獣狩猟についていえば、テン猟が重要となる。つまり、テン皮がが使われて1

律令国家に727年以降渤海によってもたらされてくるのだが、その点については後述する

巻220流鬼伝に「貞観14年(640年）にその王は子の可也余（志）を遣わし、詔皮を（貢ぎ)、『新唐耆』

三訳を更えて来朝した」 ボ'灘5'と記述されている。この流鬼をどの民族にあてるかの論争があるがここでは

しない。7世紀中頃にカムチヤトカ半島からオホーツク海沿岸にかけて住んでいた人々がテン皮を唐にふオ

朝貢していたことがその記述からうかがい知ることができる。例えば、直良信夫氏は、 トコロ・ウトロ

トビニタイ各遺跡発掘の自然遺物について｢鹿の頭骨には殆どなかったが､エゾタヌキ、キタキヅネ、クロ

カワウソなどの頭蓋骨には左右1,lj側のいずれかの一方に必ずといってよいくらいに、穿孔した部分テン

が存する｣註46'といっている。このことは、直良氏が考えているように「宗教儀礼の一つのあらわｵuとと

らえるだけでなく “北方民族”が使用する仕掛け弓によって頭蓋骨が射抜かれたことも想定されるのであ

なお、佐々木史郎氏によれば、 「毛皮動物の場合は、毛皮を痛めないように矢が頭に命中するように仕

る。クロテンの場合は萄遁の上に仕掛けて、垂直に落とすようにいることが多い｡」 :繧"'といわれている。

~プ

。○

掛け

｢|1期オホーツク文化になると、次のようなことからクジラ漁が衰退していくことがうかがえる。立地条

変化（海岸砂丘から海岸段丘上に遺跡が形成)、鈷頭の組み合わせにおいて茎槽式鈷頭が減少し茎溝件の
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式鋪頭に収れんされていく傾向が認められる。このことは、オホーヅク文化において海獣狩猟．農耕に産

業のウエイトを置いていくことと無関係ではない。 I II期の段階になるとオホーツク文化の鈷頭は茎溝式鈷

頭に収れんされていくが、そのあり方は､擦文文化の鈷頭と同じ|ﾉ1容をもつようになる。その意味では、 8

世紀前半以降になるとオホーツク文化も擦文文化も海獣狩猟を積極的に行っていたことがうかがえるので

ある。このことは、律令|茎|家とのテン皮交易がきっかけをなしていると筆者は推諭している。それから、

オホーツク海沿岸の中期オホーツク文化の遺跡に茎槽式鈷頭にとってかわって小形の逆刺式鈷頭が出現し

てくる。この鈷頭は、民族例などを参考にするならば､ラッコ猟の鈷弓の可能性が考えられる。常呂川常

呂川河口遺跡15号竪穴床面からクマの犬歯を素材としたラヅコの彫刻品が出土していること誠48'は､ラヅ

コ猟を行っていたひとつの証拠と思われる。このラヅコ猟によって得られた海虎皮がテン皮とともに出羽

国あるいは黒水秣賜に送られた可能性が考えられるのである。

目梨泊鐵亦出土の金属器、オホーツク文化における金属製品

ところで、巾期オホーツク文化になると道北・迫束のオホーツク文化は'11らかに擦文文化の集団との交

流が色濃く現れてくる。そのひとつの例として枝幸町の'二|梨泊遺跡ﾙ19'があげられる。 ’二|梨泊遺跡におい

ては、刀子、鉄鉾、蕨手刀、直刀、冑銅製帯金具などの金属製品がﾎ'三|当数出土している。オホーツク文化

の初期段階では金属品の出土例は刀子を除くならば擦文文化のそれに比して多くない。 もちろん、十和IH

式期の墓それ自体がほとんど発見されていないのでlIl碓なことはいえないが、住居跡床面出土の遺物の組

み合わせから推し計るとその傾向はうかがえる。さらに擦文文化の鉄製I1n1Iと石器のあり方とオホーツク文

化のそれを対比するならば、後者は、特有のあり方を示す。すなわち、副葬品において中期になっても石

搬が副葬されることである。そして、鉄製品が導入されても石器の組み合わせに大きな変化が現れていな

い。この点については今後の課題として残されている。 ′

ところで、オホーツク文化の中期になるとなぜ、鉄製品、特に蕨手刀が出現してくるのだろうか。そし

て、その供給先はどこに求められるのだろうか。このような問腿は、 ウサクマイN遺跡においてなぜ冨壽

神寶、オホーツク式土器が出土するのか、そして律令国家における ‘毛皮交易”がどういう実態にあった

のかということにつきあたる。

V.律令国家と擦文文化・オホーツク文化との毛皮交易

文献にあらわれたる毛皮

文献史学の研究音の側から律令国家における毛皮交易についてふれる諭稿があるので、それを紹介しつ

つ、 ウサクマイN遺跡の性格についてふれていくことにする。

関'1は、 「渡島蝦夷と毛皮交易」 （佐伯有情編「'二|本古代中世史論考」 1987年） において、次のような

ことを述べている。

一つ目は、 「『来朝」は、一義的には朝廷に来る事であるが、実|際には、朝廷そのものでなくても、地方

で朝廷を具現化している施設、例えば|下l術などやってくることも 『来朝」 とよんでいたのではないか」 と

推論していること。

二つ目は、 「渡島蝦夷は8世紀の初めから出羽阿衛に来朝し」交易を行い、それが頻繁になることにより、

｢私交易の問遜が生じてきた」 らしい。具体的には、百姓との交易により鉄製品と雑皮とを交換し「鉄

(此国家之貨）を入手し、農器に鋳直したこと」がうかがわれること。このような背景のもと、毛皮禁止

令が打ち出されたとのことである。この歴史的事実を念頭に入れていく必要があること。
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三つ目は、出羽国と渡島蝦夷の交易の主要な品目は「『雑皮｣、すなわち多種の皮であったが、なかでも

確実なものにクマ皮があげられる」 と、その他に「葦鹿皮と独汗皮」をあげたことである。前者は、ア

シカ皮と考えること自体問題はない。しかし後者を関口は、 「渡島蝦夷を巾継にしてオホーツク文化人か

らもたらされた犬の毛皮」 と考えた。しかしこの考えが、はたして解釈として妥当なのかどうかという疑

問が残る。四つ目は、毛皮は、 7世紀代には、 「多くが敷物として利用されていた」が、 「八|||紀に入ると

次第に毛皮が身分標識として定着しはじめた」事実を明らかにしたことである。

ここでは、第三点目と第|ﾉLI点'三|について、筆者の意見を述べることにする。

｢独汗皮」と東北地方におけるアシカ・オットセイ猟

関口氏は、 「独汗皮」を犬とした根拠としては「倭名類聚抄」から 「その実体を北方系の犬とみなした」

こと、次に「旧唐耆』の室聿伝に「家畜として、犬・家を飼養して食う。その皮をなめし皮とし、男女と

もそれで衣服を作る」 とあり、そして、 この「ブタとイヌの家畜飼養がオホーツク文化にも認められるこ

とから『独汗皮」は渡島蝦夷を中継としてオホーツク文化人からもたらされた犬の毛皮とみなすことが

できよう」 と結論づけた。

問題は秣暢系の人々が、犬・家の毛皮を衣服として利用していたからといってすぐ、さまオホーツク文化

人も犬・家の毛皮を衣服としていたかという疑問である。オホーツク文化の遺跡において確かにカラフト

ブタ、イヌの骨は出土している。そして、ウサクマイN遺跡でもイノシシとイヌが出土している。その意

味でもイヌの毛皮がオホーツクからもたらされたと考える説は慎重にならざるをえない。

ところで、腱喜式」 （巻二三、民部下）の陸奥・出羽国の交易雑物に関する記述が重要である。葦鹿皮、

独汗皮、砂金、昆布、索昆布、細昆布と記載されているのに対して出羽国では、熊皮、葦鹿皮、独行皮

となっている。陸奥国では熊皮がなく、葦鹿皮、独汗皮、砂金、昆布と続くことから考えるとそれら四

は「当士所出」 羅50'であることを示している。それでは「当上所|Ⅱ」の独杼皮とはどういう皮をさすの

あろうか。

時代は、近世初期であるが、盛岡藩の家老席日記である 『雑耆」にオヅトセイの関係記事が出てくる。

者

で

その記事の中に「沖犬」 という記述がある。これを榎森進氏は「南部地方では、オヅトセイを「沖犬l と

も

な

性

称していたようなので、 「沖犬』 もオヅトセイとした」 ボI:5' 'と述べている。この事実は重要である。なぜ

ら、東北地方におけるアシカ、オヅトセイ猟は、縄文時代早期から近世にかけて連綿と続けられた可能

が高いのである。そのひとつの根拠として、渡辺誠氏がいう 「一王字型離頭鈷頭」 ボ幅21の存在がある。

これが東北地方におけるアシカ、オヅトセイ猟の道具と思われる。 もちろん渡辺氏は束北地方における海

獣狩猟は縄文時代早期、前期が主流で、平安時代以降になって再び出現してくると考えている。註531そし

その平安時代の鈷頭は、大塚和義氏と同じように北海道の「挟入雛頚鈷」が仙台湾まで南下してきた
一
Ｌ

ものと把握している。 ボ'渇4'このような見解の背後には燕形鈷頭の存在がある。本州においては、燕形鈷頭

系譜、分ｲﾛなどの研究が中心となり、茎溝式鈷頭の研究がかなりおろそかにされていたことと無関係では

い。

筆音は東北地方においては縄文早期以来北海道と同じように茎溝式話頭（＝「一王字型離頭鈷頚｣）の

の

な

変遷がたどれると考えている。東北地方においては、縄文後期になり、茎槽式鉗頭としての燕形鈷頭がl1l

してくるが、それ以降も茎溝式鈷頭がﾎlll々とであれ、存在していたと推諭している。東北地方における現

茎溝式鈷頭力 3軽視されていたことと関係して、東北地方における海獣狩猟の問題がエアポケヅトになって

､たことは疑えない。いずれにしても、 「独汗皮」は三陸海岸のオヅトセイ猟によって得られた毛皮をさ

すものと筆者は考える。
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律令国家と渤海との毛皮交易一敷物としての毛皮から衣服としての毛皮へ－

先に述べたように、 7世紀頃の毛皮は主に敷物として利用されていた。 「|｣本書細巻第二、神代下第十

段に「月づからに、海神の宮に至りたまふ。是の時に、卿|I、 ’三|ら迎へて延き入れて、及ち海蛎の皮八重

を鋪設きて、其の上に坐ゑたてまつらしむ」 とある。この海鱸（みち）がアシカの毛皮と注釈されている。

この話は、ある程度当時の貴族の生活の一端を取り入れてつくられたものと思われる。 「古事記」にも同

様のことが書かれている。敷物としては、アシカだけでなく、熊皮・鹿皮などが使用されたことはほぼ間

違いないであろう。その敷物としての毛皮から身分標識としての毛皮一特に衣服としての毛皮一転換して

いくきっかけとなったのが、 727年の渤海の出羽|封への漂着である。

高仁義を将とする使節団は、 727年秋頃、出羽の夷地に漂着したが、その時、高仁義以下十六人は蝦夷

に殺される。しかし、残った八人が4カ月後に平城京に入った。そのとき、使節団が持ってきた「信物」

は、詔皮300張であった。これに対して朝廷は絲紺・綾などの繊維製品を与えた。この詔皮が平安京の貴

族生活を席巻することになる。 「九一九年（延喜十九年)、第三十四回渤海使斐膠が来日したll寺、翌年五月

十二円の豐楽殿における宴席で大使斐膠は襄衣一領を着て出席したところ、 日本の重|ﾘ1親1寺」 ：i"'が、黒

詔の襄衣八枚を重ね着して参列し、斐膠を驚かせたというエピソードがある。八枚自体、誇張している

が、装膠が驚くほどの枚数であったことは事実であろう。このエピソードの裏側には次のことが隠され

ているのではないかと思われる。

まず、第一点目として出羽lflの官吏は使節団の信物＝紹皮を実見していると思われること。第二点目と

しては、 10世紀前半になると紹皮が供給過剰といえるほど貴族の中に出回っていたのではないかと推論

されることである。筆者はこの2点から次のような考えに至った。

上川雄氏が言うように「渤海便がいかに大量の毛皮をもたらしたといっても、数年に一度の使節が小さ

な船で運んでくる毛皮の量は、おのずと限りがあり、宮廷貴族社会のすべての需要をまかないきれるもの

ではない｡」 ‘幅6'といえる。このような限界を克服するものとして、新たに“テンロード”が出羽国によっ

て開拓されたものと思われる。それが、出羽|到と擦文文化人を介したオホーツク文化人との交流ではなか

ったかと推論されるのである。

オホーツク文化期の遺跡では、ほとんどの遺跡でテンの遺体が検出されているのに対して、擦文文化期

の遺跡では、テンの遺体が検lllされる例が極めて少ないのである。ただ、クロテンとエゾクロテンとでは、

皮の色が異なりクロテンのほうが珍重される。ただ、オホーツク文化期の遺跡においてクロテンと|｢1定し

ているものの巾にはエゾクロテンもあるのではないかといわれている。その両者の形態上の区別は、今後

の問題として残されている。

Ⅵ、結び

先に述べたが、 7世紀中頃にすでに唐に流鬼が黒水刷蝿を介して、紹皮を貢いだことが知られている。

727年以降出羽匡|が擦文文化人＝ウサクマイN遺跡を残した人々を介して、オホーツク文化人のテン皮

を入手したことが推諭されるのである。例えば、道東のモヨロ貝塚、 目梨泊遺跡から8世紀代の蕨手刀な

どの鉄製品が多量に出土してくる背景には、擦文文化人とオホーツク人との接解が色濃く反映しているの

ではないかと思われるのである。そして、 また須恵器と冨壽神寶が出土してくるのは、出羽国との交流が

盛んであったことを物語っているのであろう。その意味で、 ウサクマイN遺跡は、毛皮の集荷場としての

意義をもっていたものと筆者は推察している。 （種市幸生）

3()0－



'|え成12年11月に当埋文センターで小松氏が須恵器を実見した際にコメントを頂いた。

畠山三郎太1963ff7月 「オホーツク文化の造形技法弩」 『北海道地方史研究」第48号

オホーツク文化の時1ﾘⅡ火分について、筆者は十叩叩|式期を初期、江ノilWB式、 #[ノ汕A式期を|}lij期、 ifi貝塚式期を! | '期、束多来

ill l式期を後期と考えている。

藤本強1966年3月 「オホーツク土器について」 『考古学雑誌』第51巻4号

菊池徹夫'972年3月「トビニタイニl器僻について」 『常呂」束求大学文学部P453～P454

註1）参照

擦文文化の時期|X分は、大淵忠春氏の考えにもとづく。ただ、前期はilll分して考えた｡いわゆる十勝茂寄式を初期とし、それ以降

を前川とした。

高楠理1995年3)l ｢千歳' |jウサクマイN遺跡出土の鈷先」 『ウサクマイN･ 1卿越7遺跡における考古学的調査』千歳I1丁教育委員会

上記報告沓

｢美々4遺跡(呑口)｣ 1979年8月T美沢川流域の遺跡群1U」北海道教育委員会P347

｢美々8遺跡」 1981年3月 『美沢川流域の遺跡群V」 （財)北海道埋蔵文化財センターP32

鈴木信1994年12月「威信経済としてのﾒｶｼｷ漁｣ 『考古学と信仰』 l'il志社大学弩占学ｼﾘｰｽ1V

(11ｲ)北海趣!'職文化財センター1994年3月 「美々8追跡低湿部」 r美沢川流域の遺跡僻XVI』第2分Ⅲ

埴原和郎、藤本英夫、浅井亨、吉|崎昌一､河野本道、孔丼洋一『シンポジウムアイヌその起脈と文化形成｣ 1972年4月北

大|Xl害刊行会P52

藤本強1982年8月 ｢擦文文化』教育社P18~Pl9

斉藤傑1987年3月 「擦文文化試荊一石附喜三男氏への手紙一」 『北海道考古学節23号J P42～P43

中村英重1989年5川「渡島蝦夷のIW1頁と交易」 『l l 1､代の東北雌史と民族-J I笥科割117 P93～P94

上記荊文
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註17)
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註20）

註21)

註22）

註23）

註24）

註25）

註26）

註27）

註28）

rK35遺跡41､卜|地点、 5丁[|地ﾉ当IJ 1987年1月札||呪巾文化11ｲ調査報告害札|幌I |j教育委員会

符取武光緬1970年6｢l 『フゴッペ洞窟』ニュー・サイエンス社

上野秀-1992年8月 「本州文化の受容と農耕文化の成立」新版『古代の日本』第九巻角川当店P456

上記前文

同上

渡辺誠1973年『縄文時代の漁業」雄| II |"

大塚ｲIIz1966年4月 「挟人離頭銘」 『物質文化7号

註25)にあげた報告書参照

瀬川拓郎1998(f｢擦文文化とサケ・マス生業論」 『考占学ジャーナル』 439 P24瀬川は「9安倍比雑夫遠illiとサケ交易」で

｢比羅夫の遠{1[はいずれもサケ遡上期ではなかったが、北海道のサケ資源の豊かさが交易も|]的とする比羅夫や越圧lの豪族らの

ij意を引くことは当然あり↑¥たと思われる」 という見解を述べている。筆者は、驚きを禁じえなかった。

飛背は、北海道の歴史はある程度まで、 “銘頭史観”で把握することが可能と考えている。その前提的な作業として､雌型鈷頭の

分類を行った。 （｢キテをめぐる諸問迦(前綿)｣ 1998年2H 「列,島の考占学」波辺誠先生還僻記念栗刊行会を参照のこと）

大場利夫、大ﾉ|蜻男編1976年3月 『香深井追跡」上巻、 ｜司下巻1981年211 東大出版会、洲査は、 1968年から1969年、 1971

年から1972年にかけて行われた。オホーヅクの文化におけるトヅプクラスの遺跡である。

オホーツク文化の前段階の文化でサハリンの鈴谷遺跡を標式とする。

｢[1本海とオホーツク文化」 1993年12月北海道'二|本海古文化懇話会I通信」第2号､現時点では､好'二の部分については書き改

める必要を感じている。

粕谷俊雄1981年「香深井A遺跡出土の鯨頻遺物」 『香深井追跡』 ド巻附編3束京大学lll版会

|｢fl上

八|幡一郎1943年8月 「骨製針人」 『占代文化｜ 名取武光1948年「絵ⅢIに現れたオホーツク式文化の船業」 『民族学研究」第13
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註39）
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註42）

託43）
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註45）

註46）

註47）

大井| '尚ﾘj1981年2j] 「Ⅱクジラ祭り」崎深井遺跡I ﾄ巻東京大学lll版会P478

1而l上

|｢1 '二

坂本人邸、家水三郎、北上)'亡貞、大11fi''f校註1995年2jIII=|水害紀(IJLI)｣ ¥|波文庫P22、 P437

収木太郎、家永三郎、ル上光貞、大野晋校註l994｣|212月「'三|*fLf紀（三)」 ¥|波文l'li P282、 P488

1ﾉ11 1 1 1 1今風、 I l l村火造訳注行1971年10ﾉl 『騎馬民族史l」平凡i| : P282、 P488

倉Ⅲ徳司校註1963年1月『1 11-可I記j消波文庫P84、 P246

次l11頁幸校註1980{lil2月『TIT平祀(' | 1)』講談ﾄt学術幻『ド P35～P36

1 , ｢l上P43

菊池俊彦1989年7月「靴墹と流鬼」 『民族接触北の視点から－』六皿川版P255

束京大学文学部'964年3月『オホーツク海沿岸･11 1床半島の遺跡」 ﾄ巻PI81

佐々木史郎2000年6川 「アイヌとその隣人たちの毛皮鰍狩猟一ロシア棚束先仇民族のクロテン川の罠を'1'心として－『アジア遊
学」No． 17、 P51

武IH修1996年31=I 『常H川河l l遺跡(I)』 常,i'｣,川教育委員会P95、 P98

佐藤隆広1994年31I WI|梨11'|辿跡J 枝料111教育委且会

ｲi地の特施物を桁す。

榎森進19991Iz4.月「近llt初19|の北奥社会とオッI､セイ」 漉辺偏火綱「東北の父流山雌lⅡ舎lll版P81～P83

渡辺誠1973年｢繩又ll＃代の漁業｣雄山|#l

渡辺誠1995年9月 「東北地方における一l旦字型(|#l窩式）離頭鋪について」 Iみちのく発掘』 菅Ii(文也先生遮暦記念諭集
|:ll行会P310～P313

註21)文i献P37 「擦文文化は挟人離頭銘を|川i器にともなうそれより一段階前にすでに持っていたと思われることである。そ

れは快人帥頭鉗がいつ、 どこで発生したかという鋪自体の起源問題とともに、擦文文化が火北地方北､|ﾑにまで浸透していたこと

註48）

識49）

証50）

註51）

註52）

証53）

証54）

を|器以外に証IﾘIするfi力なひとつのｲｲ料として提示されるからである」 と述べている

RI55) I: l llill: 1992年6月 I渤海岡の謎j 諦談社新臂P107

註56） ｜｢ilLP|04～PIO5

－302



表實■■■■■■

表1 遺構一覧

遭橘雷号|講雪隼雇
備 考カマド

軸方向

長軸方向短軸(m)

､為
平面形 長軸(m)

剴潔さ胴，
時期

ノ一

1且 置

下場 上場上場

N-27。 ‐E N－72｡ -W隅丸ﾉ‘j形
Ｆ
ｎ
Ｊ

《
ｕ
〕

向
く
』1」2 ３

１

９

２

３

４

ハ

Ｕ

［

ｊ

ｊ

叩

』

４

４

０

０

０

８

９

９

３

３3．98

擦文W|

~擦文!ﾘI
1－3．4．K－3．4IH－02 1 1

N－ 9° ‐ⅥN-85． ‐E'－9． 1〈－9･10.L-9 隅ﾒL災方)〃 5~34 5 18IH 03 1 7

N－ l7。 ‐Ⅵ0.48 N‐ 1 。 ←E隅丸方形 I 58）1 ‘24 3~88 (4．00）擦文期 L 1 () ・ ’ 1lH－04 7， 1 1

Ⅵ

Ⅵ

ｏ
９~~

声

Ｉ

５

~~

Ｎ

Ｎ

Ａ

Ｂ

N-87。 E0．66隅丸長方形 4.96 451 4．30 1~84際文期 ' 1 1 ． 12，K－1 1 ． 12IH－05 1 1

0‘30 E W蔚又期 l､I形？

帆丸長方形

(2．00）(2~28）|"!il l :I 8
擦文期 J IOILK-lO‘ 1 1

~

ハ

○

［

』

ハ

リ

（

Ｕ

~
~

Ｈ

Ｈ N 59｡ -13，70 狸
一
一

2~52 0~431287． 1 1

続繩文期 K 3lH－08
~

~~

N-65。 ‐E隅丸長方形？ 6．38 州
一

0~64擦文Wl l J－15. 16.K－15． 16９

０

０

１

Ｈ

Ｈ

1 1
｜
Ⅶ IWII151年洲街第2号

{唾居跡の氷 洲背部分

0．58 N‐9． －Ⅵ隅丸長方形？擦文期 448‘1－17． 18｣〈－’7． 181 1

N-20。 ⅥK 14.L-13･ 14 1il側丸長方形 (2.93） 0．52 N-63。 ‐E擦文!＃I 1~38） 2~83) (2，40）IH l l 1 1

隅ﾒL長方形 N 79“ ‐l

~N 99。 ‐I

0. ’41 1 擦文1ﾘI i－l2lH－l2
~

IIM丸刀．形？擦文期 0．20IH l3

IP lA

l l | ’4

長!I1IIﾉ|j向は頭位〃|flI

に|1ilじ.マウンドをもつ

長台形 203 1 ．77 0．98 0．68 、民氏
up LJUアイス期 K ’6． 17' 1

fil '1形

ほぼ|工l形

1 ~55 1 .38 ()~83 N－87“ ‐E陳文川 () ~71 () 9(）1 10． 1 1p l6 7

0．97 N-50･ ‐肌~ 17 | 、 14 1 ．02 0．44Ⅵ群d敵191 .I 5lP l7 ’

N－82o －E擦文期 ９

１

５

７

１

０

７

．

膨

腰

ｆ
Ｔ
ｌ
ｊ

＃

１

１

罰

生

月

段

ｒ

炉

爪

‐

ｌ

Ｉ

ｒ

Ｉ 071

1 ．35 0，4（ ().30lP－l9 門
一
隅 ().68 ハRR

Lノ. Lノ、ノ Ｅ

Ｗ

ｕ

ｌ

ア

４

~

Ｎ

Ｎ

().60 ().39
~

ｨ〈iﾘIlP－20

ⅥWﾄc類期 ほぼ| ' |形 0．62 41 0．57
八nn

U，乙乙().44lP 21
~

L－8

Ⅵ群｡卿期 I'l形 ()80 0~76 0~65 O~35 N-33． ‐}0~62lP－22 7． 1 1

ほぼ円形 0~52 N‐2。 ‐E[P 23 1 1 1 不|ﾘI 叩

価

0．47 0．311－12 ( ) .68

’擦文ﾘﾘI 0．65 0．72lp 24 1 1 －1 1
~

ばぱ'1形 | ,00 1-12。 ‐ⅥⅥ群c刷り’ 0．66 () .66 、匡匡
U‘ LJJK l l 108|P－25 1 1

0｣4 N-4｡E？

Ⅲ

形

俳

円

劉

，
巴
Ｉ
ｊ
州
沖
工

〃

雁

川

争

、

アイス期lP－26 0~601 1

４

３１

３

’

ｌ

Ｌ

一Ｋ N-50。 E擦文!W | ,91 0．472~31 | ~31lP－27 ､63’

榛2期 K-15･ 16 ほぼl'1形 ' ’07 N-83。 ‐Ⅵ| ~ 16 () ~89 O~82 0．57lP－28 1 1

() . ’91 擦文期 1 16 ほぼ' 1形？ 0~95 0．67lP－29
~

Ⅵ群｡類叫 ぽぱ' ' 1形

II､1形

隅丸1を〃Ⅱ

1 .08 N-78． ［lP－30 1 ， 1 1 0－81 0~82 0~58’ ' 6

()~54 ハワハ
Lノロ ．－通 9。 ‐WⅥ群d"!l 0，43IP－31 ' 6 ().631 1 () :絆）

擦文期 2，51 1 ．56 0~48 N-57． ‐El ~93 | ､01lp 32 K－l8･ i91 1

IP 331 11 1MMXIM!#II J－5~K-5 1 Wi lH形 | 0.4110.34 02410.221 031 1N-26。 ‐Ⅵ

303－



ご摺仁に

祁鰹

~

（Ｅｕ）扣匝

的？的

①・一

ｍ・一

一・ト

（Ｅｕ）哩幽

ｕ・Ｏ

ＥＬ

⑮。⑪

利く
、

『
～

<○

の・ぬ

（ＥＵ）咽□

的・守一

Ｃ１韓寸・寸一

マ・の一

乖型ヨヤート便

肇全一雲一刺一壱

善含量剰巨 ~
謹全室漫眞

善皇室剰宣

岬廻哩毒詞昌巨

謹婁富河言

謹含室掴旨

ぬう吾君型壱一

．｜弔一当‐一二

当川争汽一一室

判弔五葦

ヨ抑千一Ⅷ『琶一
:砿

』型『一塾

囚型一

｜川千言「壱一

囚’四一

｜℃判菫

1
1

mー
四

ｗＦｍ－

垣哩
巨螢

四一
四P
－
－
d

「四一

四一
四~
四~~

四~
四~
四一

四一
四~

］一
］一

二

ｌ寸○の

躯
|躯

ＮＪ、Ｊ、Ｊ』

ロピロト

、①寸函

寸⑱寸利
謂
專

守の⑱守

函卜苛め

ぬ①因一

寸の因一 寸の因一

唾寸［寸

⑱の一守一

~
⑱の①唖

①つ○の一

⑯①①の

一四○寸

⑱山①寸『
謂
量

弱め弱一一

守（）の、

④○ぬ、

のつ山、

ヌーー タ
ハ

の寸一の

○ｍ○ぬ

のL
O

I
O
一

”①①一

提、守めい

①⑱①”

めｍト、

トト⑭の

、的因め

の。の⑩

寸の四一

守因の、

守寸一四

囚②寺の

一Ｃトの

一マト⑱
冨

一めめ寸一

ＦＣ⑯寸一
醐蜘弄姻

~

腿掛削濡

一一
二
二
二

一一
三
'二

r
～

r
～

【
～

I
～

r
～

二
三

二
一一
二

三
二

二
二

一一
二

三
[
～

【
～

【
～

二
二
＝

二
二

1
－

二
二

ト
二

【
～

l
－
l
r
－

r
～

[
～

【
、

【
～

l
～

1
－

【
～

蝉姻凶細需一叩細叩班国

ｍＣ工一

のＣ工一

師Ｃｌ工一

的Ｃｌ一‐二

寸｛）ｌエー

~
（三ｌ】

唾Ｃｌ工一

のＣ工員

①Ｃｌ工一

C
〉

工

く『ｌｎ二

ｍＣｌ－三

函ｍｌＱ－

守◎ｌ工一

寸Ｃｌ工一

寺Ｃｌ工一

ｍＣｌ－Ｉ三

[
O

く
つ

工亨
ｰ
託

ｍごｌ工一

αＣ〒二

マＣｌ工［

⑭（）ｌ自

的［ｌ】

、ゴコノ『

α戸ｌ〉一

の－１】

叩Ｃｌヨ一一’三

守Ｃヨ

叩Ｃｌヨ

のＣｌヨ

トー】

｝「ｌ〆｜ ｒｌ令ｋ~陣

ｍ－ｌヨ

⑱（）ｌ】

足。】

又…望

~一『司司

トー一

Ｃ－ｌ１－

四○ｌ】

吟Ｃｌ】

いつ】

①Ｃｌ望

コー】

奇Ｃｌ】

マＣｌヨ

寸○
ヨ
ョ

く
う

可Ｃｌ「の

く
つ

柵ｌ粥佃熈輔哩Ｎ僻

の一
齢一

Ｃ一
雪
国
ユ

○三

ⅡＬＰ

の一
”一
幻『
①『
つふ

四一
ト一

L
O

〔
C
[
～
エ

づ
Oう

寸
寸
叩

一
’
○

雨
二

寸
C
］

が
』
○
J
”
②

〆
I
D
L
O
p

“
l
～

【
～

○
ｺ
の

~

ｍ－室

叩
1
0

二
言

＝
＝

唖一’二

の－１｛一

~
の一二

ＯＵ二

ぐぐ臣

Ｏｑｌ二

ｃｃ』』

、Ｊ１山『ご

〆Ｃｌ匡

「ノーｕ「『

ｄｃｌ匡

守寸’二 ~
寺寸ｌ量

寸守Ｉ室

守寸信
二

一一
一“二

一ぬ二

一トーニ

因１日

一’二

一’二

－１二

“二

｡
］｜

＝

ｕこ ぐ
○
J

匡
＝

囚ｌ白

Ｎヨ

因’三

’１国

一ｌ自

一三

一

｜

目

一

｜

白

ー己

ー=

一’三

一室~屋
一三

’三

［ｌ臣

－１雪

一’二

－１雪

一ｌ自
=
＝

＝



’
’

’
’

’
’

帥鑿三Ｅｕ）扣匝

、．Ｃ一

の．⑳函

O
J

r
～

ト・寸

１刈口『Ｊ－

ｃｕ」

一‐ぬ

（ＥＵ）幽幽

ｍ・叩

つ・ト

的・守

｡
］

【
～

”」ト

（ＥＵ）型□

寸昌一

的・隈一

ｏ・の一

○・卜函

『・的一

l
O

I
-

竈型望や一ト侭

篝墾簔エトや

匡寓牢一卜侭

巨樹吻一ト便

一一

三ニレｊ侭

三一〃一しｒ心

潭ニト便

Ｎ四一

巨送

乎一祭し‐

Ⅷ「四一

巨1
．
ﾉ

周
一

匡怪
巨1
.
ノ

窒

巨圭

邑攪一

里砦~
E~

ヨラ童 １ＬｌＩ１Ｉ叫ＩＬ

巨進

盲一畳

ＩｌｒｌＩＩ司山

巨0
9
ノ

1
童

4
三~筐
巨鵯一

臣1
4
ﾉ

1
童

巨送
＝艦

昌一催

巨蜑

百特一

~~~~~~

巨送

四一
室筐

四~
四一
四一
四一
四一

垣哩
皀鵲~
巨置

四一
四一

四一
四~

四一

四一
、~

四~

~
。

ｌのつめ１

吹躯堤

③
_
ロ

ロ
二

罪
寸守叩函

山の⑮一

ｍ守山詞

の一○一

め④つ一

函の罰・一

ｍト⑲品

のト⑱一

いめぬ品

~
の⑲、〔

①⑯のめ

のめのめ

因③めめ

の①⑱画

囚寸叩詞

的めい品

のめめ的

ぬぐ⑯的

⑯ゆめめ

の、のめ

の①⑱品

めト的、

の『いめ

卜の⑱、

ｏｏｕＯ

Ｌく仁亡

的①因め

L
D

I
～

因め

の⑬函、

I
～

o
〉

0
J

○
つ

画一的め

、『めめ

の囚⑲め

一（）Ｃ寸

ト『ぬ的

寺の⑲め

。ＣＯⅦ

ＣｃＬＣ

ｏＯｕｎ

ＬＬＣｒ

ＣＯｕｎ

くＬＣｒ

I
－

L
O

因吊

ぬゆ函吊

Ｃ①蜘品

一ト⑱、

一①めめ

寸寸④③

①つゆ因

マト囚、
3

○①Ｃ寸一

のトのの

画一①一

寸一ぐめ

一一Ｃ中

ｒｒ丘守

一因的一一

~
つふめ『一

寸的一ｍ

ゆ因め⑮

トのの①

的○の①

L
O

の[
～

①

一①“の

④の寸寸一

のト。寸一

めふトの

の④、因一

因④守寸一

①⑬寸苛一

卜⑯守寺一

一○ト⑲

マト寸寸一

寺①ぐず｛

叩躯弄姻

卜自の

腿肘畑濡一叩凶削需・鯉姻

二
二

ト
[
～

r
～

r
～

1
－

【
、

1
－

r
～
ト

1
－

【
～

【
、

[
～

1
－

[
～

[
～

r
～

[
～

1
－

[
～

[
～

【
～

1
－

1
－

f
～

二
二
二

[
～

t
～

[
～

【
～
澤

二
一一

【
～

1
－
ト

【
～
1
－

I
～

r
～

一一
二

一一
【
ー

【
－

I
～

'
一

1
コ

二
【
～

l
～
｜
【
～

1
－

【
～

L
ー

三
二

二
二

[
～

I
～

1
－

一一
一一

一一
＝

r
～

二
二

皇
的ＣＩＴご

ｍｏｌ－ｌ二

史廷
ノ

エ

E
o

C工

めＣ工一

的Ｃｌ工一

のC工

のＣエー

的Ｃｌ工一

的Ｃｌ工一

的Ｃｌ工一

のＣｌ工一

のＣ工』

的Ｃｌ工一

めつ工一

めＣｌ工一

”つｌ工一

のO工

のC工

のＣ工一

めつｌ｝二

的Ｃｌ工弓

のつ－１三

”○工一

のＣｌ工一

のｏ工一

”（）ｌ工一

ｍＣｌ－ｌ二

〔ご工｛

的Ｃｌ工『

、ごｌ工｛

的Ｃｌ〒三

のＣｌ一‐二

ｍ（）ｌ工一

の〔）ｌ工一

的Ｃ工一

のつ工

のＣｌ工一

のＣｌ工一

的Ｃ工一

めつ工一

的Ｃ一二

ｍ○１工一

”Ｃ工一

めつ工一

めつｌ工一

国）工｛

副（）ｌ工一

ｍＣｌ－ｌ二

因Ｃｌ工一

副Ｃｌ工］

因Ｃｌエー

○
J
ぺ

つ
C

工
工

一
一

型）ｌ工一

副Ｃｌ工一

副Ｃ工］

囚○工｛

g
l
g

エ
〒二 副
つ

二〒ｌ

Ｃ工一

守（）ｌ】

寸Ｃｌ】

》Ｃ】

寸○】

又）ｌ】

守Ｃｌ】

ずつ’一

苛○一

のＣ『

奇Ｃ’

守つ’一
細ｌ粥Ｈ暇哩輔哩ｍ鵬

叩
、

糊

C
」

ひ
』
○
J

胃
ー
~

~
~

ー
ー
~
一
~
~
~
~
~

~

司
引

司
剴
寸

~
一

~

弓
引

~
~
~
~

~
~

~

→
諾

マ
一
~
~

〔
Y〕
め

守
一

＝
－
1
ー
~

弓
~
一

一
~

○
】
｡
］
因

へ
1

~
~

弓
ー
一

~
ー

■
－
－
4
一

叩一二函

山一ｌ『二割

四一’二国

ゆ－１｛二凶

の－冒函

叩『１．索一

山｛’一二凶

四一’一二凶

四一’二函

の『’二国

叩－１二区

四一二一函

、『三重

ｍ一一二型

叩一’一二凶

山一室函

四一’一二凶

叩一二雨一

叩一’二雨一

ゆ一ｌ｛二国

の一ｌ昌一序

ｍ－ｌ宮烹 ~
ｍ－ヨマ

四ニヨ

の一一二凶

叩｛’二雨一

ｍ一’一二国

叩「’二区

山一一二型

四［ｌ宮国

ｍ－ｌ二区

ｍ－ｌ｛二唾

里’二国

I
D
~

叩｛’一二凶

ゆ［’一二厘

四一二函

ゆ一ｌ｛｛函 ~ 心一一二型

山一ｌ舅区

の［一二劃

ゆ一’一二凶

の一ｌ｛二国

叩一一二凶

叩『ｌ｛二座

ｍ－ｌ室区

L
O
－＝函

岫一ｌご雨一

の’一二剛

の一二堅 ~
①’一二唾

の室ヨ

O
〕

①’一二五 ~
①’一二塾

①ｌ室函 ~
の’一一雨一

Ｏ’二画

３
①’一二型 ~

の’二国

のｌ皀原一

O
＞

＝[宝

①’二二唾

Ｏ一一函

う
①二雨一

①一二型

ゴ
の一二型

④’一二三

①’一二塁

のＩ室室

①’一二型

Ｏ’一二塾

７

叩剛国
’二型

＝函

二
二

国
屋’



’
|’
l
l

’|
抑撃（Ｅ且扣沌

⑱．①一

Ｃ・的国

｜・めめ

⑳・寸

~

~

（ＥＵ）哩画

’
Ｏ・一

Ｌｒ

~

（Ｅｕ）哩□

Ｃ」ぬ函

ｃ」①園

Ｃ・函一

Ｃ・萄囚

~

~

篝妻彗↓ゲートｊ便

壼河三一ニゾ｜卜侭

雫ヨ雲一芦アート便 ~
壼劉萱ニトや

菫劃菫や－し，侭

｜’

州一午汽一匡一

］川トー昌三手 ~一クュ~■一一』必

｜｜
州「半）川二三

Ⅷ「や一ヨ一三

因ｌ坐一

鋤四一

一弟一例一産一

Ｅ
｜羊君一三一

直
一《や〉州一言一一

詞
一品
、

一~
副ｌ聖一

釦ｌ蝕一

囚ｌ塾一

副’四一

酉君一吋華

し｜醒一

“四一 ~ 囚’四一

因四一

函ｌ型一 ~ 副四一

劇坐一

囚ｌ由一

／’四

」坐

、一一

『恥１Ｊ『

｜Ｉａｌ

「午一型一三

一ｌ空一

~
一半君一二一

垣腿

－１国弓
色

－画一

ｌ空一
~ 型~

ー四一

｜ぬ一

Ⅷ「鍾一

四一
、~

一四一

一四一

’四一

「空一

一聖一

四~
当一

二
二

二
~
~

耽蜘埠一町細弄姻

ｌ望房Ｉ

~
~

合
~

トのｍ一

~
の④切一

C
O
①

く
り
〈
C

⑯
C
O

司
司
ヨ
ョ

つ卜鯰寸

唾ト⑱寸

可の的寸

因め⑱寺

釦のの寺

一一のい

めのト寸

トトＣ寸

つ｝ＣＯ

ぐｒくＬ

（）のｃｃ

寸のＣ④

的寸寸の

ｃ則Ｃｏ ＬくＬＬ

”副いぬ

Ｃ河ｏｏ Ｅ６ＬＬ

心寺画卜 ~
⑦的副ト

つの“ト

司
却
［
O
〈
C
［
～

”
ぬ
O
〕
○
〉

〔
Yつ

と
Y〉

仁
、
】

ざ、】

1
－
ド
ー
α
〕
ぬ

的の①の

的ゆめ↓

Ｃの｛ぬ

｜めめ寸

守寺一ぬ

｜①○④

“ぬ一的

~
－ぬ一”

⑫四一ｍ ~
ぬい一ぬ

唾⑲｜的

ｍ一一國

的トート

ｃや③い

の⑱①的

つ郭一別

唖（）的一

ｗ卜①ト

ｍト⑱、

山のつめ

ｍＣ－⑳

トー一ぬ

⑬一一”

Ｃ“｛ぬ

錘ト｜唾

一ゆ劇隈

トト一品

因、函め

~
トー劇⑱

①印画⑱

可つめ↓

寺○ト因因め

の副劇的

的的劇的

ぬいＮ”

めい一劇
誰
|；

~~~~

『ＣＧ虻

ふめ一ぬ

めめいめ

α・卜
｜

－ぬ一叩

｜③’ぬ

’ぬ一四

凹掛削需

～
[
～
l
－
I
－
I
－

[
～

[
～

I
－
r
～

{
～

〔
～
【
～

1
－

[
～

【
～
I
－
I
I～
’
1
－

[
～

1
－

I
君

r
～

1
－

1
－

【
1
－

1
－

l
－

1
－

I
【
～

1
－

1
－

[～
1
－

I
～

1
－

I
～

1
－

1
－

【
～
[
～

『
～

『
～

1
－

(
～

I
～

1
－

1
～

I
－
r
－
I
－
I
－I
－
I
－

［
～

【
[
～

1
1
－

1
－

1
－

【
～
I
～

1
－

~
ト
ー

1
－

【
～

「
1
－

~

叩凶細濡・鯉廻

的Ｃｌ工一 ~
めＣエー

碇Ｃｌ工一

のつ工一

髄Ｃ工一

的Ｃｌ工’

のＣｌ一二園叩一一二型

のＣｌ一二

のＣｌ一‐二

』
E
つく
v
つ

CC

ー

二二

瞳（）ｌ－ｌ二

的Ｃｌ工一

~
⑭つｌ－ｌ二

的Ｃ一二

師（）工一

、Ｃ工一

碗Ｃｌ｜‐二

めＣｌ一二

ｍＣｌ－二

のＣｌ｜二

やご工’

のつ’一’三

めつｌ工’

的Ｃ一‐二

マＣｌ工一

叩ｏｌ－二

マＣｌ工一

”〔）】
~ いつ】

”（）望

Ｃｌ圭一

的Ｃｌ】 ~ 、Ｃｌ茎

めつｌ望

的Ｃｌｚ

の（）ｌ淫

⑯Ｃｌ】

α（）〉’

トつ１－
~ のＣｌ望

”つ’一

虻Ｃｌ一

αこ⑤Ｃ一

⑪Ｃｌ一

~
①Ｃｌ一

、Ｊ、ノコ

Ｏこ一

①Ｃｌ一 ~
のＣ一

①Ｃｌ一

αＣ一

望）ｌ】

Ｃ－ｌ望

（）’

Ｃ一
αＣｌ一

①Ｃ一

つ一
のＣｌ’

の（）一．

訓釧釧刈１１１別

ｄｃｌｌ

①（）一．

③Ｃｌ一

~
のＣｌ一

の（）’一

~
のＣｌ一

のＣ’

Ｃｌｌ、一

①Ｃｌ一

ａｃ１－

｜岬一幸

~
~

~
醐躯

0
J

公
」

a
』
全
1
○
J

言
、
｣
｜
と
、
1
1く
、
]
’
0
J

季
」

《里
へ面
所

師
…

~
千

胃
Y〕

ご
Y〕

｜
こ
つ
~
~
…
苧

~
~

論
や

r
炉
力

仁
つ

寸
寸

寺
｜
蜀
剖

一
守

守
ー

一

司
式

~
~
~
~
~
~

~
一

寺
一

寸
一

守
マ

~
~
~
~
ー

一

寸
奇

奇
可

司
司
~
一

○
J

~
ー

~

四一’一二三

叩當’一二堅

唾一
、一’一二塁

L
O
L
C
ｍ一三重

山一’一二型

幻｝’一二塁

中－｜｜区

の一’一二型

哩『’一二塁

唖－１冨一型

ｍ一一二型 ~ 山一’一二三

、一’一二型

叩一’一二塁

の－１ニヨ

唾一
唾叩一一二筐

山一ｌ『二塾

め一’一二塁

吟一’一二塾

ぬ一一二三

い一ｌ弓二王

心一一二厘

叩一一二型

唾吟一’’二三

ｍ一一三三

ｍ一一二凶

山一’一二三

④一’二一三

ゆ一一二塁

ゆ一’一二型

叩一一二塁

四一ｌ室重

の一一二塁

I
O
L
O
L
D
L
D

一
－
－
－

｜
｜

ー
ー
一
一

四一一二堅

唾一一二ユ

吟一一二ユ

ゆ一’二三

四一一二三

の『’一二塁

四一
四
日

こ
＝
＝

重
区

ゆ－窒烹

叩一’一二塾

、－１一二型

唾一
唾一
唾山一’一二塾

噛一ｌ二重

ぬ一’’二三

ｍ一’一二至

叩一’一二垂

唄一一二塁

駒画一二凶

め副’一二匡

吹躯国

めべ’二重

ｍ函ｌ弓函

めぺ’一二凶

ｍＮｌ二烹一 ~ 品詞’一一重

く
わ
へ
1

ｴ|エ
一］一誠一

二意一

二両一
’

｜二塁

一二垂
量
量

臣京一

二言一

ニーュ

量|量|量|量
二一献一

’



詞 言 一 ｌ い い

匡 旨
＝

震 三 一 四 四

両 百 一 １ 画 ②

辰 二 一 ” 轡

辰 三 一 い い

寅 言 一 い い

重 ニ ー 隅 ｝

両 言 ［ ｌ い 《 〕

更 二 一 障 幽

天 二 一 い い

匡 二 ｌ 鱒 ⑭~
戸 三 一 ｌ い い

黄 言 一 ｌ い い~
一 型 冒 ｌ い い

函 ニ 坤 幽

函 ｛ 一 い い

璽 二 い い

戸 二 一 ｌ い い

重 二 い い

夷 三 一 ｌ 噴 出~
詞 三 一 ｌ 贋 由

雨 宮 一 ｌ い い

寓 言 一 ｌ い い

更 一 宮 噴 山

｜ 当 一 ｛ ｌ ⑭ Ｃ

声 一 二

両 三 ｛ ’ 四 ○

夷 二 一 四 ○

貢 二 一 ② 。

夷 二 一 い い

貢 二 一 い い

更 二 一 吋 “

詞 一 二 ！ い い

函 一 一 Ｉ 贋 〕

両 二 一 ｌ 凶 〕

重 ニ 学 つ

重
天 二

＝ g
l
9

両 言 一 Ｉ い ○

灰 三 一 “ ○

璽 二 ｌ い つ

亜 目 ’ 四 Ｃ

函 弓 い ○

戻 言 － ② Ｃ

戻 二 ｛ “ ○

国 ニ ー （ ） Ｃ

貢 二 一 四 ○

貢 二 一 い つ

両 三 一 ｌ い ○

両 三 一 ｌ い つ

貢 三 一 い ◎

蘋 壹 一 い ◎

貢 三 一 的 Ｃ

黄 三 一 四 。

震 言 一 ｌ “ ○

四 二 ｌ “ ○

雨 宮 一 ｌ ② Ｃ

《 二 一 ｌ い い

脛 二 一 ’ 四 つ

一 二 ｌ い い

図 酬 伽

言 一 い い

一 室 ｌ い つ

＝ ~

〕 『 坐

‐ ｌ Ｐ Ｌ

一 （ ）
ご

酬 叩 刷 燕 ・ 剴 叫 同 曲

I
や

1
℃

【
心

I
1
℃

【
迄

1
℃

I
C
1
口
1
口

[
。

【
簿
(
℃
画

[
屯

|
口
（
･
1
口

[
画

【
口

l
砦

[,
。

'八
コ
[
。

〔
。

『
ロ

1
℃

[
ロ

【
や
い

【
℃

r迄
【
や

瞳
【
ロ

h
吟

ひ
う

l、
1
℃

[
ロ

【
口

I
蓮

『
。

[
ロ

r
、
､
一

星
や

坐
②

垂
坐

~
ト
ー
筆

ｺｰ
I
Q
1
Q

1
｡

】
O
】

O
~
I

ｰ
ｰ

山
｛
生
W
W
リ
ー

h
し

~

一
←
ー

一

一 エ 。 』

二 一 Ｉ Ｃ Ｌ

工 C ト ー

『 工 （ 墓

一 エ ー （ 瓦

一 工 ｌ 〔 這

一 エ ー Ｃ 揖

二 士 Ｃ 今

一 二 砦 １ コ 』

岸 』 ~ 一 戸 堵 ｒ 時

二 ○ 障
停

一 エ ー Ｃ 坐

｜ 工 Ｃ 心

一 エ ー Ｃ や

一 エ ー ○ 」

ー 工 一 ~
へ
ー

一 工 Ｉ Ｃ 坐

一 エ ー ○ 坐

一 エ ○ 塁

一 エ ー 。 坐

一 エ ー Ｃ 《

二 ~I C 曝怪

一 エ Ｃ 』~
一 エ Ｃ 』

三 ｌ － ｌ Ｃ 今

｜ エ Ｃ 俗

一 工 １ ｃ ｍ

一 エ Ｃ 、

一 三 Ｉ Ｃ の

一 工 Ｉ Ｃ 釦

｜ 工 Ｃ 、~
｜ 工 ｃ ｍ

｜ エ ー 。 《

一 工 Ｃ 」

｜ 工 Ｉ Ｃ 今

｜ エ ｃ 崖

一 エ ー Ｃ 心~
一 エ ○ ｍ

一 工 １ ｃ ｍ

一 工 Ｉ （ 墓

一 エ （ ｘ

工 C ~ト ー

工 <二
）

〔
J1

］ 工 Ｉ （ ） 、

［ 工 Ｉ （ ） 心

一 エ ー Ｃ の

二 坐 ○ ｍ

一 エ ー 。 、

一 エ ー Ｃ ａ

二 ｉ ｌ ｃ ｍ

－ 工 Ｉ （ ） 、

一 エ ー Ｃ 、

二 ｌ － Ｃ ｍ

二 一 ○ ｍ

一 エ （ ） 、

一 エ ｏ 、

一 エ ー （ ） “

一 エ ー ○ ｍ

三 Ｉ － ｌ Ｃ ｍ

一 工 ｃ ｍ

云 ’ 二

六 ｌ ｝ ○

云 云

E ー ー

」 ’ 一 つ

六 二

六 一

剴 叫 梢 珊 晩 苔 醜 叩 一 蹴 蝋 叩 耐 盲

ニ
ー
I

‐
~I

－
J

二
'二

二
J
~
ﾛ

－
1

一
J

言 」

一 一
二
二
二

ニ
ー
』
二
J

←
～
I

－
1

一
h

ニ
ー
1

一 一
一 』

一 」
】'
二
二
巨巨
|巨

二
-
~
1
1
－
J
’
一
J｜

～
~】

－
J
’
一
J

~~
】

－
1

－
－
J

一
』
一
J

星
、
］

二
~】
-
J

一
宮
』

I
~~
』

二
三
三
二

’ 一
一
J
一
J

～
､I

-
J

－
－
』

一
~1

－
－
J
－
1
二
J

＝
’ 一
一 一

二
二

-
-
1

1
-~
』

－
J

～
I

－
－
1
～
1

－
』

い 『 画 の~
唾 司 画 司

《 〕 剖 舎 、

四 二
訓 令 ←

Ｃ Ｊ Ｑ ｐ

Ｌ ｛ 仁 ｃ

い 『 唖 心

“ 『 争 い

い
い
“

～
】
一
J
－
~
I

い
い
“

[、
9
C

Ｄ 刊 Ｑ Ｏ

Ｌ 一 心 仁

四 司 今 の

Q
9

3
茸 旦
I

心

ノ ｊ コ コ

リ ヘ 心 。

⑭ 司 剖 Ｃ

い の い の

ロ つ 一 一

卜 ｉ ／ 粕 悼 悼

岬 ○ 一 い

④ 陣 一 曄
蕊
|§

① “ ｜ 、

｝ 剖 い い

い の 一 《

Ｊ Ｊ １ 頃 Ｊ

い へ ○ 侭

〕 司 切 ｏ

④ 四 つ ①

信 司 ②

噛 一 剖 の

釦 、 の 、

、 一 ｍ 韓

ｍ Ｃ Ｃ 上

〕 『 、 ①

四 一
~J

･
~
I

C弓
1

〕 割 ① 範

～
W

一
~』

堅
~J

q
1
U
1

<
C
“

ｗ 認 印 『

｝ 『 い “

0
1
“

ー
－
~J

C
〕

く
O

“
，
径

、 『 一 心

一 ｍ ① 、

｝ 『 の 今

罰 ゴ 、 Ｊ 弓 副 、 グ

必 一 づ こ

罰 I口 上

U
I ~｡1 －
､』

一 ⑭ の 剖

一 ｍ の ①

一 ｍ い 、

一 め い 」

一 司 令 ⑭

↑ 乱 心 画

｝ 『 、 一

岸 一 心 《

一 一 ハ ー ー

一 一 い の

’ 一 四 ⑭

｜ ］ い の

一 」 心 “

一 ｍ い 一

一 一 ｍ ’

三 心 ◎

催 い 『

陰
陰
0
ｺ
~
八
一

膓
陰
O〕 ｢ロ

〕 一 一

一 ① 、

』 、 Ｉ 、 ノ

ー ． ロ ロ

－ ぬ
一 ○

’ 四 ○ 剖 Ｉ

ロ
~

叶 ４ ご 察 雷 雲

計 ４ 一 八 雲 濤 菫

卦 ４ 一 ん 奏 濤 室

卦 ４ 一 心 奏 窯 菫~
計 ４ 一 九 襄 窯 妻

卦 ４ 一 心 雲 霞 奉 一~
卦 ４ ｜ 〈 雲 壼 票 一

惨
苦 ４ － 《 “ 奏 壼 里

卦 ４ ’ ん ~ 套 津 雲~
計 ４ 一 丸 襄 濤 雲

洲
卦 ４ － も 雲 壼 顕 一

卦 ４ 一 九 奏 宮 妻

計 ４ 一 心 套 寓 室

守 剣 一 公 ~ 雲 室 柔 一

卦 ‐ 利 一 “ 垂 奉 豈 扇 雪

可 ‐ 剣 一 二 舞 室 齢 圭 一

一 割 一 ｜ い 《 抑 津 ． ｜ Ｌ ‐~
計 ４ － 《 盧 筐 雲

可 ユ 《 妻 雷 雲

蜀 一 基 空 ’

一 三 一 基 龍 一

一 三 庁 一 単 一

『 『 一 ~ 宮 ~ Ｐ ~ 胃 ． ■

壼 晏 」 い － 斗 一

一 三 一 基 聖 叩 一 ↓

言 一 」 い 一 弛 一

罰 冨 も一
七

一 コ 一 基 出 ’１

ヨ 一 一 基 出 ｜‐

一 ヨ ー ー 基 圭 ’

一 三 ｜ い 一 空 ’

壹 佇 毎 岸

一 三 斤 一 弛 些 択

一 ヨ 庁 一 単 一 訓

壼 佇 毎 片

姜 一 岸 尋 診 』

＝ ＝ こ こ

雪 － １ 斤 一 能 一

一 三 一 Ｍ 一 聖 一

三 エ 斤 一 圭 一

壷 岸 ユ ・ ’

雪 一 一 い ｛ 生 一

閣 岸 二 咽

謹 一 童

職 」 一 三~
髭 匡 踵

憩 片 三 唾

蔭 一 二 蕊

蔵 三 重

田
一 顕 一

一 睡 画

一 画 ｌ 岬

一 ｍ １ ｍ

一 顧 い

異 三
｜ ~

~ ~ ~ ~

一 二 打 ’ 二 一

ニ ハ ヨ ー

一 抱 雲 諄 雲

一 冷 毒 雲 芸

~、 ｰ
。 ‐ ｌ Ⅱ Ｊ Ｉ Ｌ

芳 三
一 唾

六 三
一 ｍ

一 国
一 顧

｜ ア
~配
~国

一 罰
一 顧

口 噸 含 ヨ ）

一 ① ． 、

動 ・ 塗

、 ， つ

一 ｍ ． 的

一 ② ． 。

阿 煎 （ Ｑ 三

<
C

cA
．

訓 ． 鈴

Ｊ ， 、

の ． 、

別 糾 青 ョ ）

（ の ． ① ）

、 ． 、

ト ー 吟
停

、 ． ②

刀 Ｏ

こ り く

弄 霊 キ ヌ ご ご

蕪 咄

’



両 三 一 ｌ い ○

震 三 一 ｌ 《 〕 Ｃ

匡 冒 ｌ ⑭ Ｃ

更 三 一 ｌ い つ~
雨 宮 ｛ ｌ い ○

|雪’ 画
三
一

画 言 － （ ｗ Ｃ

詞 二 一 ｌ い ○

胃 コ ニ

マ ザ ー 』 』

両 三 一 Ｉ

両 三 一 ｌ い ①

函 二 四 ◎

函 E
二

両 三 一 い つ

両 二 一 ｌ い つ

｜ 当 二 ｌ 望 ）

戻 言 一 ｌ 賀 ）

雪 一 一

貢 二 一

両 三 ］ い つ

両 二 一 い つ

璽 二 い つ

画 三 一 〈 ｗ Ｃ

両 三 ｛ ｌ い ○

函 二 ｌ ② Ｃ

雨 宮 一 ’ 四 ○

函 三 目 １ ⑭ Ｃ

詞 一 二 い つ

望
た

＝
＝

い
い

c
c

国 ＝ “ ○

函
函

＝
＝

9
l
g

一 空 二

函 ニ ー 四 Ｃ

函 三 一 ｌ 望 ）~
函 一 一 （ 窟 ）

画 三 一 ｌ い つ

厘 二 ｌ い ◎

詞 二 一 ｌ い ○

両 言 一 ぬ （ ）

函 ＝ “ ‐

園 一 胃 い ○
四 Ｃ

陶 言 ］ ｌ ⑬ （ ｝

童
画

ニ
ー
ニ
ー

g
g

詞 二 一 ｌ い ○

函 二

｜ 刈 二 － （ 〕 ◎

｜ 隈 三 一 望 ）

火
亜

＝
＝

ー ⑭
賀

○
ト
ー
ノ

夷 二 一 ’ 四 ○

睾 室 い ◎

霜 三 一 い つ

辰 三 一 い つ

塵 ニ ー “ ○

璽 室 ｌ い ○

｜ 当 二 四 つ

函 室 ’ 四 ○

両 言 一

函 ﾋニ
闇 三 一 ｌ ② Ｃ

』 ［ 一 Ｉ ⑭ Ｃ

二 一 ｌ ⑭ Ｃ

図 酬 叩 酬 叩 一 肺 蔬 ・ 艶 叫 図 鹸

一 （ ）
ろ

一 （ ）

g
g

） 。
る

〕 ○
二

煙
p
l
<
C

②
E
p

白
C

（
○

一 一
p

<
p

<
C
〔
C
⑫
p
煙

C
p

P
<
C
①

く
○
”
⑫
、

“
、
“
“
“
“
、

“
“
“

“
エ

－
J
－
J

一
J

一
~I

－
J

皇
~】

~
』

－
F

へ
）

一
J

~､
』
－
J

－
－
J

~

ニ
ー
1

～
母
一
j
’
一
J

~

～
』

-,
J
一
J
－
J

－
J

一
~'

－
1
’
二
~
1

の
一
~』

~
~

＝
~』

0
1

三 Ｉ － Ｃ ｍ の も ］ ○

｜ Ｔ － ｌ ニ グ

』 垂 ~ Ｐ Ｆ 員 夕 ４ 、

一 エ ○ ｍ

一 頭 Ｉ Ｃ 、

二 － １ ｃ ｍ

二 一 Ｉ Ｃ 、

二 ｝ Ｉ Ｃ の~
一 工 ｃ ｍ

一 工 ’ ○ ｍ

一 工 Ｉ Ｃ 、

二 ’ ’ 一 ’ ○ ｍ

一 工 Ｉ （ ） 印

－ 工 － つ 、

二 ， － １ ｃ ｍ

｜ 工 － ｃ ｍ

［ エ ー （ ） ⑳

二 ｌ － ｌ ｏ ｍ

一 工 － ｃ ｍ

『 当 ~ 『 、 〆 可 ’

一 〒 ｌ ｌ ｌ ｌ Ｔ Ｊ

房 』 ~ 陣 〆 蛤 伊 」

二 － ｌ Ｃ ｍ

三 一 ○ ｍ

｜ 工 Ｉ Ｃ 、

一 エ Ｃ 、

二 一 Ｉ Ｃ 、

二 ‐ － １ ｃ ｍ

叫 画 寺 、 ノ Ｔ Ｉ

」 一 一 こ ○

一 エ ー 。 、

二 ‐ － １ ｃ ｍ

一 エ ー Ｃ 、

』 ’ 一 い

」 一 麹

」 ’ 一 画

二 － － 〔 ） 印

二
二

一 c
c

<
_
r
I
m

一 エ ー ○ ｍ

－ 工 － ｃ ｍ

一 エ Ｃ 、

二 ‐ － （ ） 、

二 － １ ｃ ｍ

六 ｌ 巨

六 ’ 一 ○

六 １ 二 つ

二 － １ つ 、

二 一 Ｉ Ｃ 、

二 Ｉ － Ｃ ｍ

－ 工 ｃ ｍ

｜ 工 ｃ ｍ

｜ 工 つ 、

一 工 ｃ ｍ

一 工 ’ ○ ｍ

’ 一 吋

’ 一 岬

一 一 唖

一 ’ 一 四~
－ 」 的

一 ’ 一 岬

● 一 ｌ － Ｃ

一 Ｌ ｌ Ｃ Ｌ
Z

六 一

｜ エ ー 。 ⑳

一 工 １ ｃ ｍ

一 エ ー Ｃ 蛭

一 エ 〔 ） 錘

－ １ － 岬

｜ ｌ ｜ 唾

六 ｌ － ｃ

ニ ー Ｉ Ｃ 《

三 － ｃ ｍ

’ ’ 一 四

｜ ｌ 一 博

二 － ｃ ｍ

陛 岡 肘 阿 ｌ 庁 剛 菩 酬 叩 一 畝 蝋 巾 一 耐 白

二
｜ ］
一 一

二
一 一

二
二

三
二

二
二
二
二
卜
』

二
三

」 」
二

二
三

一 一
二
'
三
一 一

～
~1
－
J
－
1

－
－
J

こ
一
､』

二
二

ニ
ト
】
卜
1

」 一
一 ｝

三
一
J

-
J

-
J
一
J

-
~
1
へ
1

一 一
一
～
」

へ
』

－
、
I

～
1

一
=』
｜
ヘ
』

一 一
一 一

＝
~1

昆
刈

＝
1

二
｝ 」

二
二
’ 一

二
＝

＝
－
訓
’

一
~’

二
~』

一
一
J

一
一
J

二
-
J

一
~』

一 空 の い い

一 今 切 ① の

一 ト ー ． 、 。 、

｜ 李 餉 ○ 割

一 今 、 Ｃ の

妙 切 Ｃ “

幽 印 つ い

② 今 の ④

、 『 心 上~
（ 〕 今 の 一

、 司 令 ⑭

刀 剤 陰 口

〆 始 も ~ 戸 ト ー

ｎ ４ ｏ １

Ｌ － ｃ ｛

Ｔ Ｏ Ｉ 判 、 Ｊ ■ ソ

。 ｛ い い

． ３ ３ Ｊ

心 Ｏ Ｇ 一

画 ⑦ ］ 的

『 ｊ 、 Ｊ 一 ？ 守

心 Ｏ 」 一

〕 ⑳ 一 一

〕 の ○ ℃

〕 の ○ ｍ

唾 Ｃ い 、

① 一 ℃ （ ）

一 ｍ ｜ つ

① ｝ “ 、

の い め 、

① 陣 剖 、

ｐ ロ 到 刀ｆ ｒ － く

の 【
ロ

ー
～
I

⑫ 蝿 の ①

の 画 一 一

④ 一 ④ 一

〕 心 ① 砲~
〕 」 ＠ ｍ

四 ○ ｍ （

の 一 割 岬

令 一 ① の

｝ 、 ｃ ｃ

曄 二 峰 の

岬 Ｃ 障 一

い Ｃ 、 今

④ 四 ○ 一

一 ｍ 卿 今
量|
冒

切 四 の 、

の い の 画

の い 『 ｃ

ｃ 坤 司 心

＠ 画 の 一

一 ｍ Ｃ “

、 い ゃ 曇~
① い ① ⑭

一 心 九 ○

時 戸 」 ｒ 」 戸 菖

“ “ 司 砲

一 ｍ 〔 ） 」

口 剖 ｐ ｐＦ － ｒ く

画 、 ② 。

[
口

U毛
1

【
ロ

“

津 い 、 “

い い ⑭ 司

印 、 の 『

“ の 、 一

捨 一 ④ つ

一 “ ① 画

一 幸 Ｃ 坤

』 、 岬 の

一 一 の ②

」 一 《 ’

一 （ ） い “

① 辛 い

Ｊ Ｊ １

ｃ － Ｏ

い 、
』 毎

ｌ ⑭ ○ ｍ Ｉ

窪
ご

動
庁

伝
す

~

0
－

卦 イ ー ム 襄 淳 主

計 利 一 企 ~ 雲 濤 襄~
卦 甜 一 九 簔 濤 聖

計 ４ － 公 喜 底 牢

一 画 一 触~
篁 唇 雲 琴 索

妻 二 塁 艶 一

芸 一 一 い 一 龍 一~
言 匡 匙 咄 咄 一

一 三 」 呈 聖 一

ニ ヨ 」 農 咄 一

三 一 」 呈 坐 ″ ｈ 庁

壷 扁 毎 一

一 雪 一 墓 地 ｜~
一 ヨ ー い 一 龍 一

言 一 一 基 地 ’

毒 － － 塁 強 ｈ ’

壹 片 ニ 出 川 一

三 ｛ 呈 出 一

毒 － 斤 一 斗 ］

三 三 篭 片

学 ヨ ー ’ 一 十 ？ ‐ 〒

』 岳 Ｅ ｌ 』 ‐ ｌ 一 理 ~ ｌ ト ー

謹 匡 面

二 三 一 基 龍 一

一 二 ｜ 基 竜 ’

害 ご 皇 龍 」

蝉 ト ー 」 『 理

薩 片 一 道

崖 － ぬ 罰

一 三 斤 一 地 一

壼 片 １ ． 」

一 三 一 里 山 一

一 三 斤 《 出 川 一

姜 一 斤 一 竜 」

磁 片 二 劃

琴 一 ｜ い 一 咄 一

一 罰~
苛 犀 ニ ニ 塾

姜 一 ｜ 基 地 」

陣|
誉

壹 片 １ ． ｜~
害 二 詮 弛 」

妄 一 一 塁 艶 一恥

一 陣 一 』 一 画

~
一 潭 一 い 二 理

藍 片 二 尋

頭
銅

顕

一 ｍ 。
田 ｢、
9

~国 ~
一 陣 一

一 一
一 願

二 二
‘

三
V

~、
＝

~国
~、
ー 、
~“

~国
一 m

一 瞬
一 団

三
一 唾

ー 田
一 詞

一 ｍ
~記

； ］

斗 川 Ｒ

一 一 ↓ 、 一

口 繭 （ ｎ ョ ） 二 馴 繭 （ ｎ ョ ）

コ フ 。

心 ○ ． 心

』 ④ ・ 司

画 令 ． “

訓 糾 （ ｎ ョ ） 一 諭 咄

一 一 Ｃ 刀 一

戸 岸 Ｆ 、 。 Ｐ 」 』

画 、 ‐ 、

（ に Ｃ ・ “ ）

（ 画 令 ． 割

’

詞
園
｜ 隅

’

~

~
~

｜ の ’

’
’

~

’

砂 Ｃ
⑭ （ ）

ｌ 酌 つ

雷
号
吏



’

’
‐

帥鑿（ＥＵ）扣匝

~

、『、１ｕ１Ⅵ

一一ｃｃ

囚・寸吊
’

－

（ＥＵ）哩価二（ＥＵ）靭口

~

の・寸劇

つ↑つめ

~

~

制造司華

当℃斗菫

唾二一鯉

区
苣

信
二1

,

蜜
（

踵三判認

障二卦郵

睦壹一司騨

菖二認

茎騨

達二熱

１斗ｌ~、》４１『’一ユミ

ーー“十一’一》二

睡室州一罫↑

睡二１－蕊

闇
ニ
ニ調…

陸~ 目1
寺
J

“

庵
冨
二~
1
1

ー
引

認

一千言「壱華

℃二篝

国事一認

一千一当ヨニ

灌二卦騨

｜弟買｜巷弄

’千一州「菫一

一手汽二二

弟君一廷一

三二蕊

＝三浬

ぬ~
空~

、一
由一

四一
ゴ

巴
|巴

四ﾄ
ー
ヨ

、~
鯉~
餡~
四F
＝

型~
雪~

国~
酉~

巴|望
串一一

画~
憩一
四一

命一一

四一
四一

四一
且皿

由一
由~

四一
国~
里
巴
|望

、｛一
自

四~
墾一
四~
由~~

］一
四一

畠畠
二

面

ｌの○的Ｉ

叩班堤

二
口

_
ロ

（
~

＝
二

_
口

氏〆、１幸、ノー山

ウピ○○

（）の寸因

めい寸囚

Ｃ○ぬ唖

のつい因

lC
”

○
つ

L
O
L
C

O
］
0
J

。ｕ○剛 〆尾行」・ＬＦ

寸の寺⑯

寸ト剰一

①⑭画一

①⑱函一

つつ一一

⑱Ｃ因因一

寸一⑱寸

ｍ、①

暉劉（二

ゆめ勾二

『ｊＪＪ

「いば○

Ｃ叩函勾一

心つ印の一

７『フ

Ｏ－ｕ

守①一因

O
〕
C

L
O
①

○
つ

気
引
司
引

的副卜勾

②一ト的

⑱因ト｛

的寸の品

トＣ｛一

①寸函因一

卜寸劇囚一

の寸剰剥一

寸の寸劇

ゆめの、

I
～

い
』

隙

一a
J

l
O

a
J

めい的一

つめの｛

劇的の、

のめのめ

⑱叩④一

のめのめ

守の寸ｍ一

一ｍ副一

一ｃｍ一

一○○『

いＬｆＬ戸国｝

の函の、

一の函画一

~
つゅ⑱の

ｍ寸・守一

ｏＯｏｕ

ＬＣＬこ

の一の函

劇的Ｃ一

一一一①

⑱めい、

Ｃｕ○℃

Ｆ渇戸」声‐隠伊】

○ぬつい一

｜Ｃｌ・一

Ｊ７Ｊ３

ピグピ〆

叩”ゆめ ~
寸的いめ

の⑯叩｛

膿めぬ的

、｜唾、

的一ｍ《

一のＣ品

苛一叩、

｜①的寺

一千》串｝》

罰の心一

｝利ト”

寺1
－

｡
］

唯畑辱姻腿叶佃濡叩凶細濡・蝉姻

二
［一

二
'
二

二
二

二
二

二
一一
二
二
二

二
二

三
二
三
二
|
＝

二
二
~~

三
二

＝
二

二
［一

二
＝

二
二

一一
二

二
三二

三
二
二
二

二
二
＝

二
二

'二
二

二
二

1
－

二
二

二
二

二
'
三

1
－

1
－

二
二

＝
三
二

二
三

二
二

二
＝

二
二

二

1
L
D
L
O

C
C

エ
ー
下二

のＣｌ工一

ゆＣｌ工一

唖Ｃヱー

のＣ工一

吟Ｃｌ工一

叩Ｃｌ工一

叩Ｃｌ一二

四つ工一

、（）工｛

ゆＣｌ－二

叩ｃｌ工一

いつ’一．‐三

叩Ｃ工一

、Ｃｌ工一

ｍ（）工］

、つ工一

ゆＣｌ王一

、Ｃ工’

弱つｌ工』

寺Ｃｌ一’二

、Ｃ工一

いつｌ工一

』
の○工一

ｍ（）ｌ工一

ｍＣｌ工’

いつｌ工一

四つ二一

E
D

型

ロ
ブ

。
■
－
ゴ

:望

ｍ－ｌ】

ｍ－雲

く
つ

:望

Ｃ－、一

の一ｌヨ

的－１ヨ

め一ｌヨ

的一ｌ望

的一望

め－１】

の『ｌ】

C、
1

－
－
q

ヱ

α
つ
め

－
国

茎
舎
=

の一ｌ望

〆
）

?
＝
－
‐

望

“－、一

Ｎ－ｌｚ

醐一ｌ望

副－】

利一望

到一ｌ】

醐一】

鋤［ｌ】

Ｎ－ヱ

副－】

Ｎ－ｌ軍

E、
J

望

因－】

Ｎ－Ｉヨ

“－１’

蜘一’

~~~~

ｃ－ｌ

到一’一

“一’一

副－１－》

勾一一

函『
利『１’

勾一’一

因一’一

叩駆

Ｃ一
Ｃ一
つ一

Ｃ一
三

Ｃ一
○一
○一

（）’

（）
つ一
ｏ一
○一

（）’

○一
Ｃ一
。－

○一

〔）一

（）
一一

二
○一
ｏ一
Ｃ一

つ一
つ一
Ｃ

（）
○一
Ｃ一
Ｃｌ

二
二

二
つ一

二
一一

二
＝
＝

＝
二
一｛

二
二

二
二

○一
Ｃ一
つ一
つ一

二
三

二
二
三

①
の

ゴ
ン
~

｡
｡
〕

二
O
〉

O吾
、
~

~

、
の
罰

．~

○ぬ一二型

つめ二意一

○の宮京一

つめ一二

つめｌ｛三

○の一二

Ｃの一二型

Ｃｍｌ宮尿一

○ぬ一二三

Ｃ②一二塁

つめ’一二型

Ｃｍｌ｛二厘

つめ’二重

Ｃ的一二垂

（扇罠戻一

（）韓’二罰一

○の’一二里

一③’一一重

一の一二塾

扇》ｌ｛一函

雨〉’一一国

つめ’一二三

○め１二国

○的ｌ旨匡

Ｃめ一二塁

○の一二三

（）ぬ一二塾

Ｃ的’一二型

つめＩ室区

承
一一

つめ一二三

つめ一二

Ｃｍ－ｌ自一函

一めｌ｛一国

｛ぬ’一二凶

一の一二塁

一め一二塁

~

一ｍ’一二凶

扇
扇

~
＝

区
区

［的ｌ二重

○的’一二

Ｃｍｌ一二唾

Ｃ的一二型

（）ぬ’一二型

つめ一二ユ

つめ’一二塁

（扇ｌ二軍

つめ一二垂

つめ一二雲

つめ’一二塁

○ぬ二訶一

｜の’一二

一のｌ二軍

宗
房三陸
1

一駒ｌ二重

宗
つめｌ［ニエ

つめ’一二唾

（）の’一二画 ~ つの’二戸一

つめ一二垂

Ｃの’一一函

つめｌ室両一

（易’一二型

つめ’一二塁

○ぬ一二刺一

○の’一二塁

Ｃｍ一二型

醐細国
:
二

画

一二塁

’一京一

’一一三

二一塁

二雨一



’
’

抑哩（ＥＵ）扣他

⑦L
O

C
J

宝）・トー）

○・ｍ二

（①・ト）

②・ト

~

（ＥＵ）哩価二（ＥＵ）蝋□

つ・ぬ
頁
|爵

~

可・の、 ~~~

叩・嗣劉

E

壼雲一善“ヤート侯

壼雲華ニトや ~ 室劃豈〉Ｆ媚

｜浄電三等華ヤート便

’
玉
|鳶
|鳶
胃

：…
種一蜘睾蕊

廷一劃二罫

陣Ｆ向山山崖

逵一因叫一郵坐

注一剰二詞↑

一弟顎一一三

蓮一画］蕊

茎C
J

蕊

●、’千）帆一三一

］羊汽「二一

‐一半雲一竜一

~
厘勾１－蕊

陸二．一蕊

｜半一刈一三一

童二二蕊

唾二引蕊

逵二『認

迂二・・一罫牽

逵一言一郵手

蓉一雫一詞↑
韮
|王

廷二認

達三認

画一「一謹

直
種二二罫↑

一手君三三

’千豈一菫一

層
匡」｜〉一一

､乞
冨

二冨
認
＝
←

迂一劉祁一翌

｜・羊一二三一

セヨニ
ニ
ー

昂
垂

筈昌
烈
画
一

7穿
置

~ 目
弐､
ｰ

菖二認

隆一豈一罫や

琶二・・一週

腱ＦＦＦ隠

涯二当蕊

一弔君一琶一

｜・や君｜喜一

｜予言「菫一

｜川弟君一一三

｜垢三一三一

垣凹叩組埋

’四一
里
|望

［｛一一坪云一

一筐￥、一

望
|巴

四｛
巴
|里

｜鍾一

四一

＝
＝

＝
'

ぞ
二

童
|罰
|量
|恩

つ一℃ｌ ｒＬ戸行』

扇
弓

_
C

_
ロ
二

_
C

二
口
~

幻
C

~

二
~

~

の垂の副

~
一℃①印

“一寸一

唾一寸一

~
ｍ一寸一

唾一寸一

①一寸寸

幻一マ寺

I
～

一一寺

めいＣ函 ~
勾劉寸寸

「ず、‐グ「Ｊ

ｃＯｕ

つめ足

誰
|胃

いつ鈍寸

唾一トー

トＣ勾寸

いつ醐寸

一守一ゆ

~
めいめめ

Ⅵ。Ｃ Ｅごく

幻的④

命ｃｃ くＬく

の守○一

”ト画一

｜一寸一

ふぬ｛

卜園Ｃ一

I
－
C
弓

”
“

a
j
c
J

（》「一炉ゴー

ⅡＬ〆兇行‐ロ戸

“一寸一

因①“’

ト吟釦①一寸一

囚劉寸一

的のマ副

劇①寸函

①の寸函

の①守囚

の一心劇

Ｃ印の蜘

｜割壱一

の守①べ

唖つ守一

叩畑弄廻腿叶細聰

②一寸一

副Ｃの的

dへ
トｃｃ、

３３』

○ピー

的一ｍ’

的○ぬ寸一

三寸一乱

ずつ叩副

碑的一Ｎ

②めつ一

唾迄言一

~
寸①》一

釦①⑯寸一

の⑱つ一

Ｃの○一

師の寸一

ｃｃト

二句
一
~

）蜘苛『

一的寸勾

一Ｎ○四寸一

卜’四一

一唾一一

一℃寸一

一切Ｃｕ

〕行・ｌＬ戸や

1
－

京

二
二
二

一一
二

二
三
二
二

二
三

二
二
二
一一

二二
二
'
二

二
二

二
二
二

二
二
二

二
'二

一一
二

二
二

二
二

二
二

二
二
'
二

二
三

一一
1
－

1
－

1,～
1
,
-

二
二

[
～

二
二

二
二
二
'
三
二
二

二
'
二

二
二

二
二

二
二

二
二

二
二

【
～

二
二

1
－

叩凶細需・鯉姻一町細一硴紺図

唾Ｃ一二

唾Ｃｌ一二

唾（）一二

いつ’一‐二

ゆＣ工一

いつ工一 ~
のＣＩ－ｌ二

唖Ｃｌ工一

叩Ｃｌ工一

いつ’二一

ｍｏエー

』
唖Ｃｌ一・二

二ｌ工一

~
のＣｌ｜三

蜜）一ｉ二

的つｌ工一 ~
的Ｃｌ工一

唾ｃｌｌ二

唾Ｃ工一

いつ一二

四○ｌ工一

いつｌ工一 ~
の（）ヱー

唾（）工一

いつ一三

L
C

こ
＞

工

四○ｌ工一

のＣｌ一二

~
、Ｃｌ〒二

ｍＣｌ－－｛

~
ぬＣｌ工一

叩つ１－二

ｍｏｌｌ‐、二

マつｌ工一

L
C

l
O

C
C

~ ~
’

二
二

唖Ｃ一二

いつｌ工’

ぬＣｌ工一

いつ一’二

叩（）二一

哩Ｃ二一

のＣｌ｜三

四Ｃｉエー

ｍ（）ｌ工一

L
D

C工

トＣｌ工一

いつｌ工一

四Ｃ工’

、Ｃｌ一二

叩Ｃｌ〒三

叩Ｃ二一

ｍ○ｌエー

卜Ｃ二’

トつエー

ト（）｜，ニ

ト（）一ｉ二

コ
奇Ｃ工一

卜Ｃｌ｜三

ト（）一二

二ｌエー

吊二ｌ望 ~ 的一’二

ご
句

竺

ｍ－Ｉ】

ｍ－ｌ

奇－１ヱ

ｃｌｌ三

~~~~
Ｑ－ｌｌ

Ｃｌエー

Ｃ‐工一

二
二
二

蜘一
勾一
四一
引
凶
ご
|雪

二
二

二
三
一一

二
画一

副『
望
勾一
弐画一

~~~

公一

劉一
副一

C
l
ー

二
二
＝

二
二
二
二

~~~

ａｌ
二
二

二
二

副一
副一
配画一

函一

~~~

ｃ－

蜘一
利一
利一

画一
画一

ご
雪
旧

“一
二

騨
口
つ
~

四一

炉。『

喬』
三

三
三

~
一
一

~
~
~

~
一
~

~

用E
＝

童

｜の’一二塁 ~
一的’一二塁

－ぬ’一二唾

~
宗〉’一二列一

’ぬ’一二秋

一酌’一二三

宗
’ぬ一二

Ｅ
宗）一二塁

一の’一二塁

扁辛’一二三

一ｍ’一二三

｜ぬ’一二三

男
の

罠
二
三

重
ユ

帛〉’一二三

｜の二京一

一の’一二塁

一ぬ一二星

京
京

一的’一一京一

~

的の一二三

⑱め’一二垂

霧
の
c
c

二
＝
旨
二
国

蚕
？
・
表
烹
了

一ぬ’二雨

京
宗
宗

譜
めめ一二塁 ~ 的的一二壁

ぬ
め
ぬ

め
”
ぐ
つ

’
一

いめＩ三国

｜ｍ１二一塁

’ぬ一二三

宗〉’一二塁

｜的’一二塁

一ｍ’一二聖

｜わＩ一二塁

一釣’’二茎

｜の’一二三

一ｍ’一二塾

宗
示

示》’二塁

一の’一二三

承）’一二

一わＩ一二

一の’一二塾

一ｍ’一二望

三
一の’二意一

一的’一二塁

一ぬ二一三

一”一二三

叩的二重

一ぬｌ二重

一ｍ’一二三

一ｍ一二三

一ｍ’’二塁

一の’一二三

｜の’一二割

｜の一二

扇）一二塁

壹一誠一

二一垂

二重
畳
'三

言
壹
壹

二一認一
畳
|量

二戻一

臣
量
函



涙 三 一 ぬ 、

貢 二 一 い “

詞 一 二 ｌ 唾 一 心

両 三 一 ｌ 令 』

両 二 一 乍 嵯

両 二 一 ｌ 《 心

寅 言 － 乍 今

夷 二 一 い め

重 二 ｌ い ⑭

｜ 隆 二 い 、

匡
璽

ニ
ー
E
＝

｡
。

〔
学
Q

“
、

天 二 一 ｌ 心 令

度 二 一 繧 坐

更 二 一 － 令 些

｜ 些 二 ｌ や 」

更 三 － 催 心

｜ 些 二 ｌ 令 坐

両 三 一 ｌ や 一

｜ 空 室 嵯 竺

更 一 二 ｌ 信 心

｜ 些 二 ｌ 一 心

更 二 一 今 心

更 三 － 仁 や

｜ 当 二 ｌ 今 や

函 二 ｌ 心 心

祠 三 一 ｌ 今 へ 一

国 ｛ － 今 今

雨 三 一 心 心

重 二 ｌ 心 心

雷 二 一 ’ 一 全

辰 二 一 令 心

貢 二 一 ｌ 心 心

夷 二 一 ｌ や 《

両 二 一 心 心

更 二 一 ｌ 心 や

両 言 一 一 や

声 三 一 ｌ 一 心

声 二 一 ｌ 令 兵

更 二 一 ｌ 会 心

更 三 一 心 心

両 二 一 ｌ 今 心

重 二 ｌ 今 舎

重 二 ｌ 悟 吟

震 二 一 ｌ 令 今

更 三 一 ｌ や 皇

更 三 一 ｌ 今 塔

貢 三 一 ｌ 心 今

声 三 一 や 今

涙 二 一 ｌ 心 心

声 三 一 心 吟

三 一 一 仁 今

重 二 ｌ 八 重

貢 三 一 ｌ や 心

更 三 一 や 《

貢 二 一 令 ト ー

貢 二 一 緯 哩

夷 三 一 令 仁

貢 二 一 仁 坐

函 壹 号 一

詞 二 ｝ ｌ 一 心

匡 々 “ ~ Ｐ ゞＩ 二 ｌ 岸 』

両 三 一 舎 嵯

辰 二 一 令 乍

両 三 一 ｌ 令 竺

夷 二 一 ｌ 辛 竺

函 一 一 ｌ 卜 産

夷 二 一 坐 皇

憲 二 － １ 会 心

祠 言 一 ｌ 坐 坐

当 二 ｌ 挙 坐

二 一 坐 杢

三 一 心 竺

図 酬 叩 醜 叩
0
9
I
。

〔
。

1
℃

[
屯

[
迄

心
“
②

四
⑮
⑲
“
“

唖
O
〉
の

O〕
岳

~

功
0

0，
~

a
ゴ
：
の

載
尹

O
う

O：
の 一 エ ー Ｃ ①

O
フ
~

O目
O
〕
’
○
ｺ

の自 工 Ｉ Ｃ の

0
1

坐
陰
隆

[
屯

麺
U
1

今
~
~

J
1

~
~

~
L
砦
~

~
~
~
~
~

~
~
~

~
~

~
~

廊 諒 ・ 剴 叫 図 鹸

一 エ Ｃ の

ニ エ 。 ④

一 エ ー ｃ の

｝ エ ー （ ） の

］ エ ー Ｃ の

三 一 Ｉ Ｃ ①

二 － ｌ ｏ の

一 エ ー Ｃ ④

二 一 Ｃ の

一 工 Ｉ Ｃ ④

一 エ ○ の

一 エ ー ｏ ①

一 工 Ｉ （ 毛

｝ エ Ｃ の

一 工 つ ①

一 エ Ｃ の

一 工 （ ） の

一 エ ○ ①

二 士 ’ ○ ℃

一 エ ー Ｃ ④

j
－
－
q

工 <二
）

〈
○

｜ エ ー Ｃ ②

一 エ ー Ｃ 鯵

｛ 工 Ｉ Ｃ の

一 エ （ ） の

一 エ ー Ｃ の

一 エ ー つ ①

一 工 Ｉ Ｃ の

工 つ む

一 工 Ｃ ④

一 エ ー つ め

一 エ ー 〔 石

一 エ Ｃ ④

一 エ ー ｛ ） の

一 工 つ ④

一 エ Ｃ ⑮

｛ 工 つ の

｛ エ ー Ｃ ①

一 工 Ｉ Ｃ ①

一 エ ー （ ） 鱈

一 エ ー Ｃ ①

一 工 Ｉ （ ） の

一 エ Ｃ の

一 エ ー （ ） の

一 エ ー Ｃ 《 ｝

一 エ ー （ ） ①

｜ 工 ｌ つ む

二 上 Ｉ Ｃ ①

一 石 ’ 一 ン

二 Ｕ 一 ン

二 １ － Ｉ Ｃ ①

三 一 Ｉ Ｃ の

［ エ ー Ｃ ①

一 エ Ｃ の

エ ご く
C

一 エ ー Ｃ ①

二 ’ 一 Ｃ の

－ 工 Ｉ Ｃ の

－ 工 Ｉ （ ） ④

一 エ ー Ｃ ⑫

一 エ （ ） ぬ

記 ‐ 、 凸 、 ~ グ

フ ー ー こ

天 Ｉ Ｃ “

六 Ｉ Ｃ ⑮

六 ｡

六 Ｉ Ｃ “

Ｆ Ｉ Ｃ 、

六 ’ 一 ｍ

－ つ ①
つ
C

D
〈
C

’
剴 叫 梢 珊

一 一
二

一 」
一 一
一 一

二
二

一 一
三

二
二
二

二
二

二
一 一

二
一 一

二
一 一
一 ］
二
一 一

＝
二

三
三

三
二

二
二

二
二

二
二

二
一 一

二
二

二
三

二
二
二
二

二
二
二

二
二
二

二
二

三
二
二
二

二
一 一

二
二
三

二
二

二
二

～
9

－
J

】
’
一
~1

1
－
J
~
~
1

－
1

陣 剖 ｃ ｃ

い 割 、 Ｃ

耐 菩 踊 叩

一 い い “ ◎

一 二 ‐ Ｊ 匂 ゴ ー 叫 司 ’

一 ’ 八 舎 八 ~ 、 ~ Ｔ ノ

』 ｃ ｃ 一 に

一 や 剖 一 ①

一 い い 司 剖

一 秒 い 『 “

｜ い い 劃 の

｜ い い 剖 心

⑮ 割 ① 《

⑭ 司 ① ②

『 の 剖 酌

、 画 討 の

画 剖 ④ 、

ロ 催 。 剖

子 １ 回 ~ ~ Ｐ ノ ー 、 』 ~

画 舎 （ ） “

や ① い ①

今 の 画 ”

や ① 一 ①

Ｑ Ｊ Ｃ 則

ｒ － Ｌ 』

い の ① ⑫

陣 剖 ｃ ｃ

、 い め 、

。
~1

【
ロ

ー
～
l

<
p

、 画 の 『

② Ｃ 剖 竺

い や ○ ｍ

い つ 、 『

割 の ” 心

い め の つ

逗 緯 二 ℃~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

四 ○ 今 ⑭

画 今 ｃ ①

Ｃ 心 Ｃ Ｃｒ く く く

全 ① い い

岬 的 。 一

印 画 の 一

印 画 “ ◎

切 心 切 剖

、 砦 、 の

切 心 、 つ

印 四 ℃ の

刀 Ｑ Ｃ ４

Ｃ ｒ ~ 』

印 砲 ⑨ 坐

、 い む “

印 画 ① ○

印 西 ⑮ 、

印 秒 つ ぁ

、 い つ 」

司 剖 Ｃ い

『 司 ○ 唖

切 今 、 印

、 い 、 一

四 画 割 、

〕 Ｃ 『 ②

一 ① ⑬ 画

一 醇 剖 ⑭

〕 司 駒 『

〕 Ｃ 剖 、

Ｊ い 割 の

Ｊ い 『 的

一 の い 、

一 の い 、

Ｊ 非 望 一 一

↑ ⑫ つ ②

』 ② 岬 上

↑ の Ｃ の

） 〃 Ｃ 副

Ｉ Ｆ 」 ｒ 蛤 』 ~

一 ． ① い ○

｝ Ｃ 『 『

〕 令 Ｃ ｌ

一 ‐ ① 陣 ①

↑ の い い

！ 「 里 、 三 『 Ｊ

） 侭 延 Ⅸ

Q
g

蕗 鴎 叩
11
雪
’ 写

’
ご

＝
す

庁
ゴ

す
一

一 画 ｌ 画

一 唾

一 壷 」 い ｛ 壷 一

妻 二 匙 唖 一

ー
一

言 二 塁 出 」

一 三 一 州 一 能 」

一 三 辰 一 能 」

菫 一 幸 一 Ｊ ｛ 竜 一

＝ ~l
L

ユ

一 三 ｜ 豊 能 一

一 三 一 し 一 能 一

妻 一 一 基 坐 一

一 三 一 塔 聖 一

一 三 一 塁 咄 一

妻 菫 匙 望 一

一 三 一 些 畿 一

一 三 ｜ 豊 艶 一

言 匡 基 龍 一

壽 二 ｜ ・ ’ 一 主 ’

｝ 癌 斤 二 室

達 三 宣

言 一 庁 一 畿 一

害 一 斤 一 髄 一

芸 二 塁 聖 一 ・

芸 一 岸 農 龍 一

三 庁 葬 〃 一

壹 庁 亀 一

一 三 一 い ｛ 坐 一

一 国 一 一 塁 単 一

壹 一 斤 （ 聖 一

＝
＝

三
u

皇
＝
－

ト
’

，
ロ

､一
t

、
士

三 三 ､圭 片

一 三 一 塁 斗 一

三 一 一 い ｛ 竜 一~
三 一 基 竜 一

一 三 一 塁 竜 Ⅱ 庁

害 一 一 塁 主 －

言 一 一 基 聖 」

一 三 ｜ 詮 圭 一

三 一 二 坐 片

三 一 塁 聖 」

言 一 ｜ 基 七 一

崖 ご 詞

闇 」 匙 電

｝ 曄 ｜ 朏 二 蕊

韮
鶴 』 い 二 通

薩 一 三
蔓二

一 嘩 一 」 一 翼

鱈 L
D

＝ ｴﾆ
」

辛 曄 一 ◇ い ｝ 茎

障 片 二 画

藍 一 汕 二 型~
函 」 筐 這

蔭 ト
ー
ｰ

二 四
ﾐ！

璋 一 」 童

薩 岸 二 理

三 庁 一 斗 ． 一

一 斤 一 主 ’

陣 濤 一 言 一

一 因 い

一 元 Ｃ』 ｒ ｈ ｒ ｌ

一 万 Ｃ

揖 戸 、 Ｌ Ｆ ｌ

橲 一 畔 一 二

呵 言
一 弱 一

障 二
ー 配
一 ｍ

一 ｍ

口 噸 （ ロ ゴ ）

障 舎 ． 聖

■ ~ 詮 ~ 員 Ｊ

ｌ Ｐ 、

Ｆ ~ ~ ワ ロ ｒ ｌ

｜ の ． （ ）

④ ． 、

阿 崩 （ ｎ ョ ）

一 つ ， つ

季 ・ 唾

的 ・ Ｃ

＠ ． 、

１ １

。 ． 。

」
訓 糾 合 ョ ）

一 ｍ ． ①

今
凸 ‐ ノ ー Ｉ 犀

Ｑ ・ こ

訓 ．
一 ・ ． ② ）

蒜 咄



抑些（Ｅｕ）扣岨

－，．つ『一

〆〆培芦ＬＦ』

（①・苛因

唾・韓一

’
（Ｅｕ）哩幽

一．ｏ

ｒＬ
’

（ＥＵ）哩口

の．寸一

“

L
O
~

’

’
Ⅱ｜川羊言一言二

~
睾叫弔一Ⅷ一善睾

判弟。菫

１’千一当吾簔

喜一斗謹

菫員麺

陣二当廻

廷二認

画二詩廻 ~
酉三認

画馴一認

陸両側「認

画一釦岬一Ⅱ罰《

睡
建

O
J
O
J

_
二
j
召1
1

割
認

逗引「認

睡二当蕊

桓両二川翠

画一「一川蕊

璽
涯二

一

1
1

4
1

’
｜

罰
認

注両当認

謹一勾那一對季

塵引一瓢

画両判謹

画剰「認

種一蜘当Ⅱ罫｛

画一劇、一判蕊

画一囚州「詞↑

菫引一蕊

廷一Ｈ蕊

睡剰「蕊

茎引一蕊

廷囚祁一川圏峠

庖一醐州「蕊

琿一蜘砂一吋蕊

画一判騨

薑

！
11

蕊

睡馴一認

涯両斗詞

一弔誤一二一

－，迄判室

「午汽二三

且「一Ⅱ蕊

完塗当一二

壽迄引菫

デむヨーーニ ~
一千一ヨー三一

一弔一ヨ菫

当四一

判醒一

垣凹

一ｍ一
四一

画一
四ト
ー
ロ
ー
＆

ヨヮ筐

ヨ而窒

ヨ煽匿

’’一一Ｍ医一

｜｝』一Ｐ信一

画一
四一

、

や一一

四~
四~
四一
四~
四一

甲一一
望
望

二

’

と
、
］
一CY〕

曲紺坦

~

暉
一

。
~

~

Ｃ①⑬一

唾囚ｏ①

の的の⑯

釦め的一

ⅦＯＣ＋

とどく》

②｜つ画

劇画○国

つめ寸函

1
．
－
C

O
》

L
ロ

(
C
［
－

0
J
”

リブ『ｊ

ａｕ卜ａ

鯰一也一

~
一一①一

ＤＯＣ申

ｆぐく》

的①⑬寸

唖のめき

①一①｛

つ一ｕｏ 亡戸ＣＬ

届一ｍの

①一因四

の一劉口

の一蜘、

○四釦心

寸劇函四

ｏｕｕＯ

でごｃＬ

○刈測ｏ

ＬＣＣＬ

の国劇の

Ｃｍｍｍ

ワ
ン

”“L
C

的寸的旧

のＣぬい

L
○
℃

C
C

L
O
I
O

L
D
L
O

○一一○ くｒｒＬ

的トト、

の苛め嘩卜

のの寸因

山寸”一

のめの四

①ｍｍｍ

の⑨的后

ゆめめめ［

のｍｍｍ－

寺⑱”一

蜘岬トめ

卜の①一

ト①⑱一

寸一ｍｍ

1
－

｡
］

が
］

I
D

ぐつ叩四

『一一、

トトトⅨ

ｍ（）ｃ四

マの寸の

マ④つわ

利・マ④一

Ｎ一因の

因国劇⑮

囚守めゆ

因I
D

m1
p

囚○ぬ四

国Ｃ○ぬ

副めい鉤一

芦録（）『

マ的⑱的一

『０，つ

一Ｌｔ膚

一つゆゆ

－わ”守

一つ。、

一マ④一

｜Ⅶ、○

戸ＣＣＬ

戸④的、

｜ト鉤、

唯肥弄姻

｜Ｃ函

腿叶佃濡叩凶削需・担姻

=二|＝
一一
一一

二
二

二
二

二
三
二

一一
’一

一一
二

二
二

一一
二

二
二
二

二
二

二
二

一一
三
二

二
三

一一
二
三
三

三
一一
三

一一
一一

一一
二

三
二

二
二
＝

二
二

二
二
三

二
二
二

二
三

二
三

二
二

二
二
三

三
三
三

二
二

三
二

のＣ工一

①Ｃｌ工一

ｍ－ｌｌ－

~
のつｌ工一

のＣｌ工一

のＣｌエー

のＣｌ一二

O
ブ
o
〕

つ
つ

工

一

づ
う

C工一

①Ｃｌ一二

のＣ工一

ａＣｌｌ二

①（）一‐二

~
の。’室一

αＣ工’

③（）ｌｌ二

のＣｌ工一

のＣｌ工一 ~
のＣｌエー

のＣ二一

①Ｃｌ一二

のＣ一‐二

のＣｌ一二

毎つ一‐一一

①つ’一二

のＣｌ一三

αＣｌエー

のＣｌ工一

のＣｌ一二⑱

ａＣ－ｌ三

g
､
O
フ

つ
C

二
二

のＣエー

①Ｃｌ工一

ａｅ－二

①Ｃｌ一三

のＣ一三

のＣ一三

①Ｃｌ工一

③Ｃｌ一二

の（）一‐一一

のＣｌ一三

④つｌ工一

Ｃ－Ｉ工一

○一ｌ｜二

○一ｌ工一

○一ｌ工一

Ｃ－ｌ工一

Ｃ－－ｌ二

（二１－三

Ｃｌｌ－二

ｃ－ｌ工一

○一〒二

（二ｌ工一

○’’一二

二’一二

四一ｌ】

唾一
山一ｌ】

の一Ｉ、＃’

●三ｌ望

の一ｌヨ

②一’一

的－－ゞ

ぐ
つ
め一一《

的－１－

め－『

「Ｊ『、

α一’二

的ー弓

的一ｌ『

一ｌ鳧

１
ト

吹細
p
l
く
り
C

1
－

[
～

r
－

l
～

【
、
⑱
“
“
”
の

℃
”

”
”
“
“

℃
”

”
“

元
”

ぬ
”

幻
力

工
工
”

“
エ

幻
幻
“

麺
”
⑯

幻
⑯
⑲

兎
”
“

工
”

力
垂

萸
⑲
”

虻
⑲
⑯
”

エ
」

士
一
一

一
一

~
~

~

卜
寸寸一二三

寸寸’一二三

寸寸一二塁

寸寸’一二型

寸寸’一二塁

寸寸ｌ二重

ママー｛一重

ママー吾二塾

ママー一二国

寸寺’一二垂

守寸一二型

寸寸一二型

寸寸’二三

寸寸一二型

苛寸’一二塁

守寺’一二型

ママーーニ型

ママ一二塁

奇寸’二衰一

寸寸’一二垂

ママーニ鄙

苛寸’一二三

苛寸一二誠

ママ’二区

マ寸一二堅

ママーニュ

守寸’一二垂

マォ’一二型

守苛’一二堅

マ寸一二聖

苛寸一二型

守寸’一二堅

マ守一二里

ママ一二壁

ママ一二塁

ママーーニ

守寸’一二唾

マオ’一二塁

マ寺’一二型

一司寸一二匡

守寸’一二塁

~~
竜一

一寺ｌ二重

一利守’一二ユ

ママーーニ型

ママ一二塁
匡 マ寸一二塁

苛寸一二塁

奇寸’一二型

ママーニュ

守寸’一二茎

奇寸’一二塁

マォｌ二重

寺寸’一三型

マオ’一二塁

苛苛二哀一

ママー一二三

一ｍ一二塁

一四’一二塁

一四一二三

｜ぬ’一二国

一山’一二壁

－ぬ一二垂

－ぬ’一二ユ

一ぬ’一二型

一ｍ一二塁

一ｍｌ二重

［ぬ’一二型

’四一二塁

吹畑図
二雰一



~
’

帥蛭

~

~（Ｅｇ扣炬

（ぬ‐⑮囚〕

（寸・の二

（ト。。二

（的・一二○・因一

碗・餡こ

~

~

（ＥＵ）幽也

句・◎

ごく

~

’
（ＥＵ）邸□

ｍ・中囚

）・拘弔

ー

弓進判望

’
1
1
1

詞
詞

起
迄
1
1

二
二
暉
＝

些二翌

｜弟一当苦簔

種二二謡

種二斗蕊

｜弔詞「一二

「羊二厚

「拾一判雷一

一弟一ヨーニ

｜や呈嘩

~
一罪雲二二

一’四一

一争一Ⅷ一‐一三

［追二匡

｜半）ヨ一筆

’弟一二喜一

｜“迫ヨー睾

四
四

「由一

判鬮
制禦

■四一
劇|鼠

笥一冑 ｑｑ■日『一

一四一

一四一

｜画一

「四一

空~
四~

四一
四一

垣凹

一三一〉童 』~０１１■

四一
幽一
四
'四
~
~

四一
匹
｝
~~
四｛
聖~
四｛
四~

~
討

蘂
割

一コ一〉言－

，』１９口■

｜崔一ゾ喬一

~~~~~~

、~
一二一〉一一

三一号一

山一
山一

~
~
認
蕊

山一

］『

仁一
~認
~~園

「蕊
謁騨

~
T
ー

鰯

〒鰹
~蕊
「割《

画調
国華

二

’

望
|=卜’ Q〕

C
o
一〔
Yう

’
叩蜘軽

ロ
二

面
戸一

西
二

』
~

暉
一

~

~

l
l

l
⑯
”

の
一

○
う
マ

I
－
マ
ー

｛寸（）①

・寸ｏ④

叩寸Ｃの

の守。④

1
－
0
＞
の

L
O
O
ｺ
ｮ
ｭ

C
C
L
O

く
り
の
［
～

の④①の『

Ｃトのの『

④吟のｍ一

①ト①ｍ一

Ｃ的⑦碗一

ゆめの的一

の⑱の雨二

吟勾つ寸一

①勾○寸一

つめＣ寸一

⑮唖虻唖一

のめっの

めめＣの

①のＣ④

ト守。①

劇⑯③ｍ一

寺⑯①的一

めつ因の ~
①トトー

いめ①因

の的④釦

の寸○“

~~~~

唾ずこへ

Ｊ３Ｊ３

ひぱＣＯ

のいぶの

暉銅Ｃ囚

の姉（）勾

L
○

めめL
O

的④の副一

因めぬい

Ｃ寸①ゆ

因寸つの

の｜ぬ囚

齢の一一

寸↑のめ一

一のｍ寸一

寸叩①「

唖④④

③｜α’

①、①一

”ぬの一

①ぬめ品

的①ぬぺ

ｍト叩因

守岫Ｃ①

めＣ①『

①叩①一

「Ｊ~一』『

ｕトト戸

昌寸の叩

一ｍＣ寸一

Ｃ寸めめ一

一⑩寸一

⑯の寸④

①めい一

卜めい一

因①の一

到瞬唾寸一

守寸卜一

一つト⑲

Ｆ②『の

一の④一

一のっぺ

一寸⑱的一

一トのマー

町細辱姻腿叶畑躯一叩凶削儒・鯉姻

二
『一
二

二
一「

二
一一

二
二
一一
一一
二

二
＝

一一
二

二
一一
二

『一
二
'
二
二
三
三

二
一一

二
二
二

一一
二
三
二

二
三

二
二

二
二

＝
二
'二

二
一一

二
一一

二
一一
二
一一

一一
三

窪
二

＝
二

二
【
～

【
～

t
－

【
～

『
～

1
－

[
～

i
～

[
～

1
－

『
～
1
－

島
[
～

’
の（）ｌ工一

記一ｎ自

迂一ｌｑ｛

の（）工一

吟Ｃｌエー

の“巳一

く｛垈自

記］ｌユー

＜一旦
‘

めＣ工一

のＣｌ工一

めつ工一

山（）工一

＠一ｌｑｌ

④－１旦一

く｛ｌＱ－

く一Ｑ－

歪一ｌ巳一

＜－
斗

ロ
ゴ

証『Ｑ－

副『ｌ工一

○一ｌ工一

Ｃ［ｌ工一

Ｃ－工一

迂一ｌｑ｛

＜口

一酌ユー

一ｍｌＱ｝

一的ｌ些一

一的ｌ巳］

一ぬｌ住一

弓、Ｊ~~『ご

一ａｌＱ岸

○一１－二 ~
ｏ－ｌ工一

つ一ｌ〒二

一ｍ旦一

一釣１匹一

一ｍｌＱ－

雨Qョ

『、ＰＪ~~草ヰ

｜〆Ｑ－

一碑ｌＱ－

一⑱ｌ邑一

三
頁

一のｌＱ－
~ 住

、Ｃｌ婆

四○ｌ望

Ｃ－ｌｚ

叩一ｌ】

唾一ｌ「一

の一ｌヨ

唾一
、Ｊ『、ゴ

ピー一

ゆ一ｌヨ

Ｏ『ヨ ＩＬ－~』

。『１Ｊ

■Ｌ■~』

心－１、一

○一ｌヨ ーＬＰ~~Ｐ

叩『ｌヨ

叩－１ヨ

叩『ｌヨ

、『ヨ

○「ヨ

ＯＬ一』

叩－１ヨ

トーｌ】

のつ１－

Ｃ｛１－

Ｃ『’一

○一一

一望

二

1
t
=

二一

二’一

二一
一一

~

叩細
一

~
一

~

い
】

<、
1

1
と、』

へ
1

い
〕

公
］
C
』

C
』
a
J
劃

一
~
~
~
一
一
~
~
~
~
~

C
］

一
~
ー
一
~

一
~
~
~
~
~
~
~

、
』

a
』

~
~

~
~
~

~
一
一

一
~
~

①トーニ函

①トー｛一国

のト一二三

のト二重

①①ｌ］二

の①’一二Ｍ

の①一二

の①一二

①の’二罰

①①’一二凶

①ト二重

のト一二唾

①トー舅函

のトーニ函

①トー二重

のトー一二型

のト一二塁

柄巨ｌ冒罰

①ト一二三

④トー一二凶

のト二一塁

①トー｝二壁

の畠、｛一函

寸の’一二型

①④’一二国

①の一二型

①①ｌ昌二堅

①①一二型

の①｛二国

の①’二国

守の一二堅

の④’二函

①①’一二塾

①①’一｝函

①①二函

①の｛二唾

一心ｌ豈罰一

守①ｌ｛一屋

マ④’一二凶

④の二国

寸の一二塁

寸①｛二型

守の’一二型

一心’三雨一

寸のｌ｛二陸

可①’一二劃

寺①ｌ昌二型

守①’二函

寸①一二

計の’一二劃

奇①一二劃

『ら’二画

奇①ｌ｛二型

山④室一

［ぬ一二塁

『ぬ舅重

一，一二型

一叩ｌ｛二吋

一ｍｌ弓一

ー
一

L
O
L
O
｛ぬ二重

一ｍ一二垂

田ｌ富国

『叩’一二堅

一ｍ二罰一

一山’一二三

一ゆ二国

臣一二塁

一叩ｌ｛｛区

－ぬ’一｝函

｜吟’二同一

一吟ｌ｛二塁

醐畑函

’一二壁 ~
ｌ二重

’



’
’

~
帥盤（ＥＵ）扣炬

ト・弱一

的・ぬ囚

、
~~~~~~~

トョー

つ。①’

ＣＯ

的・ト
・ぬ一

“‐煙

の・の

（ＥＵ）哩世

1
便

「Ｊ・一

ビ卜

ぬく
、

つ・卜

四・④

a
】

【
～

1
－

く
り

幸

（ＥＵ）胆□垣凹

ト・Ｃ－

銅．｜劃

因．Ｃ内

唾・唾叩・唾一

Ｃ・ぬ一

叩」守一

一．・わ－

涯一蜘州－詞《

陸二・．一劃

涯司三『蕊

画一詞一割↑

咽Ｊ、１吋国

Ｃｌユ｜

囚’四一

一半君一三一

｜弔君三三

四
三曽

州「ぬ一

捌『、一
苗
由
|古
'四

:封;。
当豈

j岡戸一

「色一

q
1

コ蕊

生~
銅~

巴
里

四一
坐~
四~

〕弐一一

~ 由~
四一

四一
“
画~
品一一

四一
坐一
聖~
串一一

「唾一

型~
醒一
墾一

頓『一

〆戸岸

墾一
四一

四一
凶~
ｍ一
四一
壁~
里
三

四一
聖~
坐~

聖一

一詞
~ざ
ゴ
~詞
｜瓢
一認

｜詞幸

｜蕊

山一
四一

詞↑

一一
二
二

~

~
~
~
~

ｌ寸一の１

叩紐埠

~
~

万
二

国国

Ｃ、のめ

C
J

a
1

C
〕串

つｏト、

④つト四

○つ一口

幻つ別

L
○

く
つ

~

唖つト、

Ｃトー

叩の”ぬ

①卜ゆめ一

トト中田一

的卜の的一

のトやめ一

”ぬの的一

的つ勾（

ゆめつめ

いむ’

鈎郵鉛寸
鱸
堂

勾囚一胴

幻の①一

○『○○

にトーＬＬ

⑱｜いぬ

”寸寸心

のママ囮

“中寸、

卜ゆ寸の

のの計ぬ

。○守ゐ くく『Ｉ

山⑨寺《

鱒①奇、

韓一”、

の副”ぬ

叩勾めい

の副めい

O
う
こ

顛
踞

tStf;

<
C

つく
ロ

カニ⑤

一○ぬの

苛めつめ

卜（●）の

O
フ
寸

④
［
～ぬ

I
～
I
C

ＦＣ卜、

苛め”ぬ

囚ト鉛寸

囚一℃

叩寸のの一

やのり品二

（）①①の

α④の偏

寸鉤のの

③①寸④

竜一ゆゆ

山①ゆめ一

守山ゆめ一

一“一ぬ

一一句ト

巾蜘弄泗

｜寸二一

一①①的一

’一の

胃|胃
一釦ト

一マ的駒一

計②ぬ

鉛守、

『■Ｉ『

｜へ］
一④

~
~

腿出細需一叩凶細需・鯉姻

ト
|
【
～
|
(～
'二

二
二
二

二
二

二
二
'
二

二
'
一

[
～

二
1
－

l
～

[
～

二
三
二
二

二
二
三

二
二

1
－

二
二
三
二

一一
二

l
～

1－
｜

【
～

二
二

二
二
二

二
【
～

[
～

I
～

I
～

1
－

I
【
～

1
－

’
一

1－
［

I
1
－

[
～

1
－

1
－

|
～

l
～

[
ー

I
～

1
－

I
【
～
｢
～

1
－

~

’
Ⅱ‐

卜（）｜‐二

心囚ｌユー

唖国（二

、Ｊ１Ⅵ~↓コ

ピＣｌＱ－

、ＪＴ４ご『

Ⅸ句ｌＱｌ

ゆぶｌＱｌ

の副ｌｑｌ

ｍ－ｑ－

、ノ『~~守『

Ｏ－ｌＱｌ

鈴（）工’

トＣｌｌご

叩つｌｌ三

』
トＣｌ－三

トＣｌ工一

いつ工一

一旬ｌＱｌ

一劇ユー ~~

一副ｑ－

一劃色一

｜“匡一

童旦一

、Ｊ、ＪＡ~寺

ぱこｌ〉一

唾（）ｌ望

毎Ｃヨ
~ のＣｌ、一

⑦つヨ ~ ①ｏｌヨ

②Ｃｌヨ

兀二
動つｌ望

αＣ二

αＣｌ、一

②Ｃｌヨ

のつｌヨ

O＞
貝
C
－

－
コ
ー
ニ

O
プ
ロ
＞

つ
C

ヨ
’
一

両 αＣｌ、のＣｌ、．一

①Ｃｌ、》

○一ｌヨ

つ－１ヨ

（二ヨ

（ニヨ

Ｃ－Ｉ、－

Ｃｌｌ、’

。一
的－１】

。『／｜

仁戸へ』

℃『／｜

戸ＬＰ．、』

唖一ｌ】

純一】

め－】

へｊ『／『

ａｌｌや罠

つ一ｌ／一

戸し一氏畠

輯－１ヨ

”一
鱒一

めつｌ】

ｍ（）ｌ】

”一
的－１ヨ

αＣ~

①つｌトＣｌ畠

めＣｌ、一

トつｌ「

めつ’一

⑱Ｃ一

毎つ１－

トＣ一

奇－１－
~

~

町醐
~~
ｃｃ
勾勾
計
|計

ＪＪ
Ｇｏ

争い
ｊＪ

ａｃ
~~ 、、

ＥＥ
ＪＪ

ＧＧ
e
J

E
q

ｊｌ
ｏＯ

ｕⅥ
ごＣ

訓
創

ご
o

a
J

”劉
⑱囚
”

因

g、
J

へ
1

E
u
へ
1

へ
↑

罰
~~ 、、

ｃｃ
ｏＷ

ＥＥ
め囚
m○
J

、ゴロー

ゲへ
寸副

房
房
誌

a
J
利利

ＪＪ
ａが
副詞
国劇
蜘因

”“

『Ｊ『

パロペ

干辛や

所》希

岸〉印

韓〆
唾吊

I
丘

奇因
奇的
守的

~
~
~
－
1
－
~
~

一
ー

~
~

~

公
］

｜①トー一二×’

①ト一二塁

のト一二塁

的トｉ二重

”ト一二塁

的トーニ罰一

⑱ト一二塁

⑱トー一二塁

的トー一二三

⑱トー一二塁 ~ ⑯ト一二三

幻トー一二

”
ぬ

t
－

1
－

ニ
ー
ニ
ニ

重
重

のトニ函

のト一二塁

のト一二塁

①トー一二三

のトー一二三

わめ一二三

めめ一二三 ~ め鉤’’二三

めい’一二割

“
ぬ

の
⑱

三
三

誠
×

奇
ヨ
ョ
ヨ
ー
ミ
ョ

三
三

至
上
誠

奇二言一

一Ｎ’三塁

句
、
寸

●一、１［三壁

寸ｌ弓重

寸Ｉ二重

寸ｌ臣斎一

寸二京一

寸’三三

奇一三

寺’二重

一

寸
寸’三京一

寸三重

寸’一三垂

寸’三一藝

寸’三函

寸Ｉ一三塾

寸一三三

巾蜘国

マニーュ

一Ｎｌ二重

一Ｎｌ弓意一

一Ｎｌヨ雨一

守’一三型

奇一三五

寺＝童

寸一三茸

マー一三茸

寸’一三

マーョー壁

マーニ室

~

マー三一三

~~~~~~可‐Ｉ三京

マー一三壁 ~
》１二一塁

言’二三

マーー三雲

マー三重

マーニ室

マー三重

守’三言一

二一塁

二二ｘ一

三衰一

一二一ヌヂー

一二一域宮一

’一一一弐卓一

二京一



｜ 筌 三 袋

｜ 当 雪 ｌ 』

陵 一 二 上

辰 一 三 ｌ 心

重 二 一

璽 匡 』

童 壹 坐

｜ 婆 二 ｌ 《

｜ 皇 ニ 』

重 臣 」

璽 三 」

詞 三 一 」

璽 匡
＝
ｰ ー~
八

一 迫 Ｅ 全

函
函

白
＝

全
会

｜ ゞ 些 三 ｌ 」

函 三 ｌ 坐

詞 三 一 Ｉ 坐

西 ニ 心

更 三 一 」

｜ 型 昌 」

｜ 当 三 心

一 墜 二 ｌ 坐

両 三 一 ｌ 《

匡 雪 ｌ へ 一

璽 白 ｌ

｜ 堕 雪 Ｉ

｜ 些 三 ｌ や

一 二 三 ｌ 心

函 ヨ ー ム ，

匡 三 ｌ や

｜ 塑 三

重 ニ ー 心

｜ 塑 三 ｌ 」

重 三 ｌ ↑

｜ 当 二 や

璽 畠 ｌ ト ー

一 型 二

｜ 渡 一 二

一 連 二

｜ 墜 三 ｌ ↑

因 Ｅ 塁

厘 冒 ｌ 心

一 陛 冨 ｌ 』

匡 二 Ｉ 上

重 三 Ｉ 上

璽 白 Ｉ ト ー

重 三 令

重 三 ｌ 僧

重 ニ 」

両 一 二

重 雪 ｌ 」

重 匡 ｌ 坐

函 一 二

詞 一 巴 ｌ 』

璽 自 ｌ 垂

函 畠 ｌ 心

函 日 ｌ 吟

匡 三 《

匡 二 ｌ や

画 一 目 一

璽 匡 今

一 些 皀 Ｉ 上

函 雪 ｌ 《

匡 三 Ｉ 上

室 畠 Ｉ 上

重 臣 へ 一

重 臣 星

里 匡 ｌ 全

図 蝋 叩 酬 叩 蹴 燕 ・ 剖 叫 同 鹸

←
｜
上

今
←
陰

心
」

全
脾
停

学 印 一 Ｌ Ｃ ⑭

“
0

1

四 ｍ
勢
い

p
の

い 、
“ 鈍

い 、
い ②

心 刀く く
い の

い ①
い ①

い む
い ④

心 Ｃ
Ｅ Ｅ
い の
的 ①

い ⑬
い め

い “
や 、

い “
四 ｍ

“ ぬ
四 ｍ

諄 ”
〕 、
四 ｍ

〕 ⑳
〕 、

ー ④
〕 ④

出 ぬ
〕 ⑭
〕 “

~ “
一 ｍ

〕 ①
〕 ①
｝ 動

型 、
｝ の

… O
〕

… 0
1

一 ℃
｝ 錘

一
W

、
“

」 ａ
〕 “

一 動
〕 剤

出 わ
） ぬ

一 ℃
） 酌

｝ 、
必 “
斗 唖

」 “

…
』 口

鹿
鹿

由
ろ

》 ○
~ ~ヘ テ ノ

」 Ｆ 」
鹿

芦 Ｃ

』 Ｐ 、

｝ 工
Q
1

一 エ ー つ い

一 エ ー Ｃ 画

｜ 工 （ ） 岬

伊 Ｃ

Ｆ Ｉ Ｃ 、

Ｆ Ｃ “

Ｆ ｌ Ｃ ｍ

声 一 印

穴 一 印

六 ｌ ｜ 、

ア ー ー ロ

一 ム 。 “

一 Ｌ Ｃ ⑭

一 」 （ 屍

Ｆ Ｃ “

Ｅ Ｃ “

Ｆ Ｉ Ｃ ⑭

－ ４ １ 一 画

一 ’ 一 ○

Ｆ Ｌ 』 季 Ｏ Ｌ

『 堂 函 Ｊ

Ｆ ｌ 」 い

Ｆ １ 一 唖
邑 「 Ｊ

ｌ ｌ ｌ 、Ｐ Ｄ Ｌ 』 卜 ０ ｔ

Ｅ 一 い

一 Ｌ ’ 一 い

Ｆ 一 睡

一 ユ 『 Ｊ

Ｅ Ｉ 』 限

[
ー

ー 【
ロ

F
に
一

ト
ー
一

四
【
画

Ｆ 一 ｍ

Ｅ 一 ｍ

Ｆ １ ］ 、

－ １ － 』Ｆ 」 」 ~ 』

Ｆ １ 五

一 Ｌ １ － 上

云 一 ｍ

云 一 ｍ

六 一 ｍ

六 一 C
1

六 ｌ ｛ 、

六 ’ 一 ｍ

六 ’ 一 ｍ
照

六 ’ 一 釦

元 一 ｍ

六 一 ｍ

六 一 ｍ

う
で

一 ・
1

~

六 一 印

元 一 今

【 胄 一 ．

【 ｜ ↑

六 ｉ ｜ 心

Ｆ １ 一 画

■ ｌ 』 画

■ ｌ ］ 四

Ｅ ’ 一 い

■ ｌ ］ 画

一 Ｉ Ｃ 岬

一 Ｉ Ｃ 』

－ １ Ｃ 」

一 ｌ Ｃ 全

一 Ｃ 心

一 Ｉ Ｃ 心

｜ Ｃ い

｜ Ｉ Ｃ 心
~【画

一 ｍ
一 ｍ

、

剖 叫 補 岡

二
三

一 一
二

二
二
二
二

二
二

二
一 一

二
二

二
二
二

二
二
二

一 一
一 一

二
'
二
'
二

二
二
二
二
二
二
二
二
二

二
二

二
二

二
二

二
二
二

二
二
二
二
二
二

二
二

二
＝

一 一
二

二
＝

二
二

二
~茸

～
､
1
－
1

－
J
一
J

一
J

I
一
割

皇
~1

～
-1

～
I

へ
1
－
J

剛 書 酬 叩

一 掌 ○ の ①

一 」 α 一 心

一 一 ｍ ⑭ ①

一 一 ｍ 鈴 ③

一 祭 。 ① 『

一 一 ｍ ｍ 剖

割 『 噛 坐

の 一 掴 。

の 一 一 酌

罰 一 一 ｍ

の 一 一 ｍ

の 一 一

、 グ 出 出 全 Ｊ

Ｏ － 』 心

の 一 一 一

ｍ － － Ｃ

画 い ↑ ⑦

④ ⑭ 剖 竺

の 四 Ｎ “

④ 酋 司 Ｃ

の 〔 ） “ 」

⑦ Ｃ 酌 掴

③ Ｃ 『 ④

の 。 剴 切

① Ｃ 司 引

の Ｃ 剖 の

の ○ 剴 切

③ Ｃ 『 ②

①
①
の

C
C
C

=
~
1
－
1
“

【
ロ
一
・
一
1

ヘ ジ 、 Ｊ 内 ~ ヅ ヨ ジ

づ こ い い

、 ② ① 和

、 ② の ’

の Ｃ の の

四 乍 切 ｛ ）

α に 匪 韓

季
の

1
,
･
睡

鈎
C

“
C

剖 剖 印 Ｃ

副 ｊ ｐ ｏ

－ － ｃ 足

『 『 《 》 ⑪

１ Ｊ ブ コ

ヘ ー 巳 。

の 一 つ む

ｍ “ 一 ｍ

切 剖 《 〕 “

１ Ｊ Ｊ Ｊ

Ｃ ｛ Ｑ へ

い “ ぬ ⑳

婚 “ い 』

0
1
0
1

0
＞
C
＞

C
O

O
〉

、
怪

① Ｃ “ ’

、 、 の 全

『 割 鈎 印

剖 司 令 ⑭

割 『 “ “

刈 刊 口 刀

』 一 ｒ Ｐ 」

、 ｜ 動 つ

醜 の つ ざ

印 、 の 『

、 、 の 四

刀 刀 カ ー

ｒ Ｌ Ｆ Ｌ 〆 ‐ 、 』

馴 印 の こ

４ １ コ フ

ヘ ヘ ロ ヘ

１ １ 、 ゴ コ

Ｕ ｏ Ｏ Ｇ

型 加 抑 垣

に 唖 嘩 挙

』 “ 妙 の

Ｊ 、 の 酌

Ｊ 、 ① ④

一 令 α ロ

｝ の 今 つ

｝ 、 ⑪ 垣

~ ~ ~ ~ ~

ヘ ヘ ー

’ 四 一 ｍ Ｉ

蕗 醜 巾
~

ワ
~

ロ
ロ

一 ）
の

ロ
ロ

写
壱
ロ
写

ハ

．
~

一

后

~~~西
田
露

一 壷 帖

耐 白
一 一 上

一 画
一 顕

一 匡
一 配

ｰ
弓 、
二
三

一 ｍ
一 転
~犀

一 扉
一 顕
一 軍

一 一 郡 〕
~配

~、
ー 、

一 弱

ー 唾
~画

~露
一 記
~弱

｜ 弔

一 一 〕
~、

｜ ’ し

’ 一 坐
~
~
切
騨

一 用 ）
~
~
辱
醇

一 画
｜ 記

一 ｍ
｜ 、

｜ 唾
E
|
&

一 一 狸

国 戸 ~ 」

一 鹿
｜ 露

一 ｍ
田
弱
|屋

一 切
一 ｍ

一 』

’ 一 叫

一 転
~詞

弱
扇
扇

、
~詞

｜ 畠 ）

｜ 塵

一 一 ｝

｜ ｛ 恥

一 弓 」

｜ 岸 ｝
＝ …
一 正
毎

ロ 煎 含 ョ ） 阿 噸 （ Ｑ 三

ｃ ｃ 刀

心 ｃ 今 〆 、

暉 軽 ？ 一

一 心 ↓ Ｃ

｜ “ ． 唾

① ． 。

0
1

二

別 糾 合 ョ ）

【
●

ロ
ー
I

C
＞

い や ． ①

－ 壽 Ｃ

』 ① ． 司 一

卜
~

詐 咄



貢 三 一 １ ｍ

寅 三 一 ｍ

更 一 室 ，

重 三 ，

重 三 １ ｍ

函 三 ｌ 印

西 ヨ ー 印

璽 二 １ ｍ

室 三 ｍ

震 三 一 １ ｍ

重 ヨ 、

三 三 ｍ

重 二 ，

匡 二 １ ｍ

一 竺 白 １ ｍ

匡 三 ｌ 今

重 臣 姿

重 臣 １ ｍ
Ｅ

重 自 １ ｍ

三 三 ｍ

夷 一 三

詞 三 」 』

璽 二 塁

一 些 壹 ｌ 《

｜ 埋 三 ｌ 竺

亘 二 Ｉ 繧

一 婆 ニ 坐

三
重
目
＝

や
．
陰

震 一 屋 ｌ 《~
墓 三 ｌ 心

夷 一 三 ’ 一

箒
星|県

｜ 婆 皀 ｌ 今

章|
豊|
箒

函 Ｅ ｌ ｍ

匡 二 ｌ 砦

｜ 型 三 令

貢 三 一 今

重 ニ 心

辰 三 一 ｌ 令

匡 三 ｌ 』 。 ｜ い の

函 一 ［ － 心 一 轡 ①へ ｃ」 Ｆ 、

図 醜 巾
心

心
｜
今
｜
P
停
一
陰

一
一
一
Ⅱ
一

踊 叩
為
に
烏
|
全
|と
|筐

ど
|造

全
|筐
|全

と
|全
|堂

筐
|と
|全

筐
全
|と
|堂

堂
舎

筐
筐
造
|全
|と
|と
|会
堂
全
|筐

堂
|さ

全
会
全
会
|
会

台
さ
さ

今 ○~
学 つ

今 Ｃ
い ① ’ 一 心 Ｉ 」 ⑭

今 Ｃ 六 一い六 一 い

岩
路
|路
|笛

心 〔 〕

仁 氏
若
患
|路
|患

狸 、

画 Ｐ 』
さ
あ

二
一 一

三
ろ
ろ
一 （ ）
ろ
ろ

〕 の
一 ℃

一 Ｆ ）

六 一 の

六 ’ 一 ①

六 一 の

六 ’ 一 ①

【 一 ①

天 一 ①

六 一 の

六 一 の

六 一 割

二 Ｕ ｌ － ジ

ニ Ｕ ’ 一 シ

ニ Ｕ ’ 一 ン

耐 諏 ・ 剴 叫 同 酌

~
ロ
ー
ロ

ー ＞
＞

一 石 一 ン

六 一 ①

穴 ’ 一 ①

二
二

~
U
~
U

ー

＝
堤 シ
シ

二 L
ノ

＞

六 ○
コ

声
：
戸
1

岸
■
一
・

F
一
一

こ
く
〉

も
、

ス
フ
ミ

ー
＝
ｰ
凸

q
。
Q
コ

六 ’ 一 学

『 『 ｇ

ｒ ｌ ↑ い

ー 1
口

~

■

~

「 ザ

一 Ｌ ｌ 』 限

一Ｌ 一 画

一 」 ｌ ］ 四

Ｆ ’ 一 岬

’ ’ ’ ＠Ｆ 」 』 ト ー

『 Ｉ ｌ Ｑ

』 」 』 い ‐

『 一 ○

一 と 』 ト Ｌ

－ Ｌ ｌ 一 四

Ｆ １ 一 膳

Ｆ 一 砲
一 角 ゴ

ー 」 ｌ 』 い

一 Ｌ ｌ 一 画

『 一 ．

Ｆ １ 』 心

一Ｌ 一 い
一 コ

一 、

凸 卜 ４ Ｋ

謎 叫 梢 岡

二
'
三
'
二
'
二

一 一
一 一
二
'二
二
'
二
'
三
'
二
二

二
'
二
'
二
二
'
二
'
二
'
二
二
二
'
二
'
二

一 一
一 」
二
'
二
'
二
'
二
'
二
'
二

二
二
二
'
二
二
二
二
二

二
二
二
'
二
'
二
'
二
'
二
|
＝
二
二

二
二

二
二
二

二
三
三
三
一 一

二
'
二
二
＝
'
二

三
二 一
一

二
一 一

二
'
二
二

二

肺 替 鴎 伽

一 今 α α “

調
一 也 の ② 心

、 ② ① 四

ｌ Ⅷ ‐ 刈 川 別

ｏ Ｑ － Ｏ

の 今 一 画~
一 画 い つ 『

一 令 、 烈 宣 ）

一 』 、 吋 今 （ ）

一 全 ① 暑 い

一 今 ① 一 一

一 “ 画 一 の

一 い ② 幸 ⑭
韮|
§

｜ 、 Ｃ ④ ①

｜ “ 岬 一 ｍ
§
|罪

今 一 い い
謂
誰
|誰

印 の 争 障

ｍ の の ロ

四 岬 ① 『

① 心 。 、

、 経 つ の

の 今 。 、
§
|韮

の い の ①

の い ② 記
韮
|； の一
博④

の 一 い 《

の 一 い い~
の 一 掴 ②

蕊
星

一 司 乍 ⑭

一 割 一 四
韮
|引
胃

一 ｍ ② 一

二 １ ３ －

』 Ｏ 低 ロ

一 切 唖 心

一 今 の 一

〕 の 、 一

一 剖 一 印

一 剖 一 『

一 ④ “ 」

｜ 『 い ↑

一 『 い い

■ １ １ 肉 ４ ダ 『 Ｊ

一 一 い い

一 割 い －

一 の 、 、

｜ 剖 ・ の

｜ 剖 一 錘

』 ⑭ の 、

、 Ｊ ↓ 員 Ｊ １ ４

Ｕ 一 心 。

』 い ① ①

ｌ “ 一 ① Ｉ

『

愈 酬 叩

~
~

三
雪
｡

ゴ
｜

昼
ゴ

ゴ
｜
ロ
｜
ロ
－

す
ロ

ご
す

ｰ

一’
~

蕊|
農|
晨|
扇|
蘆'
二

箪
匡
医

一 二 一 基 唖 一

姜 二 基 地 ’

一 三 一 基 地 一~
言 匡 呈 咄 一

害 二 基 七 ｈ ｌ

姜 二 呈 咄 一~
一 三 ｜ い 一 龍 一

一 弓 一 ｜ 差 叱 一

~
壷 庁 ユ ゞ ’

壹 佇 尋 ． 岸
犀
陣|
陣
一 陣 一

》 湾 Ⅱ 一

》 曙 垰

耐 白
扇
|扇
|缶

一 画
一 ｍ
一 因

臣
|田

田
|田
|扇

扇
一 塵
~塵
昌 画

田
|扇

昂
缶
|田

田
田
|田

~、
｜ 田
二
一 ｍ
二

~田
~ロコ

一 唾

ｰ 鹿
田
|扇

記
~、

~

ロ 砿 （ Ｑ ゴ ）

~

い つ ． の ’ の ． の

画 争 ① ｌ ’ 応 の ~ ④

四 画 切 ｌ 応 画 聖

阿 賊 庁 ョ ） ｜ 則 叫 青 ョ ） 諭 咄

~
陸|

~~

~



’
’

帥挫（ＥＵ）扣匝（Ｅｕ）幽幽

（ト↓トー）

、、Ｊ”、Ｊ１ｊ〆

一匹。●一

（ぬ》寸勾

”？①

＋

（ＥＵ）馳□

（｜鈴逗型‐一睾

ｗ－輪迄ヨ筐一

寺‐・守勾一当糾迄紳一一三

’条一ヨ一二

~ <
p

a
J

q
l
ヨ~
，
｜

む
む

_L］
-二
］
~
’

三
三

睡琶判騨

E、
l

q
4

型
r
n

四

一第零二皇

一弟誤一一二

‘
1

四一

判「四一

弔午芦一筐一

巨壁
目|酉
~ 画~
酉
国

一四一

｜画一

碧．罫↑

望
|望

四一
四一

臼
巴

四~
四~
、一一

匪一
四
四一
四一
四一
四一
四~
四一

四一
四~
四~

当川罫《

四一
四~

垣腿

雨一一

空~
巴
|巴
|巴

釦一
酉~
空~
四~
餡一
由~
四一
四~

、~
山一

由一
当一

~ 蕊
~‘
蕊

~'認
一詞

｜詞幸

夛剰
二

＝
二

皇
’

ｌ｝『Ｃｌ ＩＦｃ

’
色

町細軽

二
_
ロ

皇
唾

垂
色

毎
唾

西
ｰ
C

二
画

一

③
-
口

巳
~

ノ
当

唾
~

~

一
ぬ

的
C

”
〔
O

O
J
m

的一の⑱

⑱寸幻国

つの寸一

ｏｏｕｎ く膚ＥＣ

つい醐勾

つめ的の

的醐Ｃ一一

銅製一二

○的Ｃ一一

、寸一ぺ弩

の寸一函

ｅ、ゴゴーｇ１司

。｜○○

○ｍ函蝕

“副到到

の①めふ

四ｍ⑱函

叩の寸一

利一④”

ＣＣト蜘一

ｍＣ（）守

のののの

ト副○一一

⑱の⑮唾

O
〕
C

O
＞
C

〔
C
【
－

1
．
1
0

的

C
C

1
－
【
～

l
O

l
O

⑱め○Ｎ『

①めつ副一

Ｃ守Ｃ副一

め寸○詞一

吟寸（）“

⑱守つ囚一

の寸○函一

因守［囚［

⑯一一囚一

の｛一因一

困勾一“一

的の①国一

因｛○○『

判ｊ１山「Ｊ＆

壹○ピー

的ゆ①’

困寸Ｃ困一

守寸○蜘一

寺“Ｃ一一

守鈍四・『

叩のト寸一

○寸卜寸一

④寸卜寸［

①の①ぬ

吟の①一

のの①一

トゆ①’

’四画“

①因卜寸一

の函ト

つめトー

心の叩寸一

めいゆ寸一

函Ｃトマー

ト因トー

国寸需一

劇的⑤一

苛めの一

マト①一

一寸Ｃ因一

一の①一

〕卜①｜｛

｜寸一因一

一寸④寸一

印蝿辱姻

因つ『一

遡出畑輻

二
二
'
二
'
二

三
二
二

二
二
一一
一一

二
二
一一

＝
二

二
＝

一一
三
二

二
二

三
二
二

二
三
＝
＝

三
二

二
二

【
～

【
～

I
I
～

二
二

二
二

二
＝

二
一一

二
二

【
～

【
～
I
～

【
～

【
～

【
、
缶

1
－

1
－

[
～

[
～

二
二
二

二
＝

【
～

二
二
二
二

二
二
二

叩凶細濡・蝉姻

いつ工一

めつ工一ゆ寸のｌ匡函

めつｌ工｛叩寸叩ｌ自国

的Ｃｌ工一ｍ寸叩’三罰一

輿
ー

工

師（｝ｌ工一

LO
－

叩ｌ自国

＜ハ

く『ｌユー

工一ｎ二

こ一ｌ旦一

証－１ユ’

迂一Ｑ－

く［ｌＱ－

工一ｌ」一

く一ｌユー

二一三

く『Ｑｌ

迂一八巨

江一ｌＱ－

＜r
l
~

寸一ｌヨ

寸一ｌヨ

的Ｃｌ望

”

○世
望

質一望

めつｚ

ご
‘

ー
ユ

司
剴
~

ヨ
ョ
ヨ
副

ニ
ヨ

トーｌ望

一『ユ

トー’

｝「ノー

恥国字ｂ‐』

ト｜ｌ】

r
～
ト
ョ

ー
ロ
ー
由

一
一
コ

望
当

トー望

トーヱ

『『ｊ

トー’一

『『、ヨ

トー‐１‐』

~』『、ヨ

トー一

マー二

守一一
］

『~心、Ｊ閂ヴ

「こ１－

Ｃ『／『

Ｋ‐トーｌに

t
一

望

トーｌ】

I
－
－u､／
ー

ト｛望

トー】

一一ｌノー

トーニ~入閏

トー〉一

トーｌ】

【
‘
－

－
‐

望

トー】

トー】

1
－

弓望

一言ｌコ

ト４戸~戸

奇－１、一

マーヨ

三ｌヨ

のつ’一

魂Ｃｌ一

的Ｃｌ一

的（）１－

碑Ｃ一

的Ｃｌ「

酌Ｃｌ一．
~ 的Ｃｌ『

1
－唾

1
－

函

トーＩ望

トーｌ署

二１浬

一望
~

叩蝿
す
，
寸
尊
き
|等

寸
守

~~
すぐ
寸寸
寸寸

守寺
可寸

寸一
○申

（Ｌ一
国
的寸

口才 ぐく
の守

つ圭

〆、守

鮠一
的寺
め寸
的寸
③寸

“
一

寺一
守一

○
J

ヨ
ョ
囚寺

１山、『

○一

副一
劃
因寸
副寸
劇毒

C
J
~
里
里
G
1
一

マで
炉

【１苗

貢一
因寸
割
等

G
1

寸
等
等
醐寸

C
』

ず

｡
］

寸

副寸
~~ 公言

~~
いす
蜘寸
劉寸

~~
ｃ寸
勾守
雪
C
J
一

里
劃

○
J
ー

因一
劃

~~

Ｃ・可

~~

ａ・『

C
】

寸
因寸
里

里
~~ ｂ、斗

戸Ｌ〒

画一
里

ｍ’一三沃

四’一三型

山ｌ雪国

L
D
L
、

目
=

雨
函

ｍｌ目区

ｍ自函

ｍｌ自画一

叩弓函

ｍｌ自函

叩日区

四ｌ皀区

四’二重

０１皀区 Ｌ
四雪区

ｍヨ京一

、ｌヨ雨一

いＩ壹函

叩１日区

晩’一三塁

の１国雨一

l
の

叩ｌ白函

ゆｌ自雨一

岬三函

ゆｌ白一型

叩’一三型

ぬ二函

叩ｌ白函

四１日函

、ｌ自国

のｌ邑区

叩ｌ三国

の二区

ゆ二雨一

叩ｌ雲重

叩’二重

叩ｌ畠一翼

四一三唾

哩一三型

幻喜一塾

四’二重

④’三ヨ

ゆ’二詞一

叩ｌ弓烹

ｍｌヨ南

心一三型

L
、

I
｡

叩’一三凶

の一三型

叩ｌ匡函

叩ｌ臣函

いＩ邑函

ｍｌ冒函

四ｌ皀函

L
、

ヨ区

Ｃ雪国 Ｌ
の三一

ゆ’二一鄙

のｌ言廉一

行
叩’一三三

l
-
O
l
Lr：

1
便

の１日函 ~ 叩匡函

叩ｌヨ烹一 ~ ゆ１日函

巾蜘国
三顧一

＝区

匡二型

匡壷 ~
雲烹一

二雨一

二一垂



’
帥哩（ＦＤ）扣匝

~

十
~

｛~－．「Ｊ１則

一卜。○

③＃韓（）・一劇）

寺・哩一）

（ＥＵ）哩世（Ｅｕ）哩口

、Ｊｅ、‐ノ

ピロ

~

”・の利

、Ｊｏ、、グーＪ

げず公

③．寸一

茎。認

…
毒室蜑『~γ｜卜侭

Ⅱ「弟君一一三

労迄卦菫

』川卜信卜Ｆ』岸

ニ弔意一堂一

二川弔宕一一二一

川「半壹一室一

一羊『一一筆

｜弔君一二一

『~、妾’二片二具『

一ゞ牛〒一｝一二

｜弔雲一一三一

一弟煮一一三

一千貢一菫一

｜午君一一三

－羊君一一三

匡旧峪炉』い］‐』』犀

一や雷「三一

画。Ⅱ蕊

｜半君二三

Ｆ峠」卜岸』岸

一半雲一三一

一弟一二一毫

一弔君「一三

~
一千一当一簔

｜半實一言一

’弔君一言華

「千一Ｗ｜一三

一弔芦一一二一

四一

一弔君一言華

「千一Ｗ｜一三

テ垂ヨ菫

劇四一

千
、

〒
弓

＝－
－

｜や貢一一三

一串一望一二

囚型一
封|由|首|:

国四一

函四一

函虫一

一千寮二三 ~
四一

一弔一墹一三一

~迄判菫

レー四一

’
1

四

4
口

四
垣凹晒細埠曲畑辱姻四叶削雁

一四
’四『
~ 四~
｜ぬ一
~ 四一

望|酉
。~
四~

、~
四~

餡一
画一

四~
、’

⑩~
“一
、~
里
里

“一

一
一
'
一
'
一

”EY〕

（一
〔一

二
_
ロ

~

~
~

匡
鳫
鮠

暉唖①⑱

~
ト・守の鉤

Ｃ守ト幻
3C
l

苛苛トめ

⑯、めい

α唾韓に

奇寸めい

ト守ト叩

－０つｎ

ｒＬ行－１

吋の一わ

②＠ぬ、

~
や＠ぬ、

言

<
p
〈
p

④
④

”
ぬ

。－句。

にいⅢトド叱皿

の①めい

的的の吟

の②的④

的守めぬ

○①ゆめ

~
ぬめぬめ

寸
c

o
o
＞

C
J
〈
C

O
う
め

ト寸ぬい

めい隈幻

一寸侶．的

卜のの鉤

の④ゆｍ

ＵＣｏハ

《し〃里戸画戸

の⑱苛め一

韓（）⑬的一

トのＮの

つ詞幻ト

Ｄ一一一 ６Ｌ字ｒｌＩｌ

的郵トト

幻つ一寸一

寸一的勾

つ奇の可

⑬寸の囚

の詩の劇

（）（）Ｃ、

因つめの一

”のめ〔

一○ウハ

ｒくＦ戸

”の○ｍ

マ④の、

奇つめぬ一

囚一的醐

○
ｺ
G
I

E
口
C
、
】

〔
C
E
Y
ブ

ー
ト

の叩、⑩ ~
⑬叩ゆめ

Ｃ④の、

ｏ『、｝

戸」《ＯＬ昨Ｉ

ｏ吟ｍＣ－

叩ト的Ｃｌ

卜の的詞

のト寸寸一

｜｛ぬゆ

函④ゆめ

｜叩い心

ママのＣｌ

副トｍｍ－

｜αいぬ

一つめ的一

一④ぬい

寺Cｱ）
ぐ
、
】

寺ト中

マト吟

「Ｊ、‐ゴ、Ｊ

Ｏげす

1
－

r
～

1
－

｢
～
｜

【
～
’
1
－

＝
二
＝

二
二

二
1
－

[
～

【
～
I
～

r
～

I
～

1
－

二
二

二
二

二
二

1
－

1
－

【
～

I
－
l
I
－
l
l
－

1
－

二
二

二
二
二
二

I堅
～

1
－

[
～

[
～
(
～
I
～

1
－

I～
｜
[～
’
1
－

二
二
二
＝

二
二

二
[
～

1
－

1
－

(
～

i
～

I
～

1
－

I
～

r
～

1
－

I
－
l
I
－

【
～

1
－

1
－

1
－

十

叩凶細需α墾泗唯班一叩蜘国

の○ｌエー

“Ｃ工一

的Ｃｌ一，二

的Ｃｌ工一

のCエ

めつ二一

の（）ｌ工一

めつｌ工一

師（）一三

のつエ’

国〕’一‐二 ~
のＣ二一

哩つエー

ｍＣｌ－‐二

のつ一‐二

四Ｃｌエ’

吟Ｃ工一

唾Ｃｌ工一

のＣｌ工一

、（〕工一

~
ゆつ一二

ｍＣ－三

いつ二一

唾こ’工○つ’二一

~~~~~~~

唾ごｌ工一

叩つ二一

哩ｃ’二一

のＣｌ工－

ぬつｌ｜こ

の（）ｌ工一

国Ｃｌ工一寸ゆ一

“ｏ工一

釦つｌ工一

四）ｌ工一

釦（）ｌ工一

副Ｃｌ工一

釦（）工一

~
“Ｃ工一
ﾐ|韮

<
Y
〕
寺

c
c

当
望

Ｃｌ茎

の一ｌ】

ａｌｌ望

の一’零

O
う

患
逗

①一’三

申Ｃｌ望

（三ｌｅ－ｌ

二一ｍＣｌ－

ゆＣｌ’

唾Ｃｌ一

唾ｃｌｌ

唖Ｃ一

叩Ｃｌ⑯Ｃｌ一
皇

glf

唖（）一

⑫Ｃｌ一

四つ’

のＣｌ’

叩Ｃｌ｛．

④Ｃｌ一

之
O
に
○

つ
つ

⑮（）’一

のＣｌ一

》Ｃｌ『

ぐぬ一
こ
'塁

寺山一

寸四一

，マ○一 中ＩＬｐ

寸暉一

寸山一

ＯＤ－ ｌＬｌＬＰ

、、’

い、一

、ｍ一

めい一

めい一

ゆゅ一

００『

ＬＬ一

②唖一

ＣＯ『 夕禺ⅡＬ二

廻唾苛め’

苛め一

可1
,
一

寺ゆ一

⑮暉一

①四一

の山一

の山一

叩一

○一

ＯＬマ

ウ一

ⅡＬ》

ゆ一
里
唾苛

奇四一

寺山一

守叩一

奇の一

守吟一
等
等

四一

口・一
Lg
唾一

草ご弓

匹↑
の寸
翌
めゞ一

ｍ‐守

叩寸
L
D

寸

○申

，Ｌご

○・一

もＬで

唾一

唖一

の一
叩一
叩寸

L
C
~

唾一
唾一

L
D
L
O

寸
蜀
ョ

唾一
叩一

1
○
一

申一
Ｏ｛

Ｉ」寺

の守
等
等

Ｃ一

〈
｡
－

Ｏ・ず

〆』一、

到一’三重

画一’’三唾

画一ｌヨ童

蜘一’一三匡

囚『ヨ区

勾一’二区 ~ 到一ｌ三重

釦一’二京一

詞一二京一

蜘一ｌ弓京一

劉一二重

勾一ｌ三重

蝕一ｌ二重

劇－ヨ京一

めＥ室

Ｃｌ二訶一 Ｌ
叩三区

の１一三塁

山ｌ己｜型

の三重

釦［’三一激

Ｎ一’二廓

因『’一三凶

蜘一ｌ冨函

勾一’二罰一

画一目気一

画一ｌ臣函

画一ｌ三重

、一’三重

E、
】

－
－
1

＝写
K

勾一自重

勾一ヨ函

“一二京一

四
国

０１二京一 Ｌ
L
O

蜘一雪国

函一’三京一

ゆ’二罰一

四’一三垂

哩’三一壁

唖二京一

ｍｌヨ垂

l
O

I
o

＝
ニ
コ

函
匡

の二｜融一

L食
伝

吟’二一型

四’二罰一 ~
叩’一三垂

、ｌヨ｜里

の’二国

の一三塁

叩’二烹一

ｍ壹区 ~ ゆ’二京一

唾ｌ国軍一

のｌヨ宝

叩ｌ皀重

山三重

ｍヨ’

吟三一評

吟’一三塁

、一三塁

叩’二京一

の’二諫一

のｌ国軍

唖’二三

３
の二京一

叩’二両一

ヨ爾一

＝区

二嶽一

＝区
量
量



~
’

’
柵些（Ｅｕ）扣炬

【）・卜因一

（わ・つ利）

二・叩’

ｍ・トー

○・『『

ｌＬ一一

武‘ｊら、Ｊ〆

ｆｆ－

~~~~~~~

寺・幻

（ＥＵ）塑幽

善・垣
’

↓

（ＥＵ）哩口

⑮・寸一

卜・ぬ一

寸・一一

（）“（）『

や・寸｛

『・的刺

卜。①

謹蟄室口二一

謹含室漫三 ~
謹菫室詞巨

謹全産室剰宣

当造判臺

四一

｜Ⅱ弟君一筐一

一午一二言一

ご
＼
1

m

因’四一

Ｎ四一

到四一

因’四一

副単一

“型［

副’四［

鋤ｌ虫｛

詞’四一

副型一

副１，－

画ｌ画一

副’四一

利１型一

形声や一一

／一四一

怪餡~
」色一

1
′

坦~
画一

四一
巴
|巴
巴

四一
蝕一
四~
坐一
四~
酉~

ｍ一
垣凹

~ 酉~
、

酉~
四一
画一

型~
四一

雪~
や一、一

画~
四~
四一

由一
幻~

四~
や当一

弔一一

ヱー
四~

当一
望一

当
山一

二
二

二
二

II
、ジゴ、~ゴ

ゴーゲー

叩魍埠

色
皇

←
C

二
‐

~

二
画

一

ト劇哩岫

寸の一ト

一

Ｃ函Ｃ的

の一”寸一

叩寸的寸一

ｂＣｕ－ ＣＥ仁ｔ

寸師①一一

Ｃ①めめ一

①③ｍ騨一

。①一ｍ’

ヨ
ョ
ョ
ベ

つ
め

司
司
<
C

”
○
つ

劃、⑦寸一

の①の④

寸函の寸

幻心つ的

つトの④

⑱一一ト

ぬわ一卜

Ｃ寸一ト

（）｜毎卜

⑬一○⑬

③’（）ぬ

①つめ①

鉤因寸（）①勾守ｃ一

つめ寺Ｃｌ

勾一めめ

の叩ｍ副一

四の①↓

劇つ寸的一

勾⑯＠の一

一いむの一

副Ｃ一四一

トの①寸

寸叩の寸

ｉ
ワこつ「

罰鈴吟寸

ゆめ寸鈍一

、りつ ~~~

ト①寸（）一

トつの卜

ｐ｛ｃｃ とｒくく

④の①一一

の⑱の函

めいのふ

のい、勾

ｊｌｊｌ

ずごづい

ワフフＪ

エコづう

劉吟韓品

蜘の一一一

のＮマ勾一

ト副寸へ雪

〕一つⅥ『 にｌｃＥ戸
引冒|韮

の寸寸寸一

”師狗一

計の①’一

のの叩守

詞⑱①の

、“・守到一

１
ｃｃ，『α’

因めの刷

寸幻争剥

一一⑱寸一

○一｝『『

Ｆ、ニトＬ一戸

○一耳一一 ~~~~~~~

Ｆめぁ刺

’＠寸の

｝囚寸蜘一

卯蜘辱姻腿叶削需

一一
二

一一
二

二
二

二
二
二

二
三
二
二
'
二

一一
二
三

三
二

＝
二
二

二
二
二

二
＝

二
二

一一
三
二

二
二
二

二
[
～

二
二
＝

二
一一

＝
二

二
＝
二
二

1
－

二
二

【
～

’
一

二
一一
二

1
－

I
～

'
一

t
～

【
～

I
、

[
～

I
～

1
－

1
－

1
－

1
－

【
～

1
－

ー
1
－

叩凶削糯・鯉姻

囚つｌ工一

函Ｃ工一

Ｎ（）ｌ工｛

函Ｃｌ工一

１ユ釦一

”○望

⑯ｏｌｚ

めＣｌｚ

１
１’当示一

ヨ
ベ
ヨ
引

く
。
○

ヱ
望

叩Ｃｌ】

、Ｃ】

四Ｃ】

、Ｃヱ

の（）望

のＣｌ茎

心（）ｌ望

ローＪ Ｆと■~』

の－１ヨ

、Ｊ『、Ｊ

ぽ－－

、－ヨ

。「Ｊ Ｃ戸房

的－ヨ

①Ｃｌ茎

叩Ｃヱ

守Ｃヨ

四つ望

1-○

つ津

のｏｌ】

四○望

ｍＣｌｚ

のつｌｚ

のＣ】

囚－１－

副『’１’、『

（句戸~』

ゆ。ｌ望

叩Ｃｌ望

的Ｃｌ望

叩（）ｌ】

1
-
0

つ:望

心（）ｌ望

叩つ’一

唾Ｃｌ’

叩Ｃ一

、㎡、〃畠

どこ一

のＣ一

、（）一

唾ｃｌ－

のｏｌ

ゆＣｌ一

叩つ一

~
ｍｏ－

め。一

ｍｏｌ

いつ’一

のつ’一

ｍＣｌ－

のつ一

ｍＣｌ

のつ一

守Ｃｌ一

のつ一

、似「ジ『

ｒ一一ｌ｜

■ｌｆ、』

叩つｌ

唾（）’

めＣｌ－ ~
”つｌｌ

的Ｃｌ’

的Ｃｌ一

②Ｃｌ『

のＣ一》

蟹）’

銅や’

”④’

的④一

めい一

めゆ一

めい一

めい一

めい一

的唾一

め四一

の山一

α唾一

α唾一

のの一

、Ｊ、Ｊ『

Ｏピー

、ｊ、Ｊ『

○ピー

の吟一

の中一

の唖一

○の一

（）④’

（）也一

Ｃの一

Ｃの一

Ｃ①一

Ｃの一

二℃’

つ①一

劇①一

C
J

⑲ー

因④’

醐⑮’

“

<
O
~

鈍い一

めゆ一

めい一

めゆ一

ｍｍ－

⑱、一

めゆ一

めい一

”ぬ一

めゆ一

⑬四一

めゆ一

めい一

めゆ一

的山一

ト四一

一①一

一<
p
~
『④一

一①一

一⑮一

一の一

、○一

〃‐』・０，Ｆ

の叩一

トｍ［

、○二

小ｌ１ＬＦ

器、一

ト山一

一①一

一の一
唯蜘

畠
畠

○○一 戸」ⅡＬＦ

トｍ一

I
～

L
O
~
ト、一

④唾一

の唖一

－ぬ一

吟一

勾一ｌ匡罰一

副一’一三塁

因一一三五

○
J
一

蜘一三重

鋤一一三垂

函一ｌヨヨ

~~~~~~

ヘー’二区

醐一一三垂

釦一三重

四
国

＝｜
＝

ヨ
区

鋤一三罰一

劉一一三唾

副一二尿一

勾一］三三

蜘一三京一

釦一三一三

画一’一三型

国’二国

醐一二涼一

副一二京一

因｛１国諏一

“一三京一

吋一’一三三

勾言ｌ邑詞一

副一ｌ自国

刺一ｌ三国

勾一ｌ雲南一

画一’一三凶

里１日函

囚一ｌヨ函

囚－ヨ区

囚一三重

刺－１国区

副『’二詞一

剰一二京一

劇一二重

蜘一’一三凶

劉一雪区

勾一二一三

勾一’二函

因一三区

因－ヨ区

函－１国索

囚一一三鄙

蜘一三重 ~ 因－ヨ区

函一三重

“一’三重 ~ 副一ｌヨ童

画一’三区

因一三蓑一

慰一’二罰一

因『ヨ区

へ
1

~ ＝函
四一’二函

劃一二重

劉一二重

ごｌ匡重

ｍ－ｌ冒函

画一１日区

囚一’一三境

因一’二重

蜘一ｌヨ雨一

蜘一三一垂

因〔ｌ自画

勾一’三重

副『ｌ皀一

因一三一

因一一三吋

副一’三一

函一ｌ二重

叩細図
一三ユ



ll
l
l

抑墾
か官悪

、やや，０』

蕊~~~や恵
《壗筈

、
、
､

'蔦
長

韓

､
､
、

砺
筈

■
4
戸

吾

、
､、
、

1富
岳
・

嗜
,

喋括
蕊特

塗や言 、１１０弾Ｉ

癖声声貢

、１１１口・

~」笛デー』、~

蔭姪
。

撰邉
橡
＞
1
z
蚕

q
1
戸

〒
=

、
､
、

藻
惟
筈

+
慧
篭

蕊鶯
建隷
藻挙
幣篭

蕊蠕》言

浩一

（ＥＵ）扣沌

（ぬ？卜’

Ｃ・忌一

~

（戸ｂ）哩幽（Ｅｕ）哩口垣哩

の‘の因

謹全室剰巨

謹含室型更

謹全室型宣

謹亀室ヨ富

謡｝今瘻室ヨ窒県

謹亀室到壹

筵含量型宣

謹含室剰罠

謹含室掴壹

錘へ窒壗一割《三

“四一

函１ｍ一

因ｌ醒一

蜘型一

副四一

囚四［

Ｎ四一

｜や）ヨ一二

因’四一

因四一

囚四一

“’四一

因’四一

C、
J

mb
＝
ロ
ー
ヨ

因ｌ坐一

因’四一

囚’四一

函ｌ幽一

、幽一

因Ｉ幽一

”Ｆ画一
童|塵

／’四一 ~
ムロ「

１Ｌ〆夢二

」：四一

吟四一

ｖ－単一

／’四一 ~
」四一

一墾一

｜四一

Ｆｍｌ
~ 四一
Ｆ四一

卦認
四一

弓|目
、一

由~
四

四一
、~

四~
四~

~ 四~
、
、
~ 四~
’四一

四一
自
’画］

Ｆ四一

－四一

Ｆ四一

Ｆ四一

四一
単一

○函のＩ

巾祁檸
｡

画

~
~

め
い
」

”
O
フ

寸
寸

I
～
1
－

』。Ｊこ

いげひ卜

。。Ⅶ、

ＣＣＣ卜

ブリＪ』

ぱぴｃ卜

ト的勾ト

○℃刈一 ｆＣＥｔ

的寸蜘ト

①可、卜

マ勾叩叩

寸寸醐缶

ト寸勾ト

測○刈一

ＥＬＥｒ

の①感吟

、○的ト

○『℃く ｆＬ騨〆‐比トー

ト函的ト

ＣＤ。｝ くくくｒ

めめ的ト調
§

句ｃ、Ｃ ぐくｔく

（〕一の寸一

○寺、寸一

叩のトや

⑤Ｃ醐卜

⑯的因卜

卜①的ト

の④一ト

①つめト

トー唖ト

Ｃぺめト

”國的ト

Ｃののト

｝つつ｝

ｒでぐい

”寸的ト

のゆめト

Ｃ①的卜

寸一の寸一

④寸の寸一

つめぬ画一引
韮

のの、副一

①、⑱因『

Ｃの⑱画一

⑱因的寸一

。［寸副一

勾一トト

トめ⑩詞一

的一○ぬ

①Ｃ守画一

○ト⑯勾一

寸一⑱卜

因の”因一

勾澤⑱因一

②ト⑱Ｎ’

守ト、“一

の晶的函一

ト②的守一

“⑯一一一

守⑩⑱画一

｜函ト①

一めめト

｛ト①寸一

一トめぺ一

叩蜘鼻泗一睡出畑濡

｜ゆめＣ

~

一一
『『

【
～
［
～

二
【
～

【
～

1
－

[
～

二
二

三
二
二

三
二

二
'
二
二
'
二
|
＝

二
1
－

1
－

r
－

1
－

[
～

[
～

二
一一

二
二
一一
二
二

'
一

[
～

1
－

1
1
－

【
～

二
'
二

二
二

二
二

二
【
～

1
－

『
～

[
～

［
～
ト

I
【
～

【
～

【
～
[
～

i
[
～

[
～

I
～

1
－

【
～

r
～

【
～

叩凶削需・担姻珈知叩躯国

〔ごｌ工一

のＣｌ工一

幻Ｃｌ】

⑱Ｃ】

⑱Ｃ】

的Ｃｌ湾

的Ｃｌ】

“Ｃｌ】

唾（）望

”○
望）】

めつｌ】 ~ ⑱Ｃｌ】

⑳Ｃｌ】

⑱ｏ〉一

⑱Ｃｌ】

⑱〔）】

鱒Ｃｌ】

ｍＣｚ

的Ｃｌ】

⑩Ｃｌ、一

蜜）ｌ】

、（）】

⑬Ｃｌ】

トＣ】

ｍｏｌｚ

ｍＣｌｚ

⑱〔）ｌｚ

めつヱ

⑱Ｃｌ】

カコご ｆ始津馬’農

ｍＣｚ

、Ｃｌ】

のＣ望

、Ｃｌ】

⑯（）】

的Ｃｌ】

⑱Ｃｌ】

寺Ｃｌ望

ｍＣｌｚ

的Ｃｌ、一

寸〔）ヱ

寸Ｃｌ茎

寸○ヱ

電
寸

く
つ

淫

寸○】

唖（）ｌ】

唖（）】

叩Ｃｌ】

ｍＣｌｚ

甲Ｃｌ】

ぬＣヱ

ゆＣ署

寸Ｃｌ】

寺Ｃｌ】

ゆＣ】

ｍＣｌｚ

叩Ｃ望

ゆ（〕】

唾Ｃｌ一

ＦＣＩ一

トＣｌ一

マＣｌ】・マ④一

貢）ｌ望

④Ｃ】

のｏｌｚ

『ｏｌヨ

奇Ｃヨ

守Ｃｌ淫
~

の①一

の①’
塾
塾

寺の一

寸①一
望
|望

守①一

マの一

マの一

寸④’

寸①一

守④一

寸①一

寸④一

寸く
り
~

寸④’

マ①’

奇の『

寺の一

可の『

寺の一

奇①一

寸①一

寸①’

寸④一
蔓
型

寸の’

寸①｜

寸の’

寸の一

寸や一

寸垣一

『の’

苛韓一

マ①一

寸①一

一一当

トトー

』~一曲

トトー

トト寺

一一串

ｒｒ手

マの一

マ①『

寺④［

一｝幸

ｒトー

トト寸

トト寺

トト寸

トトマ

~~~

トト寸

一一当

トトや

トト一

缶晶寸

トト寸

トト寸

t
－

t
－
－

トト守

ト串笥

奇④一

マの一

寺①一

トト・一

一一｛

トトー

『、申

ｒｒ》

、『『

ト・卜低一

トト寸

四一三区

Ｎ－ｌ［三型

駒的一一三塁

、当ｌ白一型

ｍ一’二重

め一日区

ｍ一’三一型

の一’三一三

の『ｌ自国

の『’三函

の一一三唾

の－冒函

〈
ウ
ーーー
コ

国

の一’一三垂

、－１二’

国＝区

m＝函

的一ｌ冒雨一

ｍ一’二雨一

の－１ヨ壼一

的－雪区

的『ｌ弓雨一

雪三厘

の一ｌ皀重

、当１日函

吊当ｌ白雨一

千》碇、当１国雨一

ｍ－冨区

ｍ－ｌ窒素一

、薑ｌ自蕨一

ｍ－１国一塁

の一二両一

の一三重

ｍ一

千》’
的｛ｌ自重

寸囚二雨一

の一三一塁

寸囚１日函

寸劇Ｉ目函

箪守勾’二国

寸因ｌヨ函

守囚’一三型

寺蜘日区

寸函’一三竺

寸因’三衰一

、｛ｌ自画

ｍ一’一三型

め一ｌ白区

寺囚１国函

●マ因冨区

寸函’一三劃

寸劇ｌヨ函

守勾三重

可囚’三京一

寺唖’二雨一

守囚１国区

奇“’三一型

苛因ｌ皀函

マ因ｌ冒函

マ副ｌヨ函

マ因ｌ匡一型

寸勾ヨ雨

－雪雨一

一’二重

一’二罰一

’一二唾

ヨ区

雪宗一

＝屋

三烹一



州 や 茄 鯉 什 弗 ｌ Ⅷ

二 ’ 一 つ

~
二 ’ 一 つ

一 ｝ ’ 一 つ

二 ①
Z|
Z
二 や

二 ○

岸 一 律 』

一 一 Ｉ

二 ’ 一 。

二 ｌ ④

二 １ の

二
二

’ ’ ’ ’ 二

’
二 ’ 一 つ

因 鴎 叩

｛ 一 ’ 一 つ

二 一 ・~
三 ’ 一 つ

三
二
＝

二 － 一 （

二 ’ 三

＝
＝
＝

己
こ
ろ

二 ’ 一 ・

二 一 つ

三 ｌ 巨 ○

［ 一 ’ 一 つ

~

二 － 一 つ

二 － 一 つ

二 一 つ

二 Ｉ 室

＝
コ

ー ‐

二 一 つ

二 ’ 一 つ

二 一 ・~
三 ’ 一 つ

画
旨|言

'二
’一 一 ・

二 一

二 ｌ 亘

二 二

二 三

二 ｌ Ｅ

E
こ こ

二 １
ニ ー
二 ’ 二

三
＝
E
二

二
＝

二 二

二 二

ニ ー 亘

ニ ー ニ

二 二

＝
＝

二
三

三 ’ 二

二 ’ 二

ニ ー ニ

二 ’ 三

二 二

ニ ー ニ

二 一 ｍ

二 ｜ 、

二 ’ 三

二 ｌ 一 切

一一 一 ｍ
エ

一一 一 ｍ 一 ②

二 一 ｍ
エ

一 一 つ

一 ’ 一 つ

’ 二
己
己

己
三
E
"
|
"

↑

醜 叩 一 謎 鴎 図 匪 諏 一 謎 鴎 楠 洞

E
E

二二
。。

四 ・
コ

回 二 一 エ ー 畠 、 で 三

~

ろ
一 つ
己

糖 つ

ヨ 一
『

一 一

｝ （
函 画 一 一 エ ー つ い い で Ｃ 唖

コ コ
、 、

ｒ ｒ
里
蒋 ②

一 幻
一 口

院 テ ー
コ コ

い し
ｃ ｐ

ｒ ｃ
壁

ー の

《 、 ご

｜ ゴ

~ ~ ~

一 ⑪
一 ｍ 一 エ Ｃ 陣

ー 塁
。

ｃ ｃ
心 に

ｏ ｐｌ く
い 、

コ フ
心 。

【
や

0
1

【
C

垂
辰

』 、 Ｊ

一 口
一 の

ー O
う

壺
｡
”

～
1
O
､

O
~
1

望
望 日
望

扇
扇

画 、 Ｊ

一 ○
昂

昼 Ｊ －

ｃ 」
筐

里
■ 虹 ｊ

一 席
矧
筐

話
目

C、 し
、

Ｃ Ｇ
痔 導

く く
ｐ ｐ

Ｅ ｆ
ム ノヒ く

｝ つ

‘ ジ ー

ム ー

‐ し 』
±
＝
空

一 一
一 一
ろ
己
豈

〕 。
） 巳

〕 。
崖

一 い
~

。
~

~

一 〒 － １ ｃ ｍ ⑳ 石 ・ 坤

［ エ ー つ い 、 ℃ つ や

一 エ つ い

一 エ ロ 画

一 エ ー Ｃ 画

一 エ ー つ 酌

一 エ つ 画

一 エ ー つ い

一 エ ー Ｃ 》

一 工 － つ 画

一 エ ー つ 画

｛ エ ー ロ ”

一 エ つ ぃ

一 エ ー Ｃ 画

｜ エ ー つ 画

一 エ － つ 種

一 エ ・ 画

一 エ ｃ 函

一 エ ー Ｃ 瞳

一 ℃ ’ 一 矛

一 エ ー ロ 掴

一 エ ー （ ） 画

二 ‐ 一 Ｃ 唾

一 エ つ い

二 ・ I
や

一 エ ・ 因

一 エ ー つ い

一 エ ー つ い

一 エ ー Ｃ 函

一 エ ー つ い

一 エ ー ロ 心

一 エ ー 。 、

｛ エ ー Ｃ 画

一 エ つ 画

一 エ ー つ い

一 エ ー つ い

一 エ ー つ い

一 エ ー つ い

一 エ ー つ い

一 エ ー ロ 唖

一 エ ー （ 弱

一 エ ー （ 覇

一 エ ー ロ 四

一 エ ー つ い

一 エ ー 。 ⑭

一 エ Ｃ ⑭

一 エ ー つ い

一 エ ー Ｃ 唖

」 １ つ ↑

－ － つ 』

一 Ｉ Ｃ 《

－ １ コ 』、 Ｐ Ｌ ~ ↑

エ ー つ い

－ 。 《

一 ○ 一

１ つ 」

~

二
二

」 一
二
'
二

］ 一
＝

二
二

＝
二
一 一
＝

二
一 ］

~

二
一 一

二
一 一
＝
二

＝
'
二

二
二
＝

二
＝

二
'
二
一 』

一 一

~

二
二
＝

一 一
Ｆ 』

一 一
一 一
二

三
二
＝
一 一
一 一

--
』

＝
-1

＝
~1

－
－
J

一
~】

一
~
I

1
－
4

一
J

＝
～
I

一
~］

~

1
~

~

一 四 ｍ 乱 つ~
一 四 一 四 『

飾 彗 暇 叩

~

~

一 い ↑ 令 司

｜ 杢 曇 の ④

一 担 乍 ⑤ 、

一 幽 全 、 の

一 画 画 司 一

一 一 一 一 の

一 今 ② つ い

一 幸 つ 。 ”

一 学 一 幸 ・

一 い 《 い “

一 ⑭ 一 一 ｍ~
一 今 一 ｍ の

｜ “ ↑ や ↑

一 ｍ 一 ③ 煙

一 一 ｃ ｃ 一

一 い ↑ 幸 い

’ 四 ↑ 函 、

① 『 ↑ の

一 Ｃ い の 、

の 』 “ い

⑤ い “ の

一 つ い い 『

、 到 ○ 刀

く 一 ｒ に

の 『 画 一

の 四 ｍ ｍ

① 一 の 画

の 学 割 の

フ コ 菫 ．

。 ｑ 一 睡

の ① 一 一

の 一 め つ

② 四 の 一

訓 ‐ 引 川 川

口 ○ 一 ○

の 零 ｍ 一

の 一 ｍ の

の い ◎ の

う ｊ － Ｄ

Ｏ － 言 い

ｌ ｉ フ 』

一 一 ひ 牛

の い 、 ↑

① 画 一 上

② 画 坤 一

の 唖 つ の

の 画 つ 四

『 、 い つ

『 、 ・ ぬ

画 、 の 一

画 、 の 画

啓 ⑭ Ｃ 、

隙 患 い

西 垣 Ｃ の

② 四 ｍ 一

函 、 四 ｍ

ｍ Ｃ Ｃ ｍ

四 一 哩 ・

四 面 拒 函

一 ｍ ｍ の

い の 一

、 《 、

載 酬 巾
｡

ウ
ロ

~

画
ロ

~

戸

需
溺

＝
4
片

.
＝
二
1

ご 到 云 毒 睡 圭

態 片

卦 剖 室 篝 蒸 圭

計 到 一 九 澪 ロ

守 ユ 空 謹 ロ守 ユ 空 謹 ロ

ご 到 一 ハ 室

壽 庁 室 Ⅱ 一

学 皇 一 ｌ 一 幸 ず 一

乏 房 Ｌ ‐ ご 廷 Ｌ

函 片 哩 画

唾 Ｈ 一 画

異 ヨ ー

~ ~ ~ ~ ~ ~

罫 言 一 一

~ ~ ~ ~ ~

喜 三 」

宴
ト

ヨ
扇 一
ｍ

勇 冒
晒 言

三 厩
喜 雪

芦 汽

~ ~ ~ ~

一 ユ ハ ニ
雪
需 三
~労 ＝

｜ 詩 雪

一 舜 一 ヨ

‐ Ｌ ｌ Ｉ １ ｌ

壽 屋
芦 原

垂 〆
h

心

＝

罫
；
三
1

一 顕 片

一 顧 一

一 ｍ
己
|更

一 ｍ 斤
畠

一 画
一 国
一 団

一 画
一 顧

一 画
臣
|缶

田
|田

一 画
一 唾
一 唖

一 刀

跨 Ｆ Ｌ

一 頭
一 屋

一 睡
一 ｍ

一 ｍ
一 九 室

顕

ロ
~
~

~
~

厩 蒜 ヨ

迂 纈 号

証 続

【 酌 』 《 仏 山

買 粥
ト

澤 濡 号

汗 諦 一 一
一

ミ
ヨ
F

r
，
L

謡 二

周
E

う
濡

そ

画
匡

ハ
L
上

、
:
一

丙
賦

一
二

毒 咄
ー

ボ ニ ］

一 御 言 一

一

l

o
g 画 一 １

匡 戸 Ｃ ｍ Ｃ

三 一 の 画 」

二 ’ 一 ｍ い ↑

｛ － １ ｝ の い 、

二
｛ － １ ｝ の

『 ｄ 酋 虹 Ｊ

臣 ’ 一 ○

二 一 の

い ↑
。 Ｔ

い 。
。 』ｒ 』

ｏ ｐ
ｒ く

ニ
ー
ー

｜ コ
コ

し
。
c
･

【
ロ
一三割
一

二’
一『

い
い

Ｃ－
ｃ』

王|
王

二 一 ｍ

函 鴎 巾
〒|
〒

三 一 の

ニ ー ー の 画 ロ

’ 一 ①

二 ’ 一 の

二 一 の

二 一 の

一 ｛ ’ 一 の

二 一 弐

ニ ー 一 理

二 ’ 一 『

二 ’ 一 ｍ

『 引 出 、 ノ

ニ ー ー ロ

『 「 坐 奄 ノ

ニ 一 ○

二 一 の

二 一 の

二 一 『

三 ’ 一 『

二 一 『

宮 － － 『
二

二 ’ 一 ざ

『 ヨ ■ ９ Ｊ

ニ ー ー ミ

三 ’ 一 訂

三 一 割

二 一 コ

＝
ヨ
ー

コ
コ

二 ’ 一 『

二 ’ 一 割

二 一 割

二 ｌ ｜ 『
に1

二 － 一

＝

’ 。
｜ ’

司
。

の
○
つ

峠』
“

崖

鴎 叩
唾

うう
心
。

畠
画 ロ
四 つ

Ｃ 二
ｒ く

い （ ）

r
C

C
二

『 】 ■

心 一
画 『 二 一 １ つ い

い 醒 ｛ エ Ｃ ⑭い め
1
℃

－
~】

コ フ
心 。

ロ ー
心 ロ

コ フ
心 ○

[
。

〔
○

唖 の
こ こ

ｒ ｒ
い ↑
望

。 。
認
|韻

単 心
一 ・

唾 喀
ざ

庵
患

鹿
Ｊ Ｊ

卦 、~ ~ ~

謹 畠 ノ

串 亡

一 ’ ＠
〔
p

艶 叫 国 威 誌

『 『 二 、 ノ ヘ ヅ

ニ コ ー 亡 ○

一 エ ー つ い
弱

一 エ ー つ い

一 エ ー つ い

一 エ 。 ②

三 － Ｃ ⑭

一 エ ー ロ ②

一 王 Ｉ Ｃ 四

一 エ ー つ い

一 エ Ｃ 《 〕

一 エ ー ・ 唾

一 エ Ｃ “

一 エ ー つ い

｛ ヱ ー つ い

一 〒 ｜ ｌ つ い

一 エ ○ 』

一 エ ・ 歯

二 ‐ － つ ②

一 エ ー 。 妙

｜ 〒 一 一 四

国 呵 ~ ■ 、 〆 、 Ｉ

｜ エ ー ニ 。

一 工
エ く
つ

仁
人
。

一 エ ー つ い

二 ‐ － － つ ②

一 エ ・ 轡

一 エ ー つ い

~
~

エ
コ
コ

｜ エ ー ｃ 、

一 エ ー つ い

一 エ ・ 唖

一 エ Ｃ い~
一 エ ー 今 酌

｜ エ ー Ｃ 学

六 ’ 二

エ Ｃ ⑭

二 Ｉ Ｃ 四
つ 、

ぎ

艶 鴎 補 洞
|工一～I

I
劃

‐｜
‐ ］

一
一
1

一
J

］
一
J

］
一
J
～
1

一
~】

－
』

－
則
一
J
～

］
－
－
J

1
-1
－
J
一
」

一
J
一
J

I
I

I
1

－
－
J

一
J
一
J

～
』

～
~1
一
J

－
－
4
一
~
I

威 彗 酬 叩

一 画 の 、~
や 唾 一 つ

○ 刀 心 ○

い く こ ぐ

哩 一 ｝ 暉

轡 一 ｃ ｍ

四 一 《 ①~
四 一 印 画

や め ロ

二 口 心 剖

↓ ト ヒ 』

一 ｃ ｍ の

ｐ Ｃ ｐ Ｄ

Ｅ ｒ ｃ く

、 《 の 函

画 信 の 一

砂 唾 Ｃ 、

『 Ｊ 画 、 ↓ 、 グ

ｑ － － ｏ

掴 の 心 一

の 四 ｍ ｍ

や 函 『 幸
畠
鑿

画 一 全 の

「 Ｊ 一 画 、 ザ

ｃ 一 一 ○

｝ 一 」 二

、 、 一 一

ニ コ ー ュ

幸 い ○ 歩

｛ コ ー コ

ニ 、 Ｊ 、

群 ｒ こ い

《 『 己 「 Ｉ 邑

〒 心 。 』

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~Ｌ ｜ 季 Ｊ 、

」 』 Ｆ 」 一

~ ~ ~ ~ ~ ~

一 一 へ 一

一 ｍ い の

｝ 錘 ・ 唾

ゴ ニ フ コ

） 』 ○ い

一 ｃ ｍ “

一 つ い 割

一 唾 杢 、

一 ｍ ↑ ⑭

一 ｍ 仁 一

口 唇 剖

酔 Ｌ ~ 房 己

一 の 、

露 醜 叩
す

四
空

－
ノ

弄 三 ’ 一

一 塁 」 罠 龍 ｈ 一

三 庁 一 弐 」

男 ヨ ー ー

男 ヨ ー

二 斤 垂 Ⅱ ’

馴 詐

面 一 に
罫 三

勇 屋

弄 弓 ヨ
言
雪
|薑

弐 三
再 三

一 画 一

一 田
一 顕

一 唾
一 画

一 画
｜ 、

一 ｍ
一 画

毒 咄



こ
こ
E
三
三
＝

'
I

こ
ろ
ろ

－
－
1

－
~’

一
~i

ロ
＞
②
0
ｺ

三’
一

~

一
口

吟と

三 １ ， 由

二 ｌ や い

’－ 口~ ~ ~ ~

二 い 》

一一 い い 二

二 睡 轡 二

二 １ 画 轡 一 つ

二 １ 画

二 Ｉ い い

二
二
匡
三

『
c
I
p

学
に
夕

＝ 【
､
｡

“

一一 一 ⑮

一 一 ’ 一 ②

’ － １ － ④

こ
こ
1
三
＝

二 ’ 一 つ

二 ’ 一 の

二 ’ 一

二 ｌ 一 切

二 ｌ 軍

三 ｌ 」 ②

二 一 ｍ 訓 画

二 ’ 一 ｍ

二 一 釣

’ 一 ’ 一 ｍ

二 ｌ ｜ 、

二 一 ｍ

~

二 ’ 一 ｍ

一 一 ’ 一 ｍ

二 ’ 一 ｍ

二 一 唖

二
二

二
＝

＝
＝

〒
|〒ニ

ニ
ー

｜

一 一 Ｉ

二
〒
〒
〒
|〒

〒
＝
＝

三１

’

ニ
〒
|〒
|〒

〒
二 ｜ 『

三 １
一 － 一 ④

二

〒
〒

三
＝

〒
〒

一 一 ｍ

－
一一 ｜ 「~

二 一 割

－ －

~
~

｜ Ｉ
－ １

~

－ １
’
’ １

~

図 醜 叩

一 ’ 一
一 や

’ 一 の 割 の

昂

。
『 ②

－
－
J
三

墨
１ ３

一 ○
Ｊ う

へ 。
一
J

ご
1

~

三
届

~

『 、

１ １ 屯

一 八 ｛

割 《 ｝
副
墓

二
J

ご
割 ~
の の

ゴ ミ３ Ｄ
幸 エ
⑪ 唾
の 剖

－
1

【
ロ

鴎
｛

､Ⅱ
ロ

L
、
p
a

1

全
云 ~

ち
こ

I

二日
~

二

二

云
ア
マ ニ

へ

謎 叫 国 威 蔀

一 工 － つ 轡

二 － ・ ↑

一 エ － つ へ 一

一 エ ー つ 竺

一 エ ー Ｃ 全

｜ エ つ 垂

一 エ （ ） 俗

二 一 つ 四

－ つ ②

一 Ｉ Ｃ 』

一 エ ー ・

’ 一 ’ １ つ

一 心 Ｉ Ｃ や

一 エ つ い

二 ： ｛ Ｉ （ 悪

二 ’ つ ②

話 一 ・

F ‐ こ
C

一 二 垂

｜
』

（ ） や

【 二

一 一 ｜ Ｉ （ ） 》一 ’ ’ １ （ ） 》

~

一 エ ー ・ 全

エ ー ・ 学

エ － つ
二 二~ ~ ~ ~

‘|→
~
~ 謎 鴎 椅 珊

二|
→

二
二

＝＝
I

I
－
－
J

二
二

－
~
]
一
J
一
J

~'
1

1
1

］
I

－
－
1

』
-
割

二'
|、

~
、
I

－
則

-
－
1

② 司 捨 ① 三 八

余 遥 嘩 峠

の ④ ◎ 窪 一 い

哩 司 の の ご イ 毒

〕 司 捨 ・

の ④ ◎

ｐ Ｑ

Ｒ 』 Ｆ Ｌ

母 －
4
窪璋

壼

篝

~

威 薑 酬 巾

四 『 の 一
§|
畠

唖 認 一 煙 や

、 》 い 』

唾 墨 一 ｍ 四

③ 回 心 、

の 、 心 司

、 』 一 い

信 障 、 争

函 、 障 一

到 刈 訓 釧

廿 仁 一 一

ｍ 』 句 、

画 雷 、 唾

》 唖 つ つ

望 、 型

一 つ ② 掴

一 エ 四 割

一 睡 の の

一 ＠ ｍ ｍ

↓ ○ 列 刀

』 こ こ く

錘 つ （ ） わ

訓
》 司 空 や

室 争 い
望

I
露 醜 巾

~
~

【、
。

＝
〒
託

二
更
T

時
－
－

ご 斗 二 《 ・ 套 匡 雲

Ｌ 乞 三 １ ② ｜尭 臺 １ ②

卦 到 一 九 澪 二

壹 片 エ 」

勇 二 一~
一 ｍ

－ 槍 『

~ ~ ~ ~ ~

｜ 唾 ｌ 唾

一 一 ｕ 一

一 吟 ） 一

一 一 聖
噸 白

一 団
一 画

一 唾
一 ｍ
一 ｍ

一

聖

王
'三

’
垂

■

３ ．

－ ｃ 心

読 雌

侭
~
亀
h
ゞ

｜ ’

二 ｌ い い

一一 轡 唾

匡
一 一 ｌ 露 ｝

ニ ー 啓 学~
一 一 Ｉ 愛 〕

’ － １ 《 ｝ 空~
ニ ー 蛍 ｝

’ － － 空 唾

’一 い い

ニ ー 空 雪~
ニ ー い い

＝
’
三
＝

一一 轡

二 ｌ 唖~
二 》

ニ ー い い
垂
恥

＝
三

に 淫

二 ’ 一 〕 轡

’ 一 ’ 四 ⑲

一 一 ｌ 唾 哩

ニ や 婚

二 哩 哩

二 哩 唖

三 い い〒 “ 障
|〒

割 】 ヘ ノ 『 ノ

ニ ー い い

二 Ｉ 学 碑

二 ｌ い い ” “

二 ｌ ｐ ｃ ｃ ｃ

二 － 四 画

三 Ｉ ⑭ 函

一一 《 ｝ 』

一 一 Ｉ （ ｝ 僧

『 『
一

Ｆ 傍
’ － １

二 轡 輻 画 『

二 型 』

二 ｌ 堕 障

ニ 空 噛

一 一 ｌ い い

コ ー ］ ） Ｑ

一 一 こ い

二 轡 函

二 唾 画

図 踊 叩 一 醜 叩 識 鴎 国 師 蕪

J
<L

IJ
此
仏

J，
｜
雪
41
J

bl
<l
g

幽 一

一 口
Ｌ Ｉ

＝
l
迄

韮
’

話
|畠

コ
フ

竺 唾
,準
一

【
や

今 に
全 ~

“ O
､

壁
。 ｐ

こ こ
1，
コ

～
I

【
｡
唖 割

【
口

一
J

． Ｊ
い へ

一 （ ｝
お
|達

い 『
い 『

フ Ⅱ
ト ミ

ロ ゴ~ ~
壷

二
崖
廃

【
画

『 ノ 、

、 『

ｒ ｌ 〆

コ ー

唾 、 Ｔ ゴ

Ｐ ｌ Ｆ 」
ろ
ち

ノ 輿 ノ

ュ ロ

ノ 型 ノ

ユ ゴ
Ｊ 一

〈 ｜
」 』

1
口

－
－
1

〕 「 １

） ・
宝

《 ｃ

」 鼎 Ｌ

｝ 函
乙

ゴ
ン
q
1

＝
ﾄ

~
~

一 エ ー ロ 印

’ 二 。 《~
二 ‐ － ｃ ｍ

一 エ ー ・ 印

一 エ ー ＠ ｍ

一 エ ー つ 、

一 エ ー つ 餉

一 エ つ 、

一 エ ロ 、

~
~

一 工 － ｃ ｍ
~王 哀

二 ｉ － Ｃ ｍ

－ 工 － つ 崇

一 エ つ 、

二 ‐ ’ つ 釦~
二 － ｃ ｍ

二 － － （ 轟~
二 － １ ｃ ｍ

一 工 － ｃ ｍ

一 工 １ つ ⑳

三 一 Ｃ 印

一 一 一 １ ｃ ｍ

一 エ － つ ⑭

二 一 （ ） 秒

二 ‐ 一 ｌ ・~
↑｜ ｜ つ

一 エ つ ｍ

一 一 ‐ － つ 釘

一 一 ‐ ’ （ ） 画

【 ’ 二

元 ’ 二

六 ’ 二

｜ エ ー Ｃ 画

一 〒 一 ’ ＠~
一 〒 一 Ｉ Ｃ ⑳

一 工 － つ 、

三 一 ｃ ｍ

一 エ 今 画

ｴ'
三
吾
吾ｴ|
エ

平~
エ － つ 、

＝ ‐ ･
1

エ ー Ｃ 、

エ （ ） 四
皿

。
I

I

1
謎 鴎 補 珊

二
二

='二
'二

二
二

二
二
二
二
二

一 一
二
三

二
＝
二
＝
一 ｝
二

二
＝

二
二

’
'二'

二’
二

＝
＝

二
三

一 一

二
二二

－
J
－
－
1ト
ー
1

二
二

1
＝

I
－
4

－
~】

－
－
】

－
~1
一
J

~

一
一
L

l

言目 一
一
つ

｜ 《 一 陣 今 の

］ い の 『

一 垂 心 」 、

廊 言 踊 叩

掴 ↑ ぬ “

心 ② 、 罰

1

坤 一 劃 』

コ フ ー コ

心 Ｏ 」 し

煙 一 割 》

I
･ 当 【
迄
」

ロ ハ ｐ ○

ｉ Ｅ く ｒ

心
|

<一人
コ

｜ 口 抑 刀

卜 肺 ‐ Ｋ に

｜ 曙 い め

一 ④ つ 釦

に
p
【
ロ

ー
“

空
囎

ニ
ー
△

一 い つ の

一 睡 軌 の

ｐ ・ 幻 迫

。 １ １ コ

α ○ ○ 心

麺 、 信 垣

一 ｍ ｃ 、

四 四 『

｜ 割 や 一

｜ め い 毎
弓
胃
篭

画 唾 つ の

、 四 つ 、

、 四 つ （ 一

印 画 の 、

い い 一 （ ）

｜ 、 騨 暉

~ 里 ロ ゴ ~ エ ~ 姑

い い 辛 一

《 剖 一~
一 一 哩 一

」 一 睡 、

一 唾 つ 『

一 一 一一 一 一

め

｜ 轡 い い

？ ３ Ｊ

Ｏ 心 一

← 一
一
』

函|
馬

一 睡 八 一

』 刀 』

』 戸 Ｌ 』

’ ４ 河

二 一 こ

“

O
夢

壺 醜 叩

ワ
~

戸
す

｡
一

~

ー

■
一
~

雪|管
|重|唇

l
琿 片 一 遍~

姜 菫 い 一 単 一

一 障 一 い 一 一 呈

礒 一 些 壷

惑 垰 一 劃

計 ４ － 《 喜 筐 聖

ご 判 一 九 虐 睡 菫

罐 L一
一

三

薩 兵 一 睡

ド
Ｆ

三 一 一 い ｛ 辛 》 一
訳

一 二
壹 三 生 ． ’

一 三 一 農 ↓ 一

窪 三 宝

三 ー l~
l

エ ド
ト

一 一 一 一 二 《 ． ’

窪 L
L

三 一

一 陣 一 筐 一 塵

害 一 三 一 斗

謹 片 一 面

一 樺 一 』 一 茎

一 陣 一 い － ヨ

薩 」 部 い 一 理

寺 澤 一 」 一 軍

弄 三
~ ~ ~ ~
勇 三 一

厚 ト 匡 庁

踵

宍
戸
F

三
二 唾
ヨ

寺 濤 一 ‐ ． 二 理

匡 一 呈 一 雲

障 匡 ~唖〕
薩 莞 一 通

一 万 １ 口

二 Ｆ 」 ト ー

一 ， １ 画

一 面 ’ 一
塁’

一 国
一 国
｜ 、

一 宰
” 白

~

一 画
一 串

壷
|
顕

蓑
壷
哀
畳

~
~

Ⅱ
誌 咄



I
Ⅲ

ll
Ⅲ
Ⅲ

ll
l

lllⅡ
llIⅡ

U
~

卯撃

に ヨ弔詞一

弓壁一

}
巨
宮

,
雲
送

b
l
ノ

陸詞当罰 ~
一』「「調↑

ご菫

理里鰹

-
H

当~迄判琴

．一千一菫一篝

二
・一‘辛）州－一室

睡囚．一認

茎二悪

注詞・●｜認

睡
睡

C
J

里
当~
1
1

騨
毒

廷馴一川睡

睡三蕊 ~
雪一引率

璽一判型

廷＝
一
ゴ

ー
L
4

鯉

唾三悪

涯二滑誕

廷二塾

瞳一二蕊

廷
画

~~~~~

ほこ‐｜窯

涯両吾騨

垂蜀二認

璽一当詞一

些二，蕊

菫二1-再
J

謹
昌

唾一判翠

唾三川翠

塵二認

童一判翠

砦
搗

~
q
l

弓蘂

｜一千一祁一垂一

『皇巨ｑ↓苫一二

一千宇一ご壜

｜《千一祁一一琴

廷二卜誕

竺討Ⅷ一割一

「圭当菫

串君「

~
筵弓

弔二筐

、一
画一
巴
|巴
|里

、
垣唖

鳶|鼠
｝二砂有

一判罫

1輝
菫
|
華

＝
＝

吹蜘迄

詞
岳

つめの函一

叩繩暴廻駆出細需

｡|韮
§

つ囚①め ~
因一の唖

や争弔》詞

、一寸割

”めゃ一

ＪＪ３３

ｒ、ｒｒ

Ｌ喀戸画Ｌ

ＪＪＪ３

ｏｃ〆匝

エ劃
Ｏ寺ｏＯ

ぐてＣＬ

トーめい

めめ幻一対

調
争韓ト融

唾庖匝時

回睡に時

寸鐸唖寸

の吟トヘ

○○つⅦ

ＬＬｃＥ

｝、一つ

小ｋ〆箔『ｒ

つ一才ｏ

Ｅｒ宝Ｌ

如
寸
の
⑬

こ
つ
〔
｡
【
～
1
－

や
〔
Q
m
L
O

寸
恒
､
』
里
寸

囑
の②⑬寺

④の⑳剥

、Ｊ、Ｊ■、』

ずロト◎

一つ｝《

トピトヘ

可咀室、ダ、

ａ卜こぽ

唖ト‘マゆ

『１４，Ｊ、ｊ

一○〆匝

トつめ国

唾底、同

⑬エト弱

ゆめト函

山一の寸

つ弱の寸

３Ｊフ閏

ぼら○一

句ト①画一

因由ト

フフ一Ｊ

Ⅸ○卜毎

や~■『~『Ｊ

『一寸ｒ ~~~~

陰
一寸垂一

Ｃ『○一

Ｆ、一心Ｌ一

４．３３

○○正哩

め寸の一

勾一理の一

一銅ト吋一

一ｍ⑯旬

一卜一

『Ｊ司出

一今Ｃｌ

一一園

）トの⑪

｝Ｃ②釦

Ｐ~』、ジー間『

一隈ＯＧ一

『則『則

壷準一

二
＝
二
三のＣｌ工’

＝
二
二
二
一一
＝
二

二
三

二
一一

二
＝
二
二

＝
＝

＝
二
二
二

二
二
二

一一
二
二
＝

一一
二

二
二

＝
二
二
二 二

二
二

＝
＝
＝

＝
＝
二
二

＝
二
二

二
＝

＝
＝

二
二
＝

二
二
二
二

I
~

○
ｺ'○
コ

皇|皇
準廻凶細需

、＠ｌ工一

①ｃエー

のつｌ工一

⑳Ｃｌ工一

のつエー

ｍＣ－Ｉ二

ｍｃエー

、Ｃｌエー

、Ｊ更ノー~二『

ごこ’工一

①つ－１二

（ごｌ工一

①Ｃｌ一・二

のつ一‐二

ｍｃｌ工一

⑳（）エー

②つ’二一

毎Ｃｌエー

⑫つｌ工一

のつｌエー

の。ｌ｝‐．一一

、Ｃｌエー

②つ一二

のＣｌエー

のＣエー

②つ工一

α今ｌ工’

のつ工’

の今二一

αこ’エー

のＣ一三

のＣｌエー

＠つｌ〒二

c
〕
蜜

つ
…

＝
~
’

のＣｌエ’

⑦（）工’

のつｌ工 のつｌ工一

のつｌ１室孔

７つ】『

。こ’江

のＣｌ工

、Ｃ二’

のＣ一二

トつエー

串、一二

~
卜つ室一

器つ工一

トＣ－１二

崖）エ’

トつｌエ一

望）工一

ｐつＩ

〕つエー

Ｃエー

Ｑｌエー

・‐エー

つ工一

四一ヨ

マーーヨ

①＝
ｴ|エ

四一’
卜一一つめ

土一一争村 α（

-|‐
井

一叩一
詞|胃|詞

垣
劉

E
p

C
』

Ｃｕ
良Ｃ

’
唾銅ぬマーニ

ゆめのマー三

寸串この寸’二

ｃ幸

〆Ｌ〆

~
~

つ一

~~~

二一
三
三

叩畑町細国

ト酌の寸二

、〔

トＬＦ
叩画吟寸三

寸画唖マーニ

④“ぬマーニ

の画ぬ寸’三

唖マーニ

ｐ、

夕Ｌ〆

ｐ利
晶因
エ弱
幻刃

エ『

Ｊ（

（し戸

》・『

〆
〕
敏
】

千
〆

望
霞

話
Ｃ一ぬ駒二

つ一
梨

三
雪
空

~~
マヘ

亘
＝

三ｍ釦二

二
一鄙
一国

の
毎唾めｌｌｌ

詞
L
･
〔
○

[
～

へ
~

．
】
○
J

~

堂|3131fl31flf
こ
C
〔
C

寸
寸

ニ
ー
ニ
＝

|flflflflilfl唖
寸

一’

I
O

l
c
L
O

吟
マ

ーー

『，いご、
ｕ
宝

一
’

ｴ|工|エ
L
C
l
D

寸
寸

＝
＝
三
二

’ ”
ぬ

C
つ
め

二
二
＝

の寸二

④守’二

や寸臣

也寸［ ’

〔
｡
一、二
二

①寸’一一

の寸二

垣寸ｌ『一

〔
C

寸巨
＝

哩寸二

中マーニ

の守’二

岬マーーー

唖寸’二 ~
唾マーニ

ゆず一 一

の寺Ｉ三

O
L
o

唾マーニ

哩寸二

四寸－二

いぬ二

割引別川部引

〆」〆Ｌ吟』

寺オー

ママーーー

奇寸二

ロつＩ

寺’二

寺三

寺’一一

寺二

寸’ 一

弓
苓

ﾆ
ー
ニ
ー

’二
一

つＪ

１（．ＣCYつ’

|｣Ⅱ
|’

||Ⅲ
’

lll
煙’ 祁
塞

|’
|Ⅱ

卦や寵三一

四一

睡一

二や詞一琴

］Ⅲ鍔千一祁一潭一

ニ．キー利一菫一

‐｜《幸一ヨ一三

判ゞ手垂嘩

苓弔三嘩

那－

弔詞「一三

判弔三厚

Ⅷ「千景二岸

逵二騨

廷二犀

睡二悪

童二謹

塗．蕊

画三参 ~
判四一

Ⅶ「雫壼一一毒

四一

，一

」旧卜偏岸峠障

」Ｌにい［陰匡

当圭笥匡

「弔三室

州「羊汽一壱一

語進判臺

。一垂当室

「ゞ千二嘩

。｜‘千壹一壁一

了零
q

l

室

睡剰「認

睡罰「蕊

一ゞ七判壁

廷一判鰹

一・垂卦睾

廷三川津

面一戸「蕊

廷「一蕊

童二蕊

画一判翠

睦二

一進当篁

一拾壼一琶一

｜弔詞「琶一

「垂が二二

｜・↑｝州－重一

一迄細一臺一

匙一勾祓「雪

｜塗祁一医

｜》令三室

一半一“二二

「垂当三

｜弔壹三雲

ア
テ

ニ
エ
ご

4
1
1
1

．
二

u
幸
ミ
ヨ

｜Ⅱ弟君一筐一

逢当屋
目
巴

四一
唾一

画一
四一

型一
四一

垣皿
二

1
唯繩埠

面
輌

五
詞

づ
色

~
~

~
~

叩細弄廻幽母細需

寸ト陽画

旧
めｍｍｐ

帽
ぬぐ唖寸

句もつっ ててこＥ

のめのめ

L
の

弓
司

の”

つｕつ。

Ｃご眉Ｌ

ト寸や

ｕ一つ『

ごにく－

函④の割

寸⑳のめ

寺寺①銅
誰
|韮

寸吟唖寸

唖ト、一

、一一一

ＦＬ八ｈＦ■

哩函の両

①副つ一

、釣寸一
き
§
心寸唖｛

①⑬の函

僅 、〆、ダミゴ

ニエエ

鈴や一劃

Ｊ１一Ｊ

、、一、

亡Ｃｔｃ

鳫
囚因唾寸

僧
＠ｍ・師

○○一可

ＬＬ－Ｃ

1
－

の○
つ

｡
］

函国の函

。。。』

ずトウ○

二元一
峰

、の両寸

副ＣＧ一

フＪ竜プ

ロＣトビ

囚劉今一

一○口

■○吐押Ｌ

のぶつ

マｍ争勾

幸⑭トー

の一寸一

ト函寸

｝ｊつＪ

卜ＣＵＧ

うう『ｆ

つば一壷

の唾劉一

トトトー

唖トトー

函トトー

ｃ“膀一

①いぬ一

ｌ刊。、グー》『

ふづへ’

副一寸一

めゅ函

ＪフＪ『

ＣＯ毎一

｜吟唾一

｝劉寸一

○つⅥ

にご仁

可咄「里『

毎亡一

めゆ因

一ぬ“

一争討
雪

■

'二’ ＝
二

二
二
二

二
二

二
二
二
二

＝
二

＝
二

一一
二
二

＝
＝
＝

＝
＝

二
＝

＝
二

＝
二
二

二
二
二
二
'
二

＝
二

二
I

【
二
一一

＝
＝

二
二
二

二
二

1
－

I
【
～
1
－

『
～

二
二

＝
二
＝

二
【
～

＝
一一
＝
二

二
＝
二
二
＝
二
二

二
二

二
I
～

'一
'三 三

二
'
二

二

、Ｃｌエー

準廻凶畑需嗽細

、つｌ工一

めつｌ工［

的Ｃｌエー

つつ宮「

ごく』』』

、つエー

唾今一‐、一一

唖ローエー

四ローエー

叩Ｃｌエー

④つ工一

やつエー

ゆつｌエー

いつエー

いつヱー

めつｌエー

やつ’一‐二

唾・’二一

叩Ｃｌエー

ｍつエー

呂
琶

エ
ー

いつエー

いつｌエー

四つｌエ｝

のつｌエ一

ｍｏｌエー

唖（）工一

唖つエー

ゆＣｌエー

いつｌエー

唖Ｃ工一

国一ヱ

山Ｃ王一

の。工一

ｍ・Ｉ工一

山つｌエー

四つＩエー

山Ｃ工一

ｍＣエー

ｍＣ－ｊ二

④つＩ工一

やＣ工一 ~
いつｌ工一

幻Ｃエー

いつエー

岬Ｃ工一

唖Ｃ工’

やＣｌエー

ゆＣエ’

L
O
I
C

C
C

エ
コ
ー

いつ工一

岬つエ

吟つｌ工’

唖Ｃｌエー

いつｌ工一

I壱
r＞
L
●

｡
‐

エ
コ
ー

中つ－１重

、Ｃ工一

唾つエー

いつ一二

唾つエー

暉Ｃｌエー

唖・Ｉ工’

中つＩ工一

中Ｃ〒二 ~
いつｌエー

中Ｃ〒三

唖つ－工一

四つｌエー

四つｌエー

拘一ｌ】

ウーｌご

Ｃ一詮

囚［ｌ】

国－１】

○「ｌご

■ＬＦ~叺芦

め－－

韓一’一

国－】

●エー

寸ト
のトゆめ’一一

く
り

1
－

①ト
〔
p

I
－

p
11

1t

I【

一一
トト

I【

錘や
いめ
g
l
E

11

11
IB

fg
めい

つわ
め
め
官
つ
め

（
｡
〔
p
〔
C
C
O

守
寸
寸
罰
ご

め
め
C
つ
こ
つ

｜
｜

｜

ニ
ー
ニ
ー
=
＝
＝
＝

8
＄

ニ
ャ
、

こ
こ

流牟
ゆ①

ｃｃ
たく

唖の
脂垣
＄
ら
窓
|窓

庁
「ノロ

エヘ

~~

玲色 １１
唖中

に
、
]

1
－

辛）に
圏
誌

丘
雨①守ｍ二

国の寸め’二

苛む
扇
制
偲

、ノく

工言
唖寺一の的’三

”善めめＩ三

望
露
幸唾
ｅＦ

３Ｊ
二五 くＬ
Ｃ唾
吊

琴中

~
~

~~~

トー

卜↓
一Ｄ

ＰＦ、
玉

一ト
毎
J

~~ 入寸

」~や
届
届

~

己
屋

~

1
I

1
－

唾
（

ゆめ’二

唾唾’三

やめ三

l
企

“E
＝

唾唾’一一

寸萱壁|量
○つ二

仏に１１に

ＣＣ二

ⅡＬ《、Ｆ』

、ノ、ノヰ竜

哩ａｌ臣

○Ｃ『

Ｌぐ』

、Ｊ『ず『

戸ＪＹｌ

８ＬＦ西陣
１ ｒＹｌ ８Ｌ声」■

ゆめ二

ゆめ－二

哩疏’二

L
r
〕

〆
。

＝

守
寸
寸

承
司
司

“＝
＝

守ｍ’一一
f瞳

寸酌’二 ~
寸の’三

苛め’二

或
承

＝
二
二

寸②’二
士

寸〔》二 ~
寺ｍｌ二

寸嗣一 一

寸命二

寸銅’二

苛め一 一

『ぬＩ一一

寸田’二

可の二

苛め二

可と
､つ

ｒつ一

宝へ．。’罠

奇駒’一

苛め’二

寸砲二

寸鉛二

承＝

寺
承

酌＝
＝

壼嗣’二
±

守、’二

寺毎二

守釣’二

の的’二

房’’一

奇録三

叩郎函

的二

”’二

ｍ三

ど
つ｜

＝
ｴ|エ

’
’二

二
’

ニ
ニ
こ
=

こ
こ

:
二
二



『 菫 １ コ ゴ ー

匡 ○ 腿 い ○

二一 Ｊ 、 通 Ｊ

』 」 く ｒ ｒ く

こ 『 丁 ． コ ー

ー ー １ Ｊ 通 蕊 了

』 』 Ｐ 比 ト ー ト Ｌ Ｆ Ｌ

『 『 訂 Ｉ 弓 Ｊ 『 Ｊ 、 Ｊ

三 ｍ い い の

二 １ 画 崎 函 、

二 １ ｍ い い 弐

二 ｍ 睡 函 『

二 １ ｍ 四 四 Ｊ

『 『 「 Ｉ 員 ノ 里 Ｊ 可 剥

二 ’ ○ 心 い ｛

『 『 『 Ｉ 員 ノ

ニ ー Ｕ 心

二 ， 唖

三 ｌ 刀 。

』 』 Ｐ 比 ト ー

二 １ ｍ い

＝

O~1

【●

三 ｍ い

E＝

･~1

1
●

ー

01

1
、。

『 １ ．

’ ’ ○ 心

【
ﾛ

ｰーｺ

【ロ

ー～』

【ロ

ー
~1

四 弐
に 唾

【ロ
コ ー

侭 。
ゴ ー

凧 。
』 壷

二 １ ， 画

三 ’ 四 ⑭

。 － 河 口

戸 一 ｃ ｒ

ニ 回 心

ニ 、 曙

二 １ ， 吋

二 １ ｍ ”

一 一 Ｉ 印 画

二 １ ｍ い い ④

ニ い い 四 の

二 １ ｍ “

二 画 聖

二 １ 画 画

一－ ｍ 坤

二 １ ｍ 四

二 ｍ ”

二 １ ， 画

二 １ ， 画

『 一 『 Ｉ ヘ ジ

匡 ○ 脛

三 刀 ｃ

』 』 戸 烏 ト ー

二 ， 画 睡 曇

ニ 、 陣

二 ｍ 四 四

二 １ ， 画

三 ， 画

二 １ 画 画

三 印 画

二 １ ， 画

『 】 「 ｌ 『 ソ

ｌ ｌ Ｙ ノ ● 斌

陣 陣 Ｆ Ｌ ト 上

二 １ ｍ 一

三 ｌ 画 一

二 ｌ 餉 一

三 － ， －

二 １ ｍ 一 一 一

’－ ｍ 一

二 ｌ ｍ －~
屋 １ ， －

二
二
二
二

四
四

三 － ， －

三 ｌ 画 一

二 ｍ 一

二 － ｍ 一

二 １ ， －~
ニ 四 一

三 ｌ ｍ ｌ

二 ｍ

二 ’ 四 一

一一 ｍ ’

一一 ， －~
一 一 １ ｍ 一

三 １ ｍ 一

三 ｍ 一

一一 画 一~
ニ ー 切 一

宮 公 司

『 １ コ

一 Ｉ Ｃ 心

『 １ コ

一 ’ ○ 心

函 酬 叩 醜 叩 艶 鴎 画 戚 壷

－ １ ｍ 一

－ ↑ 『
一

~

四 ・
陸 や
画 、

コ ー
眼 一
障 剖

【
迫

公

口 剖
ロ

コ ー
眠 ○

1
℃

【
。

←

口 々ｒ Ｅ
ｏ Ｃ

ｒ ｒ
心 心

ｆ ｒ
ロ ー

ト － Ｆ

狸 ロ

」 ト ー
崔
望
望

Ｃ 』ｒ 岸
【
口

や

唾 、
患

お
ユ コ

ギ ト
一 切
産
室

~
｜ Ｄ

Ｐ 夕 呈
扇
｜ 、

~ ~ ~｜ 、
一 一
昂
扇

二
己

｜ 半
玉
届
二

｜ つ

Ｆ ｒ 壁
己
己

｜ 《
一Ｃ 一 エ 【

己
ろ
｡
“

C
フ
｡
】
←

一
J

~

~

二
匡

｜ エ ー ’ （ ）

一 エ ｜ つ

一 エ ー ー ロ

｜ 工 ｌ － Ｃ

｜ エ 一 つ

六 ’ 一 ｍ

二 １ － 一 ・

一 エ ー 一 ・

一 エ ー ー

一 エ ー 一 つ

二 ‐ 一 三 ）

一 エ ー 一 つ

一 エ ー 一 つ

二 ‐ ’ 一 ・

一 エ ー 一 つ

一 エ 一 ・

一 エ 一 つ

一 室 一 つ

一 エ ー 』 ロ~
一 エ ー 」 ロ

一 〈 ’ 一 唾

云 一 鉤

家 一 m

二
三 “ 一 一 ・

一 エ ー ｝ つ

一 エ ー ー 。

一 エ ー 一 ○

一 エ ー 一 つ

六 ’ 一 ⑭

一 エ ー 一 つ

Ｆ 一

【 ’ 一 唾

【 ’ 一 ｍ

E
一
云

一

扇
“

E
工

二 ‐ － ’

一 エ ー 一

一 エ ｜ つ

一 エ ー 一 つ

｜ 〒 一

一 エ ー ］ つ

一 エ 一 ・

Ｆ １ 一 ｍ

一 Ｌ ’ 一 ｍ

一Ｌ 一 ｍ

一 」 ’ 一 『

【 ｌ 一 切

六 一 ｍ

一 エ Ｃ ①

臣 ’ 一 ｍ

一Ｌ 一 割

六 ’ 一 ｍ

【 ’ 一

云 ’ 一 ①

Ｆ 一 酌

六 ’ 一 ①~
一〈 一 や

云 一 ｍ
藍

エ 〆 蒋

エ ー ロ

エ ー ー ロ

エ 一 ○

エ ー 一 つ

エ ・ や
己

‐

弓

二
二'
二

剴 叫 紺 岡

二
二
二
二
三

二
二
二

＝

=
二

＝
二
二

二
＝

二
｝ 一
二

二
一 一

＝
＝
|
＝

一 一
＝
二

＝
二
一 一
二
一 一
二
二

三
三
＝

二
二

='二
二

＝
＝
二

~

二
＝
二
三
二
二

＝
二

＝
二

＝
二
二
二
＝
＝
＝
二

’
~

一 轡 ロ ー ↑

~
~

~

竺
竺

“
“

し
。

戸
一

ー
ト
ー
ー
■

ら
g

し
。
“

ロ
l
【
口

一 画 の 、 『

｜ 学 睡 、 錘

一 や ② 』 ・

一 い や 、 の

｜ に 、 》 、

馬
や

⑪
へ
』

し
。
･

1

1
ロ
ー
～
1

一 学 。 今 、

一 唾 、 、 『

一 函 。 ⑭ 、

一 四 つ 四 一

一 ○ ○ ○ 剖

悼 ｒ く く 一

廊 耆 醜 叩

一 い い ↑ ロ

垂 、 ノ 皇 Ｊ 爲 ノ 、 Ｊ

－ ｇ ｃ ａ ｏ

凸 ３ 易 。 う

一 ○ Ｑ Ｑ Ｏ

完 寵 駕 一 “

一 い つ 腿 ①

一 砂 つ 顕 つ
塞熊

｜ 陸 α 剴 切

一 い つ 割 、~
｜ い つ の 「

一 画 ① 、 一

一 膳 の 坤 ④

一 轡 坐 ① “

一 い ↑ の 司

ニ コ コ フ コ

一 人 人 蕊 人

』 Ｃ く ｒ く

一 四 』 『

一 四 《 『 ⑭

、 こ ・ “

一 四 ｍ ｍ や

一 也 一 割 唖

の 与 舎 ④

《 ｝ い ↑ 申

到 到 刎 Ｊ

Ｃ ｒ Ｃ ｒ

ｍ ｍ 学 ②

Ｃ Ｄ 、 四ｔ Ｅ く ｒ

狸 Ｃ ｐ ｎＥ ｆ く と

全 割 ② の

い い ↑ 今

唾 一 ｍ ｍ~
② ｜ の 一

四 一 ｍ ｍ

い 、 障 砂

い “ 一 Ｎ

閏 環
⑭ 一 ｍ 《~

四 画 一 ℃

曙 “ ↑ ①

切 今 唖 一

印 ｃ ｃ

ｍ 一 四 の~
哩 牟 の ］

画 全 ⑮ 司

⑦ つ い 『

生 一 匪 蓮

｝ 睡 一 』

一 Ｃ 画 の

画 “ の ②

〕 函 ⑭ ↑

↑ の 一

!
_
_

~

裁 醜 巾
|

Ｆ 《
写
l
伝

~
~
~

戸
ゴ

割
ロ

~
~

ｰ

■ ﾛ■
■

言 匡 堅 強

罰 貢 津 一

罰 三 斗

壷 三 斗

壹 匡 埋 圭 」

一 等 《 一 宮 一

理 届 壷

惑 片 一 軍

閾 ご 童闇 三 重

薩 片 一 壷

峰 一 深 い 壼 一

■ Ｐ Ｌ 『

一 一 《 一 』 ｝ ’

害 一 三 一 龍 一

壹 三 達

壽 一 」 い 一 ↓ ↓ 一

言 匡 ､－4
雲

』 罰 一 さ 七 一

萱 一 堂 】 、 ご Ｉ 、 』

置 岸 画 面

陸 」 卜 に 匿

澤 』 ’ 二 一 国

窪 片 一 軍

燭 」
灌 片 二

雷 ｈ 一 」 一 三

~ ~ ~ ~

三 《 一 三

弄 ヨ
一 睡
一 唾
一 ｍ

ｍ 言

一 ｍ
一 【

＝
田
一 ｍ

一 国
一 ｍ

｜ 匡
一 因

一 国
一 睡
ー 田

扇
扇

一 因
一 国
一 画
己
届
一 画
一 画
一 ｍ

一 国
一 国
一 壺

一 国
一 睡
一 団

｜ 味
一 声 〕

一 睡
一 国
一 江

、
ヱ

面
唾

ロ
。
四

＝
＝

茎|雲
|、

~

毒 蹄
ｌ ⑭ 画 令

『 『 １ コ

ニ ｏ ｎ

『 『 前 １ 「 Ｊ

匡 ○ 心

二 － 一

二 ’ 一 ｍ

二 一 ｍ

二 一 ｍ

－
'一
司
＝

三 ’ 一 ｍ

二 ｜ 、

三 一 画

二 一 ｍ 二

二 一ｍ 二

二 － 一 ｍ ｜ 一 つ

二 ’ 二

一一 一 ｍ

二 二

~

三 ’ 三

二 ’ 二

’’ 三

二 ’ 二

二 ’ 二

三 ’ 二

三 ’ 二

三 １
二 ’ 二

＝ ロ
1

－
霜
I

二 ｌ 餉 司

一 一 － 戸 Ｊ 員

引 判 ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ Ⅷ 川 Ⅷ １ １

」 戸 〆 」 一

二 ’ 二

一 一 ’ 二

ニ ニ
王二 ’ 二

二 １ ｍ

三 １ 画 『

『 司 泪 Ｉ Ｅ Ｉ

二 ○ 一

】 『 『 Ｊ １

二 － ○ 一

二 １ ｍ 割

＝ C
1

－
～
】

二 １ ｍ 『

二 １ ｍ 学

一 一 ’ 二

二 １ ， 酌

二 ｌ 由 哩

二 ｍ 学

二 １ ｍ ②~
ニ ー 、 轡

ニ 、 轡

二 ， 勢

三 輿 ｝

’－ 璽 一

－－ ｍ ⑲

ニ 、

二 － ， 唾

＝
＝

二
二
ニ ー 印 璽

二 － 画 唾

二 ｍ 四

ニ ー 、 心

二 １ ｍ 四

二 １ 句 唾

二 １ ， 吋

二 １ 画 』

二 １ ｍ 望

一 ’ 一 ｍ

四
面 三ｍ

’
－

画
画

三 １ 画 四

二 八 口

院 陣 〃 』 《 ｈ

二 １ ｍ 画

一 二

’ 二

－ １ ， 斗

－ １ 刀 剖

芦 仁 一

因 醜 叩

’ １ ｍ

『 １ コ

－ １ Ｊ 、

陣 伊 Ｌ 屍 Ⅱ

ｌ 刀 ｐ
ｃ Ｅ

１ ｇ

Ｑ ｃ
ｌ フ

ロ 写

｜
刀 心

く こ
二

史 由
切 哩

~

題
三
藍
霞 一
葛
麓

。 。
患
8

』 ］ 『 Ｊ

・ 心
望

唾 一

。 ｜

〆 」 』
醜 J1
ロ

届
今 “

『
、
一 1
,
コ

一 ｍ

一 ~ ■

｜ 仁

卜 ~ 』
墓
己

一 々

』 少 」

一 コ
－ し
あ

《 に
堂

全
全
全
全
全
全
全

狸 心

し 〃 」

い
』 学

蓉 切
“

》 凸 Ｊ

〕 Ｆ 〕
＝

唾 ↑
。 ］

し 今
塵

一

麓
だ

＝
童
孟

窯
堂

【
。

〔
蓮

i
逗

I
迄
[
ロ

巳 ~
【
口

『
迄

二
ざ

ち
葦

庵
学

~
~
~

~
~

ー
~

~
T
_

識 叫 函 蹴 誘

－ 工 Ｉ Ｃ 四

一 エ ー つ い

｜ エ ー Ｃ 四

一 エ ー Ｃ ②

軍 ， － １ 今 “

一 エ ー Ｃ 四

一 二 （ ） 』

｜ エ ー つ い

一 エ ー 員 ）

ニ ー ー Ｃ 唾

一 エ つ い

一 エ ー ・ 』

一 エ ー ・ 唖

二 ｒ － ｃ 坤

二 ｜ つ い

一 エ ー Ｃ 瞳

｜ 工 － つ 画

一 エ ー ｃ 曙

二 １ － Ｃ 画

一 エ ー Ｃ 函

一 エ つ ぃ

一 エ ー Ｃ 画

一 石 一 シ~
一 エ ー 一 つ

一 エ ー ニ

一 一 一

一 エ ー

一 エ ー ー ー
=|
王

一 エ ー ニ

ー エ ー ニ

一 エ ー 一 ・

一 エ ー ー ー

ー エ ー ｜ ’

一 ℃ ’ 一 ン

一 エ ー ー Ｃ

一 〒 一 一 。

一 〒 ’ １ ’ ＠

一 エ ｌ Ｃ

一 エ ー ｜ 己

一 エ ー 一 ・

｜ エ ー 一 つ

｜ エ ー 一 つ

一 エ 一 つ
Z｜ エ ー 三

一 一 ’ 一

一 エ
一 エ 一 つ

－ 工 ｌ Ｃ

一 一 一

｜ エ ー 一 つ

一 エ ー 今

二 ｉ － 〆 い~
Ｅ ’ 一 ｍ

二 ・ 一 〆 四

一 エ ー 一 つ

二 一 一 つ

－ （ 尋

’ １ つ 《

’ １ コ 』、 〆 Ｌ ~ Ｆ

－ １ つ 』

－ １ つ 』

－ （ 這

－ ・ 空

【 ｌ 記

【 ’ 一 ｍ

二 ○ 画

エ ー ニ
つ 』

エ ー ー ロ
と

一 ・ ~
一 つ

~

［
！

十－
1

J+－
－
1

]

+ﾄ
ト

艶 鴎 紺 岡

='
二

=
二
巨 一
二

一 一
二
一 一
二

二
＝
＝

二
二

二
二

二
二

＝
＝

一
､】

－
~
1
-
,
1

二
二
二

二
二

＝
二
二
二

二
」 一

-
一
J

I
I

二
二

~
~
I

一
､
1

二
二
二

＝
＝
二
一 一
二

二
】

1
一 一

二
＝
二二
」 一

＝
二

二'
二

~

L

“
“

[
や
1
口

一
・
コ

‐
O
〕

廊 耆 暇 叩

一 つ い 《 ｝ 割

｜ つ い 心 ②

一 ・ ⑭ ⑮ ⑫~
一 つ い や 。

一 （ ） ↑ の 、

一 ② 準 一 『

一 心 ② 一 睡

鳶
’

一 つ 刀 刀 心

』 ト ー 〆 Ｌ Ｆ Ｌ 〆 」

一 婚 参 の ⑫

一 睡 ③ 学 信

一 輻 の 函 や

、 ④ 一 画

一 画 の 一 ｍ

一 い 、 い 『

｜ 《 印 璽 の

ニ コ コ ー 了

二 ~ 人 ~ 缶 １ グ で Ｊ

』 こ い こ こ

一 い い 一 ｍ

一 唾 ・ 剖 司

一 四 つ や 睡

｜ い の 唖 唾

コ ー コ 、

、 Ｊ 〈 ｒ

ｒ Ｐ 比 傍 」 ｆ

』 “ 筆 画

の ｃ ｃ 、

い 、 唾 、

四 一 唾 ｛ ）

い い ② ’

の 廼 釦 の

① 轡 、 函

の ⑭ 、 一

争 い 毎 。

、 い ↑ 。

、 Ｊ 貝 Ｊ 貝 Ｊ 凸

ワ ユ Ｇ 一

今 切 や （

心 、 、

四 ｍ の 唾

函 、 の 一

心 争 い や
胃
胃
の ｍ Ｃ ↑

フ Ｔ フ フ

○ ○ こ し

の 、 つ

α 、 や 一

① 、 つ ⑫

の 、 つ 、

一 ・ 争 い

、 の つ ”
畠
；

四 蒋 学 今

一 つ 仁 や

↑ 毎 の 、

垂 阜 Ｊ 、 ザ 、 ゴ

ー 限 ○ ○

一 つ の 一

｝ い や 釦

丘 二 塁 垂

一 切 の 一

』 や ・ わ

一 一 ｍ 』

） ｐ ロ

一 割 一 一

一 一 “ “

一 口 怪 一

Ｆ Ｌ 子 １ ， ~ 』 Ｐ

一 一 の 、

〕 唖 ・ 画

叫 訓 刈 引 洲

》 い い 。

一 『 司 一

菫 、 可

一
一
1

-
1

‘
ベ
…

－
J

の 「
戸

９ ９ －

卜 し 』

~

庁
対 鴎 叩

戸
ロ

画
ｰ

]
W

卦
４

卦
４

壽

壼 庁 垂 寺

妻 一 斤 一 能 庁

雪 二 Ｗ 霊 』 畔

一 罫 宗 一 龍 庁

壽 院 ユ ニ

壼 岸 毎 片

一 室 一 二 斗 》 」 叶

壹 佇 二 壽

一 ［ ）

｜ 一 心

』 戸 」

一 一 〕

一 一 〕

一 因

一 室 ニ ユ 》 」

壹 岸 毎 片

壽 院 ユ ． 一

一 ヨ ー ゾ ユ

雪 一 テ ー 唖 」

壷 佇 二 ’

一 国
一 塵
一 犀

一 恵

』 匠

一 ｍ

－ 公 言 閏 底 室

－ 灸 ~ 惠 屋 エ ー

ご 到 一 《 “ 惠 雇 幸 一

ご 剣 一 九 喜 雇 幸 一

卦 到 － ぬ 喜 医 ｝ 喜 一

琴 ４ － 皇 毒 暦 堅

寺 １ 勺 － 《 ｛ 一 毒 侭 幸

守 型 《 ~ 冨 底 琴 一

守 型 九 一 唇 底 一 毛 一

言 一 天 一 能

壹 岸 冤 一

一 」 い 一 ↓ ． ’

一 星 庁 一 聖 一

一 三 一 い 一 生 ‘ ｈ ’

詞 三

嘉 臺 ’ 一

尭 二 Ｉ

三 斤 毎 ． ’

言 － 斤 一 生 二~
害 ご 珪 紫 一

害 － 斤 一 哉 一

三 斤 エ 》 一

産 ご ヨ
黒|
霞|
警
一 津 一 筈 壼

＝ 匡 ､－
し

←
fこ

計
十

三
イ

一 壺 斤

一 軍 庁

一 画 ’

淫 一

三 一

＝
咽 言

ト ー Ｊ

六 三 一

一 塵
｜ 産
一 国
一 画
一 ｍ
一 国
一 画
一 睡

二

’
~
~
顕
田
ー

一 画

一 ｛ ）

一 塵
一 画

四 一

一 ｍ
一 国

顕
聖

豆
!'
国
型

~
r

十
H

｜
~

毒 咄
閥 間 卜 壱

一 岬 二 一



祁轌
－

璽二函

塵『「蕊

夛
廷
要

三
壼

璋
＝

一川《千一誤’一一三

一梨一蕊

’
１－望

匡送

一ぬ
ヨー

･三壁

三壁

巨些
判認

‐｜悪

山一~
巨裟

蟇
画一
匪一
ｍ』
四一

ロー

こ』

四一
望
目
巴

四一
臼
四一

圭
四一
四一

四一
巴

「蕊
望

H
巴

山一
1＞
i

－
曲

皿

巨
↑一当三旱

も~国ロー↑』

｜蕊

叩細迄師惚辱廻哩叶畑需

＝

’
”
ず
〕

e
J
m

l
O
t
～

こ
こ
、
］

幻劃めの一

牌
一寸岬寸

今一割、函

副一つ一一

Ｊ３』Ｊゴ

ひぽト今一

⑳トトーー

Ｃ寸苛〔

唖や唾

⑭①の、

四詞寸寸

眉
副め寸寸

“寸哩一

つわ○圭

〆Ｌ戸岾。Ｌ》

Ｃ寸暉計 ~
“（一中寸

○
J

耳晶

“⑱トー一

④の寸吊

いめの品

つめ暉一

のつい・奇

卜の守師

堤“の一

の④トー一

函寸の画一

寺の、【
~ 1
-
一

望

苛め寸一

韮
爵

つの一寺

Ｃト函、一

○Ｃｕつ二

にくこご戸

図と、］

雪

一○ｕつ

ｒ良こぐ

一一一一

恥ｌ酢ｌ一室

訣
~二

二
＝
二

二
二

二
＝
二

二
一一
二
二
二
＝

1
－
1
－

二
[
～

I

ﾄ|‘
【
~～
1
－

【
～

r
～
I
～

【
～

I
【

二
＝

r
－

1
－

＝
＝

~

一

[
つ
ど
つ
〔
ｿ
ｺ

‐
つ
つ

’
｜

茎
望
淫

いつｌエー

ｍｃ－二

的Ｃｌ】

ぬＣｌ】

鯉廻凶細需

⑭つエー

⑮Ｃｌ’’二

⑯つ工一

麺到竺一

の函ｌ包一

の函ｌ旦一

の“ｌユ｛

⑱つｌ〒二

②－（｝一

⑬つｌ圭

霞
め
、
ー
ざ

‐

工
害

画つ一・二

や。エー

惠ｌユー

いつＩエー

因〆ｌ工一

国に

めつ室

震
蜜
蜜
虫

的Ｃ室

めつｌ】

めつｌ】

のつｌ】

国
ｍつ〉一

的Ｃｌｚ

②Ｃｌ】

碑つ二

寺Ｃｌ】

一一１，一

〆ｌエー

パーエー
聖

LlL
塁

半
値

言
乖
乖
丙 雪

■山『

Ｃ
ｌ

の
師
F
Y
つ
こ
つ

こ
つ
“
ぬ
め

く
り
<
g
〈
C
＜
C

l
｜

｜

＝
E
こ
こ
二
二
＝ ご
句

~
~

壷
〕

卜,’
G
］

|雪 雪
雪
空

巾蜘叩知国

こ
、
』

雪
里
里

聖
雪

■■

｝｜

ＦＬＰ
めの④］ 一

因の④’二

画の④’二

卜トの’二

I
～●』ご＼】

四
画一

立
三

二
~~

う
』

茸
童

童
二

．
」

ｃ一
雪

三
亘

二
ザ

季
』

つ
l
C

I

つ一一の’二

二
四

守一
三

へ
1
へ

三
ヱ

三一の’二

~
-

1
-
0

10
口

I
わ
の

~

C
』

が
」

こ
、
』

~
~

a
。
”
“

幻
〆』

〔
~

~

~
~

一○’二

昨ＩＦ廷』岸

トの’二

一ｃｌ弓

一や三

一①’二

一の’二

一④’二

「○’二

一に』↑

｜や二

一①’二

④’二

唾や一 一

つトーニ

つトー三

ｃトー一一

ロトニ

寸①ｌ｛一

式
武
寸
L
O

一ｐ’二

０１夕ＬＰ

の⑫二

の①二

、Ｊ、ｊ『『

ｆＥｌ｜｜

声Ｌ伊具吟惟

碗④’一一

ト④二

トの’二

トの一一

めく
り

の②二

的④’二

めの二 ~
めの’二

め
め
〔
句
と
つ

④
④
の
〔
ロ

ー
ー
ニ
ニ
ー

”や二

つＣｌ二

〆」〆呈戸』

つＣ二

ぐこ』』

ｍの’二

鉛の’三

釣のこ

めの’二

駒④一 一

辱の’三

銅の’三

釦②’二

の垣’二

ｍ①’三

鑓や二

め⑮’一

②
O
つ

く
◎
の

＝
二
二

の④二

「ゲベ

バ易
一④’一

『Ｃｌ二 ■〆旦』』

一や二

一の二

一，’二

一の二

一①’一一

一の’二

己
｜

と
=

一①’三

一の二

一の二

一の二

一の三

一④二

<
C
〔
｡

E
＝
＝

ｴ
ヱに

）三

州ＩＩＩＩ州刈１１

足』』

』｜’

のｌ臣
ｌＯｕ ＬＣ

~

ぴ
つ

帥壁
■

■

Ⅷ「弔司一室一

哩烈「認

判弔二華

弓逢斗菫
:|韮

建国１－墨

廷囚判趣

画．Ⅷ認

延二翠

茎二吋蕊

塵一判詞

睡鄙「蕊

画両司裂

『
極

一
一

G
Jﾛ

1

蕊

函１ｍ

「希一二一三

一Ⅱ羊一》二篝

一弟君三澤

雲〒
：

鰹

詞四一

睦二蕊

建一司蕊

画詞引塞

画二詞認

産二蕊

テ幸一岬一一三

｜迄Ⅷ一匿一

国一判蕊

型一判罫

陣に川屈曄

睡二蕊

一・℃当睾

｜誤三豊

「午一二ｌ蔭

－弔詞。三

－龍憲一菫

｜川に門障

｜川逢判菫

幽
さ

÷
』

塾

三弔詞二三

菫判謹

↑一Ｗ一琶一

画一

ＦＬ吟

単一
、~

四一
四一

四一
四一

画一

L坦
-
口

値

、

｝

~

→

■
■
■

~

暉

熔麗

のつ・寸

比巳侭

⑯つＣ寺

、つ・寸

唖つの⑯

卜つ口寸

の＠の四

‐届席障』煙‐‐

寸一＠ぬ

④のゆめ

ぬく
○

承

叩畑辱姻而匝隠幽院

○○副つ二

Ｌ是こぐ一

寸ト蝕め－

寸⑭討銅一

一フロデコゴ

、ｒミマー

ｒＬ竜ご戸

めいト⑮

Ｊ『、ゴ』Ｊ

ｄ－〆ロ

別‐１斗訓

工一〆。

Ⅵｏ－ｃ

ＥＬｒこ

トーのの

いやや↓

幻トＣ函

一の國函一

訓
怜ｋいぼ」

⑪奇ふめ［

○○一Ｃ

仏仏惟に

善唖↑の

刈○Ｃ『

ＣＬｃｒ

いぬのト

の当ｏ

ｒＬｒＥ

トｍｍｍ

の②ぬい

ううココ

ロぽぽ口

師寸函の

．
』

<
0

1
－

④

『トＣ毎

陰⑭①の

ゆの“寸一

ロ④寸一
閨
胃
ト｜④⑯

Ｃト垣隈

l
･

創一

“ｍ函据

めのゆ“

○句ＣⅦ

ＬＥこぐ

句の善寸

つ堤一

の劃、品

寸の寸一

苛めの囚

｜トー融一

奇○つ一

｜ａａａ

一卜寸一

一の寸一

一つ一め

二'二'二
二'二

二
二

一一
二
＝
＝
二

二
｡|二

二
一一
二
~

一一
＝
二

二
二
二
＝
一一
二
＝

＝
＝

二
＝

＝
二
＝

二
二

1
－
1
－

一一
二
二

＝
二
二
二
＝
二
二
二
二
二

三
~~

【
～

』

卜師Ｃｌ工一

~

~

二
函ズ｜‐二

函×ｌ工一

囚×Ｉエー

“×エー

函ズエー

串当ｌ工一

酌－－エ

め－１エー

師－エー

釣－工一

函ズーエ

鉤一ｌ工一

雪工

め一工一

の一ｌ工一

つ－１垣一

〆」Ｆ』~Ｆ↑

ｍ－エー

め－エー

一ｘエー

めＣエ［

一一ｌ工一

二’零一

一一工一

一一’二［

二エー

二エー

二工一

二ｌエー

一一エー

一一エー

ニーエー

二’一‐二

二エ’

二ｌ〒二

二ｌエー

一一’二一

二工

二エー

一一ｌ工一

二エー

二エー

二エー

二工一

一三ＩＥ『

ｒｒｌにＬｌｌｌ

二工一

二工

①－１雲

寸一二

ｘエー

寸一－、１－

寸一ｌヨ

の今’一

α二１’

マーー】

－】

日
壮 守

I
に

1
度

寸
I 望

三
つ一

寸一
寸一
ぬ一
三
トー

望
四

つ一
亡壹

、Ｊ『

亡一
雪
、一

CYつ
一

つ一

戸ｒ二Ｆ
空

３『

〆一
マーめゅ’二

奇一ｍの’二

⑱一
②一や一二

ｍ一①一二

雪
~

望
、Ｊコ

コー
の一

三ｍ心’二

1
－

雪
L仁

こ
○
1
－

（
竜
一

I
~
～

‐

一『
トー

陽一
一『

トー
二一
国田

トー
＝

①つむ’二

エ
◎

す
宗
I
G
］
~

一一

~~~
匡

ざ
〕

1
0

トＣの二

一

、一
、一

ロー
くＦ
雪
や『

雪
|雪

一こ

い’一

ひ
』

堂
奇｜Ｃ①－二

1
0
④

"
ゴ

~

1
－

~

力
、
品

二
~

L－
l
l
l

~

同
函ｍｌ二

めゆ’二

ｏＣ二

つの二

Ｃ②’二

Ｃの’二

。④’二

Ｃの’二

ロ④’二

一①’二

つむ二

唾唾’二

めゆ一

↑ぬ二

⑬叩’二

C
C
m

I
O
I
O

二
二
＝

めい二

ぬい
一①二

一④二

ト⑫二

卜ぬ’二

トの二

吟ぬ’二

ト唖－二

己
｜

巨
二

一④二

一の二

卜哩’二

Ｊ訓引１１引

卜ｕ’三

卜岬’二

卜唖Ｉ二

ト叩’二

ト唖’’一

トの’二

ト④
トゆ’二

一零’

~

一の’二

隈叩’二

『。ｌコ

ト鵬Ｌｌｌｌ卜に

ト中二

l
～
l
－

t
O
I
O

ニ
ー
ー

吟ゆ’三

や一’三

亀
C

里
｜

E
＝

④『’二

①一三

一へノヨ

トピｌ罠

の一－二皇|flf
雪

｜

＝

の一二

⑮一’二

の一’二

の一二

の一一 一

望＝

の’二

の一一

や一’二

二二

Ｃ二

４一』

一’三

’一 一

一二
一一

二
二

＝



二 ｌ 剖 唖 、 《 一

二 １ 劃 ④ 時

二 ｌ 詫 踵 一

一 一 ｌ 動 画 一

三 “ 画 一

二 や 空 画

二 や ① 一
【ぜ
当一一
~

二 ｌ 司 の

二 ｌ 剖 剖

二 ｌ 『 訂

一一 『 『

二 『 『

二 ｌ 司 剖

ニ ー ヨ ゴ

ニ １ 割 割

三二
ニ ー ヨ 割

二 ｌ 司 司

二 『 『

二 ｌ 剖 剖

二 ｌ 『 訂

一一 『 『

『 １ １~ ~
31J
旧
ﾖ二

二
二

こ
こ
’ 一

二 ｌ 司 ②

＝ －
－
1

0
フ

ニ
ー
ニ
ー

ー
J
型

づ
〕
－
J

ニ
ー
ー
ニ
ニ
ニ

ー
］
－
1

一
目
I

づ
う
C
弓
O
フ

二
二
＝
三

一
1
－
J

･
プ
ロ
1

’－ 『 、

一 一 Ｉ 剖 韓

三 １ 『
言薪

割ニ ー 司 竺

二 司 竺

’－ 割 学

一 一 ｌ 可 塑

三
三
＝

＝
二
’ － １ 『

二 ｌ 『 空 、

二 ｌ 司

－ １ 『 、

二 『 つ 四

二 劃 つ 学

二 １ 割 つ ほ 一

ニ ゴ ロ 回
己心
l
【雪
'
一

函 醜 叩 酬 叩

－
1

[
｡

【
、
。
一
天
~
~

し
【
ロ

二
二

~
~

ロ
I
｡

1
←
屋

担
竺

隅
~
一
E
ｰ

【
迄

l
や

“
鋲

l
蓮

1，
コ

（
J
1

－
－
1

－
－
雫
I

ロ
。

~
~
~

~

学
』

~
~

~
~
~

二
二
二|＝

三 〕 《 空

軍 〕 準 一

L
L
L
|

一
℃

一
石

二
℃

｜
つ

云１

剴 叫 画 廊 郡 霊 叫 捕 河

一 も Ｉ 唾 唾

二
一

－
｜ 〒 ’ １ つ 四

一 ℃ ｌ 轡 一

二 〕 Ｉ 生 い

二 〕 ｌ 唾 、

三 ・ ） Ｉ 瞠 一

一 ℃ 酋 一

ｌ 幽 一
里｜ ロ ｌ 望

｜ で ｌ 寧 一

｜ ℃ Ｉ 哩 一

一 「 ） ｌ 轡 一

ｌ 哩 一
四 一
四 一

三
二
写
し

“
史

･
レ
ー
』

｜Ｌ つ 、

一」 ｓ

一 つ ｌ 轡 一

一 ℃ Ｉ 画 一

二 1
J
ｰ
ロ

き
き

厚 － １ ． の~
一 ℃ － 》

一 つ 』

一 ℃ Ｉ

一 ℃ 轌 拷

｜ も ｌ い い

． の

》 － １ Ｇ ｍ

一 〈 １ ｃ ｍ

二
一
口

l
~
l

I
p
『
C

<
p
‐

’ １ （ 。

’
一 石 ｌ 婚 の

二 〕 １ 画 の

胃
票

’ （ ） 、

－ （ ） 、
斎
票
－ １ つ

’ ｃ ｍ
』も

|点
℃ ’ 四 一

“
四
聖

~

＝
＝
二
＝

＝
二 -

＝
＝

二
＝
二 二

二
二
二
二

二 -
二

二 二
＝

＝
～
】

I
二

二
二
二
＝
＝
二
二
二
二

二 二
一
J

一
~】

一
~】

l-
l-
l-
-l
-

二
二

二
二
二

＝
三

二
二
二
|
＝

二

'二
二
＝＝
~
~

二

~
~
~

｜ 《 一 つ い ①

一 心 ⑫ 四 ｍ

｜ 心 （ ） 峰 唾

一 畢 つ 埋 睡

一 幸 （ ） 哩 哩

一 畢 ・ 埋 障

｜ 心 （ ） い 、

一 心 ⑫ 四 ｍ

｜ 坐 （ ） 空 空

や ＠ ｍ 『

＠ つ 、 錘

四 ｃ ｍ ①

四 つ 全 仁

一 ＠ つ ②

い い の 、

一 切 つ 『 空

一 唾 『 つ ④一 唾 『 つ ④

一 切 つ
四 ｃ ｍ ①

＠ つ 、 錘

一 ＠ つ ②

一 ｃ ｍ 『

鐸 （ 》

』 串 田

五

壽 一 ． 舎 吊 斎 一

一 暑 令 ④

｜ 幸 い の 鐘

一 心 Ｃ 轡 坐

｜ 《 心 《 』

｜ 《 ． つ 勢 争

｜ い や 剴 切

耐 雪 酬 叩
§
ま

｜ 』 ・ 唾 の

一 い む 、 一

三 一 ℃ 『

一 睡 “ 唖 『

一 コ － １ ７

一 心 Ｑ 一 ○

－ １ － ． コ

一 ○ 房 い ○

《 つ い 、

垂 （ ）

酋 埠 ゴ ー

天 一 心 エ

回 国 ノ ー ４ 弓 Ｊ 壁 ゾ

ー ユ ヘ ユ コ

一 ・ ① 信 坤~
一 睡 や 呈 句

’ ９ 刀 剥 Ｊ

二 ｒ 〃 』 一 一

｜ 《 〕 『 つ 唾

｜ 画 や 』 、

一 一 ｍ

の 割 ⑭

一 一 刀 。 剖

戸 』 戸 Ｌ 柄 ｌ 』

一 一 ｍ 唾 一

』 ヨ ノ 、 ノ

ー ひ ａ

、 ｜ い つ

、 い ↑ 割

、 『 ・ 一

刈 釧 割 引 ｑ

こ ↑ く く

垂 争 い 、

琴 （ ） 切 争

の ｃ 娼 轡

④ ｃ ↑ 『

一 割 垂 の

－
－
1

〈
C

－
－
1

（ ） エ

言|
’

。
露 鴎 巾

’
E旦

雲I匿

~
、 薩 庁

_3
1鐸

一 癖 一 」 『 一

薩 一 竺 壽

一 陣 」 」 三

一 切 Ｉ い

澪 岸 壁 型

一 睡 一

陸 ’

〉 こ ぶ

《 瀧
毒

壷
4

薩 妄
璋 一

澤
． ~
澤 一
筐
|蓮
薑
|登
雪

寺
趨
一

一Ｌｆ』

窪 川 ’

一 国 一

&|
X|

=
~ 画

一 画 一

》 澪 一
一

三 ｌ 唖

｜ 露
一 画

一 頭

’ 一 一
、 言 ト
「

二
|帛

’
因

テ
ー

’
菫|譽

「
T｢
「

’
’

~

’ １
ll
l川
|

’
’

’
’

’
川

ll
ll

ll
ll

l
’

読 咄
ロ ］ 《 》 、 グ

ー Ｑ い ○

’

二 の 毎 画 一 」 ｌ

［ ’ － １ ⑪ 争 い Ｆ １

二 の 愛 〕 元 ’

三 － ｍ 灸 ｝ 云 ’

三 曇 争 轡 一 〈

室 の 愛 ｝ 一 〈 ’

一 一 一 ｌ の ② い 一 〈 ’

二 ｌ ⑫ の 学 云 ’

三 ｌ の の 雪 六 ’

二 一 ｌ の 灸 ｝ 六 ｌ

『 『 】 、 〆 、 Ｊ 『 ノ

三 ’ ○ ｏ ひ Ｆ １

ヨ ー 、 ノ ミ Ｊ 畠 三

三 ’ ○ ？ 》 ｌ Ｌ

二 の

三 － ｍ

三 曇

ニ の

＝
三 １
二 一 ｌ の

ニ の

三 ｌ ⑪

ニ ー の

二 １
一 一 ’ 一

皇 。 《 ］

○ ○
露
霊|屋
~

つぅ
冥
一

『 ノ ロ ヨ

ロ 。

。
ロ 巳
象 に

1℃

云 １

獣|ゞ
六 Ｉ

ｌＬ
Ｆ Ｉ

｜ 〈 １

一 〈 ｌ

『
一 〈 Ｉ

一 」 ’

|ﾎ 一
一
一

ｍ１

二ｌ
の

＝
＝
＝

ロ
ン
ロ
コ

「 『 弓 虹 Ｉ Ｆ

屋 １ 口

ニ ②

ニ ー の

三
三
三 Ｉ （

E
三

昌
三

三 ｌ の

’二 の

雪 １ ｍ

二 一 － 年

二 一

二 の~
ニ ー ②

三
ヨ
E
三
＝
E
三

三
三

＝＝
＝
|
＝
ニ の

三 ｍ

＝
＝
’ － １ （

＝
＝

＝
＝

二
二
’
二
二
因 醜 巾 一 醜 巾 剴 鴎 国 師 蒜 霊 鴎 耕 珊 一 晩 耆 鴎 叩 蓉 醜 叩

ｌ ロ ア
こ ぐ

Ｄ 罪
と く

争 い

フ コ

。 。
侭
尾
馬
尾
馬
尾
|尾

の 陣
の ”

う 。
○ 侭
の 唾
唾 特

フ コ
ロ 心
望

賎
。
’

“

。
~
1

【
、
。

宮

~~
【
､逗

~

ｃ ｍ

六 Ｉ Ｃ 唖

｜Ｌ （ ） 割
Ｃ 唾

ｌ Ｌ ｌ ｃ 割
（ ） 乱
Ｃ 割

つ “
今 唖

こ う

ｒ ｌ 』 ○
（ 弱

一 Ｌ ｌ

Ｆ １ 一
一 ①

｜ Ｌ Ｉ － ｍ

｜Ｌ 一 ｍ

Ｆ ｌ ｌ の

Ｆ ’

Ｆ 一 の~
Ｆ 一 ｍ

Ｆ 一 句

｜ 峰 ’ 一 の

一Ｌ 一 ｍ

一Ｌ － の

一Ｌ 一 一

Ｆ １ 室

Ｆ 菫

云

I 惠

一 一 人 ． 一 の

一 「 ’ 一 ｍ

－ １ つ 割

－ １ つ 司

一 一 口

易
房

三

~

二
二
二
＝

二
二

二
＝

＝
一 一

二
二
二

二
一
一
』

二
二
二
二

二
＝

】
I

］
～
~】

－
則

－
－
1

二
~

－
－
1
－
､

1

こ
ろ

、
“

望
隠

｜ （ ） “ 一 望

一 つ や 軍

一 こ め 一 ｍ

一 己 錘 一 催

一 ロ ゴ 曇 己

一 ｃ 『 一 蝉

’ 一 の 、 の

一 一 の “ 画

一 ・ 割 一 割

Ｃ 司 三

つ ゴ ー 、

錘 “ 司 令

の 、 剴 切

剴 切 や い~
② “ 『 砂

Ｊ 、 』 ｜ コ

ー 。 幸 い

司 空 、 ・

司 唾 塁 ． 一

『 学 Ｃ 、

引 心 ニ ュ

ー こ ぐ ４

到 心 ｃ ｃ

』 ｒ く こ

『 噌 司 一

釦 、 、 』

、 、 酌 剖

め い 司 唾

割 ③ 錘 釦

｝ 壺 引 動

稚 の 切 司

画 煙 。 塁

刀 母 Ｇ Ｄ

Ｆ Ｌ － 〆 璃 〆 Ｌ

、 割 の ”

α α ａ

記 、 型

麺 つ 《

－
1

つ
~

~
~
~

ロ
~

~

~「
~

二 ｝ １ 画

一 唖 趣

一 ｍ ｌ ”

一 国 ｌ ”

雲 ｌ ｗ ｌ 画

雲 片 ぬ

一 睡 婚

四 踵

｜ 画 １ 画

一 画 １ 画

一 輯
一 頭

｛ 田
一 四

一 函
一 画

一 頭
一 塵

一 顧
一 国

一 ｍ
一 画

一 函
＝＝
房臣

｜ 田
｜ 函

一 西
一 ｍ
一 唾
一 馬

一 串

~

一 頭
昂
|臣

咽 再

一 団
一 記
｜ 画

一 一 岬

一 顧

一 一 〕

一 顧
｜ 函

扇
扇

一 唾
一 函

一 一 斗

一 因

’
~

|’
|
Ⅲ
l
l
l

l
’

~
読 咄



~
~

’
言'三

言
了 ’
－

剴１

三 『

三 『

ー ＝
二
三
三

一
一
J
－
－
1

三 ｌ 『

二 『

ヨ 司

三 割
引夛
|言

畠 １ 割

ニ ー 司
覇
話
弓
三 『

二 ｌ 『

臣 劃

三 １ 割 の 『

因 酬 叩

二 ｌ 訓

ニ ー 『

三 『

ー

ニ ー 、

三 『

＝
＝

’

－
1
－
，
1

三 ｌ 『

三 『

三 割

ニ 剖

一畠 『

ニ ヨ

三 割

二 割

一 一 一 １ 割
rl

T
二 ｍ

二 ｍ

臣 ｌ “

三 ぬ

ご 判 ご 「 ジ

三 ａ

ニ ⑭

ニ ー
E
ヨ
E
二

’

－
1
－
～
I

三 ｌ 司
冨仁
に|
扇
崖 ｌ “

三 ｍ

三 “

ニ 唾

三 “

旨
二
三
三
目
＝

四
“
“

争 『

二 『

三 ｌ “

一一一 ⑭
.

]|
]

ニ ヨ 割 『

二 『 『 ぬ
割 『

－ 陸
↓

~
~

|s
ls
lg
la
ls

0
コ

～
I

＠
『

の ～
』

コー
ロ
ー

。

醜 叩 謎 叫 回 廊 蔀

、 剖 咽 ｌ

ゴ ロ
フ ー

。 。

コ ー

ー ノ Ｊ

３ Ｊ
ゴ ミ

Ｊ １
ｏ －
の 『
g
l
8

フ ー

マ ザ ー

づ
３ １

口 一
； １

口 一
の ～
』

○
う

一
~】

一
一

l

←

～
1
-
1

一
一
『 つ

４ ４ 』

一 幸

割 一
型
望

～
～
】

P
‐

『 》
-～
』

『
｡

~ ~ ~

一 一
望

刀 ｜
に 』
望
些
竺

吹 一
“ つ
α ロ
割 の

剖 、
『 Ｐ Ｌ

認
謎

~ ~』 、
一 一

1
－
~
1

1
①

１ ３
－ コ

I
～
~1

．
1

二
J

｡
1

～
､！

〔
丁
＄

一
~』
ト
ー ~

壁
望
壁

剖 口
二 戸 毛

~ ~一 耳

一 一
工 竺

亜 《 ｝

唖 睡
エ

エ ー
カ ー

Ｃ 」

、 ヴ 、 ノ

） と
望

元
－
~I

－
－
1
一
~
1

ゴ
~

Ｆ １ ・ 剖

一 Ｌ Ｉ Ｃ 『

に
一
に
一 ｜

‐
‐

一
一
J

－
～
1

Ｆ ‐ Ｃ 剖

Ｆ １ ・ 『

云 １ つ 皇

一 工 － つ ↑

一 エ ー つ ト ー

畠 Ｌ Ｉ Ｃ 『

一」 つ 割

一 エ つ ↑

F ‐ －
1

一
」

Ｃ

一 」 Ｉ （ 。

一Ｌ 一 『

Ｅ Ｉ Ｃ 『

Ｆ ‐ つ 割

｜ 氏 Ｉ Ｃ 別

Ｆ Ｉ Ｃ 『

Ｆ １ 雪

一↓ 一 の

一』 つ ②

Ｆ － 重

二 二 凸 ゴ

ーＬ 三 ○

Ｆ （ 易

｜《 ｜ 唾

Ｆ ‐ つ 『

Ｅ Ｉ Ｃ 『

ｌ Ｌ ｌ Ｇ 『

一Ｌ ｏ の

Ｆ つ ⑦

ｰ ‐

Ｆ １ 会

Ｅ Ｉ （ 屋

一 ~ ロ ノ ー

Ｅ こ 一

一 』 １ つ や

Ｆ Ｃ の

F ‐ －
－
1

Ｅ １ つ 『

六 ’ 一 型

【 ’ 一 』

云 一 ⑭

ア ー

【 一 唾

Ｅ つ の

Ｆ １ つ や

Ｆ 一 〕 の

家 ’ 二

云 二

【 二

一 Ｌ ’ 一

L ‐ ウ
ン

畠 に １ つ の

一Ｌ つ ⑫

Ｆ １ つ ②

ｌＬ （ 品

言↓ つ の

Ｆ 室

フ
用
ア
胃

画
室

六 ’ 一 四

云 Ｉ ’

云 一 “

〆 一

’

つ 尋

云 ’ 二

云 ｌ い つ

承 Ｉ 陸 つ

一〈 一 ②

｜』 三 一

』
云 一 四

’ ． ｍ

「
謎 叫 柑 河

L|二
一 一

二
二

二
二

二
二

＝
二

二
＝

三
＝
二

二
一 一
二
一 一

二
二

二
二

＝
＝

二
二
二

二
二

一 一
二

三
三

二
三

一 一
二

＝
＝

＝
二

二
＝
二

二
’ 一
二
一 一
三

＝
二
二
二

二
I
～
’
二
二
二
二

一
一
I

]
二
二
二
二

－
－
J

一
、
】

一
,
1

－
，
1

＝
～
】

｜ ’

の 、 ① “

耐 彗 醜 巾 該 酬 巾

一 つ の 画 面

一 睡 醇 一 ④

己
こ
ろ

ロ
ン
O
コ
ロ
ヮ

≧
さ
屋

一 ・ の 四 ｍ

｜ 乍 乍 や い

一 睡 唾 塁 陸

一 つ の 、 、

一 つ の ⑳ 』

一 つ の 印 画

一 つ の 障 竺

国
～
､
I

“
②

〔
D
Q
1

学
←

つ ぁ 捨 一

一 切 つ 嵯 曇

一 α 足 く

Ｉ Ｊ Ｃ 刀

一 ｍ ・ 心 の

一 切 つ 』 ④

つ ② や ②

○ 刀 ○

口 一 口 』 ， 、

(
D

C
1

m く
り

④ 画 錘 唾

○ 列 か Ｊ

こ こ Ｃ 一
皇
員

、 一 画 ④

の 幸 揖 唾

亀 Ｊ 財 ゴ ロ 『 グ

ひ づ 一 口

Ｃ 一 列 Ｊ

Ｃ ｌ 色 一

ｈ 叫 里 Ｊ 、 〆 、 》

一 口 こ こ

１ １ ３ 、

一 一 と げ

『 『 の 一
§
誰

剖 唖 や 一

ｍ 乱 麺 司

の 一 ｍ 輝

④ 画 Ｃ 』

－
、
1

m ー

割 ｍ ・ 的

い む 四 ｍ

蛍 司 一 ②~
《 ｝ 鄙 一 劃

幸 一
、
i

の ～
』

酔 一 ｍ 割

“ “

－
－
1

韓 や ｛ 〕 一

夕 ○ 狸 剖

Ｆ Ｌ 夕 』 少 Ｌ 弓

Ｊ 『 Ｉ 、 胡 凸 ~ グ

｝ ロ ワ い

） 、 ① “

印 。 ④ 全

、 、 や 』

一 一 つ め

Ｊ 、 ノ 、 Ｊ ■ Ｊ

」 唾 口 へ

』 琴 丘 唾

ユ エ ゴ ユ

｝ わ 、 『

｝ 一 一 』

｛ 認 エ 弱

〕 心 Ｃ の

一 剤 ロ Ｃ

』 』 ~ Ｐ 且 戸 』

一 睡 配 （ 一

一 。 坐 睡 ・

垂 ｃ 鐸 ｃ

廷 安 Ｌ Ｆ Ｌ Ｆ 滝

一 幸 提 つ

｝ や 、 ↑

｝ 割 騨 一

一 一 一 ○

ヰ 』 岸 凉 』

｝ ・ の 今

、 『 ・

匙 牌 邑

一 唾 唾

＝
~
~

壱
己
~
~

~
~

~

ロ
聾

~

四
芦

~

~

~

’
三 唇 雲 琴 需~

草 屋 室 ご 悪

三 匡 室 毒 墨

三 匡 菫 琴 壷

’ 一 匡 雲 ご 霧

二 一 国 雲 琴 毒

’ 二 信 雲 寺 霧

晨 匡 室 重 要醤

二 一 雇 雲 ご 需

弓 暦 雪 辱 索

一 二 唇 雲 寺 索

一 二 鱈 雲 ご 察

二 一 匡 雲 毒 素

二 |酵 室 さ 豆茎

三 底 雲 毒 垂

二 一 面 雲 琴 聿

｜ 言 塁 尋 索

一 二 ｜ い 一 ↓

一 三 ｜ い 一 羊 一

一 唾 唾

一 切 ｌ 画

一 、 ｌ い

耐 言
目
|臣

｜『 フ

ニ ロ
一 因
一 正
一 屍

房
|昂

扇
扇
記

一 頭
一 画

一 一 〕

一 画
『 ロ

戸 匡

一 一 〕

一 鴎
｜ 頭

一 ｍ

一 【
一 雫

屍
|房

｜ 塵
一 唾
一 軍
一 唖

扇
|記

二
一 因

一 睡
一 ｍ

一 画
一 ｍ
＝
一 国
一 画

一 一 一
弓

一 ｍ
雪
記
岳
|屋

票
一 画

用
一 ｍ

一 画
鉤

巾
’

裁 咄

巳 〕
．斗

~~』 ヘ ー

ｌ ■
ｰ
一
一
一
一
一

E
ニ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
＝

’
｜

｜
｜

“
“
“
“
の
“

と
こ
く
、
〔
｡
廷
C
こ
C
“

【
●
一
つ
‐
つ
④

畠Ｉ

蟇
房|
勇

一一
一
学ｍ
④

＝ 雲

ｃ
つ

くく

幸
（
）

幸
二

轟

E
三
三
三

m
牢

一 一 一 Ｉ ① 一 ・ 印

二 － ＠ 一 ｃ ｍ

三 や 一 つ 、

二 － ＠

ヨ ー や~
三 ｌ の

二 １ ｍ

二 １ ｍ

三
三
E

<
C
C
O

軍
壼

二 ｌ の

[
=
＝
臣

F
へ
こ
つ

ー

＝
E
三

自
口
〈
ロ

二 ｌ の ｜ ・ 』

三
三
三 ｌ や

三 の

三 や

ニ ー や

三 ｌ や
’目 － － や

函 酬 巾

＝
自

I
｜

こ
ろ

こ
ろ

－
1
－
訓

訂
口
一

三 三 ）

＝
＝

こ
ろ

＝
＝
ヨ ー ー
壬'
三
二 一 ・

＝
二 ｌ や ）~

ヨ ー の

一 一 一
二 ’ 一 つ

三 一 ・ 二 つ 『

三 ’ 一 ・ 」 Ｃ 『

三 ’ 一 つ 二 つ 割

三 一 つ

三 一 つ

三 ’ 一 （ ）

二 ｌ ’

三 ｌ 【

二 ｜ ・

三 ’ 一 つ

三 一 ・ ’ 三

畠 ’ 一 ・

二 一 つ

再 一 つ

三 一 つ

二 ’ 一 ・

二 一 ’ 一 ・

一 二 ’ 一 つ

一一一 一 Ｃ

’一 一 つ

三 ｌ ｃ

三 ｌ や
冨|
弱 ＠

二 ｌ の の 、

二 の や

二 ｌ ① 一 ｃ ｃ

~ ~ ~ ~

’ － １ 唾

’ － １ － ・~
ニ 一 つ

l

索
醜 巾酬 巾

の 学 Ｆ ｌ ｌ ｍ

幸 吟 一 一 エ 幸 ②

~

』 つ 踵
馬
馬

一 己 “

一 つ 四

一 ・ コ
こ くJ
1

一 つ 冗

吟 く こ
豆
|吾

一 つ 』

｜ ・ 唾

一 つ 学

一 （ ） 誌 ｝

電 討
聖

一 （ ） 『

一 つ 割

一 。 割
弓
|弓

一 （ ） ’ 一

~ ~ ~ ~ ~

一 と 一
三 一
一
』

一 つ 『

一 （ ） 。

一 ｃ ｍ

｜ ロ 』

一 つ 型

つ 麹

３ １

二 一 ノ

一 ＠ 割’ ＠ 割

｜ つ 割

一 つ 『

｜ つ 桑

｜ つ 。

轡 『
｡

一 Ｃ 『

■ 、 〃 、 ４

一 一 ｝ 一

己 一~
1

一 （ ） 司

一 Ｃ 司

一 つ 割

二 一 斗

一 一 （ ）

一 一 つ

一 つ 迄

↑ 一 の

｜ Ｃ 『 一 Ｌ ’ 一 の

一 つ 『 一 Ｌ ｌ ｌ の

一 つ 『 一 Ｌ 一 の
吾|吾

二
一 つ や

三 ） 幸

三 ） 錘
三

’
謎 鴎 同 睡 議 謎 鴎 捕 河

一 エ ー （ 罰

Ｆ １ 屍 ｝

Ｆ １ 一

一Ｌ Ｃ 唖

Ｆ １ 。 “

六 ｃ ｍ

一 〈 ’ 一 ・

Ｅ Ｉ Ｃ 垣

一Ｌ 三 一

一 エ ー 。

Ｆ 一 割

一 」 ’ 一 『

一Ｌ つ 割

－ １ つ 』に く 』

Ｅ Ｃ 的

Ｆ Ｉ Ｃ 毬

一 Ｌ Ｉ Ｃ ｛ ｝

云 １ 一 四

｛ 、 二 「 ジ

フ ニ 。

Ｆ 一 『

~ ~ ~ ~ ~－ １ ｜ 、

戸 」 』 』

一 』 ’ 一 割
工|
吾

一心 一 『

一 」 ’ 一 『

－ １ １ － Ｊ

帝 △ 岸 一

一Ｌ 一 『

一』 一 『

Ｆ Ｉ － 司
吾
吾
鳶

ｌＬ ｌ 『

に
一
E
ー

｜ 司
司

一 ゞ ’ 一 割

一〈 ｜ 学

戸 一 学

｜
」

｜ 『

Ｆ ｌ ｍ

Ｆ １ 一 の

一 」 ’ 二

ｌ Ｌ ｌ ｌ 毎

｜』 一 の１
Ｆ ’ 一 ○

Ｆ 三

一 Ｌ ｌ － の

｜ 』 ’ 一 『

一」 一 成

一Ｌ 一 の

一 」 ’ 三

一Ｌ 一 句

Ｆ １ 一 隼

Ｆ １ 宝

一Ｌ － 争

一Ｌ ｌ ③

一Ｌ 一

〔 凸 ’ 一 の

正
工

『 ~ ■ Ｈ Ｊ

Ｆ － ｏ

－ 』 ’ 一 の

云 一 ④
|吾

六 ’ 一 の

六 ｜ や

』

｜ 工

一 ’ 一 砲

一 － 一 画

一 ’ 一 ｍ
←
令

ー

’
二

二
二

二
一 一

＝
＝

＝
＝
＝

二
二

二
二

三
二
＝

二
三

二
二
二
＝

二
二
|
＝

二
二
二

二
＝

二
＝＝
＝
＝

二
二
二

二
二
二
二

＝
＝

二
二
二
＝
＝

＝
＝
~】

＝
＝

二
二
二

二
＝

二
二

二
－
~］

耐 菩 鴎 叩 議 蝋 叩

冒|鼠
冒

一 い 一 ） や 唾

一 い ・ ⑫ 画

一 睡 一 一 一

空 や 争 娼

一 四 一 つ 』

一 四 一 ・

一 口 『 的

一 ・ 『 ④

一 ・ 『 、 鞆

｜ つ 奇 割 障

詣
｜ Ｃ 『 ④ ②

一 口 刑 。 ｃ

岸 ｒ 』 く ｒ

｝ 曙 『 一 画
胃罪

胃
云 一 壺 一 錘

一 陣 一 つ 塵

一 轌 『 ｜ 、

｜ 圃 司 一 や

漣 一 己 “

一 Ｃ 『 め い

一 ・ 司 割 引

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

｜ ｃ 一 三 口

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

一 こ へ 一 一

｜ 唖 一 ・ い

一 唾 司 司 酔

一 つ 割 ＠ の

一 つ 『 や 、

一 （ ） 割 や 画

一 ・ 『 や 坐

一 つ 『 の ↑

三 ｝ 罪 （ 三 ）

一 ｍ Ｃ 四 一

｜ い い 一 “

一 一 ｍ い い
屑
匪

一 つ 、 唾 画

｜ ・ 錘 ・ 唾

｜ 心 回 、 の

二 幸 挙 幸

一 一 切 言

一 ｍ 一 四

乱 』 ． 割 の

Ｐ ○ 元 Ｃ

〆 」 戸 Ｌ 〆 」 〆 這

Ｐ Ｃ 訓 つ

Ｆ 」 戸 、 一 Ｆ 、

“ “ 司 稽

画 ① の

卯 口 ア 刀

、 ＠ ｍ ”

唾 塁 の 『

引 川 訓 訓

・ ｏ ｃ ｏ

１ １ ａ Ｊ 、 グ

ｏ － ｑ Ｏ

の 、

ワ
「

口
。

写
壱
ユ
~

元
~

虎
ヨ

ユ
~

ｰ
~

’
’

壹 佇 室 ． 片

一 一 〕

三
一

＝
つ
1
匹
ﾈ

ー ニ ー ニ
房
臣

一 顧
一 エ

｜ 唾

~
~
~

十
二
帛

｜ 唾
｜ 塵

｜ 画
一 エ

一 鹿
一 犀
臣
|田田

届
｜ ｝ ｝

一 画

『 寺 ’ Ｊ

｜ 工

二 厄

｜ エ
｜ 頭

一 画
岳
|届

届
|扇

房
＝

一 一 ）
二

＝
帛
一 記
一 顕

帛
帛
｜ 唖
配

二
一 団

真'。
一 団

一 一 ｝

一 顧
一 田

一 一 ’ ｝

一 串
田
屋
屋

一 画
一 頭

｜ 「
顕

垂

Ⅲ
｜
Ⅱ
Ⅱ
l

ll



四一

産剰「墨

廷引「狸

、一

鱈一

鐘一

」四一

廷剰「運

陸両引輿

｜四一

錘一
四一
四一

四一

lll
帥些

当筵判嘩

四一

~

筵含富型亘

雪
唾一苓蕊

~
q
~
l

司迄
垂

二
コ
＝
＝

函四一

函’四一

一↑垂判菫

竺一判騨

涯両署簿

－弔薫一一三

｜半衰「一三

一・手一帆「三一

一進当菫

勾’四一

垣皿
判誕

四一
四一

四一
画一

画一
四一

令一城「一室

｜型一

四［
画~
型一
鯰一

四一
四一
四一
望
巴
巴
麺、●一

画一
画一

四一
四一

「四一

四一

一罫↑

一室
~蕊

四一
四一
画一

四一
四一
画一
画一

四一
四一
四一
画一
坐一
画一
曇一
四一
四一

四一
四一

~園
壁一

串｝一

四一

~~~~ 丁一一

・Ｆ王陣

叩知迄

句・寸叩

草、Ｊ、ノ

トロⅨ

トの①

、｜⑮

－７Ｊ

や、型、ジ

トｃⅨ

副・寸叩

÷
ロ

＝
ｰ
口

~

k
H寸

郵

⑭ｍ一の

一つ『フ

トｃ－ｕ

寺画一、

四つの函一

１ ｃワロト

ー回卜付ロ‐

劃の函の

叩細弄廻
３

卜。Ｏ〆

ｍｌｍｍ

ｍＣｍ ~
の国函唖

ぴ
〕

い
］

一l
、

のＣＣｍ

つ善一②

や因一ｍ

ト⑳函⑯ ~
ｍ函ふめ

の寸唖寸一

Ｃ①苛め一

寸の寸②一

鳶
一画申駒一

②翻割の

奇ふめぬ

幻寺四一

守四二

卜的討一

トめいの

め的○一一

つの一品

つ慰め函

ＣＯ一○

く＆卜Ｌ

やつめ刃

⑭函め一

めいの劃

ｕ「ｐ《

ご戸尺戸

韓国の⑭

一℃、一一

ｒＥＥＦ－

⑭師因一一

、ザ、ゴー団『『

口〆毎一一

⑮寺トぬ

句一一「一

戸Ｌトｋ宇卓室

や④マＣ一

唖膀め（二

的の、一一

的のめつ一

トつふの

⑬心的の

師函卜一一

渕‐刊刈訓ｌ

ビート○

ｏＤ１１ ｉｌＧへ

わわ○一『

ＥＣＬ戸『

的己唾唾

勇一 〆
へ

可の⑯《

ののつ｛

ぶめ④一一

一一一

トー齢ｌ毎

トつめぬ

、つゆの

里lr。

L
r
。

つママ麺

の一の②

、Ｊ『『■

○一一ト

ー ｒ、武ｒ－

ＣＣｃＥ－

フフコフ『

さくこげ一

の一（）的一

一一の《

詞のつめ一

ｕ『ＤＯ

Ｅ二ＬＬ
銅

》つつめ一

言国因め一

扇の一

可め芋

め寸鉛

■
ﾛ
■
■

幽出細需

二

二|‘‐
二
二
二
二
~

二
二

二

二二'二'二’二
一

二
二
~~

『
～

【
～

二
＝
＝

＝
二
二
|
＝
一一

＝
I

【
～

【
、
1
－

二
二

1

二
二

二
二
二
＝
＝
二
＝
一一
二
二
~

1
－

二
二

二
1
－

I
【
～

【
～

二
二
二

二
二
ト
1
－
二
＝
二

~

【
幸
一

『
～

1
－

1
－

【
～

1
－

r
－
[
～

I
～

①Ｃｌ一．

のＣエー

L
0
0
つ
一

C
‐
一

望
＝
－
ｺ

唖一’三

ｍ－－》

準廻国畑需

の－ユー

の一Ｑ

ｍ－Ｑ－

の－１旦一

唾つｌエー

ｍＣｌエー

唖つｌエー

いつ工一

四つ一’三

唖今－１二

唖Ｃｌエー

二ｌ工一

一［ｌ工一

函つｌ工一

討つｌ工一

吟つＩ茎 ~
函つｌエー

函つｌエー

寸今ｌ王一

ロ
ン
ロ
〕

‐
ロ

ー
コ
ー
コ

Ｃｌ工一 ~ トＣｌ一》

⑦－１〉’

の一ｌ望垂
の－１】

文）】

ｅ－ｌｌ

寸一１ －

や－ヱ

④一’二

ｍｏｌｌ

の一一

史）皇

困一望

C
』
＝

一望
二

トニ’一

ト｛）

ｌ、

画一ｌ】

ぬＣ湾

二ｌヨ

吟つ１三

のつヨ

ずつ’一
畠

毎つヨ

毎つ二

のＣｌ、一

のつ
⑭－】

いつ】

函－１葵

”｜ｌ】

②－詔

の－－】

寸（）一
畠

可Ｃｌ一

師ｃｌｌ

めつ’一

ｍ〔）一

一一ｉ、］

ｍ－ｌ

ｍ－ｌ－

二一 “

二’一

lcっ
|司
割
l
L
o

筐
|亘

幻

F二
-1

”
’

卜
麺

｜＠の一

、弓貝Ｊ『

ワ口一
E|E

のトーマーｌ畠

唾トーマーｌニ

トトー寸一’二

唾ト’

曲躯
閨
|里

畠
壜
ゆゃ一

叩④一

唖の’

や④一

の④’

階上烏Ｔ二

ｍ④一寸一二

霊のこい－１弓

のの一唖一一一一

畠
酋
|雪

自
、のニーュ二

唖ヒー

フ○一

の①一

の①一

つトー

因澤一
↑一

寸幻一

別訓訓引

ぽα一

Ｃ鉛三寸一三

釦⑬一

めめ一

のエー

めめ一

いぬ一

ゆめ一

ｍｍ－

やめ一
一

畠
命の一

日１，Ｊ『

《ご一

ト⑫一嘩一三

犀の三叩一二

⑭の一

函の一

一トー

（）（）劉
引
胃

胃
胃
胃

マの一

寺の一

寸つ面

○つ副

こぐＣ

のつ“ぬ一’三

Ｊ３ｊ

室こい

Ｆト’

一②一

言の一

トつ“ぬ－『

トＣ因め－’二

のＣ画
胃
|胃

員
一つ和

一つ函

一一一

Ｌｒｌｐ

〕つ函

一つⅥ

一戸』《」

○画
~
~
~
~

守一ｌ雪

・守一ｌ三

寸－１弓

寸一’二

寺一’二
|菫|韮

の一’三

四一’二

L
g
里

＝
當
三

三

｜

E
三

寸一’二

守一’三

童’三

寸一二

苛
寸

一＝
二
三

寺一－二

寸一１二

叩班国

二’三

二ｌ崖

奇一三

三ｌ畠

奇一二

寸一三

三
三

二
三
三
三

三
重

＝
＝

苛一二

マー’三

三
コ

【
＝
コ

ー

ニ
ョ

『－１ヨ

三
三

E
ニ
ヨ

善一二
韮|壬

寸一’二

寸一’三

~

の一’二

○『’三 ＩＬ－』臣

、一’二

空
L
o

＝
E
三

の－国

唾一’’一一

マー二

唖－１国

唖一’’一

唖一三

ヱーニ

唖一三

山一室

ｍ－ｌ屋

ゆ一’二

の－１臣

唖一’二

四一三

一三

一二
三|里

一－三
二

三
|当

｜

”い
】
~
、

|川
l

ll
帥準

士

~

窪全室型宜

睾弔汽一一室

筵含一室型巨

逃壼壼ヨ壹

謹菫室ヨニー

垂華壼廻二一

判延当菫

当川午一ｍ二三

－や君一‐禧一

~
［雫語「一華

釦四一

釦ｌ画一

「弔一茎一三一

一“迄当匡

｜↓弔一ヨー毒

「・乍一当一三一

~

囚四一

函四一

函四一

埋唖
雪

《］一
、
一二屋

－四一

Ｆ画一

~
1
1

弓豆
乳
認
|息

四一

、『
ｖ土

戸』
四
画一

画一
坐一

望
酉一

千一当一三

~
迄当菫

四一
画一

四一
四
四一

四一
幽一
四一

四一
四一

画一
単一
画一
四一

当一 ｉ■』

~

_
L

唯蝿埠
|雪 唾

二
（一

~
へ
~
ー

~

つトつい

一ぬ函ヰ

ト・卜晶

わつぬ畠 唾（）幸

つト・ぬ

』、ジ『~一

卜亡トト

弱司寸

吹細弄廻

函つ一因一
非

畠
、、つ くく仁

ロト雨

ト寺一

め寸の唾

。Ⅶつ

くこぐ

唾寸吊）寸一

寸ト鉤ト

寸一一一一

守のめい

「裂一一

ピトト

Ｊつ『う

ひ口一○

勾幻画一

ぬい吋寸

②｜師↓

Ｊ』うり

○卜○旺

幅
寸函一吟

のこの

○一アー

Ｉ
寸一②一

唖①つめ

~~~~

『トロマ

トつむ一

トの唖寸一

四トつめ

＠つ函⑬

函のつめ

ロトつめ

信
函卜つい

匝圃付卜‐

Ｃ②詞一一

Ｃ一のの

①Ｃ釦つ一
龍
龍

苛めぬ寸一

勾一Ｃ叩一

一苛ｍ四

可的卜寸一

寄餉の、

寺トー勾一

いぬ蜘釦

が
」

【
－

1
－

つ
。

一銅の一

｜トロ、

~~~~~~~~ ｜、二一一

二戸七戸』’二

哩掛細需準廻凶細需

二
二'二’
二
二

二
二

＝
＝

＝
二
二

二
二
＝

＝
二

二
二
二

二
二
二
＝
＝
＝
二
＝

二
【
～

『
＝
二

二
二

二
＝
＝

澤唖つ一二

I
『
～

二
＝
二

二
＝
＝
＝

二
【
～

『
ー

［
～
1
－

1
－

【
～

1
－

~
~

~

隈Ｃｌ一》

トつＩヨ

唖Ｃ一．

”
‐－
コ

いつｌヱー ~
唖Ｃ｜二

寺Ｃｌエー ~
寸つＩエー

つ－室一

壺一ユー ~
の－１〉一

江一’二一

迂一ｎ二

記一ハニ千

記－１竺一

記［ｌユー

＜
E
ーg

めつ’一‐二

姉Ｃ一‐二

”×ｌ工一

いつ〉

－－１コ

トー』

トつｌ】
壷

畠
的ロー】

やつｌヨ

Ｃ因ｌ】

いつＩ望

Ｃ閤ｌ】

つふ’零

つ副ｌ】

の－】

廷）’

隈つ’一

心Ｃヨ両寸－

，つヨ勾守一

C】

寸
一

吟つｌ、一

寸一ｌ、一

的－１】

ト（〕’

ト。’一

吟つ’一

安）｜ ，

毎口一

のＣｌ一

αこ一

↑つ’一

トニー

I
－

C

崖）’一

Ｆつｌヨ

－ユー

函》

ｃ一

国|言 詞
哩自二。一’二

ゆめ一二Ｉ匡

寸ｍ一二三

寸⑭一二’二

寸の一二一一一

寸の一二ｌ｛一｝

寸騨一

ゆめ一

ずつ一

虻~〆」Ｆ

寸の一

一》ぬ一

二－二

二ｌ冒

二三

二’二

二三

ご
L
O
く
り

三
．
ゴ

ー
＝
二

｜

ﾆ
ー
ー

唖
寸
一

②
寸
一

守
寸
一

三’二

二室

二二

”紺
二二つ一三

つ二。’１国

Ｃ二つ一’二

二~

の詞一一一

の因一二

Ｆ詞一一一

の函一つ

Ｃｕ『

くど一

の因一

、學可ｊ『

ＯＧ一

『■Ｊ『

トａｌ

三二
ニ

函一一
引
引
雪

唖一一

○一一

■ｌ守一

○一一

夕呈卓壹

トー｜Ｃ一’三

幻一一

寸勾一

寺一一
国
'3

つ剛一

信亡一

唖“一
国
豊

の画一

、ソ、ゴ『

くぼ一
三
'三

奇画一

『~■１屯『

『へ’

３４亀Ｊ『

今〆’

L
O

ご
つ
~

つつ『

ｕＧｌ

うつ一

ｕａ－

フコニ

ぱげ一

むめ一

むめ一

ｐつ一

息官一

トめ一

⑯の一

一つ一

ｒｃ声

エヵ
ｍの一二’二

力め一

⑳ｍ三二．三

”ぬ一
塁
畠

詞
~
~

つ寸一

つ寸一

ｏ寸一

Ｃ奇一

つ言一

”寸一

ぬぐ一二’二

②寸一二’二

。○一 Ｆ』■Ｌ田

つゆ一

一つ一

一Ｃ一
閉
謁
一
一

一一『一

一睡一
雪

寸一
二

『’『「ヨヨ『 一氏一二一’二

重~吟戸■』■
二’ ＝

｜

E
二

。一二 ~
Ｃ－ヨ

Ｃ一二

つ一’三

つ一三

つ一’二

つ一一二

Ｃ一’一二

つ－１二

つ一ｌヨ

つ－１日

く
つ
ロー三

つ一二

叩畑国

＠－二一

つ一’三
〒|〒

つ－
つ一’二

つ一二
＝
三
ヨ

二二

二二

二三

ー

ー
コ
E
ヨ

二’二

二’二

二’二

二三

二三

三’三

二’三

三’二

二ｌヨ

二二

二’二

二二

二’二

二二

二
＝

＝
E
三

＝
＝

｜
｜

E
＝

二ｌヨ

二’二

二’二

二ｌ弓

二ｌ宮

二’二

二’三

二
二

＝
＝

二三

二二

一’二

｜－二

－１ヨ

一’三

’三
＝
白
|＝

己
＝



目 ’ 二 の 両 い い

二 一 の 雨 ⑭ ↑二 一 ｍ

目 ’ 二 の

睡 唖 』
’

口ー
ー
一
ー

臣
ヨ
ー
ー
ヨ
ー
ー

｜
’

’

－
－
J
一
』
－
－
1

－
割

【
ロ
r
口
I
p
I
p

○
l
Q
1
m
O

1

0
1
｡
~
1
，
0
1

口刀
狗

ＩＥＣ

〕刀
刀

４ＦＬ
〆Ｌ

）刀
刀

Ｌ〃ＬＰｌ

ニ ー ゴ~
弓 － － 『

二 一 ｍ

皀 ’ 一 ②

畠 － － ①

目 ’ 一 ①

畠 ’ 一 の

ニ ー ー の

屋 ’ 一 の

二 章

一］一 一 の 雨 心 の

三 ’ 一 ｍ

ヨ ー 剖

ニ ー ー 司 忌 、 、

ヨ ー ー ヨ

雪 ’ 一 司

ニ ー ー ヨ

二 一 弐

崖 ’ 一 『

畠 ’ 一 割

ヨ ー 『

ニ ー ー ゴ

雲 ｜ 割

二 一 『

ニ ｜ 『

一旨 一 『

三 ’ 一 割

三 ’ 一 『

三 － 一 ｍ

三 ’ 一 の

三 一 ｍ

臣 ’ 一 ②

ニ ー ー の

畠 宝

ニ ー ー ①

三 一 の

ヨ ー の

皀 ’ 一 の

ヨ 一 ｍ

ニ
ヨ
ー

昂
扇

ヨ ー の

昌
三
昌
三

扇
扇

ニ ー の

弓 一 ｍ

目 ’ 一 ｍ

ニ ー ー の

二 一 の

自 ’ 一 ｍ

三 ’ 一 争

ヨ ー 一 割 四 ｍ ｍ

三 一 司 雨 切 剖

コ ー プ

心 。 。

畠 ’ 一 「

三 一 剖

三 ’ 一 割

一 一 弐

一 一 割

~コ ニ フ

騒 辛 ○

【
● 悟 ~

○ ロ ヨ

ド に 』

ロ 心 刀

ｒ く く

画 四 ｍ

口 々 ｐ

ｒ く ｒ

コ コ コ

、 み ふ

ｒ く く

画 堕 一

コ コ 一

心 Ｇ 一

い 四 つ

唖 四 の 元 Ｉ Ｃ 『

ｃ Ｃ ｃ

ｒ ｒ く

い い 、

唖 四 ｍ

フ コ Ｊ

い い 一

コ コ ー

、 通 Ｊ

ｒ ｒ く

睡 睡 垂

ゴ ー １

心 。 。

跨 小 《

【
。

0－
1

色
Q

コ ー コ

心 ○ い

函 ② 一

ｃ 刀 一

ｒ ｃ 』

画 切 つ

い や の

唾 心 の

暉 些 ． 唖

【
や

一 一
､1

函 曇 、

I
や

腸
竺

C
1

口 径 』ｒ 峠 』

唾 杢 轡

四 四 の

コ ー プ

心 ○ ○

コ ー １

い ○ ○

函 切 ↑

い 、 ↑

コ ー ジ

、 ノ ム

Ｉ Ｅ Ｃ

【
●

C
T

I
や

四 ｍ ロ

掴 鞆 つ

函 仁 の

コ ー １

低 ○ ○

コ － １

心 ○ ○

３ － 』心 Ｕ 』
望
gl
g

） ○ 空

１ 冊 ｋ 戸 Ｌ

〕 い め

Ｊ １ 『 Ｉ

、 甲 ノ マ ノ

ー ク Ｌ Ｐ Ｌ

i
ツ

い い

凶 ~ 垂 「 Ｊ

承 上 心

） ユ 心

１ ， 斗 声 」

） ｐ ｃ

” 草 Ｐ 」 一 エ ー ロ 時 二 一 割 、 い 一 一

一 エ ー ロ 画 二 一 一 つ ⑭ 唖 麹一 エ ー ロ 画

一 エ ー ロ 時

二二

一 つ ⑭ 唖 麹

割 、 騨 一

一 エ ー 一 画

・－ ｜ 割

一 エ ー ロ 唖

一 エ ロ 画

一 エ つ い

一 エ ー つ い

一 エ ー コ ロ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

｜ エ ー つ 画

一 エ ー つ い

二 ‐ － つ ↑

》 ~ 、 閏 Ｊ Ｔ ｌ

ア ｛ ミ

ス ー つ い

云 Ｃ の

云 ｌ つ い

云 Ｉ Ｃ 吟

六 １ つ の

Ｆ Ｉ Ｃ 、

六 １ つ ⑭

六 １ つ 『

Ｆ １ つ の

云 つ 『

云 １ つ 割

六 （ ） の

云 Ｃ ②

【 重

六 １ 重

六 つ 、

一〈 Ｃ 、

【 １ ｃ ｍ

六 Ｃ の

【 １ ｃ ｍ

元 つ の

Ｅ Ｉ Ｃ 『

Ｆ Ｉ Ｃ 割

ｰ ‐ －
刊

六 つ 、

六 １ つ 『

『 。 。

卓 一 Ｉ こ し

Ｅ １ つ ↑

云 ｃ ｍ

Ｆ Ｃ 」

Ｆ Ｉ Ｃ 曇
栗

鳶
云 Ｉ Ｃ ②

云 Ｉ Ｃ の

六 Ｉ Ｃ ①

【 Ｉ Ｃ

」 １ つ の

一Ｌ Ｃ 』

T
T
一Ｌ つ 四

』 口 切

宇一 つ 、

今 － １ つ 『

’ １ つ 曇

－ １ つ 鉤

－ １ つ の

－ １ つ の
c
c

O
〕
ロ
。

二 一 ｓ 四 Ｃ ｜ 童 蒔 雲 一 因 一

二

の い い 。

一 一 一 一 ＠ つ や

一 一 一 ら の 、 つ

一 一 一 一 の 『 の

一 一 、 『 唾 の

一 一 二 一 の 四 つ

一 一 剖 画 『 わ

一 一
二二

一 一
二

二 一 の 四 つ

『 い 『 や

一 一 ① 『 ②

一 ら の 、 つ

一 一 ＠ つ や

、 『 唾 の

=
二|＝

~
=
三

一 一 輯 ② ⑭ ③ 一 弱

一 一 ③ い い の ｜ 、

一 一 ① 四 『 つ ｛ 、

一 一 割 の 幸 つ 一 画

一 一 『 ⑮ 今 画 一 画

一 一 剖 ① ↑ 酌 四 一 国

二 室 望 一 ご 篁 硅 雪 辱 索

二≦
一 一

二＝二二

一 一 ｍ 一 一

① 四 『 つ

③ い い の

剖 ① ↑ 酌

『 ⑮ 今 画

割 の 幸 つ

ロ聖

呈 回 雪 辱 零

一 画
｛ 、
一 ｍ

一 国
一 面

二
二

＝
二

二
一 一

三
＝
＝

＝
＝

二
＝
三

二
二

＝
二
二
＝
二
二

＝
一 一
＝

三
＝
’一 一 つ い の 、

三
＝

＝
一
一
J

－
~1
一
J

－
－
J

一
J

一
J

~
~
I

一
J

~
一 一 一 ｍ 唾

一 ｃ ｍ Ｃ 催

一 一 の つ い

一 一 ｍ の 一

一 一 ｍ の 。

一 ｃ ｍ 《 一

一 つ 画 《 四

一 一 い つ 一

一 一 ｍ ⑭ 。

一 一 ｍ ｍ ②

一 公 の 唖 、

一 一 ｍ ｍ 『

一 仁 の ○ 一

割 四 割 の

｜ 〔 ） 可 一 心
誉|
薑

一 一 一 画 ↑

一 つ い い の

刈 刈 刊 ○

一 』 一 戸 」

｜ 睡 令 、 （

一 一 の 坤 司
§

や 一 ℃ の

垣 の 酌 唾

剖 剖 Ｃ 九

一 一 に ｃ

割 の い い

『 『 ⑭ 、

１ コ フ ー

ー し い ○

の つ 娼 唖

フ ３ ３ コ

○ ○ 匹 ひ

４ う う ３

へ ○ ・ ○

の 『 、 の

の ④ “ 唾

一
J

← 【
ロ

ー
~】

割 や 』 の

副 幸 司 画

型 部 』 一

Ｆ Ｌ 』 ~ ■ ト

信 一 乍 竺

一 ① 、 一

智 々 空 、

」 炉 』 Ｆ 蛤 Ｐ 』

一 刀 ｇ ｏ

汁 Ｃ 卜 丘

コ コ フ

い い 。

＝
の

）

←

一 匡

グ

ー 因 計

一 唾 一 発一 唾 一

一 因 計

一 国 ヨ

一 顧一 睡

壹 岸 至 片

ｒ
－ ｍ ｌ や

一 画

薩 斧

菫 雇 雲 毒 素

三 陸 雪 辱 索

一 目 〕１
三 伝 篁 二 丘

’ 二 鱈 雲 一 雲 霧

二 一 睡 雲 琴 霧

一 屋 ‐ 詞~
ヨ 筐 雲 ご 霧

弓 睡 雲 琴 霧

’ 一 儘 雲 琴 緊

ヨ 蔵 雲 琴 索

弓 忌 雲 毒 棄

三 面 雲 琴 悪

弓 底 雲 琴 霧

三 片 二

一 三 』 些 能 一

ヨ 一 呈 艶 Ⅲ 一

一 画 二

一 画 ヨ

芳 壼
言 田

一 睡
一 園

［ 甲
［ 画
一 唾

｜ 因
一 因
｛ 閉
一 団

一 一
帛

｛ 西
一 国

一 因
一 顕

一 国
帛

一 ｍ
一 一 斗

l
ｇ ｇｌ ４ 、

く ｒ

Ｃ ｌ
〒
〒
〒
〒
〒

一
一
ー
一
一

一
J
‐
～
』

一
一
J

－
～
』
一
J

【
口
~
［
や
【
､
｡
【
や

－
4
－
判
－
－
，
－
一
J
の

‐
つ
‐
つ
く
◎ 二－

一割

三一割画
割つ

雪’
一

乱忌
引つ

白’
一割

応惑
◎

畠一
割

【
･口

一
一
J

》元
ｃ

二一 一 割 志 ② 些 【 Ｉ （三 一 『 云 ｌ つ

＝
＝

ー

＝
曰

。
。

|rl弓
一

二
|菫’三’

一○
戸一』ＦＰ里

ニー
ーや

二 一 』 い つ 四

二 一 ⑫ 四 ・ 四

二 一 酔 い 。 ↑

〒
＝

ー

cD

二 一 錘 四 ・ 四

い つ 函

⑲ 。 ↑

＝
屋
屋

臣 一 ｍ

一 二 ’ 一 ｍ

三 ｌ 」 、

１
白 ｌ ｜ の

二 一 ｍ

三 一 ｍ

畠 １ － ｍ

’

ヨ ー ー “

三 ’ 一 ｍ

三 ’ 一 ｍ

弓 － １ － ｍ~
三 ’ 一 ｍ

〒
－

馬
屋

’
韮|
柔|
車

昌
三
=

屋
屋

二 一 ’ 一 ｍ ~
ニ 一 切

二 一 「

三 一 割 画 、 『

一 目 ｌ ］ 『 麹 、 乱

二 ’ 一 『

雪 ’ 一 『

ニ ー ゴ

二 ’ 一 割

＝
E
三

一
一

m
m

二 － 一 ｍ

ニ ー 、

二 ｜ 、

二 ’ 一 ｍ

目 ’ 一 “

ニ ー “

二 ’ 一 ｍ

二 一 １ － ， 両 割 一

二 ｌ 」 割

三 ｜ 剤
三 一剖

三 m
三 ’ 一 酌

壹 一 ｍ

冒 一 ’ 一 ｍ

＝ ー “

畠 － － ⑭

国 － － “

E
三
三
三

屍
昂

一一 一 割

三 ’ 一 ○

幸 』 』 ト 〆 隅

二 一 の~
ニ ー や

ニ ー ー 、

二 ’ 一 ｍ

三 ’ 一 唾

二 一 唖

二 ’ 一 唖

一二 一 ｍ

因 醜 叩 噸 叩

～
T

一

畠
” の ④ ’ 六 つ 剖 一 二 一 の 申 ⑳ ”つ ｏ ｏ

ｒ ｃ く

二

の 申 ⑳ ”

調 ｢
1

|§ い
、
。

§|
閨 の
司
画

．４Ｊ
、一
旦

Ｆ１■~■

い 、 つ

騨 切 、

。 、 乱

ｒ ｃ －

ｏ 刀 剖

ｒ く 一

つ 刀 幻ｒ Ｅ く

画 の 、

フ フ ４

い つ 一

コ フ 』

い □ 半

訓 却 斗 Ⅷ

心 ○ ○
蚤
§

Ｃ Ｄ ｐ

ｆ く と

い の ②

画 や ②

四 ｍ ④

四 ｍ ｍ

唖 、 『

唖 の 割

画 、 全

い 、 画

画 、 四

睡 唾 一

い 、 一

畦 α 一

Ｑ Ｊ Ｊ

Ｆ 一 一

． Ｊ う

い 一 ○

唾 α 唾

学 。 一

唾 の 司

” の 全 云 ’ 一 ｍ

函 の 由 【 ○ 一

云 ’ 一 ｍ

婚 の い

ｐ Ｃ ｐ

ｒ く ｆ

ｇ Ｃ 三

い く ４

僅
画 ｍ ｍ

』 配 、

画 ② 』

い め 』

田 、 学

画 、 い

坤 司 の

口 剖 ｐ

恥 Ｌ 『 戸 Ｌ

唖 剴 切

フ Ｊ 堅

い 一 半

Ｑ 刊 Ｑ

Ｆ － い

つ Ｊ コ

心 一 。
旨
|誰

い つ 酌

タ コ 。

（ ｝ ・ つ

函 の 、
閨
豊

》 の 学

〕 つ 『
舅
罠

二 【
。

｝ 一 一 一 エ ー ー 一 」 の ④ い い

六 － つ 割 二 一 画 つ 。 一

・ 一 Ｉ Ｃ や 一 ｍ ｜ 今 画

-ﾍ' ＝＝

喀 哩 睡 唾

一 画 つ 。 一

韓 一 今 画

・ － １ つ 『

〃－ 』 一

謎 鴎 回 廊 頭

六 ’ 一 ｍ ’ 二 画

｜ ］ 一 璽

ア ー ー ○

訓 １ １ 斗 Ⅶ

ア ー 岸 。

二

誰
、 、

一 エ ー ・ や

一 エ １ つ 四

六 Ｉ Ｃ 『

」 １ つ ↑~
一 エ ー つ い

一 ヱ ー ｃ 函

一 エ ー 。 画

一 工 － つ 『

二
【 １ つ 割

三 ｛ １ つ 唖

二 ‐ － つ 四

一 エ ー つ い

二 １ － （ ） 踵

云 Ｃ の

家 Ｉ Ｃ の

六 １ つ の

宗 Ｉ Ｃ の

－ １ ｃ ｍ~
一〈 つ の

．－ ○ 一
い

六 （ 更

六 １ つ 罰

・－ つ の

云 １ ｃ ｍ

『 河 フ Ｊ

ア ー こ ｛

《 つ 『

六 Ｃ 『

六 １ ｃ ｍ

六 Ｉ Ｃ 函

【 ｌ Ｃ ｍ

云 １ つ 画

六 １ つ ↑

六 ’ 一 つ

六 つ 経

【 Ｉ Ｃ 《

云 １ つ 』

六 Ｃ ②

六 Ｃ の

【 １ つ 圭

Ｆ １ つ 拳

六 １ つ 《

一 Ｌ １ つ の

｜〈 つ 、

六 ’ ＠

－ つ ○

に く こ

『 ３ －

Ｆ こ ｛

六 ． 刀

雫一 Ｃ ④

Ｆ １ 一 幸

云 ’ 一 ⑭

｜ 〈 ’ 一 四

六 つ 、

一一 ｃ ｍ

」 １ つ 画

云 つ 『

声 <
二

一 ＠ の

」 ’ 二

－ つ 型

一 Ｃ ⑪

’ （ 勗

－ １ 堂

『 １ ． 口

』 〆 」 戸 』
爵
黒

｜ Ｃ 学

一 Ｉ Ｃ ↑

’ １ つ 学
Ｃ ら

１ つ 、

’
|土二

~
1

謎 叫 補 岡

一 一 一 ｍ い ↑ ’

一 一 一 酋 画 “ ⑭

一 一 一 一 一 割 、 捨

二二二

｝ 画 “ ⑭

唖 函 娼

一 一 一 ・ 心 四 ○ ’

一 の 司 司 つ

＝

一 ・ 心 四 ○

二〆
一'二

~二
－，

＝
二
巨
二

一 一
二

一 一
二

二
二

ニ
ト
』

＝
＝

二
＝

二'
二

一 一
二

一 一
＝

二
一 一

二
二
二

＝
二
二

一 一
＝
＝

二
＝

1
二

＝
二

二
二

二
二
二

二
二

二
－
－
J

～
』

←
～
｣

一
J

1
一
J

－
則

一
~
1

一
~】

－
訓

～
I ~

~

一 や “ 割 っ

心 く こ 』

・ Ｏ ｐ ｑ

心 の い 、

④ 一 四 一

○ 一 ○ 一

く 』 ｒ 』

廊 彗 醜 叩

一 一 一 の 一

｜ 《 、 の 唖

一 一 仁 、 全

一 今 瞳 一 陣

一 一 ｍ 『 つ

一 一 ｍ の ①

一 ” ↑ の 一

｜ や や 経 い

一 一 一 一 つ

一 口 Ｄ Ｃ 一

』 Ｆ Ｅ ｒ 二

一 画 の い つ

一 い い ○ や

一 Ｃ Ｃ Ｃ 今

一 一 一 一 』
ヨ

一 つ い 『 画

一 嵯 酔 ↑ 『

フ フ コ ー

侭 ○ ○ ○

一 や め 』 一

一 つ い い 是

一 。 』 旬 一

｜ つ い 学 一

一 一 ｍ ｍ 一

一 四 つ 割 い

｜ ” 、 ⑳ 、

一 Ｃ 信 一 、

唖 学 口 ・

『 ｍ ・ ↑

４ 列 刀 刀

一 一 こ こ

Ｊ 剤 。 ○

一 一 足 こ

争 餉 幸 司

の 、 “ 、

《 や い や

コ コ ４ う

ほ ｃ へ 。

く
つ

0－
1

【
●

“ 蒋 一 の

《 ｝ 一 一 や

一 切 ｍ 唖

Ｃ Ｑ 兀 乱

心 い く 一

の 一 酌 画

『 麹 の ⑭

『 ノ ヘ Ｊ 凸 訂 １

人 《 一 Ｊ

こ く 戸 く

司 割 の 《

② 、 ② ◎

い い 四 一

の の 一 』

面 叫 「 Ｊ 当 買 “

一 ・ 一 ○

． 『 Ｊ フ Ｊ

い ・ ・ 一

ｇ ， ・ Ｊ Ｊ

Ｌ ~ ふ み －１ く く 弓

． ~ 琴 １ う

ひ 上 Ｃ Ｏ
⑮ 、

副 四 一 ｍ

剖 動 韓 罰

１ Ｊ １ １

Ｑ 一 ○ 一

〕 一 ｍ ｍ

〕 Ｃ や 空

〕 ① 、 ◎

『 ④ 韓 心

一 ． 四 ｍ （

一 切 今 の

一 つ ④ 一

｝ ｍ Ｃ ｍ

一 ℃ い つ

青 一 ④ 、

、 陸 ②

一
~1

－
』

【
ロ

’
｜ 口

裁 鴎 巾

ー
塗

~
三 厩 雪 辱 票~

亘 医 雪 辱 索

菫 底 雲 ご 索

卦 ４ － 曇 竺

一 一 〕

計 ４ － 先 溝 一 一

一 一 四

一 国 ｌ 恂

三 忌 雲 毒 素

二 厘 雲 琴 索

一 二 屋 雲 ご 索

「 二 陸 害 毒 索

呈 嘩 雪 辱 索

罰 三 斗 岸

言 二 Ｍ 一 望 一

一 藝 信 誠 一 圭 川 一

塞 一 」 脚 一 主 」

一 ヨ ー ニ 主 川 斤

害 一 庁 エ ー 一い

一 湾 」 い 二 割

一 頭 「~
ヨ ー 庁 一 単 い 一

一 頭 ｌ 輻

一 顕 輻顕 轌

一 画 麺

一 弱 １ 吋

一 画 ぬ

一 国 睡

二 ） ぬ

一 国 Ｉ 駒

一 四 片

一 画 一

一 因 二

耐 寓
一 画 下

岸 』 し Ｐ Ｉ

一 因 一 い

一 画 斤
軍

｜ エ ｜ 拱

一 ｍ 岸

司 ノ ー

は 屍
扇

三 口
戸 Ｃ

一 厘
一 画

一 ｍ
一 ｍ
一 画
一 睡

一 ｍ
一 ｍ

一 幸
｜ 顕

一 転
一 国
一 国一 国

一 画
一 因

一 睡
一 切

一 画
一 ｍ
＝ U
J

一 ｍ
一 四

｜ ア
一 画

一 牢
一 画
一 塵
一 コ

一 ア
一 配
一 国

｜ 国
一 国
吊

｜ 顕
一 画

聖

Ⅱ
l

読 咄



’ 一 一 津 （ ）

三 ｌ 睡 口

三 ・ ｌ 鱈 （ ）

二 ’ ’ 四 つ

三 ｌ 掴 つ

ニ ー 函

三 唾 （ ）

三 峰 （ ）

藁
三 ｌ い つ

三 １ 唖 ・

ニ ー 画 ・

ニ 稚 ・

’ 一 一 ｌ 坤

三 １ 画 Ｃ

ニ い つ

三 １ 掴

’一一 唾

ニ 』 ＠

二 い つ

二 － 画 口

二 １ 画 ◎

臣 １ 画 （

二 一 ｌ ”

’一一 特 つ

三 １ 画 ロ

一 一 一 １ 画

’一一 い

一 一 一 ｌ 踵 ｃ

’ 一 一 ｌ 愛 ）

臣 １ 画 （ ）

三 壁 ）

三 Ｉ 障 ・

三 ｌ 』

ニ ー 唖

二一 唖

三 ｌ 睡 ・

E
三
ニ
ョ

賢
琶

畠
＝
E
三

9
l
g

一 一 一 Ｉ 障 ・

二 ｌ ｜ ①

二 ｌ ｜ 唾~
Ｅ ｌ ｌ 垣

二 － 一 ℃

二 一 や

二 ｌ ｜ ①

吾
＝
E
こ

ろ
ろ

三 － 一 ⑳

ニ ー ー や

壹 ｌ ろ

二 ’ 一 の 四 唾 『

三 一 や

三 房 ） 辱 轡 、

三 一 幸

弓 － － ④
言l
rI量

｜ 』 ’ 一 や

三 一 の

E
三
三
三

｜ こ
こ

三
三
三
三

示
示

二 一

=
=
＝

三 ’ 京 一

一一一 一 ℃

三 ｌ ｜ や

ニ ー の

’ 一 ’ 一 の 画 一 、

三 一 ℃ 釣 一 『

三 一 や

二 － 一 や

一 ’ 一 や

一一 一 ④

ニ ｜ ④

因 鴎 叩
’

一
'
二

。 、 ノ ー

ｃ ｏ ｏ

ミ ゴ 、 二 重

ｑ ○ ｜

』 の 函

〆
ヨ
ー <_
丁
l

“

。 』 。

ｑ 半 α

学 竺 や

ｐ ｐ ぬ

く く と

唾 唾 奎

唖 心 酔

フ フ ー

~ ム 、 、

ｒ 鼬 併 ■ Ｌ 一

凸 Ｊ 里 Ｊ 、 リ

ム 、 Ｊ

く ｒ く

訓 訓 訓 刈

◇ ト ロ

唾 瞳 奎

い
う

【
口

表
一 Ｊ コ コ

ユ 、 、

~ ~ ~
営
器
二

“ 刀 ｐ

Ｌ 夕 Ｌ 〃 』

｝ 釦 但

剖 到 ．

里
嗜 哩 一 〕

） Ｆ ） 串 ）

醜 Jロ
嵩

童
ノ 《 ノ ・ Ｉ

〕 ○ 一
溝
室

一
～
1

－
－
1

｝ 四 つ

一 割 一
き
堂

》 、 ご 『 １

》 ロ 。

】 ミ ョ テ 】

テ コ 、~ ~ ~ ~ ~

~~
一 口 届 一

~ ~ ~

｝ ワ ニ

一
｝ ↑ 、

｝ 塘 一
圭 一
~I

引
豈

頭
載 逗

ま 写

~

gi
9

フ
フ

コ
1

フ
ラ

。
1

コ
ラ

コ
1

３ １
つ ロ

桑 力
争 星

葛
急

↑ つ

~ ~ ~

一 一
翠
翠
一
一

~ ~ア ケ

タ 』 少 』
望

こ つ

ト Ｌ Ｐ 』

~
ノ ー

ミ ー

晟
童
童

幻 ニ ゴ

ー い
二

） に
ロ
“
|
a

←
I
、
。
－

剖 鴎 国 師 蔀 霊 鴎 袖 岡

＝
＝
圭
一

g
g

－ 工 Ｉ （ 宝 ｝

一 エ ・ 争

云 角 ｝

一 エ つ い

一 エ ー つ い

一 エ ー つ い

エ ー Ｃ 陣

一 エ ー ロ 唖

一 エ ー つ い

一 工 － ｃ ｍ

二 － つ 』

｜ 〒 一 Ｉ Ｃ （ ｝

」 － ｃ ｍ

二 砦 １ 膳 Ｆ ）

元 Ｉ Ｃ 『

云 － つ の

｜ 《 ｌ ロ ゴ

｜〈 一 ロ

ー 二 岸

色 〃 、 ~ ↑

麦 二 唾

元 一 睡

．－ 口 の

云 ’ 一 画

宏 Ｉ Ｃ 《

犀 Ｉ Ｃ 、

云 １ ｃ ｍ

宏 Ｉ （ ） 司

云 ． 年

六 Ｉ Ｃ 割

一 〆 戸 、 ｛

ア ~ － 二 、

云 一 読

六 員 ｝

~
韮

宏 口

云 ｜ 、

【 Ｃ

【 － － 窪

六 １ つ 全

六 １ つ 全

云 １ つ 『

ア こ

云 Ｉ Ｃ

・－ （ ） 「

元 Ｉ Ｃ 印

『 ・ フ 可

フ ー こ ヴ

云 つ 、

云 １ ｃ ｍ

~ ~ ~

評 Ｉ Ｃ ヘ

｜ Ｌ ｌ 会 ｝

」 二

Ｆ Ｃ ⑮

毒 一 ｍ

’ １ つ 司

一 Ｃ 『

－ １ ｛ 。

’ つ 『

一 一 コ
つ 垂

一 Ｃ 『

－ １ つ 割

－ （ 弓

－ － つ 司

－ １ つ ⑳

１ つ 割
一 コ
つ 訓

１ （ ） 『

１ （ 頁

’ （ ） 訓

’ １ つ 『

’ １ つ 割

’ Ｃ ａ

｜ Ｉ （ 覇

｜ ｛ ） 錘

’ つ 学

’ つ

エ － つ や

_
一
一
ｬ
－

○
－
－

＝
二

二
二

二
二

＝
－
－
1

＝
＝

二
二

二
二

二
＝
＝
二

二
二
二
二

二
二
二

＝
＝

＝
＝

二
＝
二

二
二

二
＝
ト

’
一

I
二

二
二

＝
二

二
二

二
二
二

I
－
－
1

－
－
1
－
1
~
－
－
1

－
－
1
＝
1
-
,
1

～
』
|
＝
二

－
－
､】

－
，
1

－
1

－
－
1
－
－
1
～

1
－
－
1

－
－
1

~ ~
I

1
－
－
」

－
－
~1

】
－
J

~
~

廊 耆 鴎 血

｜ 全 一 ｝ 一 ①

一 全 学 竺 切

一 一 四 曇 』

三 コ Ｊ う １

－ ト ー ロ ロ

、 や つ 、

争 云 津 ｝

｜ ｜ 、 や や

き
｜ ｜ ｜ 印 毎

ｍ ｍ つ ①

｜ ｜ ｜ 刀 訓

Ｆ 牌 陣 Ｐ Ｌ 『

一 一 “ 司 唾

垂 唾 司 の

捨 哩 ↑ （ ）

一 一 全 や

一 鈎 娯 一

一 一 一 ｍ

｜ 舎 唾 ⑪ ④

｜ （ ） 《 一 一

一 』 ぬ ロ ロ

印 、 “ 《 ｝

詞
ｍ ｍ ｍ Ｃ

ど
§

① ｜ ⑮ 、

の 画 ⑫ 、

ゴ ヘ ゴ 具３ １ ３ 口

Ｃ 剖 ○ 心

こ 』 と 戸 」

④ “ Ｃ Ｃ

ｍ 剤 ④ 『

酌 司 の 錘

一 四 （ ） 控

、 睡 争 。

い や 『 つ

~ 』 う う １

ギ ヮ Ｃ Ｑ

つ く く 忙言 工 二 廷

の ｜ 哩 邑

唾 侭 垣 一

『 画 ① 一

筆 の 轡 の

ユ ロ 心 剖

斗 く こ 』

画 ｃ 、

毎 ｍ 睦 『

の 印 画 《

“ ｜ 吋 一

》 幸 司 “

一 ｍ 一 ↑

主 工 蓮 』

『 め い 経

』 。 『

訓 錘 司 祭

曙 鋲 《 （

訓 ○ ア 剖

』 Ｆ Ｌ 〆 Ｌ ■

今 ノ 『 グ ニ ノ 。 Ｉ

Ｇ Ｏ 皇 一

〕 錘 信 唾

曜 鋲 挙 錘

一 ｍ の 陣

｝ ロ 、

一 唾 轡 の

｝ 『 暉 一

一 睡 二 二

。
I

C
心

[
●

画 一 、

剖 一 韓

蜜 リ
ノ

一
J

四 一 の

４ フ ー

一 ○ ○

』 唾 ↑

） ロ ハ

Ｌ Ｐ 』 戸 塒

一 ｍ ｍ

一 参 鞆
望
昂
。

一 ｍ
＝

） 刊
ご
I

:二

~

諒 醜 叩

陣
一 〕

~

ご 刈 一 《 ． 喜 汽 畢 一

’ 一 ｝

菖 匡 雲 琴 秦

一 二 」 い

一 二 唇 壷

一 『 一 底 雲 弓 悪

１
一 斤 い

一 一 』

一 一 一

一 塵

． 剣 一 《 ． 喜 匡 菫

一 二 ｜ 畔 一 主 ． 一 Ｌ ・

一 頭 一 秒

一 頭

一 軍

一 丘
二言
房

一 馬
一 面
一 頭

二

三
言|
露
薑

一 一 底 雲 琴 霊~
一 戸 〕

二 屋 雲 琴 棄

二 信 雲 二

一 睡

一 一 貼 ）

二 屑 雲 毒 素

一 二 」 ‐ 酔

一 顕 ｜ 帥

一 国 鐸

一 軍

一 睡

一 臣

窯 ｜ い Ⅱ ト

｜ 阜 一

、

一 一 ）

一 匪

一 匡 四

一 筐 雪 辱 棄

一 底 雲 琴 霊

一 ｍ

一 屋

一 壺

弄 二

一 画 」

邸

一 巽

｜ 諄 ｜い 一

一 匡 四

一 国 稗

一 画 ロ

｜ 軍
ｒ ■ 『

一 等 〈 ’ 一 二

｜ 顕 ’

一 エ
一 屍

＝
一 臣

一 屋
唾

二
｜ 唾

顕

’ ’

|’’

一 謡 ヨ ー ’

一 二 訓 一 龍 一Ｍ

一 串

一 三 一 沖 一 主 ． ’ １

一 顕 ’ 四

ニ
ー

リ
ゴ

塵

1
℃

臣
|豆

一 画 一

一 ｍ 一

荊 皿 ・ ロ

面 白
景 菫

房
一 臣

一 国
一 唾

一 エ
扇
|田

一 斤
一 唾

一 顕
一 詞

一 鋸
一 配

一 一 一

』 矛 」

－ 医
｜ 西
一 幸

二
｜ エ

｜ 壷
｜ 軍

一 一 ｝

｜ 産

｜ 畠 ｝

｜ 唾
一 軍

一 一 』

一 一 心
二 三 霜

嘩｢
卜

Ⅱ
ll

ll
l

ll
読 邸

|
’

ｌ 勢 韓 つ

春

回三
冒

冒
三

些
1,
コ

三 ” 一

三 ｌ 画 一

Ｅ １ 吋 一

一一 塘 一

ニ ー 唾 一

二 ｌ 暉 一

ニ 』 一

三 個 一

三 － 四 一

二 唾 一

ニ ー 唾 一
唖 一

三 ｌ 画 一

三 個 一

三 － 四 一

二 唾 一

二 曙 一

二 ｌ 暉 一

一一 噌 一

三 ”

学 、 や

二 ｌ 唖 一 四 ＠ つ

ニ 唾 ④ 一

三 ｌ 樟 一

三 ’ 四 一

臣 ｌ 障 一
’

ニ ー や 』
諒

壷肩
|藁

屋E
三

I
や

【
●

＝
＝
＝

｜
｜

【
や
｛
や
I
●

【
や
1
口
【
ロ

三 － 唖 唖

二 ｌ い い

三 ｌ い い

’ － １ 画 櫓

三 ｌ や い

ニ 睦 一
量l
Z冨

’ － １ 唖 一

三 障 一

E
ヨ
ー
ー

些
些

二 ｌ 睡 一

’一一 坤 一

ニ ー 障 一

三 ｌ 巴
匡に
|量
に

学 、 の

Ｅ ｌ 函 一 空 匪 『
蛍

三 １ 画 ”

’ － １ 糟 唖

一一一 時

三 踵 一

三 陸 一

三 確 一

三 時

ニ 唖 一~
ニ ー 障 一

轡 の 釦

ニ ー 睡

一一 い 一

ヨ ー 障 一
壷|屋

|壷
屋

三 ’ 四 一

三 ｌ 特 一

Ｅ ｌ 時

ニ 唾 一

ヨ ー 障 一

二 ’ 四 （ ）

二 ｌ 跨 口

ニ 瞳 ・ 啓 司 い啓 司 障

ニ ー 踵 。 酋 司 画

四 司 恒

二 ｌ や 』

ニ 睡 障

二 Ｉ 踵 噌

二 １ 画 画

ニ ー 函 画

二 ’ 四 画

一一 唾 障

因 醜 叩 醜 叩
m

轡 司 障

蓉 司 い

ｇ Ｊ Ｊ

。 ｛ し

② 司 竺

学 司 令

し 一 口

~ ~ ~

」 一 口

型 罰 Ｃ

」 一 ｈ ’

一 『 い

｝ 司 令

司
竺I

。、
を
皇

や 唾 唖

↑ い 》

竺 啓 “

』 ． 心 陰↑ て 』

』 ｃ ｃ』 ｒ く

《 ② つ

』 迫 屋』 Ｉ ↑

~ エ コ ー

幸 い ○

一 コ ３

半 八 ○

全
全

鳥
'二

捨 三 ）

↑ （ ） 割

三 ． 二 一』 く

訓 訓 訓

』 二岸 く

↑ （ ） 一
皇
皇

ら つ （ ）
割
引
萱

引
曽

“ 唖 唖

“ 唾

誤
芸

型 Ｏ ｐ

Ｌ 良 く

ｰ ④ 1,
、
。

一 つ 印

一 一 一

一 唾 ④

」 四 Ｊ 、 ノ

｝ Ｃ ａ
露 －
1

一 唾 一
毒 ｡！

一 坤 錘

一 邑 刈

き い 一

一 い 時

一 画 一

~ ~ ~ ~

一 ロ ー

一 品 Ｌ 戸 Ｌ

↑ ｜ 、

↑ ｜ 『

二 ~
一 ． ｜ 卸

芦 一 》

~ Ｆ Ｐ ｒ Ｌ

一 ・ 牢

一 コ ロ

レ ダ Ｌ ■ Ｉ

麦
一 唾 一

一 一 ④

一 一 牢

ろ
｝ 垂 “

〆 弓 ノ 、 〆

学 α こ

一 区 唾

｝ 唾 唾

》 １ 口

） 一
） ロ ロ

） く こ

’
壁

－
－
1

’

識 叫 国 師 蔀

一 エ 〆 圃

｜ ニ （ ） 釦

一 エ つ ④

一 エ ー ｃ ①

二 ‐ － ｃ ｍ

一 エ ・ 空

二 ゞ － （ ） や

二 〕 ’ 一 ン

二 ‘ － ・ 唖

一 五 つ 卒

陣 陣 』 戸 １ ， 戸 」

六 ｃ ｍ

六 一 句

｜ エ （ 墓

一 Ｌ ｌ ｏ の

一 Ｌ １ つ 釦

二 ・ 一 つ 露

一 エ ー つ い

－ つ 』

こ 〆 、 ~ 』

エ ー つ 函

戸 つ 、

一 エ ー ロ 陣

一 エ ー ・ い

一 「 ） ’ 一 割

二 一 ｌ つ い

ア 陸 つ
栗

鳶
一
皇

．

六 Ｉ （ ）

【 １ つ 割

一〈 Ｃ 印

云 － ａ

｛ Ｌ １ つ 、

｛」 一 睡

云 ’ 一

｜ 」 ’ 一 ） 幸

ｌＬ 今 争

Ｆ １ 一 一

｜ 』 ’ 一 の

エ ー つ い

六 ’ 一 ｍ

示 つ 鐸

一心 完 ｝

フ
弓

つ し
。

Ｆ １ 言

一 、 フ ー

ア ー ‐ こ ○

云 （ ） 、

｜ 」 １ ‐ つ 、

一 』 １ つ 《

｜ 」 ｌ 天 ｝

｜』 つ ゆ

一Ｌ （ ） や

【 ’ ＠ 画

● － １ 口 』

Ｆ Ｉ Ｃ 句

六 Ｃ

一〈 つ 、

匿一 今 争~
家 １ つ 、

｜ 〈 １ ｃ ｍ

六 １ ｃ ｍ

遇 フ ー

〆 こ ○

~ ~ ~ ~ ~

｜ 、 ｌ ｃ へ

｜〈 Ｃ 印

六 １ ｃ ｍ

｜ ｜ 動

－ １ （ 汽 一

－ （ 一 ｍ

’ （）

－ １ ｃ ｍ

エ ー （ 石

一 Ｉ ｅ ｍ

一 三

’ １ つ

－ つ 経

－ １ つ 垂

一 Ｉ Ｃ ↑

’ １ ｃ ｍ

一 一 小 川 庁
二

二
二
二'
二

謎 叫 執 洞

二
二
二
二
二

二
二

二
二

二
二
＝

三
＝
＝
＝

三
三
三

二
＝
＝
＝
二

＝
二
二
二

一
1
1
二

二
二
二

二
二
二
二

二
二

二
＝
＝

＝
二

＝
＝
二

二
＝

二
二

二
＝

二
二
|
＝

I
＝

二
三
＝

二
二

一
剖

-
J

－
－
J

－
－
』

一
~』

－
－
1

一
旦
I

~
~

~

－
~
I
－
4
－
1

~

跡 耆 醜 叩

↓ コ コ 叫 机

一 い し 一 へ

一 今 の ｃ の

一 い い “ 轡

一 一 『 唖 つ

一 ロ 唾 “ の

一 一 『 三

一 口 澤 口 一~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

一 一 一 垣 二

ｍ ｍ 一 陣

｜ ↑ や 司 錘

学 割 、 函

コ コ コ ３

煙 い い ○

一 ｍ ・ 一 《

己
I､
二

“ 【
ロ
ー
訓
○
ン

冨
野
9

『 今 や 『

一 四 の 幸 司

一 一 ① Ｃ 、

一 画 全 、

二 二 『 １ 泊 明 へ

一 一 Ｕ 一 一

唾 韓 唾 垣

剴 切 ＠ ｍ

一 つ 四 ｍ 趣

一 一 “ 『 つ

一 ｃ ｍ ｍ ｍ

い や Ｃ 唾

｜ 、 つ 一 四

｜ 画 一 の 《

睦 錘 、 一

こ の 砦 一

一 一 ｍ 『 一

一 担 三 ） 唾

一 一 『 ｜ 壁

画 Ｃ い や

｜ 煙 経 由 八 一

一 ↑ ぬ 垂 星

’ 一 ｍ “ ②

｜ ｛ ） 聖 寺 （

一 一 司 釦 や

｜ 学 割 璽 句

一 ・ 轡 “ 鈎

参 エ ヱ 唾

割 、 切 噛

塑 司 ① 、

＠ 画
○
う

ぐ
の

屍
：
ツ
モ

や 心 一 ｍ

錘 一 一 や

ｃ ｃ ○ 二

ｒ く く ４

α α ・ 一

画 四 ｍ ⑲

コ コ １ コ

α ｑ ｏ Ｑ

司 剖 今 画

一 の 四 一

眠一 印 画 一

『 ④ 哩 切

④ い つ 季

の 錘 唾 “

訂 ’ 二 垂 、 ノ

ロ 一 一 ロ

ぬ い ④ 《

○ 割 ｐ ｃ

く 一 こ ぃ

割 、 噛 剖

三 一 鈎 一

Ｊ の 錘 司

－
－

1

一 【
ロ

1
℃

司 障 四 一

〕 α い い

Ｊ 、 Ｊ ｊ ｌ

》 ○ 一 一

眠 ○ 《 ご

－ ｍ ｍ ⑭

｝ 二 ④ 画

Ｊ 、 ノ ー 、 Ｊ

塾 。 窒 立

一 ④ や 一

｜ ｃ ｍ ｅ

〕 （ ） ぬ 司

〕 塑 餉 坐

幸 尭 砦

〔
口 己

② ⑮ “
回 や回 や

-
号

掛 噸 LⅡ
ロ

庁
”

ロ
士

~
…

l

雲’
一 二 ） 暦 室 二 壱 一 悪~

菫 唇 雪 辱 鶉

一 画~
亘 匡 雲 琴 鶉

三 侭 雲 壹 索

エ
ゴ ~屋 三 一 霜

灌 片 一 壷

『 一 睡 雲 琴 棄

に
一 転 一 へ

二 唇 三 二 琴 一 藷

一 三 一 ｜ 酔 一 弗 〆 一

一 頭

一 壷~
一 三 」 が 一 羊 “ 一

声 』 』

一 一 〕

一 三 一 鼎 一 羊 ． ’

害 一 一 が 一 等 “ 一

壹 陰 室 岸

一 切

壹 一 陛 琵 一

窪 匡 這

筐 三
房

通

璋 一 」 一 劃

遥 拝 一 三

一 霞

~底
ﾆ

ー ニ
ヒ
ロ

戸

団

一 四

一 三 片 二 ・ 片

一 唾 い

一 一 一~
一 画 画

一 四 １ 四

一 壷 ”

一 斗 〈 三 一

卜
行
田

ユ
r
‐ 四’

一 一 〕 一

呵 言
＝
＝

L
L

一 【
一 ［

一 応
一 田

一 ｍ
二
三

一 一 ｝

一 万

Ｐ 牌 Ｉ

『 刀
一 に

｛ 唾
弓

二
二

帛
二

二
｜ 壷

用
帛
一 席

一 ｍ
一 エ

二
｜ 顕

｜ 詞
｜ 記

一 「

Ｐ Ｐ Ｉ

一 匪

’ 一 』

一 唾
帛

帛
｜ 弔

画

一
~

l
l
l

l
ll

l
’

’
垂 ’ 一 岸 浄 罹 一

葬 咄



－1（〔

『{ノヲー「だ弓l

深l('十紬＃Ｈ
Ｈ
引
到
刹
到
到
型
到
判
訓
到
制

一
一
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Ｏ
０
９
９
ｑ
－
ｃ
－
Ｃ

－
９
９
９
Ｃ
］
Ｃ
－
Ｑ
》

６
６

ll

II

Il

Ｈ
Ｈ
ｙ

一
一
卜

０
０
９

６
６

軸

“

杣

11

11

8－11Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

~

［
’
［
６
『
ｏ
Ｃ

Ｑ

－

ｑ

－

ｆ

ｔ

息

丁

ウ

ハ
ｂ

ハ
ｂ
八
ｂ

Ｑ

〕

Ｑ

〕

ｑ
一

Ⅲ
Ⅲ

僻
。
↑

6W卜8鮨
リハハ

ム乙国

q(二､Q JKO目

州 肌

８

４
１，

~ Ｑ
一
ｔ

８
Ｑ
一

０

ヤ

８
８

１
１
‐
１
１

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

~

~
~
~

８
－
６
２
８
８

９
９
９
９
９

御
矧
剛

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｊ

二

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

皿
別

ｒ
６
Ｚ
Ｑ
］
ｑ
ｌ
Ｑ
］
ｃ
］

９
【
’
９
９
（
ｂ
５
５

，
６
Ｊ
］
８
〈
ｂ
【
’
０

９
‐
８
巾
ｇ
Ｚ
Ｌ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

｜

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

割
訓
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｉ

－

’

’

’

一

一

９
９
０
０
０
０
０

６

６

６

６

６

制
一
判
判
矧

９
ｑ
］
９
ｃ
］
９
Ｑ
］
９

ｐ
》
８
８
８
８
〈
ｂ
８

９
９
９
９
９
９
Ｃ
ヨ

恥
一
硫
郷
一
祁

皿
一
皿
弛

961

ﾚ6t

861

861

〔:6t
i弓戸了
と,、I

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

－

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

~

~

｛
６
－
６
『
６
［

６

－

６

『

Ｃ

ヤ

ャ

ヤ

ヤ

ヤ

γ

、'91

31

1~〃lIW

|"l鮴

|411！W

認

畑

別
一
佃
一
佃

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

~~
~

~~

［
’
『
６
『
し

崖

’

－

６

【

’

［

６

【

６

９
｝
９
９
９
９
９
９
９

ｑ

’

口C6し

(:6ｹ

86t

Ⅲ
Ⅲ

~
『
６
『
’

ヤ

ヤ

１
１

腓

弘

１
４凹

面

唾

吋

11

11

ｌ
－

Ｈ
Ｈ
~~ Ｏ

Ｏ
６
６

何nか

。b当

「､Oか
．C。

恥

札

Ⅱ

Ⅱ 凶｢|胤

!JIIT"

|4川ﾘｻ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ
~

［
６
｛
６
『
６

ヤ

ヤ

ヤ

11160－H1929、'81

81

卜I｜

剥ｨ1冊廟1'I

'しIL1IE6し し6LZ

Cフわフ
ョUrU

’八八弓

Fbt,6

’’

’1

Ｈ
Ｈ
~

Ｏ
Ｏ

６
６

湘

蛸

埜
跡

ｃ
－
９

Ｅ
Ｆ
Ｃ

ｑ
－
Ｃ
ヨ

Ｊ

】

０

‐
戸
、

〔
ｂ
こ
り

八
ｂ
（
Ｕ

一
Ⅱ |卿1ⅢtZlll

＃
１
１
測
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
ｙ
Ｎ
１
１
１
Ｎ
１
１
Ｎ
Ｉ
Ｉ

Ｊ
、
一
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

卜

’

１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０

０

９
か
。
ｒ
Ｆ
９
９
９
Ｃ
ゴ
ー
Ｔ
Ｖ
Ｃ
ゴ
皿
ｖ
（
ご
Ｃ

一
晶
ｒ
９
９
ハ
ｂ
ハ
Ｕ
ｎ
ｂ

９

二'31

HI

lj)弓llWII

HI

ｌ
Ｑ
『
『
６
‐

Ｒ

）

９

，

１

一

巾

ｊ

言

’

９

９
Ｚ
（
ｂ
Ｉ

１

１

１

Ｍ

－

｜

卜

Ｉ

ｌ

ｌ

０

ハ
』
ヨ
ハ
肖
一
ハ
Ⅱ
〉
ハ
ト
〉
〔
Ⅱ
〉

６

６

ヤC9

し紺

し89
Fでで
L呈上三

甑9

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

~
~
~
~

~~

『
６
［
６
［
６
［
６
［
６
【
’
『
Ｃ
［
’

Ｑ
ｖ
Ｑ
Ｊ
ｑ
〉
ｑ
〕
ｑ
〕
ｑ
〕
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｕ

〔
’
８
〈
ご
巾

○

Ｆ

‐

Ｊ

》

ｒ

ｑ

Ｙ

ｆ

９

（

ｂ

Ｏ

芝

Ｊ

－

ｎ

ｂ

ｌ

86レ
ー

<,bT

Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ

~~

－
６
『
’
『
’

ヤ

ャ

ウ

Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ

Ⅱ
｜
Ⅱ

一

Ⅲ

湖1!l'Wnl''l

き'91

Ⅱ

Ⅲ

ヤ

ウ

６
６

‐
０Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

~

~

『
’
【
６
【
Ｃ
『
’
［
Ｃ
『
６

ヤ

ャ

ウ

ヤ

巾

ヤ

IﾉlII1"

!'lilT"

W111111

1三~4)1IIIII

皿
別

跡
一
四

声
６
２

Ｍ

刃

ｆ

ｆ

Ｊ

－

ｌ

Ⅱ

Ⅲ

睡
鋤

卜
Ｈ
Ｈ
~~

Ｔ

ｌ

ｎ

Ｕ

Ｆ

Ｃ

八

、

229

フf(1 Uしー

うぐ､C
UIタヨ

弛

雁
一
帷

岬

弓
／
Ｕ
〈
ｈ
ｕ

０

ｆ

ム

ハ

リ

団
一
服
ド
ハ
〕
“

ｆ

Ｊ

と

ｌ

ｆ

ム

'’

'1

弥

“
｜
些
跡

別

別 Ｈ
Ⅱ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
到
刹
訓
判
剖
到
Ｈ
Ｈ
〆

〆

’

一

一

一

１

１

１

‐

－

－

’

’

０

０

〈

Ⅱ

ｖ

ｎ

Ｕ

ｎ

Ｕ

ｎ

Ｕ

ｎ

Ｕ

ｑ

叩

く

ｕ

〉

Ｑ

Ｊ

Ｑ

Ｍ

ｎ

』

ヨ

Ｃ

Ｊ

ｎ

Ｕ

ハ

Ⅱ

〕

Ｃ

し

Ｃ

ジ

ハ

ｈ

〕

（

ｈ

Ｕ

Ｒ

Ｕ

ハ

ｈ

Ｕ

八

ｈ

〕

八

ｈ

）

ハ

ｈ

〕

|鰐)rlIM

|."IIIIII

ZES

Zf)9

Ⅲ
Ⅲ
~

８
８

９
９

ウ

ヤ

９
８

〔
ｂ
『
’

０

Ｊ

】

Ⅱ
｜
Ⅱ

H’

制御I師IⅡI

3WIfI岬則11

湖fI岬則111

死一Ⅲ

ヤ2Ⅲ

’－
側'1羅

幽'1三鼎

疵

癖

埜
麺

卜

ｔ

８
６

８
Ｑ
一

１

８

Ⅲ

Ⅲ

淋
諏

１
１
~

呪
舵Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

ｉ

ｌ

‐

１

１

~

~

『
６
【
鰈
６
８
８
８
［
’

ド

ゥ

ヤ

ヤ

ウ

ヤ

91

181

、l81

HI

二|Hl

lal

l~4)11W

MII1"

淵側11F(I111

Ｃ
ｌ
Ｃ

ぐ
し

偶
〈

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

~
８

Ｚ

ｚ

Ｚ

Ｚ

９
９
９
９
９

Ｑ

－

，

ｆ

ｑ

－

ｑ

－

ハ

ｂ

－

６

Ｉ

０
６
８
０
０
６
１
１
鐺

６
６
［
’
ヤ
８
６
Ｌ
Ｏ

ｊ
》
Ｃ

二

８

ｊ

－

９

６

Ｊ

－

９

Ⅱ

Ⅲ

｜

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ｊ
一
一
Ⅲ

Ⅱ
｜
Ｊ
一
Ｊ
一

Ⅲ

｜

Ⅲ

Ｊ一

Ｊ｝

］
Ｉ
Ｊ
ｆ
－

廻
附
哩
幽
”

坪

蠅
一
恥
一
郷
一
關

咽

祁
一
趣

MII111噸卯11

郷I側廟l'l

Mfﾘ側則11

ｑ
Ｉ

ｐ

唖
堅
唖
堅
壁
壁
壁
妬

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

~
~
~

【

’

－

６

２

９

９

９

辿
釧

駝一Ⅲ

eZ－Ⅲ

91

1"|IIW

31ﾔﾑｳ

Cノわ し.－γ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

~

~

弓
６
８
８
［
’
｛
’
［
’

８
ハ
ｂ
８
Ｅ
（
ｂ
２

Ⅲ

Ⅲ
~８

８
９
９

肌

別

別

Ｎ
ｙ
~~ Ｏ

Ｏ
２
８

２
２

６
６

８
Ｊ
一

９
巾 －

－

１

１

－

－

１

１

１

丁
ｖ
‐
ｖ
ｒ
ｖ
へ
ｂ
ｃ
三

６

，

Ｕ

八

ｂ

［

’

０

６

Ｃ

ヨ

９

‐

ｒ

ｖ

Ｃ

－

Ｉ

ハ

リ

Ｑ

二

Ｉ

Ｕ

Ｐ

１
わ
ｒ
拾
ｙ

ｎ
Ｈ
〉
（
ｈ
〕

（
閏
ヨ
〔
ｕ
ｖ

Ｔ
ｌ
ｌ
ハ
ハ
〕

Il

ll

pノヤ
ヱニュ

ZLi7
行
し
、
ｒ
Ｌ
』
ｒ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
罪
Ｌ

【
‐
ｃ
‐
６

６

ｎ
５
Ｑ
ヨ
ハ
ｈ
八
ｂ

ｎ
Ｕ
八
ｈ
Ｊ
】
Ｑ
〕

湖fI岬p他I

制ｲﾘ蝋則Iil

淵ｲﾘ側剛Ⅲ

堅
蝿

Ｍ

１
~０
０

ヤ

ヤ

Ｈ
Ｈ
判
判

一

Ｏ

０

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
も

Ｃ
し

｛
’
［
’

gZ－Ⅲ

9Z－lII副
一
山

訓

Ⅷ
唖
蝿

gZ－lI

98－Ⅲ

”

Ｆ
~
Ｏ

Ｏ

§

９ 側}りIIWD(111

堂|H1

91

82－Ⅲ

堀11

副

別

哩
伽 １

Ｍ
~~Ｏ

Ｏ

ｃ
－
９

９
９

ｇ
２

Ｚ
Ｚ

Ｎ

ｙ
~~Ｏ
Ｏ

Ｅ
８

ｔ
Ｒ

卜
０

‐
岸
糺

９
６

餅
糀

６
８

９
９

Ⅲ
Ⅲ

~

『
６
［
６

ハ

ヨ

Ｃ

『１
一
Ｊ
一0“；

69#

89i；

L9I

99i：

99ト

レ91？

C9t

Z9t

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
－
ｌ
ｌ
ｌ
‐

~
~
~
~
~

［
’
２
２
［
’
［
Ｃ
８
Ｚ
－
６
－
６

２
５
２
２
２
２
〔
ｂ
Ｃ
し
〈
ｂ

ztll

8I

Z－9I

制ｲﾘ岬薊I[l

淵111側面IiI

湖111冊廟IⅡI

側｢~I耐

81

91

Ⅲ

Ⅲ

9館61191M

OL柿ノ”X

Z909111』01

8鯛ヤ111ﾚ0－M

998ﾚ111”一>I

SIヤ11190－Hl

Lﾔ82’’190－N

98認’llZI．’

981i'IlIglH

ヤ8991191－】

09ム1160－賑’

S1ZlI60－1

ZlZIl60－1

qO”17111”%

Iu8119()1

gZ2ZlIOI】

9型E［1161】

凪LSII161>｜

Z6ZSIIIZXI．{I

酷28』60－1，

』ヤ18ノ60－『

91719ノ60－1，

9ヤ'8と601．

8ZI860－l‘
r,/、ハハ

と,Dごニノ60－1

｜｜座ノ9()HI

OLI611901

196ヤ’11ヤ0－1

OL991191M

89OEI｛60Hl

LI6IIIVIdl

ヤ91ZIlISXl－II

6里ZlIlg()「

019tと901~Il

q9純ZIl601，

95ICノCO－HI

le堀IIel－X

901GI｛llr

吾塁到吾塁眺勇圏室星罷穀蔦ﾖ豆匪

ゴＣ，
Ｊ９ー

８９９
９ｔ０

ⅢⅢⅢ

幽認嘩恥

舶朗

睡一岬一唯

ＭⅢ
ｌ

ｌ

９０
６

里
型
佃
別
面

ｌ

、

“

．

０
０

９
９

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

~
~
~

~
~
~

~

~

~
~
~

「
６
『
６
〔
６
［
Ｃ
［
６
『
６
『
６
弓
６
再
’
Ｚ
『
’
『
６
『
０
『
’
一
‐
’
一
㎡

Ｓ

ｃ

－

Ｇ

－
９
ハ
コ
ハ
ョ
Ｃ
’
一
ｃ
］
ハ
ヨ
ハ
コ
ｃ
‐
一
Ｃ
ざ
Ｃ
‐
一
Ｃ
‐
｜
Ｃ

一
Ｃ
】

Ｃ
ヨ
Ｃ
‐
｜
Ｃ
ヨ
Ｃ
ヨ
Ｃ
己
ｃ
三
Ｃ
三
Ｃ
昌
Ｃ
三
Ｃ
三
Ｃ
ヨ
Ｃ
ヨ
Ｑ
ヨ
Ｃ

】
Ｃ
ご
Ｃ
］

『

６

『

’

『

６

『

６

［

６

‐

Ｔ

ｌ

ｌ

‐

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

［
Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
６
８
ｌ
Ｌ
９
Ｃ
ご
ｒ
ｖ
ｂ
ｖ
ｃ
い
八
旭
尾
６
‐

98－Ⅲ

gZ－Ⅲ

gZ－Ⅲ

塑
恥

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

~

~

『
Ｃ
３
Ｚ

ｇ

ｑ

ｌ

ｑ

ｌ
Ｃ

】
Ｃ
ご

~
~

Ｓ

Ｅ

ｑ
〉
『
６
口
〕
１
台
（
ｂ
ｒ
ｖ
Ｃ
当
Ｔ
Ｖ
（
ｂ
ハ
ｂ
ｎ
も

Ｊ
と
Ｔ
Ｖ
ハ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
ハ
Ｕ
ｎ
５
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｒ
ｌ
ハ
Ｕ
ハ
ｂ

Ｉ
４
９
Ｔ
１
Ｉ
Ｃ
ヨ
ハ
ｂ
６
９
Ｃ
ヨ
Ｊ
一
八
ｂ

Ｆ
ｕ
０
『
Ｃ
Ｏ
８
９
Ｃ

－
，
ム
ハ
、
ハ
ｂ
ｉ

Ⅱ
｜
Ⅱ

Ⅱ
一
Ⅱ
｜
Ⅱ

Ⅱ

Ｍ

Ｍ

Ｉ

Ｉ

Ｍ

１

~~

０
０

０

０

１

０

ｇ
ｑ
－
Ｃ
ヨ
ヤ
Ｓ
ｃ
一

湖ｲ!Ⅲ師(IIII

淵ｲﾘ!IWn側

iMIfI11WW(I'ilⅡ

Ⅱ

１
Ｍ
~Ｏ
Ｏ

９
９

別

別
一
別

l9i7

I9t

()917

１

１

１

－

－

－

~
２
３
［
’

８
〔
ｂ
８

畑

別

別
一
卿１

Ｎ
Ｎ
~
八
Ⅱ
〕
ハ
リ

ハ
レ

一
〈
〕
〕

』
Ｉ
ｆ
と 鍬

跡

09ｹ

09ヤ

69ヤ

89ｬ

49ヤ

99レ

99ヤ

99レ

ヤSし

絶し

帷ウ
・三戸ヱ
レコレ

ヤ9レ

ヤ9ヤ

ャgt

S9ヤ

29ヤ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

－

ｌ

－

－

－

－

－

~

~
~
~
~
~

［
６
『
６
『
６
－
６
－
６
－
６
［
６
『
６

ｐ

〕

八

ｂ

〔

と

Ｐ

ｕ

。

〕

（

ｂ

Ｆ

ｕ

ｐ

Ｕ

fl

II

ll

Ｉ
１
ｌ

ｌ

－ ６

Ｘ
Ｚ

81

淵‘!IWn(III

fMI蜘則'11

９

９

３

８

Ｈ

ｈ

ｌ

》
》
ｌ
う
し
↑

Ｃ
ョ
Ｅ
９
９
ｆ
６
Ｉ

６
１
９
２
１
－
０
６

ｑ
『
０
８
９
２
６
８

Ｉ
ｆ
ｔ
０
６
９
ｒ

Ｉ

ｒ

ｌ

ｒ

Ｍ

１

１

則

Ｍ

Ｍ

Ｍ

１

卜

一
一

一

一

０

０

０

‐

－

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

‐

‘
ｖ
Ｃ
－
（
Ｕ
〈
ｂ
９
９
ｑ
》
９

９

９

９

９

戸

６

Ｌ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ｊ
》
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

Il

Il

Il

些
坐
恥
乖

１
１

~~
『
Ｃ
［
が
Ｃ

Ｃ

Ｊ

Ｃ

一

Ｉ
Ｆ

・

ｆ

ｊ
9Z－Ⅲ

92ⅢⅢ
Ⅲ

~ ｚ
ｚ

ｆ
ｆ

~

▽

－

１

ハ

、

〕

（
】
当
『
〆
Ⅱ

八
Ⅱ
〕
（
Ｈ
〕

（
』
ヨ
ハ
〕
い

Ⅲ
Ⅲ

~

弓
〆
Ｕ
『
／
Ｕ

（
』
ヨ
ハ
』
ヨ

Ⅲ
｜
Ⅱ

Ⅷ
訓
一
刑

北

“8211

Ⅲ

Ⅱ
~

一
“
ｆ
［
６

Ｃ
し
（
ｂ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

~

~

［
’
８
［
’

Ｃ

］

ｃ

ｌ

Ｑ

劃

Ⅱ

Ⅱ

』09

909

9()9

が
、
ハ
Ｄ

印
６
『
６

Ｊ

一

（

８

６

Ｊ

一佃
一
側82－1

配Il

ムヤ9ヤ’Ⅲ

6626l1

t6Z611

C6Z611

q9pcII LJLLj三

鯛8911

90群I｛I

｜ヤヤヤノ

50091lI

IZ9g

OZ99ノ

86』Zｰ

ヤ99ヤ’II

L0()611

吾謹l吾塁鱸團力皇陛

－１
－－

Ｃヤ５］
ｑ］Ｌ９

９６６『
０８ｔ

平』川IM

捌側Ⅲn(I!'

淵侃川'卯’

9211

gZ－Ⅲ

92Ⅲ

旨ULj
ハダ、ハ

レ11当
ョ、J一１

１
~

－
６
【
６

８

８

畑

畑

１
Ｎ
~

９
９

Ｃ

ヨ

ハ

ゴ

ハ

ゴ

ハ

Ｕ

ハ

Ｕ

ハ

Ｕ

恥

ｙ

Ｆ

Ｃ

価

心

Tr,←

1．1／

nCfフ
LJ二j『

一
’
三
６

『
６
５

H1 １

１

１

刷
肌

Ｈ
叩
、
Ｆ
Ｉ
Ｌ

升
’
’
十
’
’
一
Ｍ
叩
訟

川

呵

側

ｆ
ｉ
ｒ
ｆ
‐
Ｔ
町
ｉ
里

ｌ

ｒ

ｌ

列

ｔ

“

》

一

》

〃

刑

帥

帥

Hj

lll

１
－

Ⅲ
Ⅲ

~

［
６

〔
’

ｑ

一

八

己１
１
１

１
１
１

兆
ｆ
Ｊ州 ４

~

~

恥
一
淋
姉

琳
一
恥
一
恥

淋

竺

塞

両I し0>ilZ()9195－Ⅲ

月

証

旋

万

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

109

0()9

66ウ

H1Ⅲ
Ⅲ

~~３
Ｚ

９
９ 淑叩IMim'

二131

叩
雨80 理

叩
'二鰯 166ウ9Z－lI

gO－1g6し99Ⅲ

90－H’』6ケgZlll

91】96ヤ9811

91N96ウ95－1｜

劉冨図星鴎吾塁吾塁圃

１１

~
『Ｃ［ｃ

ｃヨハョ

ヤ↑
６６

９９

~

記Ⅲ

23－Ⅱ

25－Ⅲ

廊一Ⅲ

吾塁固

剛
癖
面
面
一
蝿

1MIl則

81

~晏削
81

~叫昌 呈削

!即IIT鼎

~郷lMII
|FIl



Ｊフフ

ーＣぴげ

皿｢、

帥
些

|川
|’

l
l

~

筵三宝ヨ巨

謹全壼望壹

筵菫壼漫室 ~
謹全菫浬屋

謹壼壼

慨声一一州

謹全室

謹全菫型宣

筵全壼ヨ屋

垂藝室ヨ度 ~
四一

筵全壼型巨

謹全菫型巨

謎全室ヨ屋

塞含室型宣

誰全壼ヨ室

筵全壼型宣 ~
謹含室ヨ童

遥全室廻巨

謎全室型巨

謹全室

謹全室廻三

~ 謹謹室型度

筵邑壼璽三

睦詞「羅

「弔｝祁二』

｜弔一当一篝

逗皿

戸、一一

’四一

一ｍ一

一四一

四一

僧
一一唇一一

コ〔三

豊
ﾛlP
鯉迄

つめぬ寸一一一

四因函寸一一一

二の因ぬぐ一一一

のめ函②守一一一

今尋

師函②守一

唖因函寸一

つめぬ寸一

副ぬぐ一

＝＝＝＝
~

雨
色

二

叩蜘弄廻

のＣつい一

１
ヨロョウ

の①”画一

Ｃ○つ利『

ＥＬＣご一

ぬのめふ一

つつ吋苛一

囚④⑳善一

トめい寸

寸めつめ一

い、Ｃ④

唖の⑱寸

唖⑭ｃ②

のつつぬ一

幸一醒句

卜師の善一

の函⑱寸一

（）つ一②

ぬいつめ一

の一つ唖

函つめ一

因劉函寸一

つめ①寸一

のト寺、

奇や、寸

一因寸寸一

一唖つの

’＠ｃｍ

『『画Ｊ、Ｊ

一一Ｇ口

皿母細需

＝
二

＝
＝

二
三

二
二

二
二

二
二

二
二

＝
二

二
二

二
二
二

二
＝
＝
二

＝

~
~

~
~
~

準廻凶細需

く－１匹一

のつ｜二

のつ〒三

の。ｌ雪

ゆつ一 ↓

唖Ｃｌ茎

④つ１ヨ

い◎’二

のＧＩ、一

ご
っ
l
‘
の
’
○

つ
‐
‐

ヨ
ニ
ヨ

唾つ、一

のＣｌ、一

ｍつｌ当

心Ｃｌ三

寸つ〉一

『Ｃｌヨ

言Ｃｌ】

やつｌ

唾Ｃ一

奇Ｃｌ】

罰Ｃｌ】

寺つｌ望

マつｌ澪

奇Ｃｌ、一

言つｌ】

奇Ｃｌ茎

奇Ｃ、一

ろヨ

~
~
~

‘
の寸里の四－’一一

ト寸里ト国’二

一トフ

トミⅨ

『■Ｊ画『剴

卜Ｃｌ二

の寸里ト囚’一二

フドう

Ｏ云匝ト囚’三

錘寸唾や函三 ③寸哩や函三

駒寸、

寸寸の

めず唾

⑭寸叩

⑭寸四

唖寸、

や寸ゆ

唖寸の

②寸晒
§
|屑

G
J

l
O

L
C

句ｏｏ

ｒｏにＬ

○○○

ＬＬＬ

ＣＯ、

〆ＬＬｌ

トゆめ

四四四

うっ。

○哩哩
雷
|屑

ｏＯｏ

ＬｃＬ

寺やい

つＣＯ

ご息Ｌ

延延に

トの、

O
う

に
C
l
行

句

ｍ

寺－， 、ＩＬ

ｏ－ｏ

ＬｒＬ

のト叩

、ト四

』一「ノ

トトピ

つめぬ

Ｊｐｏ

ごくＬ
ト叩

“ト唖

守の、 ~~~

一トぬ

一ト、

串|串|甲
①函’二

〔
p
〔
p

a
J
．
』

＝
三
三

I
～
I
－

a
J
c
J

＝
＝

や嗣一一一

I
－
t
－

C
』
C
』

畠
三
日

ト画’二

I
－
－
r
－

c
J
｡
】

三
三
匡
＝

[
～
【
－

°
』
｡
』

＝
＝

ト国’一一一

ト函ｌ皀

ト函ｌ皀

ト函’二

ト函’二

ト国ニ

ト囚ｌヨ

吟函三

ト“’一一

1
－

｡
」

＝

1
－
1
－

G
J
~

＝
二
目堅韮

提函一

ト函ｌ雪

I
－
I
－

C
】
0
J

＝
目

ト割一一一

隈函１国

ト国］ ’

一国Ｉヨ
＝
＝
＝



！
‐昨今へ

Y卜蓉~
、

~ヘ、~、

叫剛ラデヘ

咋李へ

伽哩

ト？⑯

寸・四

一口一

ｍ・ｃ

ｃ．③

ｍ・Ｃ

寸・ぬ

つ

岳 へ

ト？②

一■’

○・山一

く
り
ト
ー

と
つ
寸

（ｇ扣洲

（弱・鉛二

ｍ◆ぬ一

鯰・Ｃｌ

山◆’一

寸§トー

『氏ｑゴ已己Ｆ

－Ｏ卜」

Ｃ◆勾一

』・ＪＪ

卜辱か

○・寸二 ~
ｏ・の一

一○・ｍ）

~
｛Ｃ・勾）

〈叩・劇）

〈の．因｝

め・叩一
313

（印》。（））
:lg

冒
一①？ｏ｝

ト・山一

一◆邸一

”
寸
可

司
引
ぐ
剣

◎苧
３．７

０可

の・ぬ

仁．に

⑤‐⑫

的・一

【
－

°
」

○・①

“‐⑥

守・叩

工手

吃・唾

の・ぬ

ト。④

の．。

ｍ・つ

トー○

C、
』
ヨ
ュ

C
○

ｃ・一

つ．①

C
1

C
o

劇・守

利・ぬ

<
C

L
n

卜。①

ト・つ

唾Ｃ

α・卜

Ｊ・Ｊ

ＣＣ

つ・罰

鯰‘ト

ｐ・二

（）・寸

Ｎ・の

Ｃ、ト

利・つ

釦・ｃ

寺・ト

○
J

1
，

守・的

守・一

奇・の

一旬一

『○

一・Ｃ

（ＥＵ）扣皿

一ｍｍ・二

寸○~
一四・｝

寸的・一

Ｃ＠・Ｃ

①Ｃ◆因

のＣ・’

沈む１つ

の鉛・つ

⑲的・Ｃ

（）詞・’

つＣ・一

戸ＬＰ‐唱戸

いつ・一

④⑤．（）

、の。①2131EE
①めこ

、唖。（）

ト④。Ｃ

①の．。

苛寸・’

ト、。－
§
§

§
告
つＮ・つ

、的・つ

つ副・・

唖寸・Ｃ

唾鰯・こ
韮

ヨ
的寸．②

ト①。②

の寸・つ

唖の・Ｃ

Ｃ「一

、の・一
雪
3

＠ぬ」◎

めめ・つ

“幻・Ｃ

囚。。『

寺①＠つ

⑦ト・一

つふ・つ

○因。。

○ｍ。。

の函・つ

の面・○

寸輌・つ

蜘叩・つ

守○三

叩①◆一

ｃ唾・’

⑮⑮‐一
§
ﾖ§

つの◆つ
五
胃
叩の。○

Ｏ「・『

二－一戸『

トト？○

0
J

【
－

0
J

利弱・つ

寸也・’

守の。○

マ一・つ

一一巴『

一鉛．（）

一①・つ

｝『。’

（ＥＵ）嘔二

雪『・守）

⑮の・囚

ロ岬卜固

守『劇

○｜・ｂ ０Ｌ室戸日

Ｃ因・因

。『．、

１ＬＦＦ』

、釦・因

~~~~~~~~~~

寸寸ｃ

ゆめ・因 ~
一トー因

つむ・Ｎ

つ①・劇

の①・勾

（）の。“

「グ~『

ヒト
○○・画

○ｍ・因

●劉・１

卜蜀ひ

叩寸・的

いつ・因

寸鉤・利

フフ」つ

ピピロ

ゆの・囚

めつ・函

的Ｎ・利

【
～

い
］

･
」

のト・つ

ゆめ・つ

のト．①

囮の・つ

（）錘。。

唖一・’
21§

山守・一

毎国。｜

］つ・一

、○・一

の⑭。○

、一，一

ｍ守・一

つめ・一

ｃｃ・砥

うＪ・１

０ひ○

（）（）・子

つ○・Ⅶ

ぐくご

訓刑刈訓

ぼぽ〆

叩○・ぬ

一の・醐

L
･

[
－

．
］

ｍ④・醐

１１．Ｊ

、、、

ｃｃ仁

つト・一

つ④．（）

の④？（）

の煙・Ｃ

因Ｃ・一

ＣＮ・利

Ｃ寺

蔦
言

l
C

a“

唾一ぺ

の叩・一

ト⑱・一

暉的・蜘

囚①・蜘

勾○・劇

卜的・因

詞記・つ

函ｏ・一

『Ｊ・』

卜ぴぃ

一卜・銅

マの．’

寺⑯◆’

一③訴

一の・劇

一ト・一

’＠．つ

寸ト団桿雪蕊ｌ鷺岸△心べ

ゆ勾寸惇誉藍’てやさいＫ

Ｃ①寺‐淳髻謎’てや△亀Ｋ Ｃ①・寺

ゆ因・ず

マ

1 －

○J

」岸謹壼準

一諒彗雛

ト ー

達
F託
屋号寺

’てや△亀Ｋ

ｌ鷺》４代ドー

’てや、一心〆

○
両
C
L
O

m
囚~

（Ｅｕ）刊叱

Ｅ
鉤守・弱

ト寸・寸

ｌ
（的ト品〕）

一○一・つ一 戸ＩＬｒＬ戸‐し受

｛の○・ぬ）

閏~』~『ｅ口１即〆

岸~『~~、~、、一

一ｆｒ仁肖

（ぬ叩・因）

、１山、』。『一

一○Ⅸ一一

（ぬ囚・二
塾
言
畠

（つつ・囚

一国つ・ぺ）

３Ｊ・』

ぴず●

④弱・的

C、
J
L
O

L
O
司
司

C、
】
<Y〕

の①二

の「函

（）つ・利

定Ｅ、

戸Ｌ夕Ｌｒ

の③。’

1
｡
⑯

＝
ぬ

｡
］
0
J

＠ｍ・利

幻。．“

ＣＯ・刈

でＬＣ

めい・劇

⑮唖訴

的○・国

(
D

L
O

O
』

①寸・因

Ｎ配・副

Ｃ的」函

○①」勾

副つ
の寸・の

ゆめ・一

一一・ｕ

ｒｒＣ

蜘④。’

叩因・一

吟争・ぺ

のめこ

○Ｎ・一

”一？釦

（）唖・’

①Ｃ・画 §
員

のト・一

別引訓１

コ罰ヤ

ｃｃ・囚

的ト‐一

Ｃトベ

⑫一・ｍ

L
O

公
］

品

鈍“帝

の⑳？一

めめ・唖

Ｃの・軸

○
？

○
コ

“

うつ□う

ｕｄ○

副幻・Ｎ

、国・’

唾、手

ごエペ

Ｃ寸吊

蜘○・釦

Ｆ屋・一

『『的

一つ・函

「刀．Ⅷ

一戸」戸」

八
】

や

~~ ト
キ
L
、
←

~~~~ 吟
＝
琴

＝
＝

雨
1
1
冑
F
H
g

ご
n
旨
ヱ
刊
ご

導琴一咳

逗謹一一醗

」岸謹一一垂一

』鐸遥一郭主

陣耆弐篶雫

宰誉讓一篝陣

幸菩餓篝陣 幸碧一域

一》》｛一三詫垂

一峠碧玉韮

奉
1
－
岸享
鎚

:
＝
＝

詞
1呈
罰
己

陣雪肇

時津評壱一二》垂

1
＝
ｰ三‘

'1
＝
＝勇
司
ぐ
信

劃
-

に罵
浬
＝門
'皇
斗

､

惇耆-
1
1昔

陣誉蕊

1
冑
ト
ー

碧二
淀
一
ダ

ニ
名

陣謹一一禁

に豐雨
1
噌

痔耆離

埠雪蕊

に豐蜑

島
一
軍

F
遥
誉

三
，
二
二
′

陣善一雲

一》評一二一二

島
十

胃
鑿

ニ
ニ
ニ

ゴ
′

畠
写

亭耆謎

に雪竪

Ｆ圭署一唾一

調
；
辰
Lこ

÷琴
琴

雨i‘
二
垂

云
一
二

厚塞一三

一岸壁一一帥揖壁

寺~』ｌ凹凸碑戸一

一寺垂三制玩

厚髻ヱ
ニ

卜
F
出

巨
“
幕
埋

＝
＝
＝

門
･
‘
昌
希
･
ぢ

ま
冒
二
詞
一

卜
口
こ
：

＝
』
學
二
4J割

＝
三

－
'
1宮
ご
骨

一
吾

－

〉評一二一戸ユ

素
卜
匡
達
l

－
1
1昌

一
に

一幸彗罪酢

｜＋琴一望

宰琴一葦

に陰匡陸

運善悪垂
業

一岸碧一罐一

調
陣琴一弐

逗一彗澤一

卜
匡

髻三

一｝鑿一幸壁

廻雪蓋

F
岸

彗
誉

弄
.景
割
昌

匡
弓
ぞ
出

卜

↑圭睾三錠

幸三
豊

:
＝
＝

戸
'12
ｰ

に調
章

Ｆ峠梓に』陸匡

導琴雪辱』

｜半彗一筆

｜』悪一一琴聖

一号Ⅸ

’『北「衿砦

瓢轌

酉１“ロ倭Ｐ・も

罰室專剴

’
’てや△心〆

ｌ覧、Ａや×

ｌ鷺や△毎Ｋ

ｌ鷺や▲、〆

’て、▲や〆

’てや△心〆

’てやＡ、〆

ｌ鷺や△毎Ｋ

’てや△毎Ｋ

l牢や
韮

.』
皐

、K

｜
篝
篝

'
厚
幸

圭
韮
潭
卓

簔
簑
に
厚

ー

ｌｏｏｏ （や戸》《」

~ 籠轌
無頓里

芦言亘 ＆乱亀１ぃ
*|E

蕊
|誰

圭一階一

匪瞬埠

聿幸渦↑

幸李渭一

圭泪一

韮轌
韮揮

圭卓
圭嘱

幸圭瘤

幸手沼

誰1掴一
戸

籠卓~
圭運

圭渭一謹言雷宕詞昼亘

韮室

顎一．こ

篝1
－
岸

篝に

壹邑寺 ０今圭曼１１トー

篝に
篭
|誰

篝陣
誉に
着に

土圭塙

篝迄岸

空言一一

４２１声

篝lこ
翠に

再
1
ト

ゴ
ニ

ー
哩

眺
劃

一
戸

三
1筐
圭洲
冒
（

串
－

量
1桓
司
唇

N
笥
手
戸

篝写

蓑迄
篝吟
亘

蕊1
－

－

雷－

|更

面
菖
涯

二
と
、
J二

m
"

騨
調

壼雲華シート便

迷菫壼掴ＥＩＩ

|謹
巴|量1国｜

旨

|－

謹含室回書 ~
四一

謹含壼掴言

謹蟄壼泗旨

逵藝壹宰匂（盾 ~
四一

垂全量劃亘

虫害室司書一

当ぬ一

~
筵全壼到旨

逵今害壼ヨニニ

逵含富型言 ~
、一

垂全一壹一掴（百一一の叩①

謹含室剰三

垂含室口書

に
画一

ぺ四一
望望|雪

“’四一

回「「認

副’四一

一や詞二三

｜

一’四一
童|壜

」四一

ルー型一

q
'

ぬ

一画祁一

ー四一

Ｈ認
四

垣凹
匡誉

洲「飼峠
里
|巴

型一
餡ー
聖一

四一
巨誉

四一
画一

四~
、~

四一
四~

餡~
四~
四一

四一
四~
四一

由~
四
四
~
~

竃

当一
当一

］一
当一

］一
~函

＝

叩細鼻姻

的のＣへ

一
つ

く
り
隈
｡

あ
め

昌|韮
誰因ＣＯ①

め弓一毎

Ｃａ一（二

３うう』

ぽ○．卜

、Ｊ、

ピパ

の囚寸ト

Ｃの駒④
雑

のｍ－ゆ一

的一的因

ト山②

燕
①④①的

①①トペー

的こぬ塗

○一“の一

の寸一ｍ一

ｰ
C

O
【
～

L
O

O
う
に
○

つめ、的一

の因⑯劉

①句⑯因

○ｃｍ寺

のの［の

⑱ト⑱囚一

副Ｃ剣⑱

副一つつ一

画④Ｃの

蜘寸［唾一一二

寸⑦の④

ぬ一○○一

⑱叩ト⑱

①トー一

寸蜘の唾

ト国劇、一

卜ゆ寸一一

寸寸Ｃト

ゆめ寸寸一

叩ト叩因一

①守的、

めい寸句

幻司
のＣ⑱守

⑯Ｃ的唾

的寸［ぬ

の⑦の○一

二．、、言、~〆．一

一ＣＣＣ↑

『ⅥＪＶｊ、Ｊ『

Ｃト寸①

ｍト○○一一一

ト寸①“

四一のＣ一

、副『、’

①＠の寸

めめ（）寸一

瞬
間

ご
寸
囚
”
ー

むめ一唖

函①唖Ｃ一

二○
J

I
～

一手ｍＣ－

『ｏｎカ

ニＯＬ〆Ｌ〆」

一Ｃ画④

一つのゆ

ヨ
ョ

1Jフ

一因のト

［因Ｃ④

トつめ一

囚①の

腿叶細聰

二
一一
二
二

一一
二

一一
二

二
二
'二

一一
一一
＝
三
＝
＝

二
ト
二
二
二

三
一『

一一
二

二
二
二
二
二

二
一一
二
一｛

二
二

一一
一一
＝

二
一一
二

二
＝

三
二

一一
二

【
～

二
二

三
二
二

二
二

二
二
二

I
-
I
～

1
－

【
～

『
～

I
1
－

I
、四つ’一 ｔ

【
～

1
－

1
－

【
～
l
～

1
－

1
－

I
～

細ｌ酩陣土雨桶哩叩陥

①寸一①

卜駒ＣａＱ的一

ｍｏ四

鯉泗凶削需

囚ｏｌ工員

⑭Ｃ工一

寸つｌエ’

寸○’１二

寸Ｃｌ工一

函（）エー

ＮＣＩ〒二

副Ｃｌ工一

因Ｃ工一

師○工一

①Ｃｌ工一

Ｃ［工一

○一ｌ工一

ｍＮｌＢ－

めふｇ－

Ｃ的ｌ巳一

ト囚ｌユー

”Ｎユー

。－雪

”つｌ】

⑱Ｃｌ】

幻Ｃｌ当

①Ｃヨ

⑱Ｃｌ『 ~
幻Ｃｌ望

の－ヨ

⑬Ｃｌ雲

⑨Ｃ望

四Ｃｌ望

①Ｃｌ［

到剖Ⅱ川４ 戸も”Ａ、戸

⑱Ｃｌヨ

いつ】

④Ｃｌｚ

のＣヨ

L
O

－
－
引

望

の－１】

のＣｌ雪

ゆ『ｌ望

、Ｃヨ

、一Ｉ、一

①Ｃｌｚ

①Ｃｌ皇

のつ当 ■１Ｆ魁心悼

○一ｌヨ ~ ゆＣｌヨ

⑫Ｃ、’

⑱ｏ茎

トＣｌ】

ｍＣｌｚ

、Ｃｌ、一

①Ｃｌヨ

寸Ｃ、一

④Ｃｌヨ

【
一

戸
弓

望

ずつ】

寸一ｌ】

⑩Ｃｌヨ

心Ｃヨ

つ『Ｊ

・一二

唾Ｃｌ、一

①つｌ、一

因－１】

トＣｌヨ

鯰Ｃｌ一

①Ｃｌ「

①Ｃｌ’

のＣ一

④つ’一

ｍｏｌｌ

二
｜
望

寸○’一

、Ｃｌ一

二】

二ヨ

ニーヨ

二己
弱~

~ 寸→
叩細叩畑国

寸の
ｍ寸

的寸
の寸
○四

○Ｄ
ＬＬ

く
り

1
，

⑩、
α唾

（）垂
石
s
g

苫
用

＜
○

句
｡

つり
でＬ

『『Ｊ

卜Ⅱ
⑱一

Ｃぺ
”

○
J

寸．
］

l幻へ
1

Ｃｕ
くと

め利
ＪＪ

Ｏひ
ＣのぬＮｌ屋

序

のの扇酎三

1
－

，
弓
用
用
○一

~~
ヘー
のー

l
～

寸

C
l

IJつ

Ｃｌ
0
つ
寸

一
一

『Ｊ『

ｕ一
④一
トー

α一
1
－

“

副吊
ゆめ二二

①、
一一

トト
つ。

国
|等

幻一
Ｃ一

副一
い
］

○
J

可四
利一

一ｍ
二

一○
】

｛一
｛ぬいふ’二

一、
二

”
O
〕

鉛
L
O

〔
○

【
～
<
C

ご
Yつ

1
0

〈
C
1
－

a
J

寺
~

O
う
O
）

｡
】
C
l

＝
白

つめｌ雪

Ｃめ１国

つめ１国

Ｃめｌ雪

、ＪＱＪ司呵『

ＯｃＥ

①因ｌ曰

の因三

の“室 ~
のＮ’二

①困１国

①副日

の副三

①釦１国

の因ヨ

①囚二

、ノ。‐Ⅵ『『。

。ＧＥ

、‐ジ。！ヨ『『『

ＯＧ三

『ｂグー山丙引『

○○’三

①副ヨ

Ｃ⑭ｌＥ
壁
瞳

の副三

の劉雪

、ノーｑ剴ヨゴゴ

Ｏひ三

”
”

O
J
Q
1

＝
＝

”
”

○
J
因

＝
目

的勾二

⑱Ｎ’三

のＮｌヨ

の画宮

めふ二

的蝕１国

⑱副ｌ雪

”Ｎ菫

”的１日

⑯因ヨ

的悶１日

⑱副ｌ畠

⑯蜘ヨ

⑭酎二

蛇『
的、Ｉ目

⑳“二

的勾Ｉ室

工『
”
”

C
J
c
i

＝
自

⑱函’三

⑱囚Ｉ目

の副二

⑱副１日

、Ｊロー国『引叫

○○三

①因ｌ白

、ノー４一二】

Ｏ隼二

O
）

二
二

寸勾’二韮
ビ

O
〕
O
》

〔
、
の

冒
二
＝

の①’一一

ゆトニ

①①Ｉ室

①の’二

の①ｌ富

めい’二

ト①室

二ｌ宮

句ｌヨ
一

一



抑些
抑狸

（ｇ扣川

（ｇ扣州

一○◆寸Ｃ二

（α・言蔵二

（副当叩一一

（ぬ．○二

（ぬ？苛め｝

Ｃ・のい、

寺・国①一

ゆ。（）一

二・⑬）

ト・空

ト・的因

叩・めふ

の。寸一

⑩・の品

ぬ
く
Q

P
〆
“
~

①・剥一

的・の一

つ・Ｃ－

ＰＬＦ児亭

④・ぬ一

わ．④

（）’（〕’

膿．｜’
2
2

唖・の一

可．一一

因・ぬ一
ﾐ
韮

§
ｃ‐翫

①・ト

10〔
～

唾・一

L
O

C
J

つ・｛

“・’

[
～

C
J

<
C

く
つ

心・心

卜・の

α・鈴

①閉

ト・守

αi
n

の・銅

ｍ・の

①・一

つ・Ｄ

Ｐ』口』

Ｃ・卜

Ｄ・両 Ｉｒ

ｐ‘ｐ

I
～

~
苛・瓠

い
』

（ＥＵ）扣皿言ｂ）哩（ＥＵ）扣叱

吾５）扣皿

①的・’

唾唾・’

○画‐一

の金・Ｃ

⑪寸・Ｃ

韓唾。（

⑱ト・○

わく
＠

つ

①ト・つ

④一・一

四つ・一

”因・一

ｃ一・一

つ剤・『

庁、戸画再
：
E
ﾖ鑿

唖的・Ｃ

Ｃ画・一

山寺・『

ト幻・つ

むつ・つ

のト・つ

ゆ卜・つ

Ｃ守》一

Ｃの・一

（）千》ロ’

鮠一・一

Ｃの。Ｃ

一寸。①

めい・Ｃ

寸劉・’

マト・一

寺一・『

竃~一戸

②の．●
畠
畠

一へＪ・「二

心ロこ

L
O

~0
J誰

畠
§

マつ・’

（ぬ・二

〕一・一

（函・的）

奇の。’

千｝。（｝

の．。

載二

~~~~~ 、Ｋ

ＣＣ

~｡
』

’０千
～

（戸匡Ｕ）頤二

のＣ・因

つめ‘到

０－ゞｕ

Ｌｒ仁

②ト・一

⑱守・囚

ゆ寸・一

め＠．釦

碑③。’

鰯迄．

の的・釦

（）の・因

Ｉ
ｏｃａ

ゆい品

Ｃの・ぬ

寸
副

ど
ち

I～
、
L
O

C、
I

L
O
C

こ
○
マ

ボ
品

１，噂曵、グ。１Ｊ

、ｒ一、 くＩＣ

の②？一

Ｃ唖．｛

ぐ
つ
L
O

O
フ

［
､～

ふ
め

①四・一

唖（）・’

○『◆ｕ

Ｌ－ｃ

叩「印

○④・劇
篭

蚤
Ｃの・因

の◎・困

、「《 ＦＬＦ戸

、ザ、ゴロ－Ｊ

こば毎

つめ‐因

ｍＣ・品
畠
§

トつ品

苛め。－

討廻・一

－０‐○一

戸Ｆ里ⅡＬ』

〈Ｃ・④）

寺ヨ
ョ

…

『、ＪＢ１Ｊ

ｌ〆○
弓|員

一つ・利

①・ぬ

一つ？’

、~ゴロ－１

ヶへ

、ノロ『

◎一

I
～

1
月

奇・的

一、囚

〆
へ

ーい
』

（ＥＵ）扣叱

c
a

L
O
L
O

寸
さ

めい・囚

⑮詞・的

ｐつ・ｎ

Ｐ、鈩烏言Ｌ

①⑱。｛

ぬゆ・一

，１．Ｊ

こい○

、つ◆画

の幻・因

lOI～

G
1

つ麺↑利

⑱Ｃ【

つト・の

○の・の

、Ｊ、Ｊ・比

哩○一

叩の‐、§
：

Ｃつ・の

つめ・わ

○つ・Ｏ

ＬＣＬ

測○【 ＥＬＰ

の④・一
引
熊
|男
|引
胃

ｕＣ剛・
こぐ亡

Ｃ①雨

Ｃ守・一:
熊

{
～

<
c

a
l

Ｊ１・Ｉ

Ⅸｃｃ

①勾・ｍ

①の・囚

I
～

〔
O

《
○

Ｃ因・的

Ｃ①・的

Ｃ“・マ

”晶罫

トの・ふ

つ・つ『

奇一・①

一韓・魂）

（寸・卜｝

席』」世

〈ト管ユ

「ノロ『冒

岬Ｗ一一一

の・ぬ一

罵一
J

C
J

｝ａ
一ト・一

的・ぬ

主翼ヨ窪》

韮望ヨ蕊 ~ 王望ヨ蕊

仁澤茎一一二一

トト陸唐匡』岸

』峠』虐唇佳日

」岸『壱一二争一昌一

に堂

1
－

～
岸

冒
鍔
三
等

＝
三

ユ
ニ
ユ
ニ

Ｆ｝謹三彗一

ト》蔀二一二》二

ト｝菫一二垂

一一卸一一一一一詑二

』｝謹一一三一

~
」》一一一二一一昌一

一》雲一三》一一一一

トト犀匡ＨＥ

」）貼一一一二一一Ｐユ

トト犀巨吋屋

」》封琶一一》宮一今一

」｝斗言一望一

卜｝『一一一コご一↑

峠｝一三二戸一《

｜~やｊ凸串冨』

１濫謎一一コ一
皇|雲

戸｝司言一一写一弐

一｝一一一’一》や一宇一

一｝『一一一一一一》二

Ｆ峠片にＦ陸匡

』｝雪一一二戸二

ー
ー

三
里
』
コ
ェ

ー
ー

F
l
g
－
､
壹

宮
一
＝
胃

一

｝手一一二鼻一畠一

コ割詞

｜｝雲一一一》卓一部

Ｆ》｝一一一一誰扉

Ｆ』当一一二夢一昌一

｜｝率一二一〆一一

一｝ユーーー韮一

一』茎一一塞一

与髻一筆

一｝『一』｜ニダ一二一

亭塞一一二一

~
一一雲一一一》や罰

一｝》三弐や二

一｝評一三一』二

一｝一壱一二一一宇一

孤蓉

｝李一三》》二

凸~４■ログＰ守宅

》『一一二蒜二

瓢轌

二
F

H
や

二
塁

心や▲いつ・堅

、や△侭．．】

、や当院．・ヱ

心号きい二・匹

、や△いつ・堅

、や△い．・壁

心や△い．・里

心》、△いつ・塵

陸犀卜』い匡目浄

韮菫姜謡

圭厚姜＝
d
ﾉ

幸一．二垂争琴

座唾トト心岼匡惇陸

圭に碧華

芳毒三

権
菫ー碧塾

無頓里

軽狽里

電
電

e
e
こ
に

鐘Ｓこ
寸的ｍｌ

とご喜

司雪Ｙ

誰
|誰

着
|誰

圭卓

三
1匡

二
､包

暉

卜一三

~~~誰
二
1
と
~
‘
ﾙ
ﾏ

ﾆ
､
こ
三
三

環
蓮

罠
!と
ユ
ニ
1と

二
蓮
ゴ
ー

草
進
！

韮渭一 ~
幸運

韮運 ~
幸一穏一

圭圭増一

閻
幸圭渭一

岸聴埋

土圭渭一

幸至培●一

圭渇一

皇
誠

~
言白
一

黙↑こ

、《畠！‐ｋ~

藝逗
筆､二

き
ぷ
ｮ
三、
－

卜「一一

Ｖや。、
頚

菫ヨ萱~ザート便

毒雪簔ニト侭

ＩＩＩＩ吟脾トーｌ‐

謹全室劃一一

１１１Ⅲ』‐い］‐吟‐‐

一半汽一菫一

筵へ三河《言喜一

菫今言室口（言

垂含一掴〔》壼宣

峠一や言「一二二

~
画一

、｜弔汽｜壹一

釦ｌ銅一

囚’四一

因四一Z|"|21E
函ｌ色一 ~

ヤ’四一

銅ｌｍｌ

目|韮|ヨ
｜乍壹一三一

四
℃

1
4

菫

四
℃

1
4

菫

1
ﾉ

四
垣凹曲細弄廻腿針細需

｜坦一

垣幽
画一
単一

鯰一
四~

千一一

空一
誼~

坐一
坐一

鯰~
聖一
当
雪

酋一
四一

四一
ｍ一
、一

唾一
餡~

、一
コ
コ

~
型~~

山一
］’

二
'二

叩蜘弄咽

~~~~~~~~

こひづづ

L
の
○
つ

①
”

三
便

三

のＣ釦ト

つの岬の

の一の的一

10
寺

ご
つ
1
0

鬮
尉

、画ぺゆ一

叩①一①

、ノ、ノー、Ｊ

Ｏピト０

の的マー

の①めゆ

催
的のＣ①

①つ③Ｃ一

め○の叩

①の①め一

寸卜吟一

１斗~邑笥ｊ『

ｃトグト

蜘①一Ｃ一

囚“①一一

の”毎つ一

｝ＣＣＣ

ｔく仁夕理

①的ト①

幻
I
～
L
C

が
l
C
J
の

a
J
O
う
C

墾
つ
の

フ『１７

可卜い○

千）ベ
守的三

ト、因一一

（）暉寸一一

①一唾苛

的①の①

、一ｍ山ト

め一つつ一ト

Ｃ一のつ一

Ｎつ④品

寺ｃｃ的

寸の一℃

めＮ⑯函一

卜めめ因

の⑱めゆ

言⑱一劃蜘一

寸（）の串

O
〕
の

ト
ー
的

L
O
○
J

トの一の

副つ④の

副一一⑱

に帰陣岡四

ついつ利

蛇醐蜘剰一

寺ト哩寸一 ~
めトのの一

寸的的①

｜ト〔）弱一

一◎ぬ一

腿叶細需

一一

'~
ﾄ'二

三
二

二
二

二
一一

二
二

二
二

一一
二

二
二

二
三

一一
二

二
二
二
二

＝
一一

三
二
二

二
二

二
一一
二

二
二
二

1
－

1
－

二
二

二
怪

【
～
1
－

1
－

[
～

I
【
～

1
－

I
～

1
－

【
～

1
－

[
～

細ｌ粥旧燕幽輔哩の陥

哩姻凶畑輻

鯉姻凶削馬

迂一ｌ旦一

ｍＣｌ工一

因（）ｌ工一

四｛）ｌ工一

ｍＣ－二

唾二一二

③（）一二

ＮＣＩ工｛

のＣ一二

トＣｌ】

めつｚ

”Ｃｌ当

三ｌヨ

のＣｌ望

守つｌ弓

吟Ｃｌ】

囚一ｌ、一

望）二

⑱Ｃｌヨ

のｃｌｚ

○一茎

的○ｌ望

①［望

⑱つ、一

的一ｌヱ

ト｜ｌヱ

トＣｌ一ゞ

むつ、一

つ利’二

蛇Ｃｌ、’

｝つｌ望 トー〆穐Ｌ↑

いつ、一

のつ

、
一

的つ１－

ゆつｌｚ

竜
寸

望

鉛Ｃ一

のＣｌ一々

的つ１－

貢）１－

幻Ｃ
叩Ｃｌ一

唖（）一

のＣｌヨ

の一ｌ、’

つ『コ

バ百一１１~』

、Ｊ『『Ｉ『

〆』’一

ずつｌ’

①つ’一・

ぬＣｌ『

のつ一 ．

函［’一

ｍｏｌ

二

｜

望

卜Ｃ一ゞ

トつ’一

二

’
一
コ

二ヨ

ごｌ望

晒細
召
鳶
|こ

亘
寺（二一の三

ｍＣ一一③ｌ雪

因Ｃ一一ｍ’二

一○一一ｍ屋

こつ一一的三

因Ｃ一

的Ｃ一

守（三

四つ一

準（｝

ト○一

のｃ一

Ｃ一
辛辛一一

醐細

劃一一

。〔 ＩＦ
鯰⑮

R
E
層

話
路
器

三
ｃｃ く自

の①
的1
－

、ゴ『

ピト
の【
～

麺ト
のト
つめ

鉤幻
ト的
いぬ
季”
三

E
D

C
＞

L
○

m

竿⑪

｝（）一

囚⑩
『ト

１，
うづ

童
1
－

℃

一一

ｒ隣ｒ

一ｍ

1
～

①
三

~
~

L
O
之
C

的扇的’三

○
J

I,～
~

~

○ｍ二

（｝
つめ’三

つめｌ三

つカ三
ilili

つめ’三

●ぬ三

こぬ’三

○ぬ三

つ”’三

Ｃ的三

〔房三

Ｃの’二

Ｃ的１二

Ｃ的’三重
Z

ⅥＯ’二一

ｃｃ』臣

的の’二

国師’二

望
望
副弔

のの’三

めめ’二

弱詑三

の的三

一ｍｌヨ

『『Ｊ『「『

｜ヴー匡一

『、Ｊ『『『

一ぽ’三一

｜の三

｜鮠三

｜の三

一”’三

一めｌヨ

一ｍ’二

『銅’三

一め’二

示
宗

箔
母

七
J

二
二
=
＝

一のｌヨ

ｗ的’二

醐細函

玉
－ぬｌ旨

扇》三

町細国

唾’二
＝

臣
目

ま
臣

＝



Ｃ」つぬ①｜

くつ．○ぬ①｝

〈寸・⑱隈奄｝

一つ．○ぬ①一

Ｃ・つぬ①一

苛・⑱隈奄｝

’
’

’

1
」
…

Ｃ
・

崖｜函に篝』 崖｜函に篝』

’
、一署〔

十一斗一

|：（
）

唖
ト
・

S
お

(
p
寸

く
り
（
、

巴
里（
の

一悶の寸・

｛Ｃ・の①の）

（）．（）ぬ寸寸

つ。（）ぬ守因

｛（）。（）ゆ（）副）

つ・つ弱め一

◎・ＣＣの⑦

つ・つＣ－ぬ

訂
寸
I
D

ぬ
く
C

l
～

｜

計
．

〔
p

L
O

寸守・①山寸

二|:|:等|苫
（Ｃ・○⑯の｝’『ト 一つ。（）や④一

国|

一つ・守的寸）

Ｃ・つつ一山

つ・つつつ一

に
守・の一師

（（）・ぬ『一』

（守．①Ｃ二

Ｃ・つつ一ｍ

S
#
|
C

ら
つ・叩ト囚一

つ・つめ四画

寸・山国の

~
○・ぬふ一一

的・蝕叩一

ｏ」⑯一一函

○・つ守の一

Ｃ・つ卜唖国

の一鉛釦

（）＃迄Ｃ牢

因・つＣ

（・◎の⑱一

（④・叩勾二

勾・的卜苛

つ◆ゆめ一

的・寸寸｛

の。○的一
’

a
］
司
司

つ
C

E
Y
つ
め

a
J

E、
」

詞。①、

Ｃ・剛らⅥ

に信谷己亡

①。『の副 ~
的・つトー

、ノロ、Ｊ１凸、Ｊ〆

弓さｒ、Ｆ~一

戸再ＣごＣ、

幻・ゆめ寺

つ・○守の

ふ・守”

①？マ蜘一

つ・唖④唾

⑯．①晶命

Ｃ・寸トペ

く
つ

に
○

ぬ
L
O

<
D
t
－

（ぬ。①幻）

寸・四一一

Ｃ・ぬ一①

⑯。①蜘一

④・利輻干

守・つ山に

つ・一謡

や・ゆぽ

寺・的の

釦・めい

つ・幻の

○ト劇の

ｑｅＪ、Ｊ『一

Ｃｕこ

，守の二

）扣柵（Ｅｕ）扣皿

農
重|雪|¥|g

雪
一

~

<
Q
寸
<･

信
、
J
〈
γ
フ
寸垂
・
一

①
・
因

試
寸

寸~寺一・国一

四寸１陣トト の。－

罰

寺

“

（の．④）
B
寺
|韮

等
（ぬ・の

当'2
E
3
’守・一一

一ｍ・劃

『『ロー咀

一卜ひ
龍

男
二‐Ｎ’

①・ぬ

~
（つ・劇）

一曲一一

伯ｌ・『

貢卜

引訓訓

ピ○
:|肩

Ｏ・ｕ

ｃＣ

1
○

m

Ｃ・刈

くこ

二

爵
膿
Ｃ・寸

Ｃ・寸

罰・幻

卜‘一

。
】

~
１山・「Ｊ

ａず

哩に

へ｝・《

の・寸

力・寸

C
J

C
J

利・守

一．雨

ｍ・守
蘭
|園

Ｃ・、

”・守

め・一

詞
司

品

Ｃ・函

（）．
10串

｜・的

鉤・ト

1
－

の

『。１Ｊ

一念

的・卜

訓刈１訓

坪“卜

⑱。①

、串

夕に守

C
J

~~
到・②

｝

爵
1
－

1
，

寺．、

苛・、

○・ｕ

くご

「℃ 一戸ｌ■

「ぬ

~

が
1
G
J

O
う
ぐ
0

(
D
L
O

L
r
〉
ぬ

寸・叩一

~
一・国一

（（）ロや》｜）

（↑匡Ｕ）嘔吾

一つ・的）

一面・ぬ）

的．一一

○・Ⅵ『

Ｌと一

幻・の一

刀・の「 ｒＬⅡＬＰ

Ｃ・いふ
皇に

一唾・蛇一

”・ぬ一

つ・ぬ一

｛Ｃ・煙）

二◆④）

配・工

｛一・『｝

へｐ・｝一 戸少、’’一

奇・囚一

『”［一

の。一一

刈・Ｏ「

仁Ｌ冨

沁・”

－０．一一

戸？Ｌ恥’一
~二

弱・弱一

唾卜

~
（①・ぬ）

可．一一

Ｃ・ぬ

O
う

l
C

つ・力

的[
～

'
一

1
口

I
仁

、・ぬ

因．④

寸・トー

寺・Ｃｌ

Ｃ・ゆ

Ⅶゞく

こｒ

二・○ 〆Ｌ・Ｌ
213

つ・『

ピト

く
C

→

④
c

L
O
O

唾。⑮
2
鼠

幻．④
弱
3
ト。④

｛｝（

○・Ｏ

ＬＬ

Ｊ・』

（》炉

こⅨ
~1
－

妬・蛇

山・｛

④O
う

E
p

L
D

卜。、

辱
」

輻？心

〔
句

【
～

ｕ・Ｄ

ｒ君ＰＬ

奇・ぬ

一コ

（ＥＵ）佃山虹輻

一一・『二 ~~~~~~

的・的一

Ｃ・Ｃ二

（刃・の一

Ｃ・函一

｢～
”
”
唖・寸悶

函」ぬ劇

一句？○一

炉卜ｈに

牝↑。｜’

一つ・ｃ－

ＦｒＫトーー

ー。？○一

一戸ＬＩＬ〕

可・一一

叩・一函

一句、Ｃ一

Ｆにｌ脱にｌｌｌ

、「げり『一

｛αト｝

叩・一函
:

圏
一句．、

二戸Ｌ卜凹

唖。（二

Ｃ‘副詞

則１１判

〆口一

命
轟~竺弩

副墓
皇
つ・つ一

○？マー
男
畠

”・的一

Ｃ・の一

卜言一

（Ｃ・寸）

囚・的一

一・一一

ｍ・鋼

ト・『’

一・一一

ｃ・唾一

ゆ・ぬ

一○・Ｃ一

三ｌＬＰＩ境、

『『．、ロニ

ニｏ一

、Ｉも。■１Ｊ

ｃ一ひ

ト・唾一

づ
う
O
＞

~
~

”
ぬ

唖・の

α・迄
~二

鯰・症

マ⑱一

］
「

α卜

の・ぬ

~■。ミグ

ト口

①‐⑯

Ｊ・宮

、－

６心

Ｇａ

（

配・記

Ｎ・的

④・ト

L
○

、〆“、Ｊ

ゴロ

Ｃ・の

の・ぬ

【
～

【
～

一・”

「・竜

一雁

一・の

「ト
一・ト

副聖辨三寮

国・琿葛蓮

三・要一一獣

二幸三黙

． h

当匡
二
Qq~
グ

ー､:乳

琿葛壷

幻
ゴ

雪
雪
到
亙
~
｜
~却三嵐

~
乘三瓢

主三弾．｜半抽裡裡

やｅ量に柚裡呉

‐雲三櫛ｐ柚侭裡

・巽三縄、迄柚侭狸

，頚三嵐幸蜘狸裡

‐王室一二抽担〃《

頚三嵐 ~
‐一葬今』一

｜辛抽裡裡

・王三撫迄抽

十圭〉二〕塞』｝

~諄三獣、迄卜

エ

三
侭

一一濁一一

催
奉豐ヨ》

陸」巨侭

却三獣

乘三獣

垂三獣

三
こ

二
二

黙

妻三智

ヨ
苓

冒
こ
三

全
獣

●準罠還 ~
布竺一一）邦 一『二一一評

弓
垣

‘
，
ノ

ー準

冒
厚

三罰

師昏』」岸脾圃

聿三獣

こ〉ミョ墓

一『－４にＩ』字旦卓

聿誤画窪

奉三蝋

陰」に陶

却〉二裳

ﾖL二

二
丁

｡
'亀
J

司
笥

一斗三寺昌

二
吋
￥
毒

'
､
ノ

ミ
、

蓋

塞
一’拝一二

ﾖ早三4と
ズ

聿三嵐羊
萱

ﾖに＝
＝

嵩

ﾖに三黙

弾三撫

圭
二
|
ｰ

-
挿

二凸
孟
￥

‐
剤

ミ
蓮

三郵

藁ヨ黙

巽望遠

陣膣膳隈

匡に隠

圭三判．

巽電一壷

~

一一一〉竜一憎罎

牛ま口亀

ごく二二端型課

堂一一獣

仁猴合一

幸斗全一

垂一一毬

一一一全一

一語潅

ここ猿 口Ｌ，２

汚｝半二一

弓
匡
三
二

＝
三
二

獣
封

岸言一コ｝ ~~~~~~~

頚全一

ﾖ厚含
菖渥

Ｊ夛弛

号亭

典馥共

に尋や ~
迄（一や

一｝〕二一

~
宰柚狸裡

､二
陣

二
、
へ

l
I

~や
、

~や
、

一一ゴー

１１塁‐・」一二

－一一、茸信一

陳
・こ抽裡

逗榊狸〃壬

草加“ヘ口へ

Ｆ｝抽測走叩

匡柚狸裡

匡
一

卿
fノ
打
Tノ

ヰ
ー F」
狸

P
1
P
I

4
＜
語

二榊裡川落

に柚狸狸

卓榊裡担

｜｝榊裡狸

一一三二

’』~卜色口卜

こ榊狸程

雨|雨|扇
辛
惇

37ル
噸
ノ

裡
狸

狸
裡

辛抽狸裡

澤抽裡製

辛抽裡狸

フフ７

１ピぴぼＩ

二柚狸型

＝
凸

芥
ノ

4』F
1

岸ヘアや

－
｝（－４《

衿》（－１吋

一岸（一括 ~
一｝（一拾

」｝・圭

無狼里

ー
ロ

＝
、

七
、

一｝《一』

一号可’－

６塁~‐芦二Ｌ

一一ご一 ’『ｌ~垢』◇ぃ

一幸三

喝
一一ゴ’一

へ~』－０二

一｝言一

一↑ゴー

ＲＩ~悟一肥

こぎ一

一一計一二

、脂一』

｜」罰’－

偶‐舎垢』Ｌ

｜↑ざ一

仁｝弩一

1
－

ｰ室

一一コ』’

１
｜｝善一 ９１，~~卜宇卜

一｝弓一

｜｝吟昼

､
一
一

写
三

一

二三一

一↑室二

‐トー」一Ｌ

一」善一

１門Ｉ．￥淳二

二一琴三

島~」声Ｌ

一宮二

一汗当

守．二』

『~トー，

菫
障
増

ll-
ロ
ー

蔚
陸 喜

逢罰三

貝
狸
狸

’ず、
、

４

１グ、

ｆ、折
一

Ｊ
Ｐ十

’

二毒
一デート侭

~ 毒二判劉

一室到董エト侯

一窪劃菫〉｜卜喰

睡二判翌

薑一判蕊

画言料廻

障に岬庁園

当郵手

抑

｜罫《

漣
L’

二
営

'
1
』
－
3

』
気
、

'
里
哨
J

蕊

Ｅ
品一一

’千）州一菫一

｜弔買一潭一

画二肴騨

｜半章一二一

｜弔一当善睾

薑「‐一封一

一二↑〉雨一

幅』同隈卜Ｆ』峰

一｝』｜〉言一

~

塵「一認
龍

|言 ほこ当
認 ~

一
唾

蕊｜ヨ

〒起

翠
竺室

迫
四

二
一

三

画二Ⅷ｜Ⅱ罫一 ~
陸一副叔壼翌

菫壼劃亘

些因郡「封《

1
'鯉

悟錘~
壁画‐｜封↑

一二州「封

二蕊

二~ 蕊
､
ヨ
ー
ー

~
l
l

謹
蕊

登､
=

豊|量
卦蕊

管』
言

畠
言

舞呈〕毎
亀
劇

劇
恩
耳目
．
,
病

四一
画一

四一
~~
ユー

~~
ユー

垣皿
営豈一④マミ

四一
四~
聖一
望
巴
饅~

馴一蕊

四一
四~

~園
吊門畔

一『華

｜詞醍

画
、

ゆめ寸①

~

唯畑弄廻

ずつ寸の

｜い「

卜一寸、

の一ぬの ~
吟一的①

くり
く
つ

一ぬ
”

O
〕
の

ゆふ一ぬ

つト山の一

C
J
C

【
～
”

の．
』
α
）

、寸劇四 ~
卜鉛の的

めトＣ吟

①守山の一

憎
の因①的

マト。唾

測ＣＤⅥ こくＬｃ

一トゆめ一

因膿ゆめ一

○Ｎ勾駒一

画Ｊ、ＪももＪ引

口〆卜ひ一

”の①函一

の寸ト的一

ゆ①の寸一

○ずト騨一

”ぬ①め一

ゆめＣ寸一

的、の釦一

⑤ぬゅ韓一

Ｃの①的一

ト叩①画一

千》（｝一（）

①つ画寸一

幻つ利寸一

Ｃ卜の・一

1
0
①
。

ｰ
一

〈
C

I
～
1
－
1
－

と
、
］
C
」
頁
下

や守卜寸

つｃｃ叩

のト⑱刺

つい的劇

山ト到辛

Ｃ一Ｃ寺

吟め的寸

のぐぬ恥

のト④罰

の一国寸一

一つＮ一

【Ｊ１ｄ昼Ｊ牌

さい０－

のＣ⑱釦 :|§
一的寸①

④寺寸〔 ~
③つめ

<
p
寸

司
ョ

c、
J

寸
寸

○
J
守

O
〕

【
～

のC
』

の⑱的的一

O
〕
○
コ

く
つ
L
D

L
0
6
つ

寸
一

幻剥の一

めつの一

Ｆ、一寸一

⑬一副の

のＣＣ寸一

詞卜め①

Ｃ”ｍ劉

①の、画

、Ｊ『‐桐ｊ・Ｊ

ｏ卜云ａ

④の・マペ

守勾の唖

守○マペ

ト｜副④

一○つ『

↑鉾」戸ＥＦ

一一ぬ

↓

二＝
腿叶細嬬鯉姻凶削濡

一一
二

一一
二
二

二
一一

二
二
1

二
一一

＝
二
二

二
二

二
一一
二

三
二

二
二
二
二

三
二
二
二

二
三

＝
二
｛一

三
二
＝

二
二
二

二
二
二

二
二
二
'二

＝
三
三
三

二
二
二

ト
'二

I～
'二

二
二
二

二
1
－

二
二

I
＝
'
二
1
－

二
1
,
-

【
-－

［
～

I
i雫
～

ご生の函つ工一

ご旦叩函（）ｌ工一

因Ｃ一二

弧ｌ粥陣謎輔哩ト照

的×ｌエー

叩Ｃ二一

守Ｃｌヱー

L
O
L
O

E、
I
C、
1

匹
ロ
ョb
＝
ロ
ー
国

Ｃ一一二

奇Ｃｌエ一

叩蜘ｌユー

つめｌユー

つめ１９－

ぬ因ｌ巳昌

一的ｌ巳一

叩副邑一

、ＪｖＩ寸~~】ゴ

ＫＧｌＱ－

囮因ｌ邑一

の’１匡一

Ｃ－ｌｌ二

C
つ

二
二

ｏ－工一

⑱ｍｌｎ二

的副全一

⑮“邑一

①ふｌ生一

①○一二 ~
のＣｌ工一

①つ二一

①Ｃ一二

①Ｃ工一

③Ｃ一二

○一工一

Ｃ－ｌ－二

ｍ－エ一

ト因１匹｝

ト函ｌ巳一

①－ユー

垂ｂｊ~『『

卜ＣＩＱ一

トーｌＱｌ

中つ工一 ~
唖Ｃｌ工一

四Ｃｌ工自

いつｌヱー ~
⑲つｌ工一

のＣ工一

寸つｌヱー ~五~〆ＬＰ』Ｐ

的Ｃｌ工一

のつｌエー

｝〉（）

や》（）

又）ｌ工一

マＣｌ工一

＜
r

こ
＞

工

寺Ｃｌ工一

ニーエー

｜輯匹一

副Ｃｌ工一

マＣ｜二

一ＮＣ工一

二ｌエー

一のユー

－，１色一

｜ｍｌＱｌ

軍
一②ｌｑ－

（）“】

○句】

の一ｌヱ

のｏ１－

つ副】

寸一藷

望ｌｚ

卜Ｃ一

Ｃｌ１－
二

二
二

四寸一ト寺二

吋寸一吟守’二

~~~~~

司寸

LO

ゴ ョ

吟守’二

ト寺二

一ｍ
叩駆

○一
鈴一寸”’二

の一
“一寸の’三

里
雪

”一
ユ

寸一
一一

’’一
○四

守
o
y
g

因一
○ぬ

①’
三

の》
ト寸匡計一 一

⑲寸ト守’一一

①寸ト寸’二

○帳
トー
カー

α一

刈Ｏ
ＣＬ

認
用

三苛め二

I
D

△
1

力。 的因
”怪

O
〕

1
,
-

○ｍ
カー
R
I
S

”

○
J

寸ぺ一 一

澤勾守勾二

の劇寸劇二

心剥ぐ副二

詞
一一

①ｍ二こ

めぬ二ｌニ

ト輔二二

二二

二’二

三
~~ 、、

ここ

千
1
戸
、

”
の

ヱ
敏

I
マa
J

一ぬ
”

く
り

①Ｃｍこ

ゆつ的’一一

｛ぬ
寸つめ二

①扇①一 一

｢
戸
”

1
－

~
~

~
~

剥
~

~

歪
準元二

ぐ
Y
つ
寸

⑱
m

E
＝
E
＝

J
○，’二 ＩＬＩｌ陣』

E
「ノー『『

Ｈトニ ~ ~
一一ｌコ

ト心二

'
一
○

1
,
-
”

一

胃
二

一

寸の’二

守め二

苛め二

寺の二

寸鉛三

苛めｌヨ

つトーニ

一｝二『

トトー匡

トトニ

トトニ

｝｝’三

トトーニ

守的’二

めゆ’二

めい１一一

つつ『『

ｄｕｌ匡

⑱叩’二

めい１三

守の二

争い’ 一

I
－
I
－

(
、
①

E
＝
E
＝

、Ｃｌ二

トー〆睡一一

αや’二

的トニ

一Ｎｍｌ二

守の’二

可的’三

つり１コ 〃‐ｂｌＬＰ缶

つＣ二 戸」ＯＬ■岸

ｍｍ二

一ぬ三

ゆめ一

唖韓’二

I
－
o
l
D

く
Yつ
〔
Y）

こ
こ
E
二

炉マ三

トマーーー

ゆめ二

①一’二

①－１｛一

の一二

①’’二

山の三

軍Ｎ三

奇“’一一

守蜘’一一
l

二’二

叩蜘国



昌二弔二：室

抑蝶

州
P

如窒唾臣へ』筈筆~ｅ志室

的・の一一

咄翠江國装却里一室一

↑翠唾函轌型①志室

（ｇ扣冊

（四・四ｍ寸一

（因・ｏＣｍ）

一○・○一函）

一（）・的の守

S
S

L
O
L
O

O
j
O
〕

空
色

Ｃ・ぬトの’

○・ｍ『○一

ｆ
（）〔）寸つめ

Ｃ・Ｃ『の一

Ｃ・ゆＣ寺

ト。（）の一

寸・のつめ

、叫・、也~一『

Ｇ今トー

の・因一ぬ

○・の①⑯

唖・一ト・一

寸・寸寸ｍ

調
１ＪＤ、ノゴ~国

○。「’

○◆函函蜘

ｕ・『。剛

Ｃ■ＥＣ

Ｃ」④割の

Ｃ・ｍｍｍ

め・ト戯寸

○・Ｃ因め

の・守ト劇

“・○寸一

Ｃ・の“ト

①．Ｃ寸品

寺↓の①一

囚・○“

寸・トー

剴聿やミヨ部面

｜・の囚

扣毒垂寸這

ぐ
ロ

塞紅
ミ

匡三』
＝

仁窪辱函言逗

一塁斗劉一二恒一

菫斗寸壹埠

一』蓑斗トー尽吾冒睾

↑零声こめ一毎］司一

一』皇斗一一』］

蓑斗歸言室

菫斗②宝室

錘
岱唱副署

鉱奉韮菌

ぐ
亘

塞』
｢一
三

○
J

矩隼唾ゆ

（ＥＵ）扣皿

”

寸

、Ｊｏ１山司

ぱひ一

ｏ・利

のい
］

。
の・・一

幻・純

ｍ・因

つ？Ｄ

ＣＬ

囚・の

奇L
O

こ
つ

寸

哩・唾

の・の

O
〕一~
（）。’

寸語
望
：
1幅

幻・の

『。、ＰＪ

－ｄ

“

品

函・卜

の・叩

蜘・、

動・利

的．、

幻・詞
菖
爵

唾‐唾

『
、

1
0

奇・の

一・唾

一・叩

）ｅＰ－

工弩
．
】

へ
1

ヘ
1

〆
ト

写
】

G
1

I
｡

~
~

~
~
~

一
~

~

｜韓二

~

正巽

○一一一

（Ｅ旦哩（Ｅｇ扣脳 グ、！グ、●Ｉ

麺一一

⑭一一

⑭菖一

⑳、一

⑬一一｛つ・の堤）

”｝一一垣・トト）

錘旦一

②匙一

⑱丑一

麺一一

唾一一

苛二
望
|雪

の一一

寸二

、ｊ、司

壺｛｜

（」、■

②一一

α一一

唖、一一つの国司

四一『

唖一三

ｍ、一

⑯一一

”一一

⑭一一

唖二

⑯一一

ぬく一
（の。一一）

Ｅ
め・ぬ

一的・の｝
§|：

エ．一一

①二一
里'2

L
0

°
】
ー

の◆一一

唾・的一

の‘の一

一．｛一
$|言

唖。④

①・ぬ

①。①

寸・①

、◆ぬ
:爵

α・ぬ

~
~

可・ト

mL
O

[
～

く
り

四・⑱

の・ト

O
〕

L
O

⑯？一

一・才

Ｆ~マ~

－．皇

ｃ「
割
2

「ト
一つ・｝Ｃｕ一

一亡ｒここ、

（ｇ咽畑

｛ぬ・の一一

（（）ｃ一

］フＪ室Ｊ

一こい卜毎

（Ｃ函ト函

罠くｏＧ

－Ｃ・３Ｊ

的・や寸聖

の．めつ二

寺、寸トー

（Ｃ寸飼）

（＠つ劃

（Ｃ寸画）

つつ一二

〈つめの

（叩②品

（○国画一

一・ト苛二

“・唾

（ぬ。の｝

唖・めふ）

一寺。ｍ）

奇一一

『壷⑭）

つ寸の）

）．、寸一

コーー ｒ、』

ＬｒＴ

）函寸）

一寸ｍ）

つ詞）

（①◆Ｃ二

（いめ。、）
眉旨

Ｃ‐睡（Ｃ・ぬ）
2|量

畠
的・勾一

~~~~~~ 、『－

ごトー

の．Ｃ利

⑯二一

一寸・の｝

つ？Ｃ一

ト◆画一

的・一［

①・寸一
:|蚤
塁
2

④。“函

ｕ・Ⅵ『

ＣＣ壱

函・Ｃｍ

｛‐ぬ一

①・寸

マ・ト

１４ｅ、Ｊ

ｃＯ

C
J

I
－

ト・的

の．、

寺．①

唖．②

（Ｅ呈理

1
－

~I
D

因1
－

｜・ト

ｍ・寸二

（ぬ。”一

つ・利

唖》一

ト・の

ト・一

天
ｑ官Ｊ

Ｃｏ

1
－

F
行
一

二・エ

Ｊ“３

、ｒ

ＣＬ

函・函

醐・一

奇寺
ヨ
'三

Ｔｌ■申

八一

~~~

｝・唾一

一・Ｃ

幸く

“・ぬ

ｍ・守

唾・ト

の》函

ミノ。、

Ｘ》

Ｊ》一一

Ｃ卜｝

一寺

~~~~

一寸
・幸

一室

一一ユ
t
～

~

（Ｅｕ）扣哩

（師・一つ一一

、、望、ゴ“『回４

－ピローヘ

一つ．Ｃ刈到

三く良とこ

非当遠

非墓建

来篁鎧

●蝉三

一①・釦④）

二・寸℃一

三戸黄~Ｆ」活

一一・『つ

三トー戸戸」

』、Ｊｅ印~１『

一○「毎

一Ｊ・つＪ

－ｃ亡ご

一一・Ｃつ

一ｒｃＣ

一②・や『

一国・つ④

に曹

却三黙

却一一一罫
燕

二一寸唾｝

零三趣

騨三獣

茶三獣

一トーの↓

一垂エ

「つ・つＪ ｌｒ上Ｙ~、~

一ＬＣＥ

Ｌ、〆・『■

一○’一

弓「ノロ「Ｊ『

二〆ユ》，一

言ｂＬ戸も一

唾エ・トー

Ｃｌ・ｕｑ

Ｌ戸ｃｃ

坪一一一封

韮菖壁

蕪婁嵯

却匡鎧

巽彗鐘

却三螺

『、Ｊロ、ｌ引弓

一どひ二

迦菖蓮

黎獣一鎧

諄〉二壷

の？②一

梨瞳塞

奇・“ぬ

詞・幸

ぐ
つ

く
○

・
J

「壷唖二直卜＋、

矛・一つ一

吏卜さ一

ト・の一

瓢轌

トト蟄一

守「一母｜』烏

「守（ 伊己~■

‐工塾

.W-T
￥
r
一

念

陦霞一コ｝

一二引菖Ｉ串壼

旧時己一

一Ｊ斗剖宝狢

奇
1
－

.
岸
舎
、

L
を
＝

．
行

当
q
ヤ
ダ
、

＝

時時騨言

~~~~~~

』岸諾一一

聿邑

宿ギコー）

ロレト院

燕豐

一・②一

一・一一一

「串１Ｆ、

冒
逗

室

~~~~~~~

に巻

「②

一、存口炉副一

「戸ｂ戸』耳

瞳寺
瞳寺へ八一

窒斗
十
一

嘆杵、八く

唾詰
一
~
q
l
~

嘆券、入

直拝へ八

杵雰心一一へ

一~、、句、

抗う言七三へ

一~、~、、、

訂否七一一へ

二~~、~、、

苛吾七一二

亘ドト、~~~~~~~~~~

直斗十手

唾斗十幸

直斗十い一

匡斗十ドー

逗斗十手

童斗十￥

瞳絆‐Ｔ」

哩卜＋、

哩小十口

瞳斗‐Ｔ」

童心＋［

逗斗十

逗斗‐で↑

守吾、~、１

張一巾，Ｔｒ

星ユ
￥
~
D
I

~
1

，
今
ト

L
－

嘩一卜十、

Ｅ－１

世畠

一‐テバト

哩琿
苓〆

無頓里

厚《幕識
|皆

厚（一七

厚《一拾

匡忌一七

厚雪七

厚
ト
ー

．
＝

~’
､七
、

で

ここや

一岸《一‐や

一幸。七

に今給

一》二拾

ｌＯＯｏｌ くｃｃ

一↑善一

１１属Ｉ』↑だ

こ封一一
Ｉ

陣喜 陣喜

Ｆ岸宮壁

一↑ゴニ ーＬｌＬＬ卜

こ、百一

~
信澤琶一

こぎ一一

，ｌｋｌＰ生ＩＦ

跨幸宮一

｜↑ゴー

‐皇~」一路

厚
岸

←
岩
諸
国

－
ー
＝

こゴー

閏~~い』令烏

一等善

一

辛豈

Ｆ峠吟障’

信蒔弓一

桿菌

運ご－

↑』壹一

一一蓉一

１挿鐘』」為

侭

|里は貸
一
へ

堅延

四一

判ⅡトーⅧ「

~』弱戸~■~』~

○
○

○
'～
、

k
~
ノ
○

~

（
）

(ー
ノ

~

四冒室裂巨

垂皇室型言

当川弔寅三塁

1
1

黙
迄

~
・
1

計
＝
二

一

判千三雲

一鞄④一一一

苧千一二一二

_と
」

~
｜
｜

垂~菫
薑|雪

~ 摺
亘

里

｜｜まい二

一罪唖二

一一誰函菖一

言西一
長

一霊寸一一

一垂寸へ一

囚四一

~
一Ⅱ℃斗凛

一知寸二

一華マニ

一罪寸一一
陰

陰四一

一弔寅｜琶一

｜弔君「音睾

完韓当臺

師函一一

そ室
筈当
妻

－１，－ ~
」四一

「ｌ~、~■４１『ｌ耳竜『

〒〃千一二~君零

髻聿

壼一守二

長三

》言二玉 ~~

畏戻 一一

筈三

｜哩唐一

一Ⅲ一崖

弓、自

判画一

に
州「画一

汽戻 」一

言］一
冨一
言］活

言目蓋 一一
宮

~~

言一三

言惠
垣凹叩細尋泗腿叶細濡

引導
四一

、｝一

~ 四~
四一

四一
、一

四一
画一
画一
、~

四一

｜餉一~ 四一

四一

四~
一一

二

「』『『

一毒
と

唯緬琴廻

＠一二

~~~

・一三

｛豪室

、一号

一弓エエ

トー呈匡声

「Ｊ『~↑

ば声藍

の一二

画つ①ト

雪室

＝
矛『二

一、』竜一

電』岳

寸二

砲笘
、三

唾巨三
皇
|鬘

↑竜
二≧
~三

画室
~

ａ①ｌ①⑩ｌ目国）柵ｌ鮴咀郡畏⑩僻

のトの一一

○一↓

囚”守一一

ト⑯守也

錘①哩吊

O
L
D
L
O

目
【
～

寸
言

四ｍｍ

卜寸⑯寸 ~
の寸の叩

l工
〕

ト
ー

Lfつ

ぐ
剖

－
－
ゴ

卜①寸｛

ト○トト

寸一一国

因の寸の

⑮ト叩寸一

の一ｍ囚

的守寸寸一

①トの叩

寸寸い、喜

の①寺の ~
”｜’

寸一のｍ

一○ト、

寸四①国

トのトの

○ぬトー一

一①②①

ｕ○一ｕ「

ＣＬｒＥ字

囚①の↓

因めぬ寸一

罷め一の

~~~

いび計

〈
Yつ
ぐ
4

句
ざ
寸

C
J
I
－

劃
”

①一ト寺

⑲トー叩一

Ｃ吟①的一

一『一四
璽彗豐卸諜逵

唾造巽ヨ寒空

塵遁哩ヨ寒空

睡追巽回寒空

画追巽ヨ峯奎

睡遁淫包澤蜑

畦追窒ヨ寒奎

延窒巽釦峯逵

睦追巽ヨ寒雪

廻塞豐包搾空

睡塞豐曰柊空

逹塞巽翅澤蜑

建筵全

廷謹全 ~
建議全

画謎全

画筵室

唾謎垂

雲篭《

延塞室

哩誰全

菫謹＝

画誌墨

睡謹会

睦筵会

哩塗書

唾謹壼

廷篭室

産篭菫

睦謎室

些筵会

逹龍会

垣迦凶細需一岸押辱姻

二
二

二
二
'二

二
二
二
二

二
二

二
二

二
二
炉

二
一『

二
'二

(
～
[
～

一一
二

【
～

二
二

二
二
三

二
二

’一
ト
｜
[
～

1
－

I
r
～

寸ｌヨ

マー司一

寺ｌ、一

蜀
司｜
ヨ

寸

’
三

計ｌヨ

寸ｌ］

寸－
コ

寸，－

トコ

宮’一

ｍＩヨ

つ。

Ｃｌ’

唖’二

寸Ｉ、一

寸章

マヨ

『ヨ

マーヨ
ｴエ

ｍ】

可－
コ

一『ヨ

寸コ

寸ヨ

、ｌ》

~

マーヱ

計ｌ、一

寸ヨ

寸ヨ
】

コ
鯉泗凶細需町班珈細国

①Ｃｌ工一

迂一ｌＱ－

<
つ
く
コーエ

ニ

マＣｌ工一

つ－－二

、Ｃ〒二

寸○’一二

二ｌ工一

寸○一‐二

ニエー

トーｌ望

寸C望

の『ｌ、一

⑯（）ヨ

⑱Ｃヨ

つ『コ 戸始ロ~』

①Ｃｌヨ

②－】

の一ｌ望

寸Ｃｌ一

④ｏｌｚ

①つ－．

のＣｌヨ

「Ｊ『吋引

α一ｌ一

寸Ｃ、一

ゆＣ一》

唾Ｃ一

二ｌ】

のＣｌ一

ｍＣｌ－

①
二

つ－
コ
望

⑲Ｃｌ一

二ｌ「

碗Ｃｌ一

め一’一

Ｃ『’一

二ヱ

篝云（一ぺ（一室 ~
室三

窒琶ｅ幸

塵ｅ巨二

二燕簔串

逗蒙弓当
ご
'

室罪ヨ》

雲一諏弓

匡号環

ﾐ
二

一一糊
口

Ｊ』一口区

」二一師

一一一麺

1
三
可
三

一
ざ

埠三
逗拭

三一二六

’ローロー‐

ミ
ー

ー
三
一

串章 里』一一

逗壼
信

］二三

二・ユロー

4
ニ
ー
ー

ー
壹

一一一二》

’『寺◇一

1
一

ニニ
ズ

一二三

ｑ「筆Ｄｌ

二二三天

’『ユロ『

埠三

ヨニヨエ

４『さ■一

壱三
二三承

上白『

一一一錐

t
K

~
侭

戸
ヤ
ー

民『
○勾

Ｊ１
、、

ＥＣ
寸函

の因
L
○

国

④醐
鉤因
のへ
1

○ｍ
[
～

｡
］

詞
斜
|開

隈
<
C
~

一つ
トヴ
霞
露

Ｃ寸

聖一

ミノ侭

口↑
~~

寸’可

L
、

寸
削

”寸
一“

可の

１Ｊ．【

、~二

戸蛤で

⑮ー
ト寸

『Ｊ淵

○一

Ｃ唖
囚の

一寸

｝［
一四

一

脾細目郡 口トコロ声９

二一
仁一

コヨ

ーーー

ダ児子
垂

○
つ

｡
］

季
］
一

八
J

刃

仁
、
】

1
，

唖唖、一

雪
望
、｡
~
。

一Ｎ囚

寸一
ト、

いめ’崖 ~
ゆめ’二

ゆめ１国 ~
ゆめｌ屋

l
-
O
L
O

C
T
つ
て
つ

白
＝

ゆめ’三

のの’二

閑
ゆめ’二

二
ロＯ

ＣＬ
酉

叩的’二

フフヨゴ司

哩。ｌ匡岸

Ｃ（
こ《
(
C
〔
｡

〈
ｿ）

CYつ

ニ
ニ
ー堂
童

国
①めヨ

寸
L館
⑬寸

①めｌ皀

＠
の

く
つ
C
つ

＝
白

のの’三

トの’三

0
コ

【
～

詞
卜的’二

トｍｌヨ

トめ１国

トのｌ屋

ト的１国

ｍｍｌ畠 ~
卜の二

のめ三

めめ’二

⑳②三

ト、１国

○
J

陸
~

口
~

~

的’一一

叩趨禧哩

三
竺

望
童
唖

筐
雪

つ因
計
的討

ｏｕ
ＬＣ

寸口
．Ｊ

に、
ここ

の画
二

駒
謁

串
、

一の

へ

L
の

詞
1
－
a

〔
＝

~

二
二

品
~



旦

勺路
蛎
馴
判
弱

幅
弱
馴
引
恥
糾
髄
別
調
拓
扣
師
野
蛇
羽
鳴
帽
羽
訓
別
記
陀
万
妬
舶
師
開
沁
ね
乃
帥
訓
詑
謁
媚
開
閉
科
巧
汚

制
衣

口
弓轆

凋
訓
妬
狛
師
調
狛
扣
一
一
一

一一

一

一

一
一
一

一一

一

一

一
一
一
一
一

一
一
一

一

一

椙

~

~

~

馳
一
訓

銅
一
鮒
一
鋤
輌
榊
一
輔
一
埜
岬

区

５

６

４

４

４

３

６

４

３

５

４

５

５

５

４

５

４

４

３

４

４

４

４

５

４

６

６

３

５

５

査

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一
一

一

一

調

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

層位 遺物番号木取り 樹皮焼痕 樹種 長さ(cm) 15(cm) 重量(9) 縮尺破片
暗茶色泥炭層 l/4割 。ナラ属 (309) 2.9 (128.6) l/4 1
砂礫層 7621 偏制 0 コナラ属 (35.3) 5.3 ( 164,3) l/4 1

暗茶色泥炭層 メL木 トネリコ属 (79.4) 3,0 (340) 1/4 3
階茶色泥炭層 丸木 O ハンノキ属 (227) 4.75 (210) l/4 7
暗茶色泥炭屑 股水 ニレ属 (53.8) 4.3 (322.5) 1/4 1
砂礫屑 8793 股木 O ニレ属 (65.0) 29.0(7.2) (620) ]/4 2

1階茶色泥炭層 7499 MIH O 。ナラ届 14. 1 32 19．2 1/3 1
砂礫屑 板卜I ヤナギ属 13.75 2.8 252 1/3 1

暗茶色泥炭屑 l/4割 ニレ属 (10.4) 3.0 (46.2) 3
冊茶色泥炭層 柾目 コナラ凧 ( 12.4) (3.6) ( 13.6)

砂礫層 柾Fl 。ナラ属 ( 1 1 .2) 1 .4 (107) 3
暗茶色12炭屑 l/8#I O ．ナラ属 ( 1 1 .6) 2.8 (802)
暗茶色泥炭屑 偏剖 コナラ属 ( 14.7) (57) (24｣8)

暗茶色泥炭層 IWWI1 。ナラ脱 (17.2) (09) (27. 1 )
暗茶色泥炭屑 l/4:I 0 3 ハンノキ属 (36.8) (8.7) (9700)
暗茶色泥炭層 ｜/8削 ハンノキ属 (315) (33) (87.9) 2
暗茶色泥炭屑 l/2割 ハンノキ属 (15.3) 2. 1 25.8 3
塒茶色泥炭屑 丸木 ｜､ネ'ノコ届 (46.7) 4.9 (2730) 2
暗茶色泥炭屑 丸水 〕 ハンノキ属 (9.2) 29 (40.0)
暗茶色泥炭層 メl水 ニシキギ閥 ( 17.4) 37 ( 122.3)

暗茶色泥炭屑 丸木 O ハンノキ属 (345) (4.0) (2964)

'1首茶凹E炭屑 メL水 ハンノキ閥 (473) 16 (90.71 6
1借茶色泥炭層 丸木 O ハンノキ偶 (442) 2.0 (25. 1 ) 5
階茶色泥炭屑 7158 丸木 ハンノキ属 (10.2) l . 1 ( 1 1 .6) 3
暗茶色泥炭屑 丸木 コナラ屈 ( 18.5) 41 ( 142.6) 7

暗茶色泥炭層 7498 丸木 O コナラ屈 (306) 3,2 ( 14.6) 2

砂礫屑 メL木 0 ．ナラ属 （7.5） （6,2） （4.7）
暗茶色泥炭層 ハンノキ届 46 1 ~O 9.8 3

暗紫色泥炭屑 7153 ハンノキ属 (6,2) 1 .7 (69) 3

暗茶色泥炭屑 7154 ハンノキ属 (5 l ) 0.7 (6.8) 4

暗茶色泥炭屑 7156 ハンノキ属 (18) (()5) (0.5)

脳茶色泥炭層 7157 ハンノキ属 (55) ( 1 .5) (4.3)

暗茶色泥炭屑 7159 0 ．ナラ属 (3.6) (0.9) (1 .2) 3

階茶色泥炭層 7160 ハンノキ届 (6.0) ( 1 .6) (3.9) 3
暗茶色泥炭層 ハンノキ偶 4.3 0.7 7,6

暗茶色泥炭1門 ｜蝋[I ハンノキ属 5~4 3.0 5．9

暗茶色泥炭屑 ハンノキ属 (58) 2.4 (5. 1 )

暗茶色泥炭屑 ハンノキ属 (3.8) (l9) (3.0)

暗茶色泥炭層 ニレ属 （4.9） 0.6 （8,7）

砂礫屑 7460 ハンノキ属 (39) l . l (6.4）

暗茶色泥炭屑 7155 0 広葉樹 (1 1 .0) ( 1 . 1 ) (23.9)

|暗茶色泥脚榊 7161 0 ．ナラ属 (6. 1 ) ( 1 .4) ( 1 .4) 5

暗茶色泥炭層 7169 0 ．ナラ届 多
暗茶色泥炭屑 7170 0 ．ナラ属 (4.6) (24) (3.0) 14
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錘番号|資料番号｜ 遺物名 ｜調査年鳫

_三L壁二三「 7哩

器
~

調査区 ｜ 道 情 ’ 層 位 遺物番号 長さ(cm) |幅(cm)

（3~6) ’ （ | ~6）
備 考厚さ(cm)|重量(9)

~ ~（)~5 （3 薊’
０

０
~
レ

八

〃

瓜

｛
蝋
ｊ
一
徹
Ｉ 缶十~ 棚上げ土｢ | ’ 26（Dw l い､bl~

棚上げ|己 ' ' 1

7 K-10 IH 3 I MII l:げ| z ' l」

7 1〈一IO IH 3 #ili l :げ t! |

7 K 10 1H－3 1ill l :げ 12'|」
三

7 K IO IH 3 IIM 上げ上'|1

7 1〈一IO IH 3 #, l壮げ土' | '
7 1』－IO IH-4 泌土上

7 1 1 { 4 掴ヒ
ニ

/ IH 4 M|:

7 IH 4 漣土
ｰ

7 K-l l l l I-5 1il ll 上げ上41
言

イ K-l l lH－5 1,li l :げ tII1
＝

7 K-l l [H 5 掘上げ二|ﾆﾘ’

7 K I I IH-5 柵上けl'l'
二

／ iく一IO IH 5 IMI Iきげ k' | '

' 1 」－6 1B"
=

7 J 7 I B"' | 1

1 1 K-20 カクラン
言

／ K－5 IBIWIt lili
写

／ K－8 IB屑｢ | 1

l l K 19 IB刷上liII
Ｊ‐

ｔｔｔ

ナｆｆナ
ｌｌｌ

ｔｋｔｌ
１１１ＩｌＩＪＩｌｌＩ

Ⅷ＃｜＃＃

ワ‐ｊ二ｊｊ

漣土

Ⅲ| 上げ上41

順ゼトそ脂

｛ｊ’７言

ＨｌＨ

ＤＦ

Ｈ

iく－10

~」－6
冊|きげ k' '

1B"

IBIWIt lil

IB屑｢ | !

Ⅲ｜７

IB刷上|iII

馬－二 ~

鉄洲

~不Iﾘ1
~

“

師、 川
刊

ド

イ
｜
巧

的
一
船

ｍ
｜
沼
一
門
一
団

~
~

~

~

~~

~

別

州
獅
郵
諏
痢

~

８

２

Ⅲ

帥一

１

１

１

２

２

４

１

１

１

１

０

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

２

２

１

２

４

４

４

５函
一

咽
一
叫
一
咽
一
岬

四
一
岻
一
岻
而

岻
而

( 1 . ()I

~(3.4）
一別

鋏洲

厩珊
(2，0）

~iRR）

剛

理理 一咽勘
蹄
一
Ｍ
一
拠
一
粥
一
別
一
妬
一
鍋

銑訓
例甚噌凪
J八J川

~

一
四

１
１

ｆ

８

⑫

２

(3.3）

刷

則

か

鋤

刷

創

４
４
ワ
－

３

７

２

３

１

１

１

１

１

１

１

１

５

劇

３

鋤

３

刷

刷

０

０

０

０

０

０

０

ｉ

１

１

１

四
一
四鉄珊

不' ' ' 1

趣
fｿ鍋

ｨ<111

、

剛

２

３

４８５

~ (ツ月

2819 1 (3｣)

~5822 1 （2~9） 器’

－ ’ | 5709 1 (l7) | (1TFT ~
＊計測IIIAIは、平成7年腱分は保存処理後、平成1 1年度分は附考lillに記したものを|旅き保が処理前のものである。

表10ガラス玉一覧

| 眉位 ’層位蕊｜ 調寶区 物
号

遺
番

図番号

!XI I11 45

番号 遺物名 形状 長さ(mm) 幅(mm) 厚さ(mm) 重量(9)

0． 1

備考
《
マ
、
“
一
●
Ｌ
。
で
△
・
上

１

Ｊ

１

斗

、

１

し

ｒ

Ｌ

１

４

メ

メ

メ

《
凸
、
二
一
・
、
一
・
二
魁
三
、

Ｉ

１

１

ｉ

ス

ス

ス

ス

ラ

ラ

ー

フ

ラ

ガ

ガ

ガ

ガ 岬

ｉ
｜
フ
ー

７

｜

Ⅱ

川

ａ０

７

７

１

０

０

~
Ｋ

ｊ

Ｊ

IBIWIIII

IB屑上IiIl

２

８

０

０

５

６

１

７

７

２

９

９

“
｜
即
一
ｍ

３

２

２

７

Ｊ

８

Ｅ

Ｅ

３

７

７

７

１

９

０

２

１

１

１

２

０

６

５

５

４

２

６

４

９

－

１

１

３

１

３

３

１

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｏ

６

６

５

６

９

ｌ

４

９

弧

０

３

１

１

４

１

１

１

１

１

狐
癖
一
卿
一
甥
一
恥
一
錘

癖

咽

嘔
一
岬

凹
面

躯
一
岬

lXlⅢ－45
肥
一
Ｍ
一
Ｆ
一
率
一
型

酔

洲

mlll-45

1Xl ll l 45

３

４

IBII､# Iz lill

IBjW|: Im

lB届上1II I
一畦

１
１

~
~

ｂ［

ｊ

７

０

０

~
~

Ｋ

ｊlXlⅢ 45 5 ガラスl〔

6 ガラス1《
鳶

／ ガラスニE ~~~~

一
君
一
一
寸
や
‐
ト
ー
Ｉ卜

丸

丸

童

図Ⅲ－45

1X|Ⅲ－45

図Ⅲ 45

川
一
Ⅲ
｜
Ⅱ

７

７

７

刈

幻

甜

ｊ

Ｊ

Ｊ

IBIWI:li'l

WfW18 1 カラス li 蜜｜|i」

表11 土製品・石製品一覧

調査

年度

調査区

･遺構
図番号 番号 重量(9) ｜ 備考遺物名 層位 ｜ 遺物番号 長さ(cm) 幅(cm) |厚さ(cm)

1頁IⅡ－351 84 囎状石製品

土製1I1 I1I

川

Ⅲ

｜

Ⅱ 11
８

５

９

２

~

~

Ｈ

Ｈ

Ｐ

種 上|ルザ 4172

2803

０
Ｋ

４

ｆ

８

３
１

卸
一
団

１
ｍ

２

３

３

１

０

１

９

０

列

げ|XiⅡ 47

凶Ⅱ－69

礎

８

徴'二 1脚

" lalM雌状渦.製1m ９

０

７

７

１

２

９

２

例

１

１

２

８

８

０

０

０

３

５

１

１

１

１

6．40 6~55 2． 1 1
1ハマ

ト0．／

IXI 1 1 96

1xIm-45

図Ⅲ 45

1型lⅢ－45

9 行製III ITI

9 玻凡'if

l () l製,1, !'，

1 1 12製品

12 上製i1if1

l3 土製品

14 t製,'ii11
579 1 ]1盤状土製品

5訂j円樅状土製品

l製,1, !'，

~|x製品

t製,'ii!!

| ]1盤状土製品

~4．22９２

４

｜

ｌ

Ｆ

ｌ

ｌ

Ｌ

７

１

~

１

２

１

画

ｉ

↑
》
Ｉ

ｌ

Ｂ

Ｔ

ソ

１

１

秘
一
眼３

1 ． 15 踊
一
岬
一
Ｍ
一
四
一
岬
一
服
一
雨
一
四
一
吋

l (〕31 1

3607
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12443
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３

１

２

１

２

８

８

１

０１

咽
一
ｍ
｜
唖
一
吋

幅

皿

耐
一
脈

７
三

Ｃ

舵
Ｐ

ｂ

３

３

５

１

｜

｜

幻

一

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

lBI杵

IB!W

lBjWi

lB層
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砂礫届

IBIW

（ ｜ ､20）

(225）

1 ．95

(3． ’0）

(3． 13）

０

別

Ｏ

ｊ

２

５

４

１

Ｊ

３

１

１

２

２

図Ⅲ 45
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1叉' 111－45

皿
一
Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ
｜
Ⅱ

妬－

５
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０

Ｋ

Ｌ
ｂ

Ｏ

９

９

０

６

０

８

５即
師
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ワテ
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ウサクマイ
bとせしらんこし
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（ b

， LI坐

〕里

lO-17ほか

所収遺跡名 種別 ｜ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

陶磁器、須思器、オホー

ツク式土器、擦文土器、

続縄文上器、繩文二|器

石器

イI鰄、石錐、スクレ

イパー、掻石、たた

きｲT、すり石、砥fi

金属製品

｢富壽神寳」

木製品

骨角器

ガラス玉

樽前a降下軽石層下

にある縄文時代からア

イヌ文化期までの複合

遺跡。

擦文時代前半の集落

跡で、千歳市周辺では

これまでにない「冨壽

神寳」やオホーツク式

上器などの搬入,if,が出

土。

建物跡 2軒

墓 1基

アイヌ文化1ﾘ1 土坑 ］基

道跡

焼土 2ヶ所

ウサクマイ

集落跡
N遺跡

擦文時代 竪穴住居 12'lil=

続縄文時代上坑 16基

縄文時代 焼士 60カ所
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